
        
            
                
            
        

    

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●『お兄様』が生まれた日




　六年前。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、十一歳の冬。




「風邪をひくぞ、可か憐れん。マスクをつけたらどうだ？」

「おにーさまこそ。ますく、してないですよ？」

「俺はいいんだ。冬の空気ってやつは、冷たく澄んでいて心地いいから」

「なら、わたしもいいです。おにーさまも、雪あそび、しましょ？」

「やだね。俺はインドア派だ、雪は暖かいところから眺めるに限るよ」

「むー。……なら、可憐がおにーさまにかわいい雪うさぎ、作ってあげます！」

　いいのに、と拒絶の言葉を言うより先に、振り袖姿の可憐は庭に駆け下りていく。

　砕城可憐、九歳。すこし舌足らずで、子供っぽい無邪気な少女。

　だがいつも周囲に侍はべる大人たちには、大人顔負けの落ち着きを見せる。

　この妹が自分の前でだけ子供らしくしゃべる事に気づいたのは、いつだったろう──？

（……この日だったのは、間違いないんだけどな）

　砕城本家、月例会。毎月末の日曜日、分家の衆が本家に集まる。

　それは単なる親戚づきあいではない。日本の舵かじを左右するとさえ言われる遊戯者集団、砕城本家に集中する富、特権のたぐいをすべて牛ぎゆう耳じる本家が、分家の者たちに利益を配る供応の場であり、次代の『砕さい城じよう』を見定める外交と選抜の場でもあった。

（まだ小さいからな、そんなこともわからずに──）

　雪の中ではしゃぐ幼い可か憐れんを見ていると、わずかなりとささくれた心が和む。

　砕城の本家は大戦をそのままの形で潜くぐり抜ぬけた築数百年の武家屋敷だ。

　二棟から成る建物には、父方すなわち当主一族と、母方の一族がそれぞれ分かれて暮らしている。

　普段紅ぐ蓮れんは父方、可憐は母方と別れて暮らしている。ただでさえ会える時間は、月例会の時間程度で。

「次の予定、いつ？」

「はい、お坊ちゃま。ええと、明日には《伊い邪ざ那な美み機き関かん》の方で検査と投薬を」

「またあれか。あいつら、おかしいから会いたくないんだけどな」

「そう仰おつしやらず……。現にかの機関での能力開発を受けてから、お坊ちゃまの勝率は砕城の一軍にも匹敵するまでに高まりました。誇らしいことでは？」

「砕城の奴隷が骨まで染みついたあんたには、そうかもね」

　けど、と言いながら、渡り廊下に座り込む。

　そんな彼の傍かたわらに立つ黒服の女、幼い紅蓮を監視し警護する元遊戯者を睨ねめ上げて。

「俺にとっては気持ち悪い、得体のしれない薬を打つおっさんどもに過ぎないよ。脳みそを弄いじられるみたいで不愉快だ。いつかチャンスがあれば潰してやる」

「聞かなかったことにさせて頂きますね。旦那様に報告すれば、また」

「どうなるって？　懲罰房にでも閉じ込めるのかな。それとも鞭むち打うち？」

「お召し上がりになられている駄菓子を当分没収されるかと……」

「……まじか。このくだらない家に閉じ込められてる日々で唯一の楽しみなのに」

「でしたら、あまりご本家の悪口は言わないでください。……立場上、過ぎればどうしても報告せざるを得なくなってしまいますから」

　ちっ、と舌打ちし、紅蓮はふたたび可憐を見守る。

　この女は決して冷たくはない。むしろ自分や可憐に過剰なほど好意的な部類だろう。

　こうして自分以外の異物がない、兄妹きようだい水入らずの時間を作ってくれるだけ奇跡だ。失言も過剰でないかぎり見逃してくれるし、彼女が担当になってから明らかに懲罰が減った。

　だが、それでも──。

「あいつの誕生日、いつだっけ？」

「可憐様でございますね。二月十三日になりますが」

「もう、時間がないな」

　十歳の誕生日、砕城に生まれた子供たちの運命が変わる。

　遊戯ゲーム教育の開始──砕城本家での教育は乳幼児の頃から始まるが、十歳までのそれはさほど過激なものではない。

　十歳までの時間はその子の適性を見定め、最も適合する遊戯を見み出いだすまでの準備期間として扱われるからだ。

　が、十歳を過ぎるとその扱いは一変する。

　将棋に適性があるなら、人類を遥はるかに超える数の対局をその超演算能力でこなしたＡＩと直結し、加速された意識の中で『勝つまで』数百、数千、数万の時間を体感したり。

　カードに適性があるならば、指の皮をヤスリで薄く削り、極限まで強化された皮膚感覚であらゆるカードを操る裏のテクニックと表の論理を叩たたき込まれることになる。

　その徹底的な教育のおぞましさときたら──。

「紅ぐ蓮れんさまのようにすべてを体験なさる資質の持ち主は、恐らく歴史上あなた一人です。……可か憐れんさまの教育は、ごく穏当なものになると思いますよ」

「何の慰めにもならない情報、ありがとう。……ひとつでも、充分悪夢だ」

　世話役の言葉が逆に苦い。にこにこと微笑ほほえむ可憐、白い指がさらに青ざめるのにもかまわずに雪を固め、庭木の葉と赤い実で目と耳をつけた、『雪うさぎ』を作っている。

「おにーさま。……最近、可憐には、おともだちができました」

「友達？　……いや、ありえないだろ」

　ここは砕さい城じよう家。無関係な子供が近づける隙などありはしない。

「雪が降ったので、こっそり雪うさぎを作ったんです。大人にみつからないように、こっそり作った、雪うさぎ。……この子の、おにーさま！」

「なんだ、友達ってそのことか。……じゃ、今作ったそいつは弟なのか？」

「はい。『おにーさま』はずっとわたしをまもってくれてるので、これは──」

　そうにこにこと微笑みながら、霜焼け寸前に赤く冷たく冷え切った指に雪をのせて。

「これは、おにいさまに。『いもうと』ですよ？」

「……！」

　渡された雪うさぎは、ひどく無様なものだ。

　出来がいいとは言えない。形は悪いし雪には泥が混じっている。

　だが、それでも──渡された雪うさぎを冷たい廊下にそっと置いてみると。

「……けっこう、いいな」

　まるでひとりじゃなくなったみたいで、心強い気がした。

　もちろん気のせいだ。こんな雪の塊が、何かをしてくれるはずもない。

　ジンクスにすがるのは弱者の証拠、気力の衰えた負け犬。砕城の教育係は、そう言うが。

（悪く、ないな。……なんだ）

　砕城の教育も、案外アテにならないものだ。

　そう考えると、いくつか秘めた疑問がストンと腑ふに落ちて、紅蓮は世話役に言う。

「なあ。──今の教育係、気に入らない」

「元一軍の彼ですか？　若いですが《黒の採決ブラツクバウト》でもかなりの戦績を残した優秀な──」

「あれで？　雑ざ魚こだろ。俺を油断させるための布石だと思ってた。砕城本家は俺なんか、絶対太刀打ちできない強いヤツばかりだと聞いてたから。けど」

　冷静に、彼我の実力者を解析する。過去の情報は間違っていた、という前提で。

「──そういう『幻想』を剥ぎ取れば、あいつはただの雑ざ魚こだと結論が出る」

「根拠は？」

「対ＡＩ戦の勝率はたかが八割。加速時間にも耐性がなくて、ほんの十年体感するとすぐログアウトして死にそうな顔になる。ルーレットの球を狙った場所に放ほうれる能力だけは評価できるけど、そんなありきたりの芸しかないよね、あいつ」

　幾度かのレッスンにより、冷静に集め切った情報をもとに。

「もう、あいつに学ぶことは何もないよ。今日から違う奴やつにしてほしいな」

「……承りました。では、その旨指導役に申し伝えておきますので」

「もう。むずかしいおはなしばっかり」

　そんな風に話していると、不意に可か憐れんがやってきた。

「雪うさぎ。おなかの、なか」

「？」

　耳元でささやかれ、紅ぐ蓮れんは壊れそうで触れられなかった雪うさぎに指をかける。

　意外と柔らかい腹に指を埋うずめると、なんと……。

「これは、メモか？　……ははっ、びっくりするくらい原始的な連絡手段だな」

「……おともだち、です。『これ』が」

　世話役の耳に入らないようこっそりとささやかれた言葉に、紅蓮は度肝を抜かれた。

「なに？　……まさか、こうやって……学校の『友達』と連絡してたのか？」

「はい。わたしの雪うさぎを見て、気になったみたいです。……えへへ」

　顔も見たことないんですけどね、と言いながら、こっそり見せてくれた手紙の束。

　他た愛あいない、くだらないやりとりだ。気に入らない先生の話、ちょっとスポーツができる同級生の噂うわさ、ぺたぺたと貼られたアニメのシール、一文字ごとに違う色で書いたメモ。

「……なんだ、これ」

　無駄、無駄、無駄、無駄。

「すごい。すごい。……無駄だ。非合理的だ。間違ってるのに……すごい！」

　心からの感嘆をこめて、紅蓮は言う。

　そこにあるのは点数のやりとり、札束の奪い合い、資産の削り合いではない。

　そうした地獄のようなコミュニケーション手段しか知らない紅蓮とは違う。

　ごくごく健全な、紅蓮はメディアの中にしかないと思い込んでいた、本物の──。

「友達……。実在、したんだ。この、腐った世界に、そんなもの……！」

　まさに、それは天地が砕けたような衝撃だった。

　本家が無能である、と認めること。

　友達という未確認存在の実在を、確認すること。

　紅蓮には決してできなかったことを、このあどけない少女は──

「すごいな、可憐。……すごい、本当に、お前はすごい」

「そ、そうですか？　……うれしいです、おにーさま♪」

「本当だよ。可か憐れんは、すごい。ああっ、なんて言ったらいいかわかんないな──もっと、きちんと学校に通えていたら、こんな時ちゃんと言葉で言えるはずなのに」

　想おもいを伝える言葉がわからないのがもどかしい。

　だが、ありえないブレイクスルーをふたつ果たした妹を見る眼めが変わったのを自覚した。凡百の遊戯者など、それに比べれば紙かみ屑くずよりも価値がない。だって、そんなものは。

（みんな、俺より弱い。あいつらがやることは、全部できる）

　けど。

（──友達を作ることなんて、俺には、できない……！）

　人知れず紅ぐ蓮れんが戦慄していると、月例会が終わったのだろう。渡り廊下で繋つながった離れ、親戚一同に『褒美』を下げ渡すデモンストレーションの場から、大勢の大人が歩いてくる。

「紅蓮さま、可憐さま、こちらへ」

「……ああ」

　世話役に促され、渡り廊下の隅に避難する。廊下を歩いてくる大人たちは皆下卑た顔で、紅蓮や可憐を見るたびに媚こびた面つらで、滑稽なほど深く頭を下げて去っていく。

（──こいつらは、豚ぶただ）

　餌をもらい、飼い主に媚こびを売る家畜ども。

　いつか潰され、肉として消費される運命なのに、その瞬間まで決してそれに気づかない。

　本家の権威に目が眩くらみ、牙きばを捨てて首輪を選んだ豚の行進はぞろぞろと続き、最後尾をしずしずと歩いてきた小柄な老婆を最後に、母方の屋敷へと消えていく。

「これ。世話役、これへ」

「は……おばば様。何か粗相でもございましたか？」

「粗相は紅蓮様やありません。まっこと、紅蓮様は砕さい城じようの申し分なき跡取り。教育係を束ねる指導役として、嬉うれしい悲鳴といったところ」

　砕城本家の育成システム、その頂点に立つのが指導役の老婆だ。

　その配下に教育係、引退した遊戯者からなる教育チームがおり、それぞれの得意分野に特化した最新の知識を提供する。

「──けど、その子はあきません。できそこないですわ」

「!?」

　まるで汚物を吐き捨てるような蔑みの眼で、指導役の老婆は可憐を睨にらむ。

「この娘が何をしていたか知っといやすか？　コソコソと監視の目をくぐって、雪うさぎに手紙を仕込んで、よそとやりとりしよりましたわ。──まったく、泥棒猫の子は泥棒猫。本家に取り入って紛れ込んだ嫁の、汚い血が出たはりますなぁ？」

「そ、そんな……わ、わたし……！」

「口答えするんやありまへん。何や、隠してるつもりやったんか？」

　──ビシッ！

　フン、と鼻で嗤わらうや、老婆の掌てのひらがふくふくとした可か憐れんの頬を強く打った。

「あ……っ！」

「調子に乗るのもええかげんにしいや、この出来損ない！　あんたのその甘い考えがもし紅ぐ蓮れんさまに、本家の跡取りにうつったりしたら……死んで詫わびてもまだ足りひんわ！」

「ひい……っ！」

「来なはれ。今日は仕置き蔵で寝といやす。これは当然の罰やさかい」

「──待て！」

　自分でも、なぜ手が動いたのかわからなかった。

　だが、気づけば紅蓮は手を伸ばし、連れ去られようとする可憐を止めていた。

「え……!?　おにい、さま……!?」

「紅蓮さま、何を……!?」

　それはまるで突然、ありえないものを見てしまったような顔で、老婆はうめく。

（当然っちゃ、当然か──）

　手塩にかけて教育してきた『駒』。

　最強の遊戯者として本家に財をもたらしながら、一切逆らうことのない最終兵器。

　従順にして忠実な『怪物』が、今──突として、牙きばを剥むいたのだから。

「わからない」

「え？」

「可憐が連れて行かれるのを見ると、モヤモヤする。……なんだろう、これは。この感情を言葉にする方法が、わからない。なんて言えばいいんだろうな、これは」

　小学校もロクに通っていない。それを遥はるかに上回る水準の教育を受けている。

　義務だからと何回かお義理のように顔を出しただけ。知識は小さな脳髄に無限に詰まっているはずなのに、今の感情を言葉で表現しようとすると、そのすべてがフリーズする。

　こんな感覚ははじめてで、理解できずに可憐の手を掴つかんだまま、紅蓮が黙っていると。

「……それは、きっと」

「？」

「おにーさまが。──とっても、やさしいからです……」

　優しい？　誰が？

　そう訊きき返したくなる自分を、紅蓮は抑える。

　優しさとは、遊戯者にとって真逆の才能だ。

　奪い、むしり、蹴落とすことを当然とする遊戯者の常識にそんなものは存在しない。

　鉄火場に何度も潜り、言われるままに大勢を破滅させてきた紅蓮とは縁遠い感覚。

　だが、そう可憐が教えてくれた時。自分の中に否定し続けてきた『優しさ』があると、それを理解してしまったとき──

「いたっ……!?」

　唐突に脳に走る、痛み。




　──……殺せ──……

　──……砕さい城じようの人間を──……

　──……呪われた一族を、その血を、絶やせ──……




　脳の芯から湧き上がる怨えん嗟さの声。自分の中にいる誰か別の存在が喚わめき出す。

「ぐ……っ……！」

「紅ぐ蓮れん様！　体調が？　少々お待ちを、すぐにお薬をお持ちします！」

「……いらない。今後、機関の薬は飲まない」

「え!?」

「もしそれでも投薬を続けたいのなら──俺に、勝てば？　受けて立つよ、どんな遊戯ゲームも。当然だろ、この世界は遊戯ですべてが決まるんだって。そう教えたのは……！」

「あたしら……そやけど……」

　老婆は驚きよう愕がくし、わずかに震えながら弱冠十一歳の子供を見つめる。

　その眼めに慈しみはない。その眼に浮かぶのは畏怖、子供の姿をした怪物へ向けるモノ。

「……っ」

　世話役は少しばかり情がある。だが『彼女』のそれは鉄の意志によって制御され、砕城への忠誠心によって抑え込まれ、結局のところ最も重んじるのは家の意向だと解わかる。

「お……兄、様……？」

　そう呼ぶ、可か憐れんだけが。

　舌足らずの言葉をコントロールして、きちんと呼んでくれた彼女だけが。

「そうだ。それでいい」

　お前だけが、俺を、ヒトとして愛してくれたから。

　朱あかい眼が光る。熾おき火びのように煌こう々こうと、周囲の人びとすべての意志を読み切って。砕城家に連なるあらゆる一族でただひとり、可憐だけが自分をヒトとして愛してくれていたと。

　それを伝え、理解した瞬間──頭の中で何かがハジけたのだ。

（こんな世界、狂ってる）

　遊戯というルールを押しつけて誰かから財を奪い、肥え太り続けてきた砕城本家。

　人を人とも思わない、人間を怪物に育て上げて喜んでいる指導役。

　自分のしていることの邪悪を理解しながら、盲目の忠誠心に逆らえない世話役。

　そんな狭い世界に溺れ、足を引っ張り合いながらポストを争う一軍二軍の遊戯者たち。

（こんな醜い世界に、巻き込みたくない）

　まだ汚れていない妹を、無む垢くな宝石を汚らしい泥にまみれさせてたまるか。

　自分はいい、もう手遅れだ。この歪ゆがみきった心、冷酷な遊戯者の魂は砕けない。

　ダイヤモンドのような思考の核。だが、その外側にある薄くて脆もろくて傷つきやすい心、ガラスのように残った『優しさ』だけが、檻おりとなって怪物のそれを閉じ込めている。

「お前が、俺を『お兄様』と呼ぶかぎり。──俺はお前の兄でいる」

　怪物ではなく。

　薄氷のような優しさを頼りに存在する哀れな人格を保ち続けて。

「いいな、可か憐れん。──幸せに暮らせ」

「え？　えっ……おにい、さま……!?」

　一方的な別離と共に、紅ぐ蓮れんはジロリと指導役を睨ねめ上げる。

「可憐は遊戯者に向いてない。というか、次代の遊戯者を育てる必要なんかないだろう。──俺がいる。ただひとり、砕さい城じようを継ぐのは俺だけだ。他の連中は捨てろ」

「は……!?　な、何を愚かな、そんなことができるはずがないでしょう！」

「できるさ。最強の手札をキープできる条件が他のクズ札を捨てることなら、本家の老人どもは喜んで捨てるよ。……その程度の価値しかないって、見切ってるからな」

「最強……。才能こそあれ、駆け出しの遊戯者の身で、のぼせるんやあらへん！」

「そう思うなら、試してみたら？」

　口角泡を飛ばす指導役の老婆。そのミイラのような顔を見つめたまま、紅蓮は言う。

「相手は誰でもいい。あんたか、それとも──《黒の採決ブラツクバウト》の舞台でもいい。どうせ年明けにやるんだろ？　砕城本家の一軍が出る予定になってるヤツだ」

「！　……お待ちください、紅蓮さま！」

　その言葉に反応した世話役が、慌てて子供服の肩を掴つかむ。

「あれはお止やめください、最悪です。遊戯者を抱える旧家による対抗戦……ご老人がたの馬遊びに過ぎません。莫ばく大だいな金額とメンツがかかってはいますが……御身に危険が！」

「知ってるよ。あらゆる遊戯ゲームがデスゲーム、最後のひとりが生き残るまで続けるんだろ？　今時人命をドブに捨てるみたいなやり方を平気でやれるあたり、本当にイカれてる」

「そ、それがおわかりなら、なぜ……！」

「だってお前らみんな、狂ってるだろ？」

　狂えるものどもに伝わる言葉はない。

　もしあるとしたならば──。

「お前らにわかる言葉で、わかるもので俺の意志を伝えてやるよ。俺は勝つ、誰を殺し、誰を犠牲にしても勝ち残ってやる。そのかわり、こいつをよこせ」

「えっ……!?」

　可憐を抱き寄せる。柔らかな銀の髪に顎あごの先を埋め、優しい香りを嗅ぎながら。

「可憐は、俺が守る。こいつへのあらゆる遊戯者教育を止めろ。次代の遊戯者育成も停止、才能のない奴やつはさっさと見切って親元に帰せ」

「……えらいわがままですこと。そやけど仰おつしやる通り、多少の理はあらはりますなあ？」

　粘つくような言葉で、指導役の老婆はポンポンと手を叩たたく。

　すると、遠間に待機していた屈強な黒服たちが現れ──紅蓮を、可憐を、世話役を囲み、肉の壁を作って逃がすまいと立ちはだかった。

「よろしゅおす。指導役の権限で、《黒の採決ブラツクバウト》参戦を許しましょ。そやかてもし、負けたら……大口を叩たたいた分、ペナルティはしっかり受けてもらいますえ？」

「好きにしろよ。どうせデスゲームだ、負けたら死ぬ」

「かまへん。死んでしもうたら、もう痛みも何もあらへんわ。せやから──」

　恐らく地だろう。難解な、今や失われつつある古語の名残を残す言葉で老婆は嗤わらう。

「その分は、可か憐れんさまにツケることになるえ。もし負けたら、その分の負債はその身で贖あがなって頂きます。その条件でよろしおすな？」

「っ……!?」

　怯おびえきって服を掴つかむ可憐。だが、紅ぐ蓮れんはいささかも動じることなく。

「いいぜ、受けた」

「お兄様……！　そんな、あぶないです……！」

「そりゃそうだな。だが、必要なことだ。安心しろ可憐。お前には一滴の血も流させない。お前が泣くのは許さない。お前は、その『眼め』に映る世界で──」

　キラキラした幸せな世界で。

「──生きろ、可憐！」

「お兄様……っ……!!」




　誰かを傷つけ、貶おとしめ、奪うことでしか生き残れない地獄に来てはいけない、と。
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　そう声に出さず、ただ無言で抱きしめ、突き放すことで伝えて、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは征ゆく。




　──後に伝わる、砕城本家の黄金期。




　不敗の五年間、最強の伝説が始まる、その第一歩。

　この日以降、負けなし。砕城紅蓮は勝ち、世話役の予想も指導役の思惑も、本家の老人たちの汚い意志も叩たたき潰して、実力のみで自由を勝ち取ったという荒こう唐とう無む稽けいな御お伽とぎ噺ばなし。

　あらゆる闇の遊戯者達が耳を疑い、挑み、破れて散った絶対最強の王者──

　その勝利への執念、戦う意志の源が、ただか弱い『妹』を、自分に『優しさ』をくれた少女を守るためだったという事実は、闇の世界でも知る者はほとんどいない。




　だが、ここにただひとり。

　命がけの遊戯ゲームに挑んだ小さな背中を、見送った人物がいる──。

　遥はるか時は過ぎ、六年後、現在に至るまで。当時の記憶を忘れたことなどない。




（……あの頃の、弱い私は、もういません）




　遊戯の本質も勝負の意味もわからず、いなくなってしまった兄が恋しくて泣いていた。

　コッソリ世話役が届けてくれる近況で紅蓮の思惑を、意志を知り、たまに届く差し入れに癒いやされながら、兄が向けてくれる『愛』を確信した、十一歳の春。

　知れば知るほど恐ろしかった。自分を救うために、あの人がどれほどの地獄を舐なめたか。数えきれない人を殺し、数えきれない財を集め、そのすべてを本家に献上してまで──。

（最後の最後で、すべてを奪い、私を解放してくれた……お兄様）

　五年間の無敗と、莫ばく大だいな財と、あらゆる手柄のすべてを賭けて兄は砕城本家に挑み。

　そして勝ち、自分と、可か憐れんの自由をもぎ取った。そこまでしなければ潰される。自由を、紅蓮と可憐、兄と妹が幸せな『日常』を手に入れるためには、それしかなかったから。

（──だから、もういいでしょう？）

　お兄様は充分、戦ってくれたのだから。

（もう、命がけの戦いをする必要などありません。思うがままに、望むがままに──）

　世界を喰くらうもいい。その圧倒的な才能の前に、世界はふたたび震えるだろう。

　五年前、激震走るは裏世界のみだった。だが今度は表舞台でも、兄が世界を覆すのだ。

（けど──本当に、それを望まれないと仰おつしやるのでしたら）

　ただ穏やかな日常を、平和な暮らしを望むのならば。




「私がそれを叶かなえてみせます。──あの日、お兄様がそうしてくれたように」





●デスゲーム、開幕




「どんな遊戯ゲームをご希望か知りませんが、関係ありません。水みず葉はさんの仇かたきを討ち、その気味の悪い鼻面をへし折るのみです」

　獅し子し王おうレジャーランド、ライブステージ。

　地下からせり上がってきた不気味な存在感を放つ水槽の前に立ち、可か憐れんは敵を睥へい睨げいした。

　視線の先にはエキゾチックな中東系の少女がニタニタと道化の笑みを浮かべている。

「最強の兄の力を利用せず、非才な己が力で友情を果たす──いやあ、けなげデスねぇ」

　連邦からの刺し客かく。闇の遊戯で奪った人体に己の人格を上書きし、無数の肉体にひとつの記憶や人格を共有する怪人、有機連結頭脳体クラウデイアン。

　極東、東欧の《黒の採決ブラツクバウト》において多くの爪痕を残す、悪名高き死の道化師。

　自らをクラウンと名乗った彼女、あるいは彼は、セクシーな指をピンと立てて言う。

「デスが今の時代、ただ復ふく讐しゆうを果たすだけの決闘など何の価値もナイ。ナニを失うリスクを賭けナニを得るのか、お互いにナニかを差し出してこその現代の決闘と言えまショウ」

「由ゆ良らさん、水葉さん襲撃を裏で主導した黒幕の身柄を差し出しなさい」

「ホ？」

「これほどの事態、本国の承認を得ていないとは思えません。貴方あなたに指示を出した者──黒幕を拘束させて頂きます」

　あえて紅ぐ蓮れんと因縁があるとされている女性、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナの名前を出さず可憐は言った。名前はあくまで『タグ』に過ぎず、同姓同名の別人を用意され逃げられるリスクがあるからだ。

　ここで確実に刺す──クラウンの上司であろう彼女を捕まえ、代償を支払わせる。それこそが今自分のすべきことだと、可憐は確信していた。

「なぁ～るほど。ま、イイでショウ。要求としては妥当デスしね☆」

「二つ返事、ですか」

　いくら複数の肉体を有するからといえど主体となる精神には確固たる『個』が存在する。

　その中枢たる精神は連邦本国に握られているはずで、失敗すれば当然罰せられるはずだ。

　失敗が許される勝負ならまだしも恩情があろうものだが、上位者であるミラの身柄拘束となれば話は別だろう。負ければただでは済まないはずだ。

　それほどまでに勝つ自信があるということだろうか、あるいは、よほどの代償を求めてくるか。

「由ゆ留る木ぎ由良、御み嶽たけ原ばら水葉両名の襲撃事件を主導した黒幕、その身柄を引き渡しまショウ。その代わり、コチラが勝てば……アナタをいただきまショウかねぇ、砕さい城じよう可憐サマ？」

「私、を？」

「エエ。本当なら紅蓮サマをいただきたいところですが、それでは勝負を成立させてくれないでショウ？」

「当然です。これは私と貴方あなたの勝負。お兄様の身を賭けることなどできません」

「だからこそのアナタなのデスよ可か憐れんサマ☆　我々にギリギリメリットのある交換条件。獅し子し王おう学がく園えんの戦力を削そぎ、又、最強の遊戯者の心にお[image: ][image: ][image: ]きなダメージを与えられる。くふっ、クフフフフ♪　さアさアさアさア、ご判断くださいませ[image: ][image: ]っ!!」

「…………」

　可憐の脳裏に過よぎるのは生徒会選せん賭きよでの醜態だ。

　水みず葉はの挑発につられ、紅ぐ蓮れんとの接触権を賭けた勝負に乗って、そして敗北した苦い記憶。

　また同じ轍てつを踏むのか、また紅蓮に尻ぬぐいをさせるのか。

　──否。二度とあんな屈辱を味わわないために、自分は水葉と訓練を重ねてきたのだ。

　ふと紅蓮の方に目をやると、彼は感情に乏とぼしい瞳でただ事の推移を見守っている。

　呆あきれているだろうか？　遊戯ゲームから可憐を遠ざけようとしてきた張本人は何を想おもうのか。

　兄は嫌がると理解しているのに、兄に呆れられるかもしれないのに、それでも譲れない。

　たとえ兄に嫌われたとしても進まなくちゃならない、そんな強迫観念が彼女にはある。

　目の前の物々しい水槽を眺めた可憐はふと佐さ々さ木きを手招きした。

「佐々木さん、ちょっとこちらへ。お願いがあるのですが」

「は、はいっ、こんな非常事態に佐々木にできることがあるとは思えませんがっ」

「何も特別なことを求めたりしませんよ。耳を貸してください」

　おっかなびっくり近寄ってきた佐々木の耳に口を寄せ、可憐は小声で何事かをささやく。

　すると佐々木は玩具おもちやを取り上げられた猫のようにきょとんと可憐を見つめた。

「え、そんなのでいいんですか？　佐々木は、べつにいいですけど」

「ええ。それさえあれば百人力です。あんなピエロに負けたりしませんから」

　佐々木がパーカーのポケットから取り出したそれを可憐の手に握らせる。たしかに、とその感触を掌てのひらで確認し、可憐は満足そうに微笑ほほえんで水槽へ向かう。

「可憐さん、思い直してくださいまし！」

「道化如ごときの口車に乗るな。正義はこちらにあるんだ、淡々と法の裁きを下せばいい」

　楓かえでと静しず火かの戦場へ赴く家族を引き止めるような必死の声を受けながらも可憐の決意は揺らぐことなく、不気味な口を開ける水槽の中へと足を踏み入れた。

　クラウンは《黒の採決ブラツクバウト》で名を馳はせた遊戯者のひとりだという。なら静火の意見はただの希望的観測、楽観主義的な判断と言わざるを得ない。

　司法で裁けるような隙など、この手の輩やからが残しているわけがないのだから。

　遊戯という絶対の裁定機能を以もつて敵の本丸、泥棒猫のしっぽを掴つかむ他に断罪の術すべはない。

「わかりました。私が負けたら、私のことを好きにしなさい」

「おやおや潔い。アナタの勇気に敬意を表します。……ヒョッ、ヒョホホホホ♪」

　ブリキ人形のようにケタケタ笑いながらクラウンもまた水槽に入る。

　そして両者の意思を確認したクオリア分枝の末端ＡＩがピピと電子音声を鳴らすと同時、ガチャリと錠がかかる音が鳴るとともに水槽の入口が閉ざされた。

　超硬質ガラスで密閉された筒、希少生物の保護と展示に用いられる特別ケースに向かい合わせ、閉じ込められた可か憐れんとクラウン。

　二人は今や、アクリルの結晶に閉じ込められた精緻な標本のようだった。

　気合いを入れるように耳にかかった髪をかき上げて、可憐は双そう眸ぼうを鋭く細めて集中する。




『遊戯ゲーム承認。──【デス・バイ・メモリージャック】のルールを説明いたします』




　円筒状のガラスの壁面に色とりどりのトランプの画像が散らばった。

　クオリアシステムが作る電子画像によりランダムに裏向きで配置される54枚。

　二人の入った円柱はどちらもその湾曲した壁面にカードが表示されている。同一の盤面を違うモニターで映しているようで、鏡映しのようにピッタリと左右対称に嵌はまっている。




『これより開始する遊戯は【神経衰弱】と【ブラックジャック】を掛け合わせた遊戯です。

　パネルに表示されたのはＪＯＫＥＲ２枚を含めたトランプ、全54枚。

　まず先手はこの54枚の中からカードを１枚めくり、表向きに公開します。めくるという動作は水槽の電子画像を素手でタップすることで決定、システムが自動的に処理します。

　そして２枚目と３枚目のカードをタップ──コチラのカードは【手札】として対戦相手には裏向きのままに見え、その内容はめくったプレイヤーのみ把握できます。

　この【手札】のカードに対してプレイヤーは【公開】か【非公開】を決めます。

　好きな枚数だけ【公開】状態にし、好きな枚数だけ【非公開】としてください。

　次に後手は先手と同じ手順でカードをめくります。このとき、すでに先手によって選択済みのカードは選べません。

　次に両プレイヤーとも５％のチップを払うことで【ヒット】を行えます。

【ヒット】とはすなわちカードの追加。５％につき１枚カードを【手札】とできます。

　チップを追加で払うことでカードは何枚でも追加できます。

　先手後手ともに【手札】が確定したところで賭けるチップを設定します。

　ゲームの参加料は最低５％。

　先手はまずいくらでベットするかを選択し、後手はそれに対してコールかレイズかフォールドかを選べます。後手がレイズした場合は先手も同じ三択から選び、コールとなったタイミングで【勝負】が開始されます。

　尚なお、一度に賭けられるマックスベットは50％。

　カードの選択フェーズと賭け金設定の持ち時間はそれぞれ二十秒ずつです。

　あらゆる宣言について、口頭で行っていただいても、水槽に表示されたパネルをタップしていただいてもどちらでも構いません』




　音声と同時にメッセージパネルに表示される説明の中に、違和感のある単語を見つけて可か憐れんはピクリと反応した。ここまでの手順はたしかに神経衰弱とブラックジャックが混ざったような内容だ。しかしチップの表現が妙だった。

　％。クオリアはそう表現した。通常、１枚、２枚と数えられるのがチップのはずだが。

　この時点で何か通常とは異なるルールの遊戯ゲームだと、可憐の直感は告げていた。




『【勝負】の判定方法について。

【手札】の合計数値が21により近い数字のプレイヤーが勝者となります。

　ただし合計が21を超えてしまった場合は【バースト】──敗北となります。

　合計がピッタリ21だった場合は【ブラックジャック】となり最も強い役となります。

　両者ともに同じ数値、あるいは【バースト】だった場合、引き分けとなります。

　尚なお、勝負の判定が終わっても、両者に【公開】状態となっていない【非公開】のカードは表向きにはならず、両者の合計の数値だけがシステムによって発表されます。

　勝敗判定後、チップの移動フェーズに移り【公開】状態のカードを場から取り除のぞきます。

　フォールドや引き分けの場合は【公開】カードの除外は行いません』




　ある程度相手の手の内を推測できるブラックジャックといったところか。

　ここまではクオリアが提供するオリジナル遊戯としてはよくある内容だ。

　特に可憐の予想を超えるようなものではない。しかし当然、これだけで済むはずもなく。




『尚、この遊戯におけるチップとは水位そのもの。

　密閉された水槽の何％分の水を注がれるリスクを負うか、それをチップとして扱います。

　現時点における二名のプレイヤーの水量はどちらも０──すなわち残り１００％が持ち金となります。

【勝負】にて敗北判定となったプレイヤーは賭けた％の分だけ水槽に水が溜たまります。

　逆に【勝負】にて勝利判定となったプレイヤーは賭けた％の分だけ水槽から水が排出されます。

　フォールドの場合、フォールドしたプレイヤーは参加費の５％分とヒットした回数に応じた分だけ水が溜まり、もう片方のプレイヤーは変動なしとなります。

　引き分けの場合は、水位の変動は起こりません。

　最終的な遊戯の勝利条件は以下の２通りのいずれかです。





　・相手プレイヤーの水量を１００％にすること

　・相手プレイヤーが死亡した時点で生存していること






　──以上で説明を終了します。それでは両者、平和で楽しい遊戯をお楽しみください』




「これは……ある程度の苛酷さは覚悟していましたが。趣味が悪いですね」

　クオリアシステムの音声ガイダンスと同時に水槽の壁面に表示されたルール説明のメッセージを読み、可か憐れんは冷めた声を漏らす。

　自分達の入る水槽の大きさは半径50センチメートル、高さ３メートルほど。

　水槽が１００％まで溜たまるまでもなく90％を超えたあたりでほぼ呼吸困難、死が近づく。

　どちらかの死を前提とした、紛まごうことなきデスゲームというわけだ。

　水槽の外で仲間達が慌ただしく動き始めるのが見えた。楓かえでや静しず火かなどは泣きそうな顔で情けなく何事かを叫び、朝あさ人とや姫ひめ狐こ、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら、佐さ賀か臣とみ仁じんに大おお星ほし大たい成せいもひどく狼ろう狽ばいしているが水槽越しの可憐に彼ら彼女らの声は聞こえていなかった。

　当然、紅ぐ蓮れんの声も。

　紅蓮は水槽に静かに歩み寄ると、その手をぺたりとつけて口だけで何事かを告げる。

「　　　　」

　何を言ったのか、可憐には聞こえない。だがその意図するところは理解できる。

　可憐が微笑ほほえんでうなずくと、紅蓮は踵きびすを返し、どこかへと歩き去っていく。

　楓や静火が引き止めようとするが紅蓮の『眼め』を見た瞬間にひっと息を呑のみ、道を譲った。その背中を見送りながら、可憐は己の胸に手を当て静かに息を吸う。

　何らかの方法で紅蓮は可憐を救おうとするだろう。あの兄なら、絶対にそうする。

　しかしそんな助けの手に頼っていたら、自分はいつまで経たっても成長できないままだ。

　落ちこぼれの桃もも貝がい桃もも花かでさえ紅蓮の手に噛かみつかんと足あ掻がいていた。

　誰もが驚くような成長を見せ、意地を見せ、名実ともに遊戯者として紅蓮に認められた。

　だから自分も──紅蓮の救いの手を待ちはしない。

　ケタケタと不気味な笑みを浮かべるピエロを睨にらみつける。これは、あんな卑劣な奴やつとの勝負なんかじゃない。お兄様が自分を助けるのと、自分がピエロを打ち破るのと、どちらが早いのかという勝負だ。

「ヒョホ、良い顔をしてますネエ。お気に召しましたか、ワタクシのオリジナル遊戯ゲームは」

　水槽内に装置されたスピーカーが震え、クラウンの声が響く。

「何か細工をしたようですね。一般公開のレジャーランドに設置された遊戯にしては物騒なルール設定だと思いましたが」

「本来、水槽の40％までしか水位が上がらないクソ設定でしたからネエ。それではあまりにもスリルゼロ！　興ざめもいいところでしたので、ちょびっとだけ弄いじらせてもらいましたヨ」

「分枝の末端ならではの脆ぜい弱じやく性せいに付け込んだわけですか。ドブネズミのようですね」

　クオリアシステムは世界最高峰のセキュリティを誇る。しかも創始者不在の今、最先端のその仕組みは完全にブラックボックスとされ、何なん人ぴとたりとも中枢にはアクセス不可。

　佐賀臣仁の実家ＳＫソフトウェアは独自の研究で一部の数値、パラメーターに揺らぎを生じさせる程度の介入をＡＩの監視を逃れて行う方法を突き止めたらしいが。

　それは例外中の例外。遊戯ゲームルールの改かい竄ざんなど、クオリアシステム本体なら不可能だ。

　だがこの獅し子し王おうレジャーランドで使われているのは、分枝の、さらに末端。

　膨大なクオリアネットワークの一部、ＶＲ機能、ＡＲ機能、遊戯の自動裁定機能を利用できるに過ぎない。クオリア本体と比べれば、各種セキュリティ機能はガバガバもいいところと言える。

　わずかな隙間で入り込めるドブネズミにとっては、完全整備のトンネルに等しいだろう。

「お褒めに与あずかり光栄デス。さあ、始めましょうか？」

「──始めましょうか。御託を並べていても無意味ですし」

「……余裕の顔デスねえ。怖くないのデスか、これから訪れる『死』の足音が？」

　クラウンの問いに可か憐れんは無言で返した。まるで聞こえていないかのように視線を外す。

　命を賭けた勝負を前にしているとは思えない冷静さ、落ち着き払った所作。

　その様子がつまらないとでも言いたげにクラウンは軽く舌打ちをしてみせる。

（──せいぜい苛いら立だちなさい。そのたびに私の勝利は近づくのだから）

　可憐とクラウン。二人の遊戯者による頭脳戦が幕を開けた。





●デス・バイ・メモリージャック




【デス・バイ・メモリージャック】

（勝利条件）相手プレイヤーの水量を１００％にすること。あるいは相手プレイヤーが死亡した時点で生存していること。

（砕さい城じよう可憐の勝利報酬）由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら、御み嶽たけ原ばら水みず葉は襲撃事件に関与した人物の身柄。

（クラウンの勝利報酬）砕城可憐の身柄。




　条件が提示された直後、ＡＩの音声に従って遊戯が開始される。先手は可憐だ。

　無数に伏せられたトランプの電子画像が水槽の表面、孤を描くように展開されている。

　この中から１枚目をタップし表向きにし、残り２枚をタップし【手札】を作る──。

　しかしその前にひとつやっておくべきことがあった。

「審判ＡＩに質問です。勝負の判定はブラックジャックとほぼ同じとのことですが、Ｊジヤツク、Ｑクイーン、Ｋキングのカードの扱いはどうなっていますか？」

　あらゆるトランプゲームにはローカルルールと呼ばれるものがある。

　ブラックジャックにおいてもそうだ。とりわけ11以上の数字に関する扱いは大事だ。

　Ｊ、Ｑ、Ｋをすべて10として扱うルールが一般的だが、この遊戯がそうとは限らない。

『回答。Ｊは11、Ｑは12、Ｋは13として扱ってください』

「なるほど、珍しいルールですね」

　音声ガイダンスと同時に表示されるメッセージを読んで、可か憐れんは顎あごに指を添え考える。

　通常ならＡエースと10以上のカードを引けば自動的に21──ブラックジャックとなる。

　しかしこのルールは最低３枚で【手札】を作る必要があり、10以上のカードも使い方が難しい。偶然に21になる確率は極端に低く、より高度な読み合いを求められる。

　次に可憐はメッセージパネルから視線を外し、スピーカーの方を見て質問した。

「質問です。ＡとＪＯＫＥＲの扱いを聞かせてください。最大値が13ということは、Ａは１か13として、ＪＯＫＥＲは13として扱う。それで良いのですね？」

『ＮＯです。Ａは１か11として扱い、ＪＯＫＥＲは１か13として扱います』

「ありがとうございます。だいたい把握できました」

　スピーカーに向けて礼を言い、可憐は目前に散らばるカード画像を眺める。

　両者０％と表示された水量のモニターと、ベット、コール、レイズ、フォールドといった電子的なＵＩ。声を発さなくても遊戯ゲームを遂行するための粋な気遣いと言える。これならたとえ水位が頭の上を超えても息を止めて水に潜り、遊戯を続けられるはずだ。

（神経衰弱とブラックジャックを混ぜた遊戯だ、と最初に説明がありましたが）

　つまり大切なのは記憶力。めくられた場のカードや自分だけが知る伏せカードの情報。

　ありとあらゆる情報を自分の中で握り、それを武器に強い手を確実に作るゲームか。

　なら、まずは様子見だ。１枚でも多くのカードを記憶したい。

「とりあえず小手調べですね。これで、ベット。５％」

　可憐は３枚のカードをタップ。表向きに【公開】されたのはスペードのＫが１枚のみ。

　残り２枚はダイヤのＡとハートの５。こちらはクラウンには見えていない【非公開】。

　合計は19。17以上なら勝負を仕掛けるに値すると言われるのがブラックジャックだ。

　この遊戯の本質を見極めるためにも、まずは定石通りに行く。

「ふぅーむ。ではワタクシは、【ヒット】──５％を支払い、もう１枚引きまショウ」

「……！」

　クラウンの宣言に可憐の眉がピクリと動く。クラウンが【公開】したのはハートの７、そして【非公開】の３枚。

（これは……）

　思案する可憐の目を、水槽越しの道化師の瞳がぎょろりと舐なめるように見つめた。

　化粧で朱あかく塗られた唇くちびるを死神の鎌めいた角度にニイと歪ゆがめる。

「……レイズ!!　20％を賭けさせていただきマス!!」

（20％──相当な自信と見えますね）

　パネルに表示されたのは通常ありえない規模のレイズ。勝ちを確信しているに等しい。

　だが当然ブラフという可能性もある。にやついた道化の心は、いまいち読みにくい。

　紅ぐ蓮れんならばその『眼め』の力を以もつて、あっさりと見破ってしまうのだろうけど。

　そこまで考えてから、可憐は思考を捨てた。今はまだ遊戯の序盤。

　何の情報もなく敵の性質を推察するなど愚の骨頂、まずは手の内を暴くのが最優先！

「コール。勝負しましょう」

「オホッ♪　強気のレイズが怖くないのデスかぁ？　それとも、水に呑のまれ死にゆく恐怖を想像できていないトカ？　嗚あ呼あ、コレが日本人の想像力の衰退か!!　嘆かわしい!!」

「何とでも言いなさい。ＡＩデイーラー、勝敗の判定を」

　クラウンの挑発を無視し、可か憐れんはクオリアに向けて遊戯ゲームの進行を促した。




『了解。判定──砕さい城じよう可憐、合計値19。クラウン、合計値22……【バースト】。

　結果は砕城可憐の勝利。

　賭け金20％と【ヒット】の５％、計25％の注水をクラウンの水槽に行います』




　統括ＡＩの音声は残酷な死神の宣告、冷たく無機質に響き渡る。

　クラウンが入る水槽の下部、膝の高さにある給水口がガコンと音立てて開いて水が出る。

　高さ３メートルある水槽の25％、すなわち75㎝。褐色少女の腰まで水位が上がった。

「嗚呼、何たること！　哀れ乙女は水の餌食に！　ヒヒ、ヒーッヒヒヒヒ！」

　クラウンは己に迫る水面を見ても尚なお、余裕の笑みを崩さない。

　むしろその光景に険しい表情を見せたのは、優勢であるはずの可憐の方だった。

（ルールと割り切ってはみたものの、実際に見せられるとイイ気分はしませんね……）

　水量がチップとなっている事実。それは敗北が死に繋つながる苛酷なルールであるが、同時に、勝利が相手の命を奪うことに繋がるというプレッシャーもある。

（特にアレはあくまで端末。不幸な身の上の少女が、肉体だけを利用された姿……いえ）

　頭の中に浮かびかけた考えを、可憐は首を振って振り払う。

　たとえ自我がなくとも、肉体を利用されていたとしても、あれはクラウンなのだ。

　余計な情を向ける必要などない。油断し、同情すれば、逆に殺されるのは自分の方。

　敵の喉笛を噛かみ切きるつもりで戦え──師匠である水みず葉はの教えと、遊戯に臨む紅ぐ蓮れんの悪魔じみた『眼め』を思い出せ。真剣勝負に余計な思考を差し挟む隙など、不要！

（クラウンの【公開】は７で、【非公開】カード３枚の合計値は15──）

　思考の方向性を場の分析にシフト。【公開】カードは場から除外されるが、【非公開】カードは場に残る性質上、互いに自分しか知らないカードを記憶することと、相手の知るカードの内容を推察することは大事だ。

　そして、可憐が相手の手の内を読んでいるのと同じく、クラウンもまた読んでいる。

　可憐のみぞ知るカードの数字の組み合わせを推し量ろうと思考を巡らせているはずだ。

（チップは拾ったものの……今のは悪手。私も【ヒット】をするべきでした）

　１ターン目、可憐の【公開】はＫ。【非公開】は２枚で合計値６。数字だけの組み合わせなら３通りに限られる。大きなヒントを与えてしまったかもしれない。

　３枚で合計値15の【非公開】カードを把握しているクラウンの方が情報量は上だ。

（まさかそれをわかっていてバースト覚悟、５％の追加チップを支払ってまで【非公開】カードの枚数を増やしたのでしょうか）

　だとしたら流石さすがは《黒の採決ブラツクバウト》の遊戯者といったところ。

　ノーヒント、漫然と始めるしかない第１ターン目から鋭い一手を打ってくるとは。

（普通のやり方では出し抜けない。……ならば）

　２ターン目、と派手なフォントで表示される文字を睨にらみながら、可か憐れんは仕掛ける。





　　　　＊






【現在の水量】可憐：０％　クラウン：25％




『２ターン目を開始します。先手クラウン。カードをタップしてください』

　クオリアの電子音声を聞くクラウンの口元には粘ついた笑みが貼りついていた。

　腰まで上がってきた水位にも気にした素振りがなく、余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度を崩さない。

　溺れ行く未来などあり得ないと確信しているように、あるいは、溺れ行く未来を抱擁とともに迎えるべく両腕を広げて歓迎しているかのようでさえあった。

（１ターン目は平凡な一手。様子見のつもりかもしれませんガ、愚かデスねえ）

　追加チップを支払い１枚でも多くのカードを目視する。それがこの遊戯ゲームの最適解だと、最初の段階で気づけていないとは。クラウンの手順を見てようやく学んだだろう可憐は、この２ターン目では【ヒット】を使ってくるはず。もしその予想が当たるようであれば、いよいよ砕さい城じよう可憐という遊戯者は凡俗。退屈な対戦相手と烙らく印いんを捺おさざるを得ない。

「今度はワタクシが先手でございマスね？　──そぉれ」

【公開】状態でめくったのはクローバーの９。さらに【非公開】で２枚を選択。ここまでは代償を支払う必要のない、最低限の【手札】だ。

　伏せてあるのは数字にして３と８。この時点ですでに合計値20。普通なら【ヒット】は使わない。20は充分強い手であり、21を超えて【バースト】になる危険性も高い。５％の水量を支払ってまで【ヒット】を宣言する理由はひとつもない。




　だからこそ、やる価値がある。




「【ヒット】。１枚追加させていただきマス！」

　思考時間は秒にも満たない。刹那の間に脳は結論を出している。

　まさしく捨て身の戦略。目の前に転がる一瞬の優位になど興味がないと言わんばかりに、クラウンは新たな伏せカードに手を伸ばした。

　タップ。そして自分にだけ見える形でカードの内容が明らかとなったとき、クラウンは天の采配を嘲あざ笑わらう死神の如ごとく愉快ゆえに邪悪な笑みを浮かべる。

（おお、神よ。退屈な遊戯者を殺せ、と。アナタは何と残酷な命令を下すのデスか）

　クラウンが【ヒット】で引き寄せたのは──Ａ。合計で21。ブラックジャック成立。

　考え得る限り最高のカードを引くとは。遊戯者間の実力差が激しいとき、本来ランダムであるはずの運要素さえ強者の側に味方する。運ゲーに不平不満をぶつける輩やからはナンセンス、《黒の採決ブラツクバウト》の遊戯者に言わせれば、勝利の女神の寵ちよう愛あいに賜れるのは強者の証あかしだった。

　ここで偶然にもブラックジャックを当てたのは、可か憐れんとの力量差ゆえに他ならない。

（さあ、問題はいくらベットするかデスが。さてお相手の【手札】は如何いかがカナ？）

「【ヒット】。１枚を追加します。そして──」

（ふぅむ、予想通りの展開デスねえ。なんと退屈極まりナイ──）

　気管の奥から蒸気機関のようにため息が噴き出しかけた。

　しかし次の瞬間、可憐が発した言葉によってクラウンは、退屈な感情を吹き飛ばされることになる。




「──この１枚のみを【非公開】とし、残りすべてを【公開】します」

「ホウッ？」




　パタパタパタパタと景気よくめくれていく可憐の【手札】に、クラウンは思わず目を奪われてしまった。

　ハートのＪ、スペードの５、ダイヤの４。合計20の手が【公開】状態とされる。そして残された１枚。【非公開】のままのそれが、不気味な威圧感を放ちながらそこに在った。

（ＡかＪＯＫＥＲであればブラックジャック。それ以外なら【バースト】というわけデスか。……なるほど、面白い！）

　わざわざ５％の水量チップを支払い、多くのカードをめくりながら、あえてそのほとんどを対戦相手にも晒さらすという愚行！　一見ただの自殺行為にも見えるが、そうではない。裏世界の遊戯者たるクラウンにだけ嗅ぎ取れる、ほんのわずかな誘いの芳香。

　──ここまでヒントを与えてやったんだ、正面から読み切ってみせろよ。

　相手の遊戯者としての矜きよう持じに訴えかける、挑発的な一手。

（……よろしい！　ならばアナタがどれほどの者か、試させてもらいまショウ!!）

　ケタケタと歯を鳴らし、道化は水槽が震えるほどの勢いで賭け水量のパネルを叩たたいた。




「40％。ベットと逝かせていただきマッッッス!!」

「!?」




　長い前髪の隙間から覗のぞく可憐の青い瞳が驚きよう愕がくに見開かれた。ここまで強気の姿勢で来るとは思ってもみなかったのだろうか、だとしたらあまりに甘い。

　マックスの50ではなく、あえて幅を残した40％のベット。可憐にレイズの余地を与えることでとあるメッセージを送っているのだ。

　──喧けん嘩かは買ってやる。まさか引き下がったりしないだろうな？

　売り言葉に買い言葉。ひと言も発さず、ただ盤上だけで語られる遊戯者同士の啖たん呵か。

　可か憐れんの手が本当にブラックジャックならば悩まずレイズだろう。

　しかしもしもブラフだったら。クラウンの手の内をギリギリまで読もうとするはずだ。強気のベットがブラフの可能性を探り、相手をフォールドさせることができるのか否か。それを必死になって考えるはず──そういう意味では、可憐が思考時間を生じさせてしまった時点で答えは出ているようなものだった。

　伏せカードはＡでもＪＯＫＥＲでもない。ブラックジャックは成立していない。

「……フォールド、です」

　血がにじむほど悔しげに唇くちびるを噛かんで可憐は水槽内の【フォールド】アイコンをタップし、晒さらされたカードがパタパタと空むなしく裏返されていく。




『砕さい城じよう可憐、フォールド。【ヒット】手数料と合わせ、10％の注水を行います』




　統括ＡＩの宣言とともに給水口からちろちろと水が出る。先ほどのクラウンの時と比べると水の勢いは可愛かわいいものだったが、水槽の中にいる者の反応はまるで正反対だった。

　ニヤニヤ嗤わらう道化師とは違って、可憐の表情は真剣さを増し足元の水を睨にらみつけていた。

　そんな可憐の表情をまるで野の兎うさぎを愛めでるような目で眺めて。

（どれだけ強がろうと死の恐怖に抗あらがえナイ。……うぅ～ん『凡俗』デスねえ）

　クラウンは次のゲームに備えて思考を巡らせた。





　　　　＊






【現在の水量】可憐：10％　クラウン30％




（『凡俗』──今の私のオリを見てそう判断したなら、愚か者は貴方あなたの方です、道化師）

　追い詰められた兎めいた深刻さを顔に浮かべながら、可憐の内心は驚くほど冷えていた。

　これでいい。好きに侮ればいい。次のターン、ある条件が揃そろえば罠わなは発動する。




『３ターン目を開始します。先手砕城可憐。カードをタップしてください』




　まず最初に１枚目、２枚目をタップし、それを見て３枚目のカードを選択。

　クローバーのＫと３、そして１ターン目に【非公開】にしていたダイヤのＡという順番で選び、【手札】とする。

（よし、これなら条件達成。勝負に出られる……！）

　可か憐れんはすぐさまパネル上の【ヒット】の文字をタップし、５％の水量チップと引き換えに【手札】を１枚補充する。選ばれた最後の１枚は──つい先ほど、合計値20を【公開】した中、ただ１枚きり【非公開】として伏せていたカード。

（覚悟なさい道化師。侮った相手に足を掬すくわれる屈辱、味わわせてあげます！）

　白く細い指先がピアニストのような軽やかさでパネルの上を滑っていく。

　Ｋ、３、Ａ──３枚のカードが【公開】される！

　合計値は17。そしてたった１枚、前ターンと同じカードが【非公開】で残された。

　クラウンの【手札】を観察すると、【公開】された数字は８と４。【非公開】は１枚で【ヒット】もしていない。【ヒット】を避けた事実が示すのはは、もう１枚を引けば高い確率で21を超えてしまうか、あるいはすでにブラックジャックができているということだ。

　ブラックジャックの条件、【非公開】カードが９の可能性はあり得る。

　だがそれは相手の賭け方である程度推察できるものだ。

「ベット。10％」

「ふむ。…………デハ、ワタクシはレイズと行きまショウ。15％！」

「あら、随分と弱気なレイズですね。本当に自信のある手なら、これくらいはしていただきませんと」

　クラウンに被かぶせて可憐が入力したレイズ、その水量、30％。一気に倍となる数字。

　侍同士の果たし合いであれば、懐に踏み込むが如ごとき捨て身の蛮勇。

（先のターン、貴方あなたは私を試したつもりかもしれませんが、今度は私が試す番です）

　ここまで強気のレイズをする以上、可憐の手はブラックジャックかそれに類する強さ。そう判断せざるを得ないだろう。おまけに【非公開】カードは前ターン、可憐がフォールドを選んだことでＡとＪＯＫＥＲ以外、すなわち１ではない数字だとクラウンが理解しているカード。

　合計値20の【公開】カードに対して、【非公開】カードが１であればブラックジャックとなり、フォールドの必要性が皆無。ゆえに前回フォールドを選んだ時点で、伏せられたそのカードが２以上の数字であることは明白だ。

　だからこのターン、【公開】カードの合計値が17の可憐は【非公開】を含めると19から21程度の総計だとクラウン視点で推察できるはずなのだ。

「ホッ、なるほど厄介デスね……。先に選んだ３枚を見た後で、場所を記憶しているそのカードを選び【非公開】とした以上、ブラックジャックができている確率は非常に高い！　正確に数字を知るそれをめくる行為は確定ガチャのようなもの。確実にワタクシを狩れる、そう判断したからこその倍額レイズ！」

　けたたましく推理を述べ立てる道化師を睨にらみながら、可憐は内心でほくそ笑む。

　おそらくはブラックジャックではないクラウン。しかしながら、初回にレイズを宣言した以上、20か、あるいはそれに近い程度の強さの手であることは間違いない。

　もし勝負に来られたら、可憐は負ける可能性が高い。

　何な故ぜなら彼女の【非公開】カードは──Ａ。合計値は、たったの18しかないのだから。

　そう、これはブラフ。ターンをまたいだ罠わな。

　先のターン、可か憐れんはブラックジャックを捨てて、フォールドを選んだのだ。

　その非効率な戦略は、可憐がクラウンという遊戯者の腕前を推し量るための挑戦状に他ならない。ここでクラウンにフォールドを選ばせること、それは、水量チップの増減という点では大した意味を持たない。たった５％の増減など、ただの誤差に等しいのだから。

　ならば何故わざわざこのようなブラフを仕掛け、クラウンをオリさせようとするのか？

　──答えは、心を折りに行くため。

　水みず葉はに裏の遊戯ゲームの心得を教わるにあたって、それこそカラダで憶おぼえさせられたことだ。

　些さ細さいなチップの移動などどうでもいい、そんな些さ事じに囚とらわれているうちは二流。

　ホンモノになりたければ、自分の方が相手よりも優れているのだと、格上なのだと──残酷な事実を突きつけて、心を粉々に砕き、その破片を喰くらってしまえ。

　クラウンが可憐の仕掛けに騙だまされフォールドを選択すれば、読み合い、騙し合いという領域で完全に相手を上回ったことが証明される。その事実が、後のクラウンを苦しめる。それこそが砕さい城じよう可憐の狙いだった。

　可憐の動きを冷静に観察すればするほど、クラウンの手では勝負できないはずだ。

　ブラックジャック以外では、勝負は割に合わない。

　30％の勝負に負ければクラウンの水槽は60％──１８０㎝ほどの高さまで水が迫る。由ゆ良らと大して身長の変わらぬ少女の肉体では、もう床底に足がつかなくなってしまう。

　ゆえに選べない。コールorレイズはあり得ない。【非公開】カードを見誤っている道化は、無様にフォールドするしか道がない。

「コレは参りました。ブラックジャック濃厚な今、無理に突っ張るのは得策じゃありませんネェ……。よろしい、アナタの勇気あるベットに免じて、ワタクシは引き下がりマス」

　肩をすぼめて縮こまり、クラウンは水槽パネルをタップした。

　──コール、と、そう書かれた部分を。

「なぁぁぁぁぁんて言うと思いましたカァ───!?　思っちゃいましたカァ───!?」

「……え？」

　テレビ番組の早押しクイズの勢いでバンバンババンと水槽パネルを叩たたきまくりながら、耳障りで甲高い嬌きよう声せいが水槽を突き破らんばかりの勢いで発せられる。

「コォォォォォォォォォォォォォォォォォォォル!!　デッッッッッッッッッッッッス!!　いやあ、甘い甘い、この程度でワタクシを騙せたおつもりデスかぁ!?」

　クラウンのコールにて勝負が確定。統括ＡＩが勝敗の判定を宣告する。




『判定──砕城可憐、合計値18。クラウン、合計値19。

　結果はクラウンの勝利。

　賭け金30％と【ヒット】の５％、計35％の注水を砕城可憐の水槽に行います。

　又、勝利したクラウンの水槽から賭け金30％分の排水を行います』




「そんな……！」

「残念デスねえ。そのような小細工でワタクシを討ち取れるとお思いとは。《黒の採決ブラツクバウト》の参加者──ホンモノの裏の遊戯者を侮りすぎてはいまセンカ？」

　大仰に肩をすくめ、クスクスと嘲あざ笑わらうクラウン。

「さしずめ先ほどのターン、ブラックジャックの手でフォールドするはずがない……そうワタクシが判断したに違いないと読んだのでショウが──」

「あの場面ならそう考えるのが定石のはず。その合理性を否定する意味なんて……！」

「アナタ、Ｋと３を引いた後、２ターン目で公開した５を選びませんでしたネ？」

　指摘され、ハッとする。２ターン目、可か憐れんの【公開】カードはＪ、５、４だった。

「Ｋと３を引いた時点で、３枚目でブラックジャックを成立させるためのキーカード、５の在あり処かをアナタは知っていたハズなのデスヨ。それなのに５を選ばず、あえて１ターン目で選んだダイヤのＡをノータイムでめくった。……どうしてでショウね？」

「くっ……」

　思考が紐ひも解とかれていく感覚に可憐は唇くちびるを噛かむ。クラウンの指摘はすべて的を射ていた。

「【公開】カードはフォールドと引き分け以外、つまり勝敗が確定した時点で除去され、【非公開】カードは場に残る。──このターンでどんな結果になろうと、伏せてあるそのＡは健在のまま。２ターン目で選んだカードの組み合わせは、保存されたままなのでございマス。……うぅ～ん、我ながら説明がフクザツで嫌になっちゃいますネエ」

　折れんばかりに反れた指で可憐の場を指したクラウンの解説は続く。

「まあ砕いて言いますと、次のターン以降、いつでも２ターン目を再現できるようにしておきたかったわけデスね。いつでも好き～なときにブラックジャックをアガれるように。いけませんよォ？　色気をムンムン漏らしてしまっては。カブトムシではないのデスから、罠わなはきちんと無臭でないと♪」

（……迂う闊かつでした）

　敵を騙だまし、上回ることに意識が向くあまり、合理的な戦術を捨てすぎた。

　その作為の匂い、陥れようという詐欺師の欲望が、敏感に嗅ぎ取られた。

　対戦相手が紅ぐ蓮れんと同じ《黒の採決》を戦ってきた遊戯者であるという事実が、ようやく情報としてではなく、実感として身に染みた。

　水みず葉はの真ま似ね事ごとをしてみたが、こんな付け焼き刃の劣化《陰陽相克ダブルフエイス》では駄目だ。

　このやり方では、勝てない。

「さぁさぁさぁさぁ統括ＡＩサン！　チップの移動、始めちゃってくださ[image: ][image: ][image: ]い!!」

「くっ……」

　ドドドド、と足元から怒ど涛とうの勢いで迫る水の音。ローファーと美脚を覆うニーソックス、スカートに制服の上着が次々と水に呑のみこまれていき、重く冷たく濡ぬれていく。

　窮地に立たされた可か憐れんとは正反対に、クラウンの水槽からは足元に現れた排水口から水が抜けていく。形勢逆転。たった一度の勝負で優勢劣勢がくるりと翻る、まさしく瀬戸際の闘い。一手間違えれば、たちまち情勢は様変わりしてしまう。

　乳房の上あたりまで来た水面を目の当たりにして、可憐はぶるりと背を震わせた。

　窒息の恐怖だけじゃない。いざ水に呑のまれて初めて気づく、もうひとつの危険性。

（冷たい──これが、水の脅威）

　服がぐっしょりと濡ぬれて肌に貼りつき、急速に体温が奪われていく。

　およそ10度。可憐の計測器じみた感性で判定したその予測水温は、おそらく正しい。

　極寒とまではいかないがかなりの低温だ。長時間このままの状態が続けば、溺死せずとも衰弱するには充分すぎる。しかしそんな水の冷たさのおかげで、水みず葉はの仇あだ討うちだと熱くなっていた頭がすこし冷えた。視界が広がり、遊戯ゲームにまつわる新たな光景が視みえてくる。

（メモリージャック──神経衰弱の要素は、コレのことですか）

　たしかに裏返しで並べられたカードをめくり、場の伏せカードの内容を記憶することで、より強い【手札】を正確に作れるという意味では神経衰弱の要素も強い。

　だがそうじゃない。この遊戯がメモリージャック、すなわち神経衰弱の名を冠する理由は、遊戯の本質とは関係なく、心身に大いなる負担を強いる遊戯だという示唆だけ。

　実際のところ、この遊戯の本質とは。

（『イカサマが許されるブラックジャック』）

　自分の記憶次第でいくらでも好きな手札を作れるブラックジャック。神経衰弱要素は、あくまでもオマケでしかない。あるいは遊戯名自体が、可憐の判断を鈍らせるためにクラウンによって作為的に命名された罠わなだった可能性さえある。

　しかし本質を理解してしまえば、幻術は解けたに等しい。

（この遊戯における最善手とは、21を確実に作るための行動を取ること……！）




【現在の水量】可憐：45％　クラウン０％




　己の劣勢を示す数値を眺めながら可憐は、しかし不敵な笑みを崩さなかった。





　　　　＊






「そんな……可憐さんっ、可憐さんっ……！」

　びくともしない水槽を指の骨にヒビが入らんばかりの勢いで叩たたきながら楠くすの木き楓かえでは嘆く。

　いずれ倒すべきライバル。遊戯の対戦相手としても、紅ぐ蓮れんに対する淡い想おもいにおいても。目の上のたんこぶが消えればどれだけ自分に都合が良いかと、考えなかったことはない。

　しかしだからと言ってこんな展開は望んでいなかった。真に命の危機に晒さらされる姿など、見たくはなかった。

　周囲の仲間達も肩入れ具合に多少の差はあれど、ほぼ同じ気持ちを共有しているはずだ。

　大おお星ほし大たい成せいは水槽を破壊する道具を探しに消え、佐さ賀か臣とみ仁じんは先ほどからノートＰＣで水槽のシステムにハッキングを仕掛けようと試み、由ゆ留る木ぎ由ゆ良らと時とき任とうミミは敵が何か悪辣なるイカサマを用いようとしないか厳重に周囲を確認して回っている。朝あさ人とと姫ひめ狐こも行き先はわからないが、きっと可か憐れんを助ける方法を求め駆け回っていることだろう。

　この場で可憐の遊戯ゲームの推移を見守っているのは、楓かえでと静しず火かと佐さ々さ木き、フラヴィアの四人だけだ。

（真っ先に動き出したのは、紅ぐ蓮れん様でしたわ。それに釣られるように、他の者もそれぞれ自分にできることで可憐さんを助けようとしている）

　いつか下剋上せんと牙きばを研ぎ澄ませていた元生徒会役員たち。彼ら彼女らでさえ、可憐の壮絶な決意、悪辣なる遊戯、背中で語る紅蓮の行動に突き動かされている。

　命の危機を前にして奇くしくも全員がひとつにまとまりつつあるのを楓は実感していた。

「でも、それを喜ぶには貴女あなたの無事が必要条件ですのよ、可憐さん!!」

「なんとかならないんでしょうか……敵にしか見えてない【非公開】カードを覗のぞいて可憐さまに教える～とか、小こ賢ざかしい勝ち筋にすがりたい佐々木です」

「やめておけ。不正など犯してみろ、たちまち証拠を押さえられて強制敗北だ」

　ガリ、と水槽の表面を引ひっ掻かきながら苦々しげに言うのは御み嶽たけ原ばら静火。

　燃えるような赤毛を一本にまとめた侍めいた印象の彼女は、辱めを受けた女騎士の如ごとくその美び貌ぼうを歪ゆがめている。

「奴やつは複数の人間と意識を共有している。当然、この会場にも相当数がまぎれ込んでいるはずだ。我々がボロを出したらすぐに告発できるよう、つぶさに観察しているだろう」

「できるのは見守ることだけ、ですか……うう、もどかしいです。佐々木……」

　祈るように胸を押さえる佐々木を一いち瞥べつしてから、楓はもうひとりここにいる人物に声をかける。そこにいるのは、遊戯開始時から変わらず、爪を立てる機を待つ猫のように鋭く目を細め、ただじっと遊戯の趨すう勢せいを見守っている金髪の聖女。

「フラヴィアさん。ここまでの展開、貴女はどう見ます？」

「…………」

　声をかけても返事がない。彼女は揺れる水面を見つめたまま微動だにしない。

　常にふんわりとした余裕の笑みを湛たたえる彼女にしては珍しい。死を目前にした可憐を前にさすがに笑顔を保てずにいるのか、あるいは目の前の光景に何か思うことがあるのか。

「……フラヴィアさん？」

「……おっと。申し訳ありません、つい意識を奪われておりました。私に何か？」

「遊戯の展開について見解を聞かせてくださいまし。ここまでの流れ、可憐さんはかなり劣勢に見えますが、このまま勝てる見込みはありますの？」

　これほど愚かな質問もないと、楓自身もそう思う。しかし訊きかずにはいられなかった。

　元Ｓランク２位。現在においても間違いなく紅蓮に続く二番手の実力者。そんな彼女の口から希望の持てる解説を聞き出して安心したい、弱い気持ちが楓かえでにある。

　しかし、強者ゆえに。冷酷に趨すう勢せいを見通す『眼め』を持つ実力者ゆえに。フラヴィアは、楓の望む甘い答えを返してくれない。

「このままでは確実に敗北──神託に頼るまでもなく、見え透いた未来かと」

「そんな……」

「水みず葉はさんと特訓していたようですが、計算、駆け引き、メンタル、あらゆる点で道化師に劣っている。もっとも、かくいう私も勝てると自信を持って言えるのは運のみですから、可か憐れんさんが弱いとは思いません」

「それだけ敵が強大すぎる……そういうことですの？」

「ええ。強豪とは呼べないロシアですが、それでも《黒の採決ブラツクバウト》を戦うレベルの遊戯者。真っ向勝負で勝てる相手ではありません」

「……何か、何か方法は!?　……そうですわ、貴女あなたの体質で敵を不幸にしてしまえば！」

　制服のケープにすがり、声を上ずらせる楓の手を握ったフラヴィアは、静かに首を振る。

　余命わずかと宣告する医師のように、彼女の美しい唇くちびるが絶望を紡ぐ。

「無理です。敵は用意周到、私の体質も読まれています。だから潜入したクラウンの端末はけっして私を狙わなかったし、今でも私に対して一切の悪意を向けていない」

　我が身への悪意を、不幸で以もつて反射する絶運の鏡。それがフラヴィア・デル・テスタの、《絶対不運》の本質だ。ゆえに悪意なき者を害することはない。それは神の定めた絶対だ。

「コチラが思いつくことなど、すべて想定済み。あの道化師は、それほどの相手なのです。だから、このままでは絶対に勝てない」

「そんな……可憐さん……ッ」

　無慈悲な断言に目の奥から熱いものが込みあげ、楓は嗚咽おえつを漏らした。

　フラヴィアはなんて残酷な聖女なのだろう。嘘うそでもよかった。希望はあると、また可憐とくだらない対立ができる未来が来るのだと、そう言ってほしかった。

「あんまりですわっ、どうして可憐さんがっ……」

「……何を泣いているのですか？」

「うるさい!!　わかりませんの!?　ライバルに──いいえ、友達の死を前に、涙が出ないわけがありませんわ!!」

　ボロボロとみっともなく涙を流し、食ってかかる楓。フラヴィアを責めても栓なきこととはわかっている。しかしそれでも胸の内に渦巻く激情を発散せずにはいられなかった。

「ああ、勘違いなさらないでくださいな。私は、このままでは絶対に勝てないと言ったのです」

「何をワケのわからないことを！　それは勝つ見込みがないという意味でしょう！」

「いいえ？　それは貴女の先走りすぎた翻訳です」

　荒ぶる楓の鼻先にそっと指を添えて黙らせると、フラヴィアはにっこりと微笑ほほえんだ。

「このままでは絶対に勝てない。それはつまり、このままでなければ充分勝ち得る───ということ。希望は与えられるものでなく、自ら見み出いだすものですよ？」

「……!?」

　意味深な神託に楓かえでが驚きよう愕がくするのとほぼ同時に、佐さ々さ木きと静しず火かの悲鳴じみた声が上がった。

「可か憐れんさま!?　どどど、どうしちゃったんですか!?」

「死ぬ気かッ、砕さい城じよう可憐!?」

　それらの声にハッと我に返り、ふたたび意識を遊戯ゲームに戻した瞬間、楓もひっと喉が鳴る。

　現在進行で盤上で展開されている光景を、楓の脳はすぐに理解できなかった。

　何な故ぜ？　どうして？　一体全体何が起きている？

　普通ならば絶対にあり得ない。やってはならない行動。

　パタパタパタパタ──……呆あきれるほど軽い音を立ててタップされていく、カードたち。

『──ット】【ヒット】【ヒット】【ヒット】さらに、【ヒット】!!』

　スピーカーを通してステージ全体に響き渡る、水槽内の可憐の声。

　つぎつぎと可憐のパネル上だけでカードがめくれ、【手札】が膨れ上がっていく。

　合計８回の【ヒット】！　それが示す事実とは、当然──

「何をやっていますの可憐さん!?　そんなことをしたら、貴女あなたの水量はッ！」

　その悲鳴は水槽越しの彼女に届いていないのだろう、楓の方をちらりと見ることもなく、選んだ【非表示】のカード、その内容をじっと見つめている。

　たまらず可憐の傍そばに駆け寄り水槽を殴ろうとした楓の肩に、聖女はそっと手を置いた。

「おやめなさい。ここで彼女の邪魔をしては、貴女は生涯己を恨むことになるでしょう」

「ですがっ！」

「落ち着いて、よく見なさい。あれがすべてを諦め、自暴自棄になった者の顔ですか？」

「えっ」

　言われて、もう一度可憐の顔を見る。

　明らかに21を超えた、【バースト】確実なまでに増えた【手札】を前に、可憐は。




　今まさに獲物に飛び掛かる肉食獣にも似た、凄絶な笑みを浮かべていた。




（あの顔……あの『眼め』は……色こそ違いますが、紅ぐ蓮れんさんや水みず葉はさんが浮かべるのと、同じたぐいの……!?）

　ぶるりと背筋を震わせて、楠くすの木き楓はようやく気づく。砕城可憐の真の狙いに。

「まさか、可憐さんは──」

「ええ、そうですとも。彼女は答えを得たのです。たったひとつの『活路』を」

　答えを求めるように振り返った楓に対して聖女は震えながら告げる。

「ギリギリまで命を削り、必勝の神器を得る──よくぞたどり着きました」

　そう、一見錯乱したかに思える可憐の無意味で無謀な【ヒット】連発。

　しかしそれは、次につなげるための一手！

　敵よりも遥はるかに多い、圧倒的物量の【情報】を手に入れ、次回以降のブラックジャック成約率を限りなく１００％に近づけた！

　新たな強者、救世主の誕生を悦よろこび神に感謝するように、聖女は両手を広げて天を仰あおぎ。

「嗚あ呼あ、素晴らしき哉かな、人生！　殻を破って命を削り定められた敗北の運命を変える！　神の采配など絶対ではないのだと、抗あらがえる程度のモノでしかないのだと、己が身を以もつて証明してみせる遊戯者たちのなんと美しいことか！」

　神への反抗を讃たたえる言葉を吐きながら他ならぬ神に感謝する。どこまでも倒錯した聖女は高らかに笑っていた。朝あさ人とが彼女を出し抜き引き分けに持ち込んだときにも見せた恍こう惚こつ、歪ゆがんだ感情を惜しげもなく曝さらけ出す。

　そんな超越者の姿に楓かえでは茫ぼう然ぜんとし、そして同時に安あん堵どしていた。

　これより始まる逆襲、その狼煙のろしなのだと確信できたから。

『ホホ……驚きました、砕さい城じよう可か憐れん。まさかそのような手段に出るトハ──』

　クラウンの声からも嘲る余裕が消え、瞳が荒あら鷲わしの如ごとき真剣さを帯びる。

　危険。警戒に足る相手。《黒の採決ブラツクバウト》の遊戯者をしてそう思わしめる戦略を打てた証あかしだ。

『ある程度のリスクは覚悟済みとは読んでいましたガ、死のボーダーラインを易やす々やすと越える……そんな選択肢を平気で選べる──命が惜しくないのデスか？』

『心配御無用。それよりも貴方あなたはご自分の心配をされた方がよろしいかと。何せ、今から迫りくる水の恐怖に震えるのは、そちらなのですから』

　道化の挑発を一笑に付し、可憐はパネル上、目的の表示をタップした。




『フォールドです。これで貴方を倒す準備が整いましたよ。──クラウン』




　怒ど涛とうの放水が奏でる爆音の渦中にあって、砕城可憐の碧あおい『眼め』に宿るのは恐怖ではなく、ただひたすらに純粋な闘志だった。




【現在の水量】可憐：90％　クラウン０％





　　　　＊






（これが90％──水中の世界……）

　３メートルの水槽を90％も満たせば、そこには最も早はや空気など皆無に等しい。

　10％の猶予があるとはいえ、残りはわずか30㎝の隙間である。足は床につかず、空気もない。常人ならば恐怖に耐え切れず、冷静さを失い蓄えた空気を無駄に消費、死へのカウントダウンを自ら早めてしまうだろう。

　しかしこのときの可憐は冷静だった。当然だ。空気残量を計算し、冷静さを保てるギリギリの水量に調整したのだから。

　水中における己のキャパシティは充分に理解している。呼吸を止め続けられる時間は、およそ１６５秒。正常な思考を維持できるのは１３５秒。冴さえた思考を発揮できるのは85秒。

　カードを選択し、結果が出るまでの時間は稼げる。それはもう計算済みだ。

（幸いにも先ほど確認した【非公開】カードには、ＪＯＫＥＲとＡが含まれていました。この２枚の場所さえ把握できていれば──）




『５ターン目を開始します。先手砕さい城じよう可か憐れん。カードをタップしてください』




　統括ＡＩの案内に従い、可憐は水中を華麗に泳いでいく。

　まず最初に選択したのはクラウンだけが知る【非公開】カード。理由は簡単だ。クラウンに優位性のあるカードを先に横取りすれば、それだけクラウンは確定ブラックジャックを作りにくくなる。そして可憐は、１枚目がたとえどんな数字だったとしても３枚の合計値が21になる組み合わせを作れる。それだけの情報量を獲得していた。

　当然、このターンの勝敗結果は──




『判定──砕城可憐、合計値21。クラウン、合計値20。

　砕城可憐の勝利。賭け金10％の注水をクラウンの水槽に行います。

　又、勝利した砕城可憐の水槽から賭け金10％分の排水を行います』




　なけなしの10％ベットで生み出された剣が、道化師を浅く斬りつけた。

　クラウンはギリギリまで時間稼ぎをしてみせたが、持ち時間の上限がある以上、可憐の窒息を待つわけにもいかず、結局勝敗が確定してしまう。

　クラウンとしては先のターンで得た情報だけでは確定ブラックジャックが作れておらず、ワンチャンスここでトドメを刺せればという狙いでコールで応じたのだろう。しかし実際は今回の結果だ。すでに可憐はクラウンを殺せる環境を完璧に整えたといえる。

「ぷはっ！　はあ、はあ、すぅ──……すぅぅ──……」

　水槽の上部20％、わずか60㎝ばかりの隙間に顔を出し、胸を膨らませ肺に空気を蓄える。

　たった10％の勝利。しかしこれには、数字以上の価値がある。

「【公開】カードの９と２を排除、ですね。さあ、次に行きましょう」

「……チッ！」

　ここから始まったのは、あまりにも一方的な展開だった。

　ブラックジャック、ブラックジャック、ブラックジャック──クラウンが前ターンに選んだ【非公開】カードを奪い、膨大な暗記済みプールを利用して21を作り続ける可憐。

　それに対してクラウンは防戦一方。常に限界までレイズする可憐に、６ターン目こそ抗あらがう意志を見せたコールで一勝したものの、その後はほぼ毎回フォールドでしのいでいく。

　気づけば12ターンを過ぎ、二人の水量差はゼロ──完全なる横並びとなった。




【現在の水量】可か憐れん：60％　クラウン60％




　絶対勝利のチケットを得たに等しい可憐と、すべてを奪われる運命にあるクラウン。

　同じ高さの水にたゆたう二人の間には、今や埋められない格差の壁が横たわっていた。





　　　　＊






「被害を最小限に、無様に逃げ回るのみ。そんなことではいつまでも勝てませんよ？」

「…………！」

　嘲笑が腹に据えかねたのか、ギリと歯を噛かみ、ブルブルと震えるクラウン。

　道化師の悔しげな表情に満足しつつ、可憐の胸にはひとひらの慢心もありはしない。

　逆転の隙など与えない。ここで、確実に刺す……！

「ベット、40％!!」

　13ターン目。ブラックジャックが約束された今、最も早はや容赦など必要ない。常に相手を殺し得る金額を張り続けるのみだ。このままフォールドを続け、クラウン自ら死んでいくのを待つか、迫りくる死の恐怖に負け自暴自棄な勝負に挑んでくるか。

　いずれにせよ、可憐の勝利は約束されたようなもの。

　５ターン目と６ターン目、勝負が確定し、可憐が勝利した回にＡや２といった小回りの利く使い勝手の良いカードを優先的に【公開】カードにし、排除しておいた。場にこれらのカードはほぼ残っておらず、その位置はすべて可憐が把握していた。先に取ってしまえば、クラウンが繊細な合計値調整をするのはほぼ不可能になる。

　最早この状況は『詰み』だ。チェスならばチェックメイト。負けを認めるべき状況。

　それでも尚なお諦めないのは《黒の採決ブラツクバウト》の遊戯者ゆえの最後の矜きよう持じだろうか？

　そう可憐が考えたとき──




「……コール」




　俯うつむき、力なく、魂の抜けた人形のようにクラウンは言った。

「……耐え切れませんでしたか。まあ、気楽なモノですよね。貴方あなたはただ端末を捨てればいいだけなのだから」

「…………」

「敗北したところで、死ぬのは自分じゃない。反へ吐どの出る邪悪とはこのことですね」

「…………」

　可憐の容赦なき罵声を浴びても、クラウンは俯いたまま微動だにしない。それはまるですでに電池が切れてしまっているかのようで。

「遠とお吠ぼえさえ上げられませんか。負け犬以下ですね。正直、ガッカリです。この程度なのですか、《黒の採決ブラツクバウト》とは。ロシアの刺し客かくというものは。これでは貴方あなたの背後にいるであろう女め狐ぎつねも、大した実力者ではなさそうです」

　煽あおる。精神を抉えぐるような口撃を繰り返す。この勝負だけではない、未来を見据えた攻撃。

　精神体であるクラウンの本体に屈辱を与え、遊戯者としての格付けを済ませるため──。

　しかしクラウンはどんな罵ば詈り雑ぞう言ごんのたぐいにも、一切の反応を示さない。

（これ以上は無駄、ですか。いいでしょう、ならばこれで終わりです）

　決定、と書かれたパネルをタップ。そして統括ＡＩが、無慈悲な勝敗結果を告げる。

　これから起こる悲劇を覚悟して、可か憐れんは軽く深呼吸した。敵とはいえ、ひとりの人間の命を自分の遊戯ゲームの結果で死なせることになる、その事実の重さを受け止めるために。




『判定──砕さい城じよう可憐、合計値21。クラウン、合計値21。

　引き分け。よって両者水量の変動はありません』




　だから──その結果は可憐にとって意外なものであり、同時に、首筋に宛あてがわれた死神の鎌の、残酷なまでに冷たい刃やいばの存在を幻視させるに足る最悪の展開だった。

（ブラックジャックを……作った……!?）

　しかもこれは、ただのブラックジャックじゃない。

　あまりにもさりげない選択で見逃しかけたが、このターンにクラウンは、可憐しか知らないはずの【非公開】カードを１枚選ぶ形で【手札】を構成していた。

　まさか……まさか、この道化師……！

「く、クク、ククククク……」

　力なく俯うつむいていたクラウンの肩が、ブルブルと震えていく。その震えは徐々に大きくなっていく。

　最初は死の恐怖に震えているのだと思っていた。だがそうではなかったのだと、可憐は今になってようやく悟る。




「ぷ、ぷフォフォフォフォ!!　ヒ───ヒヒヒヒヒッ!!」




　道化師は嗤わらいを堪こらえていたのだ、と。死への恐怖など１ミリたりとも抱いていなかったのだ、と。明かしたとき相手がどんな絶望の表情を浮かべるのか、ただそれだけが楽しみで、ひたすらに腹を抱えて転がりたい衝動を堪えていたのだ。

「いやぁ[image: ][image: ][image: ]間に合って良かったぁ[image: ][image: ][image: ]。危うく殺されてしまうところデシタヨ！　まぁ～ったく、いたいけな褐色の美少女を平気で殺そうとするなんて、この冷血人間っ！　お兄様に言いつけてしまいマスヨ！　めっ！」

　おどけたピエロの姿を取り戻し、クラウンはケタケタ笑う。

「さぁて、長らく退屈な遊戯ゲームをさせてしまい、大変申し訳ございません。ワタクシたち、道化の仕事はお客様を笑わせ、楽しませること。そういう意味ではこれまでの仕事は失格点、存在価値なき道化のクズと言わざるを得ませんデシタ。……ゆえにッ!!」

　足もつかない水中で、異様なほどまっすぐ直立し、クラウンは恭しく一礼した。

「ここから先、最高のショーのみお届けすることを以もつて、償いとさせていただきマス☆」

「──偶然です」

「……ホ？」

「ただ一度の偶然を必然であるかのように演出しているだけ。こんな手管に騙だまされるなどと、侮られては困ります」

「ふぅむ……ま、そう考えたいのであればお好きにドーゾ☆　デスガ希望的観測で真実を見誤れば、アナタ──死にますヨ？」

「く……」

　理性の底、最も深い場所では理解していた。道化の言葉に一寸の誇張もないことは明らかで、しかしそれが意味する未来は到底受け入れられず可か憐れんは否定する。

　まだ、わからない。一回では断定できない。もう一度、試してみないことには。

　そんな祈りにも似た想おもいから訪れた、第14ターン目。そして続く15ターン目。その結果は、どちらも──




『判定──砕さい城じよう可憐、合計値21。クラウン、合計値21。

　引き分け。よって両者水量の変動はありません』




「現実をご理解いただけましたカ？」

「……これで、三連続。さっきとは異なるカードの組み合わせ、私だけが知る【非公開】カードを使った上でのブラックジャック。これは……」

　可憐の見たカードの内容が読まれている。

　命の危険を顧みず、虎こ穴けつに飛び込み掴つかみ取った神器が、我が物顔で利用されている。

　何な故ぜ？　【非公開】カードの合計値から１枚１枚の数字の予測は可能だ。ある程度情報が集まれば、数字を完全に特定することも不可能じゃない。

　しかしそんなことは可憐にも解わかっている。このターンまでの勝負の過程で、特定可能になるような組み合わせを複数回にわたり使わないように配慮してきた。

「イカサマ、ですか？」

「オホッ、いけませんねえ。その言葉、裏の世界では重いひと言デスよぉ。イカサマは、指摘した者がそれを証明しなければならナイ。もしできなければ、手首を持って行かれても文句は言えまセン」

「……わかっています。べつに指摘の意味で言ったわけじゃありませんから」

　口ではそう言ったものの、可か憐れんの中ではほぼ確信していた。間違いなくこれはイカサマだ。何らかの方法で可憐だけが知るカードの内容を察知している。方法はわからないが、それはどうでもいい。

　問題はこの先、可憐だけではなく、クラウンもまた確実に合計値21を出せるということだ。これではいくら可憐が最善手を打ったところでお互いに21のブラックジャック。引き分けが関の山だろう。

　しかしそこでひとつ疑問が生じる。

「クラウン。貴方あなたはどのように勝つおつもりですか」

　このままでは引き分けが続くばかりで埒らちが明かないわけだが、膠こう着ちやく状態のまま突破口が開けないのはお互い様だ。

「永遠にブラックジャックをぶつけあい続けるだけでは、決着はつきません。こんなことをしている間に、遊戯ゲームを強制終了させる手続きが完了するだけでは」

「フーム、果たしてそうでショウか」

「……何ですって？」

「おやおやお忘れデスか可憐サマ。いけませんネエ、ルールはきちんと憶おぼえておかないと。それではこのクラウンめが読み上げて差し上げましょう。このゲームの勝利条件、それは以下のいずれか。『相手プレイヤーの水量を１００％にすること』。そして──」

「なっ……」

　クラウンがそこまで説明を始めたとき、可憐の中で敵の狙いがわかってしまった。

「──『相手プレイヤーが死亡した時点で生存していること』。つまり、わざわざ水槽を満タンにせずとも、アナタが死亡すればワタクシの勝利なのデス」

「貴方の狙いはこの状況を作り出すことだった。狙いは、溺死ではなく──」

「イェス。衰弱死、でございマス☆」

　人は、本来陸上で生きることを想定された生き物だ。ゆえにその生存能力は地上活動に特化しており、長時間水の中で行動することに対してほとんど備えがない。

　３メートルの60％、すなわち１８０㎝の高さにある水に対して、可憐やクラウンの端末たる褐色少女の身長は低く、まったく足が地面につかずほぼ全身が水に浸つかった状態。

　おまけに可憐の肌が測定した水温はおよそ10度程度だ。このまま水位が減らなければ、肉体は徐々に衰弱していき、およそ一時間ほどで意識不明に至り、死亡する。

　水を飲んで溺死するよりも遥はるかに多い、それは海に落ちた人間の残酷な末路だった。

「まさしくリアル神経衰弱、ということですか……！」

「イェス、イェ～ス！　美少女が苦しみ死んでいく姿は、いつ見ても美しいデスねえ!!」

「しかしそれは貴方も同じ条件のはず。端末に過ぎない肉体の命などどうでもいいのかもしれませんが、私と同時か、あるいは先に肉体の限界が訪れれば勝利とはならないはず。この引き分け戦略は破綻しているのでは？」

「ホッ♪　では、その可能性に賭けて長期戦を挑むと良いデス。ホホ、ホホホホッ」

　指摘は正論のはずだ。なのに何な故ぜ、クラウンはあんなに余裕なのか？

　その答えにたどり着いたとき、可か憐れんは強く唇くちびるを噛かんだ。

「なるほど……やってくれましたね、道化師」

「おやおや何の話デスかぁ？」

「こちらとそちらでは水槽に注がれる水の水温が違う。──そうですね？」

「ホホー……自力でその仮説を立てられまシタカ。褒めて差し上げまショウ」

　ヒュ♪と口笛を吹き、愉快げに嗤わらう道化師。肯定も否定もしない言い回しだが、確定と考えてよさそうだ。

「水中で衰弱し意識不明に至るまでの時間は、水温の高さと反比例します。こちらの水槽と同じ10度前後であれば一時間、しかしこれが20度や25度程度まで上がれば、二時間以上。安全圏から私の衰弱を見ていられる」

「ハラショー、ハラショー！　よくぞ見抜きまシタ!!　すンばらしい!!　この15ターン目までに、アナタはすでに三十分以上水に浸つかっていマス。あと三十分、引き分け続ければ哀れ衰弱意識不明☆　さてさてあと何ターン保もつか、楽しみデスねえ？」

　外道、そして邪悪。そうとしか呼べない所業だ。

　可憐の推理を讃たたえ高らかに拍手するクラウンの姿に、水槽の外で遊戯ゲームを見守る生徒会の仲間たちも誰もが不安に表情を歪ゆがめている。

（私の手を見抜くイカサマ、そして水温の不平等をセッティングしておくイカサマ。周到に張り巡らされた二重三重の罠わな──これが《黒の採決ブラツクバウト》。お兄様が見てきた世界の一端）

　窮地にあって可憐の脳裏を過よぎるのは、愛する兄の背中だった。

　五年間、ただの一度も負けることなく。ただの一度も逃げることなく。一歩逸それただけで足をもがれかねない、地雷で埋め尽くされた無限の荒野を歩き続けてきた。

　今自分が歩いているのは、最初の一歩。紅ぐ蓮れんの背中は遥はるか彼方かなたで、霞かすんで見えることさえないのに。

（やはり私では、追いつけないのでしょうか）

　気持ちが弱り始めると水の冷たさを強く意識してしまう。意識不明に至るまで残り三十分もない。心身の衰弱が可憐を蝕むしばもうとしていた。





　　　　＊






【現在の水量】可憐：60％　クラウン60％




『16ターン目を開始します。先手クラウン。カードをタップしてください』




　統括ＡＩの宣言と同時にクラウンは適当な１枚を選ぶ。その数字は３。




『後手砕さい城じよう可か憐れん。カードをタップしてください』




　可憐は水に潜り、最初の１枚を選ぶ。

　その１枚が【公開】されるよりも先に、クラウンはそのカードが何なのか解わかかっていた。

（８──ホホ、良好、良好。アナタの思考が手に取るように理解できマス）

　可憐はイカサマの正体を暴こうと必死で思考を巡らせているが、その努力はただの不毛。一高校生の発想では絶対にたどり着けない答えなのだから。

　実は両水槽に異なる水を注水するというクラウンが仕込んだイカサマは、けっして温度についてだけ差異があるわけじゃない。それはむしろ二重三重に仕掛けた罠わなの、バレても構わない最も表層の罠だ。

　真の狙いは可憐の側の水に仕掛けたナノマシン──有機連結頭脳体クラウデイアンの精神ネットワーク端末に招待するために投与されるそれを、彼女の体内に潜り込ませることだった。

　ロシアは精神をクラウド化する技術を水面下で推し進めてきた。他国との遊戯者資産においてこの一点だけは優位に立つ、そのためにあらゆる科学の粋を投入して研究に当たらせた。

　その結果が、ナノマシンの投与による精神サーバーへの強制結合技術だ。

　日本をはじめどの国でもいまだ到達していない境地。長期にわたる洗脳や調教、薬物投与等を経なくても、体内にナノマシンを仕込むだけで対象の思考を精神サーバー側で傍受することが可能となった。

（つまりアナタの記憶はもはやワタクシの記憶と同じというわけでございマス）

　可憐と水みず葉はが秘密裏に特訓していたことは調査済みだ。《黒の採決ブラツクバウト》で戦う力をつけるためにメンタルを鍛え、勝つためにリスクを取る思考を叩たたき込まれていたことも。

　だからそれを利用した。

　途中で可憐が90％まで水位を上げてブラックジャックを確実に作るための地盤を整えてくることは読めていた。だからそこに罠を張った。

　水に侵されればナノマシンが体内に侵入し、しかもリスクを負って得た情報まで掠かすめ取れるという寸法だ。

　ナノマシンが可憐の脳と同期し、思考をジャックするまでに多少時間がかかるが、その時間はひたすらフォールドで勝負からオリ続けることで稼いだ。その時間稼ぎも、可憐の視点からすれば溺死を狙った戦略に見えるため真の狙いは隠しておける。

（ま、ワタクシと完全に精神をひとつとするには、もう何段階か面倒な手続きが必要なのデスガ──）

　今の可憐はけっしてクラウンの端末となり果てたわけではない。ナノマシンを仕込むだけで完了するなら、こんなまどろっこしい遊戯ゲームなどせずに、砕城紅ぐ蓮れんに仕掛けている。

　この状態ではまだ不完全。可憐から精神サーバーに向けて思考が垂れ流されるだけで、自我も保っていられるし、逆に精神サーバーからのメッセージも届かない。

（──逆にそれが好都合でしてネ。おかげで完全無欠のイカサマが大完成──というわけなのでございマス）

　完全同期が済んでいないがゆえに、今は一方的に可か憐れんの思考を吸い取れる状態。

　これがクラウンのイカサマの正体。ロシア以外に伝わっていない技術を根拠としたこのイカサマはもはや回避不能、可憐に勝利の術すべはない。

「さて、ワタクシの２枚目……フム、５デスか。なるほど、なるほど」

「…………」

　神妙な面持ちで可憐が２枚目を引く。クラウンはその内容を読む。

（12──フム。しかし面白いデスねえ、砕さい城じよう可憐。類たぐいまれな計算能力を発揮するという話は聞いていましたが、記憶の仕方も至ってデジタル。カードの図柄、絵ではなく、完全にただの数値としての情報でカードを記憶しているトハ）

　記憶力に優れた遊戯者は、大抵映像情報として場を認識し、記憶している。可憐のようにここまでデジタルに振り切れるのは、それはそれで特殊能力と言えるだろう。

（ま、そんな才能も盗み取られてしまえば意味はナシ）

　残り１でブラックジャック。ＡかＪＯＫＥＲを欲する場面だ。

　そして可憐の頭の中には１ｏｒ13、すなわちＪＯＫＥＲの場所が記憶されている。

（ワタクシも今欲しいのは13。──ここは道化らしく、ＪＯＫＥＲをいただいてしまうとしまショウ☆）

　先手の利点を利用し、クラウンは先んじてＪＯＫＥＲをタップ。Ａはまだどちらも見ていないカードが２枚存在するが、可憐の記憶するカードにもはやＡはない。

（ＪＯＫＥＲを攫さらってしまえば、引き分けを待たずココで決着することもあり得ますネ。ヒョホ、ヒョホホホホ！）

　内心で高らかに嗤わらいながら、裏面で伏せられたそのカードをタップする。

「…………ホ？」

　自分側の盤面上でだけクルリとめくられたそれを見て、クラウンの笑みが硬直した。

「ン？　ンン……!?」

　──何な故ぜだ。何故、こんなカードが出てくる!?

　お目見えするはずだった道化師の絵はそこになく、あるのはシンプルなアルファベット。

　Ａ。ＪＯＫＥＲではなく、Ａ。これでは１ｏｒ13ではなく、１ｏｒ11。クラウンの合計値も９ｏｒ19止まりでブラックジャックには至らない。

（おかしいデスね。砕城可憐は記憶力に長たけた遊戯者だと聞いていましたガ、所詮は学生レベルの頭脳、曖昧な記憶だったということデスか……）

　困ったことになった。このイカサマはカードそのものを透視できるわけではなく、可憐の思考を覗のぞくことで成立する。ゆえにその可憐の記憶力がアテにならないとなるとプランが破綻してしまう。

（ある程度は正しく記憶できているものの、一部曖昧な部分もある……デスか。そうなると早々に決着をつけてしまった方が得策デスガ……）

　Ａを１として扱い【ヒット】を使えばまだ可能性はあるが、そのためには12となるＱを引く必要がある。しかし記憶の中のＱはすでに可か憐れんが引いている。

　Ａを11として扱い【ヒット】を使う場合は２のカードが必要になる。しかしそれは無理だ。序盤戦で可憐が怒ど涛とうの勝利を重ねたとき、除外されきってしまい、もはやこの場に、２は１枚も残っていない。

「はあっ、はあっ……ふっ……！」

　方針を固めきれずにいると、可憐が３枚目を引くために水に潜った。

　すでにかなり体力を奪われているらしく、呼吸は荒く、顔色も悪い。水中に潜り、泳ぐ姿もどこか不安定だ。

（ホホウ、そろそろ限界といったところデスかね？　一時間で意識不明トハ統計的な話。当然、平均よりも体の弱い者なら時間は短くなる）

　記憶の混濁もそのせいだろうか、などとクラウンが考えていると。

「……ごぽっ!?　がぱっ……!?」

　水中でカードをタップしようとした可憐が、ふいに苦しげに身をよじった。

　触れようとしていたカードと異なる場所に手が触れ、クオリアが自動的にそれを受理してしまう。可憐は慌てて水面を目指して引き返し、ざぱっと勢いよく顔を出す。

「はあっ、はあっ、はあっ……くっ……はあ……う、うう……」

　苦しげに空気を貪りながら、青くなった唇くちびるをさらに震わせている。

　あの感情は間違いない。──恐怖だ。

　可憐は今、誤ってタップしてしまったカードが招く未来を想像し、怯おびえている。

「……ヒョッ。ヒョホホホホ！　あららら。やってしまいまシタねえ、可憐サマ♪」

　そのカードは可憐の記憶の中にある、ゆえにクラウン自身も把握している。

　13──すなわち、Ｋ。

　いや、Ｋであるかどうかなどどうでもいい。可憐の記憶が混濁している以上、それが何なのかはアテにならない。ただひとつ言えることは、可憐の記憶がいくら混濁していようとも、自分が見たＡの合計枚数までは間違えないであろうということだけだ。

　今タップしたのが可憐が一度見て記憶したことのあるカードである時点で、それはもうＡでないことは確実。【バースト】確定。

　ならば、自分の取るべき行動はただひとつだ。

「ベット40％でございマス。すぐにラクになりたければ、ドーゾご利用くださいマセ☆」

　トドメを刺しにいく、マックスベット。

　心身ともに衰弱しきった可憐は、今、痛烈に『死』を意識しているだろう。

　このまま衰弱し、意識不明に至って死ぬ未来を想像してしまっている。

　だから考える。どうすれば生き延びられるのか。そのデジタルな頭脳で計算する。より生き残れる確率が高いのは、どちらか？

　水槽に閉じ込められたまま永遠に引き分けを繰り返し、衰弱死するよりは、いっそのこと１００％まで水が溜たまった後、遊戯ゲーム終了の判定とともに水槽から解放される可能性に賭けた方が生き残れるのではないか。──そう、計算してしまう。

　ゆえに、可か憐れんは【バースト】確定だろうと勝負に乗ってくる。

「はあ、はあ……はあ、はあ……」

　水面に浮かびながら呼吸を整え、来たる絶望の未来を想おもい目を閉じる可憐。

　そして青ざめた唇くちびるをゆっくりと動かし、自害を意味する単語を口にする。

「コール」

『了解。勝負が成立します』

　統括ＡＩの宣言。これが聞こえた時点で、キャンセル不能、もう後戻りはできない。

（──終わり、デスネ。いやはや呆あつ気けない）

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの妹、砕城可憐。同じ砕城の血を引く遊戯者の実力は如い何かほどかと警戒していたが、終わってみれば完全勝利、クラウンの読みを上回ることは一度もなかった。

　すべてが想定の範囲内。予測し、事前に張った罠わなで見事に搦からめ捕ってみせた。

　最後の注水を経て可憐が死ぬか、あるいは生き残るか。クラウンはどちらでも構わない。すでにナノマシンが体内に入っている以上、これ以上の心身への負荷がかかれば、どちらにせよ可憐の精神は死に、有機連結頭脳体の端末のひとつとなるのだから。

　賭け代である可憐の体は、問題なく頂戴できる。

　どう転んでも砕城紅蓮を倒すための布石となる──当初の目的は完璧に達したのだ。

「統括ＡＩ、勝負の判定の前にひとつ質問してもよろしいでしょうか？」

『イエス。質問を受け付けます』

「ありがとうございます。では、遠慮なく──」

　可憐は弱々しく微笑ほほえむと手で髪をかき上げるようにしながら、耳に嵌はめた何かを外した。




「この遊戯におけるＪＯＫＥＲは、13ですか？」

『ＮＯ。１ｏｒ13です』

「なるほど。ならば存外、悪い手でもなさそうです♪」




　そう言って可憐が笑った直後、統括ＡＩによってゲームの結果が告げられる。




『判定──砕城可憐、合計値21。クラウン、合計値19。

　結果は砕城可憐の勝利です』




「ヒョ……？」

　予想だにしない結果だったのだろう。

　道化師は不意に玩具おもちやを取り上げられた子どものように、素朴な瞳でパネルを見つめる。

「ブラック……ジャック……？」

「さすがは《黒の採決ブラツクバウト》で活躍した遊戯者ですね」

　可か憐れんは尊敬を表するように手を合わせ、クスクスと妖精のように微笑ほほえんで。

「貴方あなたの言う通りにしたら、本当にラクになれてしまいました。──自分が敗北し、遊戯ゲームが終わる。この展開を読んでいたんですか？」

「馬鹿な……馬鹿なッ……!!」

　ガタン。水槽に飛びついたクラウンの掌てのひらで、ガラスが鳴る。

「【非公開】カードの開示を要求する!!　そのカードはＫ!!　Ａであるはずがない!!」

『了承。遊戯終了につきゲーム結果に左右されないため、訴えを認めます』

　統括ＡＩの裁量でクラウンの審議は認められ、可憐の【非公開】カードが、ゆっくりとめくれていく。

　そこに顔を覗のぞかせたのは、煌きらびやかな装飾をまとった王──ではなく。

　ケタケタと不気味に嘲笑する、悪魔の如ごとき道化師だった。

「ＪＯＫＥＲ!?　何な故ぜ、ＪＯＫＥＲ!?　そんなハズがありまセンッ。そんなキーカードの位置を把握していたなら、記憶に残らないワケがない!!」

「ふふ、負け犬の遠とお吠ぼえが心地ここち好いいですね。やはり決着の瞬間は、コレを外して正解でした♪」

　そう言って可憐が掌の上で転がして見せたのは、何の変哲もない耳栓だった。

「あ、それ！　遊戯開始前に、可憐さまに貸してさしあげた……佐さ々さ木きのです！」

　水槽の外で可憐の仲間、生徒会長佐々木咲さきが声を上げる。

「ええ、そうですよ、佐々木さん。ありがとうございます、おかげで奴やつを騙だませました」

「馬鹿な……！　馬鹿な馬鹿な馬鹿な……まさか、アナタは……！」

　頭を抱え、髪をかきむしりながらクラウンは、遊戯開始前の可憐の行動を思い出す。




『質問です。ＡとＪＯＫＥＲの扱いを聞かせてください。最大値が13ということは、Ａは１か13として、ＪＯＫＥＲは13として扱う。それで良いのですね？』

『ＮＯです。Ａは１か11として扱い、ＪＯＫＥＲは１か13として扱います』

『ありがとうございます。だいたい把握できました』




「アナタは……ここまでの遊戯、一切音が聞こえない状態でやっていた。ワタクシの言葉も、統括ＡＩの音声も、何も聞こえていなかったと言うのデスか!?」

「正解です♪」

　基本ルールはメッセージパネルの説明を読んで把握しながらも、質問を投げた後はスピーカーの方を向いていた。質問への回答は聞こえておらず、読んでもいなかったのだ。

　だから可憐の脳内ではＡは１か13、ＪＯＫＥＲは13だと認識されたままになっていた。

　その認識の錯誤、誤認が、最後の局面でクラウンにハズレを掴つかませ、可憐の勝利を引き寄せた。

「いえ、そんなハズがありまセン!!　アナタは遊戯ゲームの最中、ワタクシと会話を交わしていたはずデス!!　音が聞こえていなかったなら、何な故ぜ、会話できたのデスカ！」

「あら、わからないんですね。なら教えてあげましょう。この遊戯中、私が認識できていたのは貴方あなたの台詞せりふだけ。聞こえていなかったのは、統括ＡＩの声と──楓かえでさん、静しず火かさん、佐さ々さ木きさんをはじめ生徒会の皆さんの声です」

「……？　それは、ドウイウ……」

　いまだ意味がわからずにいるクラウンに対し、可か憐れんはにっこりと微笑ほほえみ、その小ぶりな唇くちびるにぴとりと指を当てる。

「ココの動きを読むのは、ひとりに対してが精一杯ですので」

「読唇術……!?」

「ええ。私が独力で身に着けた技能のひとつです」

　唇の動きだけで人のしゃべっている内容を盗み取る、スパイの必修科目。祖国ロシアの遊戯者部隊なら誰もが身に着けている、クラウンにとってはごく日常的な技能。

　それをまさかこんな小娘が使いこなしてみせるなんて！

「しかし、何故そんな小細工を……ワタクシの戦略を、あらかじめ見抜いていたとでも？　そうでなければ、わざわざルール誤認などというリスクを負う意味がありまセン！」

「ふたつ勘違いされていますね」

　クラウンに見えるように、可憐はしなやかな指を二本立てて見せる。

「ひとつ。イカサマの内容を完全に見抜いていたわけではありません。ただ何らかの手段で私の思考を盗まれる可能性があるかもしれないので、備えさせていただきました」

「確証もなく、あるかどうかもわからないイカサマに対抗するために、リスクを負ったと。なんという、なんという不合理なッッ」

「不合理に身を委ねる感覚。これこそ水みず葉はさんに教わった《黒の採決ブラツクバウト》に臨む心構えです。リスクと踊れなければ、この先のステージは切り抜けられない、と」

「ぐ……それはもっとも、デス、が……しかしこれは、あまりにも……ッ」

「ああ、そこが貴方のもうひとつの勘違いです。私は水葉さんほど狂戦士にはなれませんから、ちゃんと保険はかけていますよ。Ａを１ｏｒ13、ＪＯＫＥＲを13と認識しておく自己暗示は、どちらも『数字を大きく見積もっている』──つまり、事故による【バースト】が起きない構造になっているんです。……合理的でしょう？」

「あ……ああ……ああっ……!?」

　声とともにさまざまな想おもいが口からこぼれていく。

「そもそもＪＯＫＥＲは『万能』のイメージが強いカード。これをわざわざ13としてしか使えないのかと質問したことに、違和感は覚えなかったのですか？」

「グ……ググ……」

「『ＹＥＳ』と回答をもらったと思い込み、自己暗示を強化するためにあの質問はしておきたかったものの、正直、真の実力者相手なら見抜かれてしまっていたでしょうね」

　暗にクラウンはそのレベルではないと貶おとしめ、可か憐れんは指をつぎつぎ曲げていく。

「髪型を整えるフリをして耳栓をつけたこと、私が仲間の声かけに一切反応できていなかったこと、自己暗示の強化のためにあえてＡＩに不自然な質問をしたこと。ヒントはこんなにあったのに。──私を見抜けなかった、哀れなピエロ」

「う……うるさい!!　うるさいうるさいうるさいうるさいうるさい!!　このような小細工でイイ気になるなよ!?　遊戯ゲームにおける駆け引きでは一度も上回れなかったクセに!!」

「あら。ずいぶん可愛かわいい駄々をこねるんですね。遊戯とは、勝負とは最後に勝利した者が正しい世界。勝利を伴ともなわない駆け引きなど『ゴミクズ』も同然です。違いますか？」

「……!?」

　水のように冷たく、氷のように鋭い、『青い眼め』で可憐は道化を見下して。

「お兄様はひとつも見逃さなかった。最初から最後まで、この遊戯のすべてを読み切っていました」

「ひ、ヒィッ……」

　その静せい謐ひつな輝きの奥底に兄、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの面影を見み出いだし、クラウンは畏怖した。

「遊戯開始前、お兄様は私の水槽に歩み寄りこう仰おつしやいました。『俺の言葉がわかるか？』と。それに対して私がうなずくと、お兄様は安心して立ち去られた」

「ひ……ヒヒ……ヒィィッ……やめろ、やめてくれ……」

　滔とう々とうと語られる可憐の言葉、その意味するところを察してクラウンは弱々しく拒絶する。

　頭を抱え縮こまる道化師に消えぬ烙らく印いんを刻むように。

「佐さ々さ木きさんから借りた耳栓、そして読唇術。このふたつがあれば充分に貴方あなたを倒し得ると、そう判断したからこそ、お兄様はこの場を完全に私に任せてくださったのでしょう。──ご理解いただけましたか？」

「聞きたくナイ……聞きタクナイ……ワタクシを、嘲あざ笑わらわないで……」

　頭を振って顔を背けるクラウン。しかし必死の抵抗も意味はなく。

　スピーカーは無情にも可憐の声を届け、ナノマシンで同期した脳内にも直接、哀れむような眼まな差ざしのビジョンの投影とともに言葉の刃やいばが突き刺さる。

「これが真の強者の世界。貴方のような添加物まみれのニセモノとは次元が違うのだと」

「うう、ああああああ……ヤメロ……出てけ!!　頭の中から、出て行け!!」

「お兄様の足元にも及ばない遊戯者。《黒の採決ブラツクバウト》で活躍したと言っても、所詮はお兄様不在のごく一時に輝いたに過ぎない──」

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　可憐に台詞せりふの続きを言わせまいとクラウンは絶叫する。

　聞きたくない。そのような言葉は。

　だがそんなクラウンの感情をよそに、可憐は軽やかな声に乗せて、冷酷なひと言を突きつけた。
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「お兄様にはこの展開が読めていた。最後の最後まで。貴方あなた如ごときとは格が違う、その事実を他ならぬ私を通して証明できた──こんな幸福、人生で初めてかもしれません♪」





　　　　＊






『賭け金40％の注水をクラウンの水槽に行います』




「やりましたわ!!　可か憐れんさんの完全勝利ですわ!!」

「どうなることかと思いましたけど、佐さ々さ木きの耳栓が役に立ったみたいで本当によかった佐々木です！」

　決定的なＡＩの審判が下され、楓かえでと佐々木がハイタッチで喜びを分かち合った。

　その姿を横目に御み嶽たけ原ばら静しず火かは強こわ張ばっていた手足から急激に力が抜けていくのを感じた。

（勝ったんだな、砕さい城じよう可憐。……それにしても、浅ましいな。私という人間は）

　胸の中に広がるのは大きな安あん堵どと、ほんのひと握りの嫉妬だ。楓や佐々木のように全身で喜びを表現できてこそ友人だと言えるのだとすれば、自分にその資格はないと見える。

（姉の仇あだを、私ではなく彼女が討った。生徒会選せん賭きよで戦ったとき、すでに砕城可憐は私の上を行っていたというのに、更なる高みへ昇りつつある）

　しかもあの戦い方は、まぎれもなく《陰陽相克ダブルフエイス》の境地、水みず葉はの遺伝子を受け継ぐもの。

　本当の妹である自分よりも可か憐れんの方がよほど水みず葉はの近くにいる、そう思えてしまう。

　置いて行かれる。このままでは。また、あの日のように。

「大丈夫ですよ、静しず火かさん」

「……！　砕さい城じよう、可憐……」

　内心を見透かしたような水槽越しの声かけに静火の背筋が伸びる。

　状況が落ち着き冷静になってみると、その青い唇くちびるや白い顔、憔しよう悴すいしきって痛々しささえ覚える目元がよく見えた。

「貴女あなたの姉を奪うつもりは毛頭ありません。私にはお兄様という大切な家族がいますから。──よそ様の姉が入る隙間なんて皆無ですよ？」

「……だが、それでも羨ましいよ。私は、何の役にも立てなかった。私がその水槽の中に入っていたら、おそらく死んでいただろう。大好きな姉のために何もしてやれない、その力も、資格も、ありはしない。だからっ……！」

「まだ間に合いますよ」

「え？」

「水葉さんの役に立ちたい、私やお兄様と並び立ち、水葉さんの領域に足を踏み入れたいなら──双子の妹である貴女にしかできない、貴女だけの奉仕がある」

「私、だけの……？」

「ん……ん……」

　背後のベンチから水葉のうなされる声が聞こえ、静火はそちらを振り返った。気を失い、無防備に寝ているときだけは水流のような目つき、野生の獣じみた重圧が消きえ失うせている。

　こうして見るとその顔立ちは、静火のそれと本当によく似ていた。目や唇の形、骨格のつくりから何もかも。名探偵じみた静火の目は己自身との正確な近似を見抜いてしまう。双子なのだから当然だが、あらためて考えると生命の神秘を感じざるを得ない。

（私だけにできる、お姉様への、奉仕。そうか、私は──）

　砕城可憐の言葉を反はん芻すうし、静火はひとつの結論に至る。

　荒こう唐とう無む稽けいなアイデア。だがそれは今の自分の実力でできる唯一にして最適の一手だった。

　ふと可憐が不安げにささやいた。

「ところで静火さん、この後はどうなるんでしょうか」

「ん。ああ、心配するな、救護班はすでに呼んである。ほら、そこに待機してるだろう」

「ええ、そのあたりの準備は流石さすがです。ただ……」

「水槽が開き次第応急処置、その後、医務室に運ぶ。人工呼吸器もあるから安心しろ」

　静火は可憐を元気づけるように表情を和らげながら、てきぱきと手順を語った。

　しかし可憐はどこか浮かない顔のままでぽつりとつぶやく。

「この水槽、いつ、開くのでしょうか？」

「──え？」

　静火の背にぞくりと悪寒が走った。

　そのとき、水槽の中から全身が震えるほどの震動とともに轟ごう音おんが鳴り響き、キュイと音がして可か憐れんの足元に給水口が現れた。

「ク……ククハハハ、ヒャ───ハハハハッハ───ッ!!」

　道化師の哄こう笑しようがあたりに響く。

　水が注がれ己の身が沈みゆくのにも構わず、クラウンは天に唾つば吐くように両手を掲げ、ガラスの表面をじゅるりと舐なめた。

「バァ───ッカ!!　たった一度マグレ勝ちしたくらいで、イイ気になってんじゃねえぞクソガキどもがァ!!　こっちは負けたときのことまで考慮して仕掛けてンだよォ!!」

「仕掛け……まさか貴様、クオリアとは別の動力源で!?」

「ハイ、せいかぁ───い!!　水槽のロックと給水システムに、クオリア直下のモノとは別のモノを追加してマッス!!　このまま道連れにしてやるよォ、ヒャッハー!!」





　　　　＊






「ふざ……けるなぁ……！」

　鉄穿うがつ静しず火かの蹴りが可憐の水槽に突き刺さる。

　激しく音が鳴り水槽が震えるものの、ヒビひとつ入らず、水の注がれるゴボゴボという音が無情にも響き渡る。

「こんなことがあるか!?　砕さい城じよう可憐は勝ったんだ！　なのにっ、なのにっ、クソっ、ふざけるな、クソぉッ!!」

「ヒャハハハハハハ!!　負け犬の遠とお吠ぼえが心地ここち好いいデスねえ!!」

「……見下げ果てた人ですね、クラウン。素直に負けを認めることもできないとは」

「ホホホホ、命あっての物種とはアナタの国のことわざでしたカ。生きれば、勝ち。死ねば敗北。ごく単純なこの世の真理でございマス！　ヒョホ、ヒョホホホ！」

　激げき昂こうする静火に対して、可憐は不思議なほど冷静だった。

　盤外戦術上等のやりくちを何度も見せられてきたのだ、学園内と比べるとセキュリティの脆ぜい弱じやくなこのレジャーランドの隙を突いて、何をしてきてもおかしくない。

　それに相手の目的は最初から、徹てつ頭とう徹てつ尾び──

「──要求を聞きましょう。ただ命を奪うだけなら他にもやり方はある。わざわざこんな仕掛けを作ったからには、私を殺す気はないのでしょう？」

「ホホ。クソガキのくせに察しがヨロシイことで。ま、簡単なことですよ──」

　クラウンは枯れ枝の折れるような音を立てて指を鳴らす。

　キィ──ン……と不快な超音波が脳を貫く。

「う、あ……ああっ……！」

「──アナタのカラダを寄こしなさい。このワタクシと、同じモノとなるのデス!!」

（お兄……様……ッ）

　切なる呼びかけに応える者はなく。

　可か憐れんの意識は電源が切れたようにプツリと途切れ、どこか得体の知れない暗闇の中へと接続された。





　　　　＊






　──可憐がどこかへ接続する、およそ十数分前。

　決闘場と化したライブステージを出ると、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは緩慢な足取りで歩き出す。

「……ネットに犯行予告？　爆弾ですって？　そんな……！」

「今時あるはずがない。けど、怖い……どうしたらいいんですか!?」

『落ち着いてください。ただ今警備が場内の完全捜索を実行しています、どうか──』

　ファンシーな形をした警備ドローンが、パニックに陥りかけた民衆を抑えている。

　物々しい混乱の坩る堝つぼを横目に見ながら紅蓮は他ひ人と事ごとのように思う。

（これが平和の代償ってやつか）

　かつて戦争や組織暴力で解決していたトラブルを、新時代においては遊戯ゲームが肩代わりするようになった。銃はカードに、兵士は遊戯者に、戦場はクオリアに置き替えられた。

　そんな『血の流れない世界』は、先進国の民衆から『暴力』への免疫を失わせた。

　軍や組織暴力が機能しなければ武器は流通されず、自然と市井の暴力も減る。

（今の時代、武力を持つのは機動隊でもテロリストでもない）

　警備ドローンをちらりと一いち瞥べつする。

　子供じみたキャラを装った外装の下に、非殺傷性とはいえ催涙ガスや高圧テーザーなど強力な武装が隠されていることを、紅蓮は知っていた。

（人間に、武力はない。現在それを保持するのは遊戯の決着、いわゆる『取り立て』まで自力で行う古い血統の遊戯者か、あるいは──ＡＩだけだ）

　クオリアシステムに代表される国家管理システム。その枢要たる基幹部は武力を保持し、人々のパニックやテロリズム、反乱などに対抗するよう設定されている。

　だがその存在を、民衆が意識することはほとんどない。彼らは隔離された羊だ。

　牧場の外で牧童たちが持つ銃のことなど知るものか。囲まれた柵の安全さえ確保されているのなら、誰ひとり文句を言うものなどいない、そんな社会において。

「いい加減に混乱を収束しろよ。相手が連邦の特殊作戦部隊でも対抗は可能だろう？」

『もちろんだとも。現在外交ルートを通じて厳重に抗議している。公共ネットワークへのテロ予告、爆弾などの武力行使を匂わせる書き込み、いずれも重大な罪だ』

　耳元に当てた端末から響くのは獅し子し王おう学がく園えん理事長、獅子王創はじ芽めの声だ。

　シルクハットの飄ひよう々ひようとしたエセ紳士の顔がありありと浮かぶようなクリアな音質で、彼はいかにも困ったように唸うなると、レジャーランドの現況を説明する。

『こちらの統制システムですでに確認した。従業員、および客の中に相当数のクラウンが紛れ込んでいるネ。彼らは噂うわさを撒まき、パニックを煽あおってこの状況を演出している』

「あのイカレた恰かつ好こうさえしなけりゃ、見た目は普通だからな。泣いてる子供やお年寄り、仲のよさそうな親子連れまで──化けの皮を被かぶったヤツかもしれないわけだ」

『そういうことだネ。割り出しを進めているが難しい。緊急出動中の警備チームはパニック状態の民衆に囲まれ、あと三十分は足止めを食うだろう。つまり──』

「遊戯ゲームの決着には、間に合わない。そういうことだろ？」

　敵の異様な計画性を、紅ぐ蓮れんはよく知っている。分刻みのスケジュール、警備の動きから統括ＡＩの反応、武装ドローンの動きまで、あらゆる要素を織り込んでいるはずだ。

「武装ドローンを使おうにも、超硬化ガラス製の水槽を壊すには軽装じゃ無理だ。爆弾でも使えば話は別だが、中身がミンチになる。精密工作用の装備に換装が必要だが……」

『管理システムのスケジューリングに変更が加えられていた。精密工作用ドローンの定期点検を数日早めただけが、それにより救出に必要な機材を装備可能な機体が動けない』

「当然だな。連絡した例のもの、準備できてるだろうな？」

『もちろんだよ。私としても少々、連邦のオイタには腹に据えかねているのでネ？』

　その言葉は狡こう猾かつな悪魔のように黒く、真綿に針を含んだように鋭く──。

　創はじ芽めの返答と共に、道を歩き続ける紅蓮の周囲に数体のドローンが現れる。

　軽装の警備ドローンだが、武装が収納されているはずのハッチの中にはＨＭＤ──この遊戯時代の最強の武器、クオリア直轄のヘッドマウント・ディスプレイが入っている。

　旧時代のヘッドフォンにも似たそれをふたつ攫さらうようにもぎ取ると、紅蓮は柔らかな絨じゆう毯たんを踏みつけながら、パニック状態のホテルを悠々と歩いて行く。

『緊急です。最重要人物が通行します、通路を空けてください』

『警告します。ただちに通路を空けない場合、法的な強制執行対象となります──』

　警備ドローンの警報を受け、モーゼの如ごとく人波が割れる。多数のデバイスが掲げられ銀河のように煌きらめく中を、砕さい城じよう紅蓮は往ゆく。

　その先にあるのは豪ごう奢しやなホテル。獅し子し王おうレジャーランド最大の宿泊施設、国家首脳クラスも宿泊可能な格式とサービスを持つ超高層建築に、少年は無言で入ってゆく。

「……ひっ!!」

　訓練されたドアマンもベルボーイも、動けない。

　なまじ訓練を積み、客の心理を洞察してサービスを行う性質が染みついているせいか。彼らは皆、ドローンに囲まれて進む紅蓮を、ただ畏怖の眼めで見上げていた。

『大したモノだねえ。漏れ出る殺意だけで、人がただの木で偶く人形に成り下がる』

「こんな俺を作ったのはお前ら──大人だろ。何を今さら」

『その通り。血にまみれ、犠牲で国家が傾くような地獄を避けた結果、煉れん獄ごくができた。私はそれを誇りに思うよ。この世界は最低かもしれないが──』

　ククク、と喉の奥で笑い、とっておきの冗談を言うように。

『──人類が初めて手に入れた最善の時代だ。故に、平和的密約を破るような連中には、懲罰を与えねばならない』

「ああ。準備はできてるんだろうな？」

『当然だよ。例のコードも受け取った。準備は万端さ』

　絨じゆう毯たんを踏み、エレベーターに乗って最上階へ。貸し切られたスペシャル・スイートルーム、その奥に厳重な機械管理のもと隔離された人物のもとへ。

「退どいてくれ」

「はっ！」

　ドアの警備に当たっていた屈強なガードマンに会釈すると、端末をかざして認証。

　獅し子し王おう学がく園えんのそれと同じ生体認証システムをくぐり抜け、豪ごう奢しやな監禁部屋へ入ると──ハリウッド映画で富豪が美女をはべらせ眠るような、キングサイズのベッドに。

「ヒョホッ♪　……お待ちしておりましたよ、紅ぐ蓮れんサマ？」

「予想通り、って顔だな。まあ、当然だろうが」

　端末を親指で操作、理事長との通話を切る。滑るように紅蓮と道化の間に割り込んだ、ファンシーな形の警備ドローンが電気銃の端子を向ける中──。

　ゴキゴキゴキッ……！

　全身の関節が、ゴムのようにこねられる。人間の関節、軟骨部分をポリマー交換。可動領域を極限まで広げ、訓練された雑技団並みの柔軟性を得る機械化の恩恵。

　手錠が、ワイヤーが、肉に食い込み骨を縛るあらゆる拘束からまたたく間に脱出して、白粉おしろいの剥げかけた異相を紅蓮に向けると、スラリと尖とがったシルエットの男は言う。

「紅蓮サマがようやく手に入れた『弱点』──それは家族。砕さい城じよう可か憐れんサマ。彼女に手を出せば、そう簡単には実現し得ないマッチメイク……そう。《黒の採決ブラツクバウト》での最長連続勝利記録保持者、《不敗の五年》こと紅蓮サマとの直接対決が、叶かなう」

「そのためならＡＩ裁定で厳罰が下りかねない裏工作も大っぴらにやる、か」

「当然でショウ？　多少の外交ペナルティや損失を被こうむったところで、アナタという最強を破った手柄に比べれば塵ちり芥あくたですから。ヒョホホホホッ……！」

「できると思ってるのか？　それが」

　ベッドのクッションをトランポリンのようにして跳ねる道化を、紅蓮は見下ろす。

「不可能でしょうね。少なくとも今は。ですが、今はまだ勝利への道筋のほんの通過点」

「次があるとでも思ってるのか。……おめでたい奴やつだな。裏の人間とも思えない温ぬるさだ」

　冷たくそう言い放つと、紅蓮は警備ドローンに手を伸ばす。

　挙動を察知してハッチが開き、搭載されたＨＭＤをふたつ取り出し、片方を放ほうる。

「望みどおりにしてやるよ。──遊戯ゲーム種目はクオリアの選定に委ねる。条件は絶対の公平が担保されてることだけだ。接続カプセルなしの簡易ログインだが、かまわないだろ？　俺が勝ったら可憐を解放してもらう」

「ほー。その条件なら、チップが足りませんねェ」

　クルクルと輪投げのように、渡されたＨＭＤを指で回しながら、道化師は舌を出す。

「可か憐れんサマの体は、ワタクシの一部となるのデス。アナタへの必殺の刃やいば、確保しておけば値千金、国家財産レベルなのデスよ？」

「……勝てば、お前はこの場で解放される。本国へ生きて帰れるぞ」

「これはこれは、ありがた[image: ][image: ][image: ]い条件ですねェ。でもぶっちゃけワタクシ、生きて帰るつもりなどありませんから。こんな端末など、失ったところでどーでもイーです」

　道化はいかにもつまらなそうな顔でジタバタと足を動かし、さらなる条件を突きつける。

「勝利の報酬はふたつ……。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、アナタの獣王遊戯祭ベステイア出場辞退。プラス、あなたの身柄を我が連邦にて拘束させて頂きましょう。いかがですか？」

「いいだろう」

「ハ……!?」

　驚くほどあっけなく快諾され、道化の貌かおから笑みが剥がれた。

　ギョロリと眼めを剥むいた視線を受けながら、紅蓮は淡々と椅子をベッドの傍そばへ運ぶ。

　背もたれを前にし、組んだ腕を乗せて肘で支えるように体重を預けながら、紅蓮は迷うことなく限定的ながらフルダイブ感覚をもたらすＨＭＤを癖のある髪に乗せた。

「……豪胆デスねえ。万が一、億が一の敗北を恐れないのデスか？」

「恐れてるさ。恐れなかったことは一度もない。《黒の採決ブラツクバウト》だろうとおやつのプリンを賭けた勝負だろうと。──負けてもいい勝負なんて、存在しない」

　敗北は死。彼にとって不敗とは偉業ではなく、生存のための最低条件だ。

「賭け代の重さで打ち筋を変えたり、負けた勝負を後からリカバリできると信じたりするような純じゆん真しん無む垢くな気持ちはとうに失うせた」

「……無垢、デスか。死すら恐れぬ、永えい劫ごう無限の存在たる、ワタクシめが？」

「知ってるか、道化。人間の細胞はだいたい一年ですべて入れ替わるんだそうだ。まあ、脳神経みたいな再生しない細胞を除のぞいての話だがな」

　そこでひと息つくと、紅蓮は癖のある髪を軽くいじりながら。

「だが、もし、自分の体で入れ替わる予定の細胞をすべて保存できたとしたら。来年には寸分違わぬ、遺伝子的には本人である肉体が──脳がカラッポの死体ができあがる」

　そうして生まれたもうひとりの自分、分身は──。

「お前はそれと一緒だ。自分の絞しぼり滓かすを分けてリモコンを増やしたところで、その本質はクラウドの奥に保存された単一の記憶、精神のみ。つまり、お前は」

　何百人、何千人、何万人いようとも。

「──ひとりだ。延々右手と左手でジャンケンし続けるだけの、笑えない道化だよ」

「……仰おつしやいますがネェ。ワタクシをここで滅ぼしたとして、その笑えない道化は殺せない。闇に包まれたアナタとの遊戯ゲーム、貴重な勝敗データを持って別の体に同期するまでデス」

　遊戯の本質は精神のせめぎ合いだ。

　相手の心を削り、魂を砕き、武器の代わりに遊戯とルールを用いて殺し合う『戦争』。

　敗北は死。精神の死。魂の破滅。だが、それすら道化は超越したと豪語するのだ。

「いかにアナタが不敗だろうと、ワタクシは何度でも挑むまで。何十何百と言う死と敗北の果てに、蓄積されたデータが必ずアナタを敗北させる」

　まるで残機の限り再挑戦を繰り返せるゲームのように。

　自分、否、端末の命と引き換えに、不敗を破るまで永遠に続くリセットマラソン。

　一度目をつけられたら最後、怪物めいたピエロは地の果てまで追いかけてくる。

「もちろん、その時この脳は使い物にならなくなるでしょう。ですが予備の脳……精神が無数に存在するワタクシにとって、痛くもかゆくもないのデス。ヒヒヒヒ……！」

　その言葉もまた、恐怖を招く誘い水だ。

　紅ぐ蓮れんのポーカーフェイス、異様なまでの冷淡さを妹の身柄を心配する強がりと考えて。

（ヒョホホホ……。無駄無駄無駄無駄ァ！　ビビリ上がるがいいデスよ……！）

　ネチネチとマウントを取り、遊戯ゲームの開始までに有利な精神的状況を作る。

　そのための舌、そのための口撃。だがそのすべてを受け流し、紅蓮は。

「おしゃべりは終わりか。早くしろ」

「……ッ!!」

　無造作にＨＭＤを被かぶり、脳と回線を接続する。

　わずかにこぼれた機械音声のアナウンスが道化の手にしたそれからも響き──。

『砕さい城じよう紅蓮、接続開始。参加者の接続まで待機します』

「ワタクシの前で、無防備に。接続を……。細工のひとつもしたいところデスが」

　それを見越しての、警備ドローンだ。すでに室内には数機が侵入、さらに人間の警備員も厳いかつい顔をしかめて見張っている。アナログとデジタル、二方面からの完全警護。

　これではうかつな動きはできない。決着は、電子の海でつけるしかない。

「ヒョホッ……！　イイでしょう。ナニをするつもりかは、わかりませんが」

　端末という捨て駒で、まったく未知の砕城紅蓮……最強不敗の手札をめくれるのならば、安い。それは等価交換ではない、絶対有利のシャーク・トレード！

「今、参りますよォ。ケケケ、ケケ……ヒャハハハハハハハ[image: ][image: ][image: ]ッ!!」

　ＨＭＤを被り、接続を開始する。

　道化師は尚なおも不気味にゲタゲタと笑いながら、ベッドの端に腰をかけて──。




「──ケヒョッ？」




　接続した瞬間。

　驚いたように漏れ出た声を、ドローンと護衛だけが聞いていた。





●精神世界の道化裁判




（……！　これは……）

　体を動かす感覚を確かめようとしたとき、ガチャガチャと硬い音が鳴り可か憐れんはようやく自分の状態に気づいた。

　どうやら椅子に座っているようだ。処刑椅子のたぐいだろうか、両手両足にしっかりと枷かせが嵌はめられて椅子の脚やひじ掛けに固定されている。

　真っ暗な空間だ。室内の設定なのだろうか、風の通りを一切感じない。

　どうにかして脱出できないかと身をよじり、鍵を探して周囲を観察しようとしたとき。

「ようこそ道化裁判所へ。哀れなる人形の依より代しろよ」

　仰々しい台詞せりふとともにバン、と勢いよくスポットライトが灯ともった。天井から降り注ぐ光に照らされ、室内の様子が露あらわとなる。

　道化裁判所、という言葉が指し示すにふさわしい様相だ。傍聴席、陪審員の席、弁護人に検察官の席、それらが可憐の席を中心に円卓のように配置されている。

　そして裁判長が座るべき正面の椅子には、白粉おしろいを塗った本家本元のピエロがいやらしい笑みを浮かべて座っている。

　長身の男の見た目をしているそいつは、ふてぶてしく足を組み、動けない可憐に愉悦を込めた目を向ける。

「これより行われるはアナタへの断罪。もっとも弁護人などどこにもいはしまセンが」

「断罪？　盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはこのことですね」

「ホホ、ワタクシの方こそ罪人ではないかと？　いやはやまこと鋭いデスねえ、可憐サマ。しかしそれで良いのデスよ、クラウンは罪人でなければならない。祖国に忠誠を誓い、祖国に尽くし、祖国のためにその手を血に染める。それがワタクシの存在意義デスので」

「命令されるがままに、力を振るうと？　そんなもの、ただの機械。ただの兵器ではありませんか……ッ」

　言ってから可憐は自分の言葉に胸を痛める。その在り方はまさしく、砕さい城じよう家が砕城紅ぐ蓮れんに課したもので、自分もまた兄に救われなければ同じ扱いを受けていた。

「ホホウ、それがアナタの罪デスか。イイデスねえ、罪悪感をビンビンに感じマスよぉ」

「……うるさい。貴方あなたに何がわかるんです？」

「ワタクシにはわかりませんトモ。しかし──」

「俺にはわかる」

　バン、とスポットライトが弁護人の席を照らし出した。

　光の中にぼおっと浮かんでいるのは、誰よりもよく知っている顔で──

「お兄様……？」

「ひとり戦場に向かい、身を削り、命を賭け、地雷だらけの地獄の荒野を歩き続けた……。なんで俺がこんなことをしなきゃいけないのか、わかるか可憐？」

　血の涙のようにゆらめく紅の『眼め』を片手で押さえながら、証人席の砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは訴える。

「お前が弱すぎるからだ。弱くて、脆もろいから、俺が盾にならなきゃいけない」

「……わかっています！　だから私は、お兄様の隣に立てるようにと！」

「遅いんだよ。どれだけ遊戯ゲームの力を磨いたところで、過ぎ去った五年は取り戻せない」

「それ、は……」

　悲しげな紅蓮の声に、表情に、可か憐れんは二の句が継げない。

　学園とはレベルが違う《黒の採決ブラツクバウト》の領域を経験したからこそ肌身で感じられた。想像するしかなかった紅蓮の痛み、絶望、そしてそれを耐えて勝ち続けた強さを。

「お前がお前である限り、砕城紅蓮の妹であり続ける限り、俺はいずれふたたび戦場へと舞い戻るだろう。声なき悲鳴を浴びながら血の流れぬ無数の屍しかばねを築き上げていくんだ」

「やめて……ください……ッ」

　耳元でささやかれる地獄の未来予想図を断ち切るように可憐は弱々しく叫んだ。

「もう二度とそんなことはさせない……お兄様の痛みも、苦しみも、全部を分かち合う。そのために私は今日まで努力してきたんです。だから……ッ」

「努力をすれば、許される？　認め、られる？　……違うよね、可憐ちゃん？」

「……ッ」

　今度は反対側から聞きなれた声。

　勢いよく振り返ると、茫ぼう洋ようと佇たたずむ儚はかない印象の少女が、冷たい眼まな差ざしを向けている。

「水みず葉はさん……!?」

「あんなくだらない努力で、紅蓮さまの領域に、たどり着けると思うの？」

「それ……は……」

　脳裏に過よぎるのは、桃もも貝がい桃もも花かの勇姿。姫ひめ狐こと静しず火かの力を借りて大いなる代償を支払い、紅蓮に裏技を使わせるまでに成長した。

　しかしそれでも紅蓮の領域に至れたとは到底言えない。最強の身体能力という、桃花の唯一無二の才能を最大限に活用して、肉体の限界を超えた上で尚なお到達できなかったのだ。

　地道な努力を続けたところで、どうにもならない。そういう世界なのではないか。

「やっぱり……あなたには無理。紅蓮さまの隣には、わたしみたいな本物が、いるべき」

「違う……私はッ……！」

　頭を振り、水葉から逃げるように顔を背ける。

　しかしこの空間には逃げ場などどこにもなく。

「無駄ですわよ可憐さん。いくら逃げても現実は変わりませんもの」

「いいじゃないですか弱者でも。佐さ々さ木きみたいに卑しく守ってもらいましょうよ」

「やめて……」

　楓かえでが、佐々木が。

「いくら足あ掻がいても無駄ですよ。桃花があんな想おもいしても駄目だったんですし」

「あれと同じ努力が君にできるとは思えないな。遊戯の地獄を知らず甘やかされ、ぬるま湯に浸つかってきた、甘ちゃんの君ではね」

「やめてください……」

　桃もも花かが、朝あさ人とが。

　これまでに出会ったありとあらゆる人が円卓をぐるりと囲み、口々に可か憐れんの弱さを──罪を、暴き立てていく。

「やめてえッ!!」

　喉が引きちぎれんばかりに叫び、うずくまりたい気持ちに駆られる。

　両手を拘束され、耳をふさぐのも許されず、ただ悪意を受けるがままになっている可憐は、目の奥底から熱いものがこみ上げてくるのを自覚した。

　あまりにも弱く情けない、弱者そのものの姿。

　それを嘲あざ笑わらうように、かつての畏怖の象徴、世話役のばば様の姿が目の前に立ち。

「まったく──あの頃から何も変わっとりゃせん。できそこないのままですわ」

「……ばば、様……」

「あんたがいなけりゃ、今頃紅ぐ蓮れん様は何も疑問に思わず、日常も知らず、幸せな遊戯者でいられたでしょうなぁ」

「…………」

　その言葉は、強すぎる呪い。

　紅蓮が日常に焦がれるのは、遊戯ゲームの世界に抗あらがい、砕さい城じよう家を拒絶したのは、甘さの抜けぬ可憐と出会い、変えてしまったから。

　可憐さえいなければ、可憐に何の施しも受けずとも、紅蓮は最初から自分のためだけの遊戯をし続けただろう。日常を知らず、それゆえに幸せな日々を送れていたかもしれない。

　だと、したら──。

「私は……不必要。いない方が、お兄様のためになる……」

「──その通り。この世界にアナタの居場所はナイのデス。出来損ないの、不完全な個。そう自覚し、砕城可憐という存在を、この世界から排除するのデス──」

　道化師の声が頭の中に心地ここち好よく響く。

「私は……不完全。居場所は、ない。この世界から、消える……」

　言葉にするごとに心が軽くなっていく。

　諦念は、快楽だ。すべてを諦め投げ出すことの、なんて気楽なことだろう。

　指先から力が抜ける。

　空っぽになった自分という人形を道化師のまがまがしい抱擁が包み込もうとした。いつの間にか目の前に立っていたクラウンが、細長い指を可憐の頬に伸ばしていく。

（汚らわしい手で……触れ、ないで……くだ……さ……）

　心の奥底で拒絶する自分の声。しかしそれも遠く掠かすれて聞こえるばかりで。

　日常を楽しみ微笑ほほえむ兄の顔、脳裏に刻まれたその顔が、黒く塗りつぶされていく。胸の奥に滾たぎっていた熱い想おもいが、もう何もかも忘れて受け入れてしまおう、その方がよっぽど楽だ、そんな思考に上書きされていく。

（ごめんな、さい。お兄様……やはり可か憐れんでは、隣に、いることは……）

　消え行く意識の中、耳元で鳴り続ける道化師の声が、ニヤついた不気味な顔が。

「ゲパッ」

　醜く、弾はじけた。

「……え？」

　海底からケージを引き上げられたように、急速に意識が蘇よみがえり世界が光を取り戻していく。

　目の前にはふざけたような道化の衣装。要らぬ装飾をふんだんにつけたカラフルな装いが、今、ひどくシンプルなひとつの色に染まっていた。

　──赤。

　道化師の服、胸の部分を貫いて漆黒の刃やいばが顔を覗のぞかせていた。ビクビクと体を痙けい攣れんさせ、クラウンは襲撃者の顔をその目で見ようと、かろうじて背後を振り返った。

「ガ……パァッ……！　き、さま……何な故ぜ……ココに……」

「決まってるだろ？」

　口から血を吐き、驚きよう愕がくに目を見開く道化師に対し、呆あきれるように返ってきたその声は。

　聞きなれた、そして聞きたかった、最愛の兄の声。




「このふざけた遊戯ゲームを殺しに来たんだ」

[image: ]




　抑揚の一切を排した人間味のない声で、漆黒の剣を横薙なぎに一いつ閃せん。返り血の雨を浴びた砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、夏のアスファルトでのたうつセミを見るような目で道化を見下ろし。

「《黒の採決ブラツクバウト》で砕城の一軍を破った、と嘯うそぶいてるらしいが。この分だとどうせロートル連中の誰かだろう？　そいつら程度の遊戯者、俺は十歳のときに倒してる」

「グ……ハ……何な故ぜ、何故ここに……貴様は、別の、端末が……」

「ああ。寝室に捕らえられてたアイツな。あれを犠牲にして俺のデータを収拾し、可か憐れんを屈服させてその体の支配権を奪おうとしたんだろうが──」

　語る紅蓮の背後に三つの影が迫る。裁判官の席から飛び出し、三人のピエロが紅蓮の体を引き裂かんと殺到していた。

「──弱すぎる。遊戯ゲームの実力も、メンタルも。もっとも最初からわかっていたことだが」

　背後から迫る敵を、紅蓮は、振り向くことなく手にした剣で切り捨てた。

「道化のフリで強者を装っても無駄だぞ。自分の敗北まで想定した用意周到さ、何度でも敗北し、データを集めて遠い未来の勝利を得ようとする発想──そのどれもが、ただ一度の勝負に賭ける度量も実力もない、弱者の発想なんだよ」

「……!?　わた、ワタクシを弱者と。弱いと。そう仰おつしやるのデスカ!?」

「ああ、弱い。だからお前は可憐に負け、そして今、俺に負けている」

　この暗く狭い裁判所はクラウンの精神サーバー、精神世界の中だ。ゆえに今ここにいる紅蓮は当然実体ではあり得ない。

　クオリアシステムと繋つながる機器を通じて、強制的にアクセスし、クラウンの脳内に直接イメージを描き出しているのだ。圧倒的強者たる紅蓮の剣士姿、切り捨てられる道化の姿、その心象風景はすなわち彼自身の敗北感ゆえに描き出されている。

「ただの弱者なら救いはある。だが、お前は自分の弱さを認められず、虚飾で強く見せようとする、一番救えない弱者だ。──だから、戦略を間違えた」

「ワタクシ、が、何を間違えたと言うのデス、カ！」

「可憐を狙い、可憐に遊戯を仕掛けたことだよ」

「何……を……間違い、などデハ……砕城可憐ヲ狙うのは、我々の、最善手……！　その肉体を奪イ、貴様にぶつければ……貴様は、手も足も、出なくナル……！」

　クラウンの掲げた戦略には一定の理がある。誰よりも妹を大切にするがゆえに、妹本人が牙きばを剥むけば無抵抗のまま殺されかねない。それが砕城紅蓮という遊戯者の弱み。

　しかし道化師がひとつ間違えたとすれば。誰よりも妹を大切にするがゆえに、砕城紅蓮は何をしてでも妹を守り抜こうとするという当然の理屈に思い至らなかったことだ。

「可憐が狙われた時点で、俺の中でとある遊戯が始まった。どんな遊戯かわかるか？」

　胴体を切られ倒れ伏す道化に目線を合わせ、紅蓮は朱あかい『眼め』を輝かせ。

「勝利条件、クラウンの精神的死亡と可憐の救出。敗北条件、可憐の死亡。──そういう遊戯が始まったと、俺は自分自身に認識させた」

「だ、ダカラ何だと言うのデス!?　その程度で、何が変わると──」

「変わるさ。お前、知らないのか？」

　紅ぐ蓮れんは立ち上がり、漆黒の剣を振りかざす。ギラリと光る断罪の刃やいば、その表面に映る己の顔が、ひどい恐怖に歪ゆがんでいることにクラウンは気づいているのか否か。

「俺は《黒の採決ブラツクバウト》で一度も敗まけなかった。過去にも、未来にも。それが遊戯ゲームである限り俺は絶対に敗けない。そういうふうにできている」

「ひっ、やめっ……死にたくない、死にっ……ヒイイイイイッ!?」

　命乞いなど一顧だにせず、紅蓮は刃を突き立てた。





　　　　＊






「起きろ、可か憐れん!!　……砕さい城じよう、可憐────ッ!!」

　絶叫が聞こえた。

　感覚が切断され、再接続される。

　溺れかけ、脳の酸素はほぼ尽きている。可憐が今いるのはほぼ沈みきった水の中だ。

　肺の空気は絞り出され、湾曲した壁面の向こうで絶望しかけた仲間の顔が見える。

　楓かえでが、佐さ々さ木きが、いつの間にか意識を取り戻したらしい桃もも花かが、泣きそうな顔でガラスを叩たたく。桃花が工事現場にあるような特大ハンマーを叩きつけて尚なお、小さなヒビを入れるのが限界のようだった。

　そして必死な形相で可憐の名を呼ぶのは、同じ怪物の妹たる赤毛の少女、静しず火か。

　朦もう朧ろうとした意識の中、彼女の顔が、恩師であり恋敵でもある水みず葉はのそれと重なる。

　その瞬間、パブロフの犬めいた条件反射が可憐の脳髄を強引に奮い立たせた。

（──再起動。状況予測。行動アクシヨン……ッ）

　何が起きたのかを推察、思考に割く酸素すら惜しい。

　ただ可憐は反射的に検索し、確定する。精神サーバーで紅蓮に教わった裏コード──クラウンの思考から盗み取った情報を入力する……それが今、自分がすべきこと！

　完全に沈んでいるのが逆に利した。

　可憐はイルカのような動きで泳ぎ、水槽の表面、入力パネルに脳裏に描いた数字をそのまま打ち込んでいく。

『認証。緊急離脱を実行します』

　アナウンスが響き、超硬質ガラスの水槽がぱっくりと開いた。

　莫ばく大だいな水があふれ出し、ぐったりと力をなくした可憐がこぼれるように落ちてくると、ハンマーを放ほうりだした桃花がとっさに駆け寄り、彼女の身体を抱きとめた。

「けふっ……ぷはあっ!!　……ごほ、こほっ……!!」

「可憐さん、大丈夫ですか!?」

「人工呼吸は必要ですこと!?」

「砕さい城じよう可か憐れん、意識を強く持て！　いいか、しっかり水を吐くんだ」

「けふっ……ごほっ。桃もも花か、さん。楓かえで、さん。それに、静しず火かさんまで……こほ、こほっ。……いりません……！　お兄様に捧ささげる唇くちびるを汚すわけにはいきませんから。ふふっ」

「──笑っている場合か!!」

　激げき昂こうする声がした。

　膝をつき息を荒らげる可憐の前に仁王立ち、その髪の色にふさわしい烈火の如ごとき怒りを露あらわにして御み嶽たけ原ばら静火は言う。

「敵の用意した危険な遊戯ゲームに挑むなど、どういうつもりだ!?　明らかに罠わなだと、貴様なら見抜けていただろう!!」

「静火さん……」

「なぜ、どいつもこいつも……貴様も、お姉様のような無む茶ちやはよせ」

　静火は声を詰まらせて。

「本当に兄を、砕城紅ぐ蓮れんを愛しているなら。心配させるような真ま似ねはやめろ」

　無謀を極める姉を持つ妹ならではの願い。

　その気持ちをよく知る可憐だからこそ、静火の震える声が本物だと理解できた。

　申し訳ないと思いつつも、同時に妙な高揚感も湧いてくる。

　誇らしい、のかもしれない。まるで兄と同じステージに立てたようで。

（いえ、思い上がりも甚だしいですね。私ひとりでは勝てなかった。あれは──）

　クラウンの精神世界で起きたことを思い出しながら、ふと周囲を見渡す。愛いとしい人の姿を探すいたいけな瞳は、しかしどこにもその姿を見つけられない。

「まだ戻ってきてないのですね。お兄様は──」

「可憐さんを助ける方法を探しに行ったのでしょう。結局、今回は何もできていないようですが……こんなこともありますのね」

「朝あさ人とさんも、姫ひめ狐こさんを連れて、走って行っちゃいましたね。ちょっぴり前くらいに」

　楓と佐さ々さ木きが不思議そうな顔をしているが、可憐はゆっくりと首を振った。

「いいえ。お兄様は今回もお兄様でしたよ」

「え？」

　吐き出した水を手で払いながら、可憐は笑む。

「可憐を助けてくれました。今ここにいないのが、その証あかし」

　発想は単純。

　クラウドに保存された精神体であり、端末の限り無限に生き続ける生命体。

　敗北から最も遠い道化師を倒すには、サーバーに保存されたマスターデータ、クラウンの精神体そのものを叩たたき、精神が崩壊するほどの敗北を刻みつけなければならない。

　おそらく紅蓮は他のクラウンの端末に勝負を挑み──

「道化を殺し尽くすほどの敗北を刻んだ。方法は、わかりませんが……」

　兄の手管に思い馳はせていると、ふいに離れた場所から妙な笑い声が聞こえてきた。

「ウヒャヒホハヒヒフヘホ……。ヒヒ、イヒヒヒ……ふへへへへへ……」

「……おい、こいつ、どうなってんだ？　おかしいぞ、明らかによ。マトモじゃねえ」

「医療班を増やした方がよさそうだな……。負けたショックか、完全に壊れている」

　開かれた水槽から解放された、道化の少女は、ただへらへらと笑い続けていた。

　あまりに無残な壊れたヒト。その残骸を見つめながら、可か憐れんは想おもう。

（どれほど、おつらかったでしょう。どれほど、苦しかったでしょう）

　兄は、優しい。遊戯ゲームを避けるのも、誰かを傷つけるのに飽きたからだ。

　誰かを殺し、破滅させる罪悪感を拒んだからだ。それなのに紅ぐ蓮れんは立ち上がり、可憐を救うために、億単位の死と挫折によるオーバーキルで、恐らく数百単位の道化を殺した。

　精神の大量虐殺。何百という廃人を一瞬にして生産してのけた。

　ヒトの姿をした遊戯時代の最終兵器、それこそが裏世界最強の男、砕さい城じよう紅蓮。

（やはり、遠い……ですね。その背中は……）

　ただそれでも、今。兄と同じ地平が見えた。

　精度は違う。圧倒的に紅蓮が上だ。しかし今、確かに同じ方角を向けたのだ。

「必ず、追いつきます。……そこで待っていてください、お兄様」

　神ならぬ兄に祈るように。

　ふわりとかけられたタオルを肩に乗せながら、砕城可憐は掌てのひらを重ねて天を仰あおいだ。





●絶対者




　可憐救出より時を遡ること、およそ数分──。

「ここだね？　姫ひめ狐こ姉さん」

「──……間違いない。白しろ王おう子じ本家の接続パスが使われた形跡が、あるから……──」

　混乱するレジャーランド内を走り抜け、ホテルのロビーに少年と少女が駆け込む。

　一人は白王子朝あさ人と。焦燥に炙あぶられたその表情は、まるで追い詰められた敗軍の将だ。

（まさか、ここまで海外勢が荒っぽいとはね……。遊戯のレベルは日本が世界トップ級、時代遅れの裏工作や実力行使に頼る海外勢は野蛮人……聞いたことはあったけど）

　それは《黒の採決ブラツクバウト》にまつわる噂うわさ話ばなし。

　人類を滅ぼしかけた大戦以降、流血を伴ともなわないスマートな解決、カジュアルな『戦争』を推進する旧時代の西側先進国と、反対する立場を取っていたために時代の波に乗り遅れ、遊戯時代の後進国に堕おちた諸国家の間の確執と、過激なまでの勢力争い。

「──……極東方面、連邦やアジア諸国の裏側で活動する遊戯者は、国家による遊戯教育や、育成が間に合わなかった。だから、その起源を、闇に遡る……──」

「お、お客さま。なにか……」

「──……最優先。パスはこれ。砕城紅蓮がいる部屋を、教えて！　……──」

「しょ、少々お待ちください。支配人にご連絡いたします！」

　ロビーを見渡し、誰何すいかするドアマンを軽くいなしながら姫ひめ狐こは語る。

「──……旧時代の黒社会、アジア系マフィア。そしてソ連崩壊後、野に放たれた秘密警察、ＫＧＢカーゲーベー残党を母体とする派閥が、ある……──」

　遊戯ゲーム時代に適応できる人材不足を補うために、国家が選んだ選択がそれだ。

　政府の眼めを掻かい潜くぐり、賭博で財をなした悪党ども。闇カジノを経営していたマフィアや流浪の賭博師、あるいは勝負そのものを成立前に決定づける特殊工作の専門家たち。

　彼らは堂々たる遊戯を避け、盤外戦を好むところから、紳士的・貴族的な気風を残した先進国の遊戯者たちに嫌われており、その対立はしばしば紛争の火種になっている。

「噂うわさに聞くのと、現実とは大違いだね……！　まさかリアルで命を奪うレベルの遊戯を、こんな一般人だらけのレジャーランドで仕掛けて来るとは思わなかったよ」

「──……私も、そう。油断、した。……ごめんなさい……──」

「姫狐姉さんのせいじゃないさ。けど、心配なのは紅ぐ蓮れんだ。彼もまた、この平和な世界で緩んでいたとしたら。それを突かれたとしたら……危ない、かもしれない」

　先ほど姫狐がドアマンに見せたのは、理事長から交付されたフリーパスだ。

　アトラクションからバックヤードまで、本来の客に立ち入りが許されない区域への自由侵入、あらゆる業務情報の開示など、ほぼランド内の絶対権力の証あかしとでも呼ぶべきモノ。

（だが、この『戦争』において、権力に意味など存在しない……！）

　ルールは、守る意志があるからこそ鉄壁たりえ、野獣と紳士の境界となる。

　思えば紅蓮自身の打ち筋もそうだ。

　ルールの穴を突き、ギリギリの際で利用しながら、最終的な勝利をもぎ取っていく。

　それは堂々たる戦い、公明正大な遊戯を好む貴族階級や富裕層出身の遊戯者とは違う、それこそ裏社会を起源とする者たちに近い。

（遊戯時代にいまだ物理戦力を保持する白しろ王おう子じ。時代錯誤と笑う声もあるらしいけれど。これが裏世界の常識なら、むしろ当然か）

　今回かけられたような裏工作、遊戯者を拉致して入れ替わるというトリック以前の暴力。

　こうした事態を防ぐためには、それこそ荒事に長たけた護衛を侍はべらせるくらいしかない。

　だが、それは暗に暴力の行使、本来人類が捨て去ったはずの選択肢を蘇よみがえらせる行為だ。

（情けない……進歩がない。正直、受け入れがたい話だよ。まったく）

　それは恐らく、白王子朝あさ人との限界。お坊ちゃんの感想なのだろう。

　白王子の地獄を潜くぐり抜ぬけて鍛えられた彼でさえ、その核となる思想は不正をよしとせずルールを守る紳士のそれだ。

　野獣の側、ルールを歪わい曲きよくして勝利を奪う輩やからとは違う。

「お待たせいたしました。……お探しの方は最上階におられます。どうぞこちらへ」

「ありがとう」

　丁重な物腰のドアマンに連れられ、ＶＩＰ専用のエレベーターへ移動する。

　混雑するホールの中にあって、そこだけは別世界だ。一切一般の客は立ち入れず、黄金の鎖で外界と区切られたそこは、絶対者たちの優雅な時間が流れている。

「姉さん。紅ぐ蓮れんから送られてきたメッセージの内容を、もう一度教えてくれるかな」

「──……白しろ王おう子じ本家のクオリア接続パスの、開示。例のシステムのキー……──」

「『億年スイッチ』か。接続者の時間感覚を極度に遅らせて、一秒で何百年もの時を体感させる、遊戯者訓練システム、現代の拷問器具──」

　動き出したエレベーター、壁にもたれて息をつきながら朝あさ人とは疑問を提示する。

「常人なら数分で発狂する、地獄じみたシステムだ。あんなものを一体何に……？」

「──……恐らく、『遊戯ゲーム』に。この部屋は、道化の『端末』を監禁した場所……──」

　二人が乗りこんだ瞬間、ＶＩＰ専用フロア直通に設定されたエレベーターが動き出す。

　ガラス張りのシリンダーからのぞく極上の景色。

　レジャーを楽しむ群衆を見下ろす神の視点を味わいながら、朝人は苦くつぶやく。

「わかってはいた、けれど。……紅蓮にとって、僕たちは頼れる相手じゃない、か」

「──……そんなことは。事実、妹を……砕さい城じよう可か憐れんを、預けて行った……──」

「うん。人間的に信頼はされていると思うよ。プライベートの彼は『来るもの拒まず、去る者追わず』の、執着を持たないサバサバした価値観で動いてる」

　紅蓮は人間関係に執着を持たない。

　友達が欲しいと口では言うが積極的に作ろうとはしないし、逆に自分に牙きばを剥むいた相手でさえ、平気な顔で仲良くなってみせたりする。

　桃もも花かをムシり、入学したばかりの紅蓮に噛かみついた楠くすの木き楓かえで。

　猛烈な野心を抱き大勢の生徒を全裸の家具に貶おとしめていた時とき任とうミミ。

　無害な羊の面を被かぶって自分に近づき、裏切り、妹との絆きずなを脅かした御み嶽たけ原ばら水みず葉は。

　あらゆる相手と良好な関係を築きながらも、『友達』と呼べるほどには心を許していない、一種独特な距離感。

　今までそれは単なる人見知り──遊戯ばかりで対等の友達がいない、偏った人間関係で培われた価値観によるものだと、朝人は考えていた。だが。

「……違った、みたいだね。拉致監禁、誘拐、殺人まがいの手段まで平気な輩やからと戦うなら、身内は近くに置きたくないさ。それだけ弱点が、急所が増える結果になるんだから」

「──……無意識？　それとも、意識的？　……──」

「わからない。だけど、友達が欲しい、日常に帰りたいって望みと相反する、それは危険だと告げる本能が、彼の中にはあるんじゃないかな」

「──……複雑で、面倒なヒト。でも、それが……──」

「ああ。僕らの賭けた、砕城紅蓮という遊戯者の魅力さ。ねえ、あの件だけど──」

「──調査は、進めた。まだ仮説の域は出ないけど、たぶん私達の読みは正しい──」

　世界各国で行われている《黒の採決ブラツクバウト》の勝敗や動向について正確には掴つかめていない。

　日本が圧倒的な戦果を挙げていること、その陰には遊戯者の名門一族が潜むらしいこと。

　そしてたったひとりで無限の勝利を積み重ねた、絶対不敗、伝説の男がいるらしいこと。

　朝あさ人とと姫ひめ狐こが白しろ王おう子じ本家のセキュリティを掻かい潜くぐり、ギリギリ集めた情報がそこまでだ。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんがその本人なのではないか？　それはあくまでも明確な証拠なき仮説だ。

　しかしあるひとつの事象を姫狐がキャッチした。

　日本の戦績が、ある時を境に極端に悪化したという、おぞましき事実。

（そのタイミングで、君が転入してきた。僕が知る中で、もっとも兄さんと近い匂いを漂わせた、君が）

　だから賭けた。もしも五年間不敗の男だったなら、兄さえも倒し得ると信じて。

　彼の力を借りて、生徒会を倒し、姫狐との関係を守るための用心棒に仕立て上げた今、朝人と姫狐にとって一番の関心事は、仮説がどこまで正しかったかの検証だった。

「──……少なくとも、《黒の採決ブラツクバウト》で結果を出せるレベルの実力は、ある……──」

「裏世界最強の男、その本人である証拠はなくても、実力だけは誤魔化せない、か」

　間違いなく《黒の採決》経験者だと確信はしている。ただ、不敗神話を築き上げた本人かどうかまではわかっていない。

　──だとしたら納得だ。それを受け入れるには、プライドが大いに邪魔するけれど。

「世界レベルから見たら、僕らに任せられることなんて何もない。当然だね。それこそ、姫狐姉さんが桃もも貝がいさんを鍛え上げたみたいに、億年スイッチで無理にでも成長させないと、《黒の採決》のレベルには届かない。──彼女を使って、試したね？」

「──……みんなには、言わないで……──」

　半なかば咎とがめるような恋人の問いに、姫狐は掠かすれた声で答える。

「手段を選ばぬ海外勢と張り合うには、紅蓮以外、誰ひとりとして力が足りない。だから、たとえ強引でも成長のモデルを確立したかったわけだ」

「──……彼女の想おもいに応えたかった気持ちも、本当。砕城紅蓮の弱点を見定めるために桃貝桃もも花かを育てたという言葉にも、嘘うそはない。だけど、私は常に二つ、三つ、あるいは、それ以上の意図を混ぜて行動を決定する……──」

「知ってる。だけど、まさか僕にも腹の中を見せてくれないとはね。姫狐姉さんの仮面は、いつ外れるのかな」

「──……ごめんなさい……──」

「べつにいいよ。姉さんの本質が『臆病』だってことは、よくわかってる」

　石橋を叩たたいて、叩いて、それから川に落ちても平気なように救命ボートを用意する。

　それが、聖せい上じよう院いん姫狐。

　朝人に嫌われたくないがために、二度と自分から離れられないと確信するまで、仮面を外せずにいる少女。

「で、そんな姫狐姉さんから見て。今回の件、獅し子し王おう学がく園えんの動きをどう見る？」

「──……！　……──」

　声を潜めた朝人に、姫狐もピクリと停止する。

　そう、それは今回の一連の事件における大いなる違和感。

「獅し子し王おう創はじ芽め理事長、あの人が、クラウンの裏工作に本当に気づけなかったと思う？」

「──……わからない。彼もまた、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんと同じく、裏が取れない人物……──」

　一介の学園にクオリア分枝を所有する権利を獲得させた張本人。

　大いなる政治力の裏には、尋常ならざる遊戯ゲームの対立があったはずなのだ。

　だとすれば獅子王創芽、理事長を名乗る人物は、ただのエセ紳士であるはずがなく。

「あえてクラウンの侵入を許した。由ゆ留る木ぎさんや御み嶽たけ原ばらさんへの暴行を看過した。僕には、そう思えてならないんだ」

「──……同意。獅し子し王おう学がく園えんでも、そうだった。人権侵害に等しい行為があっても、絶対に関与せず、傍観を決め込んでいた。まるで私たちに何かを伝え、どこかへ導こうとしているような……──」

「注意深く観察していこう。さあ、世間話はここまでだ」

「──……うん……──」

　エレベーターが停止し、二人は目的のフロアに歩を進める。

　目的の部屋はすぐにわかる、警備ドローンが密集し、厳重に固めているドア。ホテル側が手を回したのだろう、朝あさ人とと姫ひめ狐こを感知するとそれらは静かに道を開けた。




「紅蓮！　無事……か……っ!?」

「朝人。来たのか、遅かったな」




　それはまるで、朝食の席でたまたま会った仲間にかけるような、何気ない声。

　豪ごう奢しやなスペシャルスイートルーム。極上の調度品、キングサイズのベッド。

　富豪が美女と横たわるようなシーツの海が、今や無残な棺ひつぎと化していた。

「紅蓮。これは……君が、やったのかい……？」

「ああ。俺だ。つい今しがた、俺が殺した」

　かけていた椅子を戻し、ＨヘツドＭマウントＤデイスプレイを外して放ほうる。

　露あらわになった眼めの朱あかい煌きらめき、その絶対的な視線を受けた瞬間、朝人は震えた。

（……この、感覚は……！）

　まるで蛇に睨にらまれた蛙かえる。ヒグマに出会ったハンター。天敵を前に怯おびえる被食者の心理。

　白しろ王おう子じ本家での幼少期、生活の中で何度も何度も感じた覚えのある慣れた感覚。

（兄さんの……白王子透とう夜やの眼を、さらにさらに鋭く、尖とがらせたような……！）

　今、無造作にスイートルームに立っている少年は口が裂けてもただの学生とは呼べない。

　キングサイズのベッドから漂う異臭。

　汗、よだれ、ありとあらゆる体液を垂れ流して、汚れきったシーツに蛹さなぎのごとく包くるまる、成人した男の、死体にすらなれない残骸。

「ひひ……ヒィ……ウヒィィィィ……!!　『眼』が。『眼』が。『眼』が……!!」

『錯乱状態を確認。治療のため、拘束および搬送します』

　ドアの前に待機していた警備ドローンが静音ホイールを回転させ、絨じゆう毯たんに轍わだちをつける。

「来る……『眼め』が、来る……怖い、怖いよう。殺して、殺して、殺して、ください……。生きたくない、記憶を消して……。こんなこと、こんなこと……ヒイッ!!」

『鎮静剤、投与します』

「ヒィィィッ!?」

　ガタガタと震え、ベッドの中で発作を起こしたように暴れるクラウンの端末。

　鎮静剤を注射し、搬送の準備を進める無人機。静かになったスペシャルスイート、敗北と汚物の臭いが漂う地獄で、朝あさ人とは無言で立ち尽くす紅ぐ蓮れんの背中に訊たずねた。

「……訊きいていいかな、紅蓮。『あれ』に……何を、したんだい？」

　あえて『彼』ではなく、『あれ』。

　壊れた端末は既にヒトではないとみなした朝人に、紅蓮はあっけなく答えた。

「『あれ』か。……冷たいが、時間系の対策すらしてない雑ざ魚こにはちょうどいいかもな」

「時間系……？　それは、どういう……」

「億年スイッチのことだよ。あの手の時間感覚を狂わせるギミックは便利だ。耐性のない奴やつは即死するから、雑魚散らしにちょうどいい」

　紅蓮は淡々と言い、外したばかりのＨＭＤを軽くつまんだ。

「あいつはカラダを増やして安心していたが、脳の見積もりを誤ったな」

　人間は脳の機能のほんの一部しか使っておらず、大部分を持て余している。

　有機連結頭脳体が成立するのも、実はその仮説に基づいた技術だと、紅蓮は語る。

「クラウンは端末を増やせば増やすほど、使える脳の面積も増える。しかし一方で、複数の脳が認識した情報を統合するために、普段使われない部分をフルに使っているんだ」

「つまり、端末にされた肉体は……」

「余裕がない。ああ見えて、奴のストレス耐性はゼロに等しかった」

「そういう、ことか。……僕には、とてもそう見えなかったけど」

「弱点を理解していたから、見抜かれないようにそう演じてたんだ。おどけたしぐさで人をおちょくり、先んじてストレスを与える側に回れば、自分が強いストレスをかけられる可能性を減らせるからな。──ピエロという設定をつけたのはなかなかセンスがある」

「奇怪な言動に違和感がない、弱点を隠す意図を隠しやすい……」

「そういうことだな。まあ『意図』が含まれた事象なら、すべてこの『眼』で読み切れるわけだが。クラウンにとっちゃ、相性が悪かったな」

「……相性で片付く問題じゃないよ」

　朝人は呆あきれと感心を半々に含んだ声でつっこんだ。

「でも、いくらストレスに弱いからって、遊戯ゲームに負けただけでこうはならないよね。じゃないと、そもそも遊戯を受けたりしないだろうし」

「そこもコイツの間抜けなところだな。くだらない餌に釣られ、遊戯の条件確認を怠った。『条件は絶対の公平が担保されていることだけ』……この条件をもとにクオリアが選ぶ、勝負の方法はひとつだけだってのに」

　運ばれていく道化の方向を軽く見やって、紅ぐ蓮れんはため息をつく。

「加速された体感時間、約一億年。ありとあらゆる遊戯ゲームを続け、トータルの勝率で決着する。これだったら得意分野、苦手分野に左右されることがない、クオリアが自信を持ってオススメする最高究極に公平な遊戯だ」

「……一億年？　人類の歴史より遥はるかに長い時間、勝ち続けたって言うのかい……？」

「仮想のな。本物じゃない。それを理解して意識を保てばいいだけだ。時というヤスリでゴリゴリ削られ摩耗していく精神を、うまく『調整』する。桃もも花かですらできた事だぞ」

　難しいはずがない、と紅蓮は言い、さらにこう続けた。

「だが、奴やつには難しい」

　本来ならただ一度の敗北。その端末が潰されたところで他の者は生きる。いくら脳が常に圧迫状態でストレス耐性が低くても、ただ一度の敗北如ごときで、人は壊れたりしない。

　だがそのただ一度に、一億年の密度が凝縮されていたとしたら？

　恐竜の絶滅より、人類の誕生より、遥かに長い敗北と拷問の記憶を体感したら？

「……壊れるね。何百人、何千人端末がいようと関係ない。全員、即死だ」

「ああ。だが、これは罪じゃない。あいつは肉体的にはピンピンしてる。遊戯時代の戦死、命を奪うことのないクリーンな戦いの正体がコレだ。なあ、朝あさ人と──」

　優雅ささえ感じる手つきで、細くしなやかな指が朝人の顎あごにかかる。

　朱く眼めを光らせながら、紅蓮はそっと朝人を壁際に押しつける。

「──俺が、こんなくだらない真ま似ねをしたくないと言うのは、おかしいか？」

「それ、は……」

「何億年も人を拷問し続けるバカみたいな真似を、俺が楽しんでやってると思うのか？　心底面倒で、うんざりして、二度とやりたくないと願うのは、変なのか？」

「……っ!!」

　否定など、できるはずがない。

　押し黙って声の出せない朝人に、紅蓮は互いの息が混じり合うほど顔を近づけてささやく。

「こうして人に触れる感触さえ、懐かしい。耐えられる、だが平気じゃあないんだ。昔、俺がマトモでいられたのは、ただひたすら可か憐れんが──待ってくれる誰かがいたからだ」

「……だから、紅蓮は。遊戯を辞めたい、そう願っているのかい？」

「ああ。世界がそういう風に動いてるのは知ってる。止めようなんて思わない。だが俺は、俺だけは、そんなクソみたいな現実とは無縁でいたい。……俺の願いは、贅ぜい沢たくか？」

　ただ欲しいものは『日常』。

「当たり前に過ぎる時間をくれ。ストレスのない環境をくれ。ありとあらゆる食事に毒を疑い、身内の所作ひとつで裏切りを警戒するような生活、思い出したくもないんだよ」

　何も疑わずに『うまいうまい』と食べ、味わうことのできる食事。

　会話の裏に意図や罠わなを推察する手間をかけず、くだらないバカ話に笑える人間関係。

　そのささやかな宝物こそ──紅ぐ蓮れんが求めてやまない、最高の報酬。

「俺は、今日、人を殺した」

　何百人、何千人、道化の端末が何人いたかは、砕さい城じよう紅蓮にはわからないが。

「何百人も、殺した。お前らは感じないのかもしれない。だが俺は感じるんだ、罪の意識ってやつをな。バケモノだからそれで壊れるほど普通じゃない、それだけで」

　絶対者として君臨する者、誰も近寄れぬ頂に在るからこその孤独を、朝あさ人とは感じた。

　それは決して透とう夜やが見せなかったものだ。兄になかった感覚だ。透夜はきっと紅蓮が今感じているようなものを、心の消耗やダメージを一切感じないだろう。

　それは、決定的な差だ。

　君臨するが故に共感しない者と、君臨して尚なお共感したいと願う者。これまで似ていると感じていた二人、兄と紅蓮の絶対的な違いを、朝人は思い知った気がした。

「苛いら立だつのなら、僕を自由にしてくれてかまわないよ、紅蓮。──君のためなら」

「いらん。お前に望むことなんて、何もないさ」

「そう、なら勝手にするよ。……可か憐れんさんが無事だと確かめたら打ち上げをしよう。花火、買ってあるんだ。派手な打ち上げ花火じゃなくて、スーパーやコンビニで売ってる小さなものだけど。スイカを食べながら、夏の夜を楽しむにはいいんじゃないかな」

「スイカ。それに花火、か。……線香花火はあるんだろうな？」

「もちろん。紅蓮、好きなの？」

「本物を見たことはない。そうだな。……可憐も、無事なら」

　ふと、絶対者の頬が緩む。煌こう々こうと輝いていた『眼め』が色を失っていく。

　顎あごを掴つかんでいた手から力が抜け、朝人は解放された。

　疲れを感じさせない足取りで、紅蓮は歩き出す。無人の警護ドローンがその背後に続き、それは隊列を率いる将軍のように勇壮な、勝者の凱がい旋せんのはずなのに──。

「──……大丈夫、朝人？　……──」

「うん。平気だよ、姉さん」

「──……でも……泣いてる……──」

　指摘されて初めて、頬をつたう滴に朝人は気づく。

　最強者、絶対者、そう呼ばれる存在がいた。つい今しがた、数えきれない敗北を武器に、数百人を精神的に虐殺した。

　恐れがある。その圧倒的な凄すさまじさに、心底震えている。傍そばで聞いていた姫ひめ狐こも、朝人も桁の違いに、紅蓮が至る高みとの距離を想像すらできずにいる、けれど。

「……僕は、紅蓮にひどいことをしたんだね。姉さん」

「──……それは、朝人のせいじゃない。私のためでも、あったんだから……──」

「それでもさ。僕は、僕自身の罪を、償わなきゃいけない。いつか……ね」

　砕城紅蓮、彼が望まぬものを押しつけ、遊戯ゲームを押しつけてきた反省。

　自らのわがままのために彼を地獄へ引き戻した事実。それを今、心底理解しながら。

（けど、僕は謝らないよ、紅ぐ蓮れん）

　そうしてしまえば、二人の関係は被害者と加害者に成り果ててしまう。

　紅蓮はそれを望まないということが、よくわかったから。絶対者が求めているのはただ、孤独を癒いやす安らぎと『日常』であるということを思い知らされたから。

　これからの戦い、《獣王遊戯祭ベステイア》において砕さい城じよう紅蓮は不可欠だ。

　だからこそ、許しは乞わない。うわべだけの謝罪は罪悪感を紛らわせるだけの麻酔だ。

　自分にできることをするべきだ。可か憐れんのように、彼の『日常』の大切なピースのひとつ、そうなれるように努力する。彼を必要とするように、彼に必要とされる存在になる。




　──それは、つまり？




「ははっ……。そうか、そういうことだったんだ……！」

「……？」

「答えは、最初からあったんだ。変にひねくれる必要なんか、なかったんだよ。姉さん」

「──……わからない。何の話を、しているの？　……──」

「僕がやりたいことと、紅蓮が求めていること。折り合いのつけ方が、わかったのさ」

　砕城紅蓮の『友達』になりたい。

　改めてそう感じている自分に気づき、白しろ王おう子じ朝あさ人とはしばし、くすくすと笑い続けていた。





●ネットワーク初期化




　白王子朝人と聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こがホテルに到着する、すこし前──。

「……待て、止まれ!!」

「支配人より、チェックアウトをお待ち頂くよう指示が出ています。お戻りを！」

　獅し子し王おうレジャーランド、ホテルエリア駐車場に黒服たちの制止が響く。

　ホテル内に配置されていた警備員、要人警護や対応に慣れた今の時代には貴重な人材。

　慎重かつ丁寧な彼らの言葉でも、軍靴の歩みを止めることはできない。

「触れるな。我が国の財産たるこの身に指紋ひとつでもつけてみろ。──あの世逝きだ」

　コツコツと靴音を響かせるのは、雪国出身らしい銀髪碧へき眼がんの外国人女性。

　凛りんとした軍服、鋭く尖とがった特注品らしき軍靴のヒールは地に突き立った剣のようだ。

　現代日本ではまずお目にかかることのない、戦乙女じみた女。

　斜めに被かぶった軍帽の庇ひさしから覗のぞく眼光の鋭さは、無形の圧力で警備員を退かせるのに充分だった。

『やあ、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ嬢。ごきげんよう、昨年の冬以来かナ？』

「ハジメ・シシオウ。……貴殿か。案山子かかしどもを退どかせてもらおうか」

　警備員たちの後ろに配置されたドローン。

　人間なら頭にあたる部位に搭載されたパネルにシルクハットの男が映る。

　私立獅し子し王おう学がく園えん理事長、獅子王創はじ芽め。学園から伸びたクオリア分枝の管理者、レジャーランドすべてを統率する最高経営責任者の登場に、連邦の少女も足を止める。

『そうはいかないね。今現在、君の身柄はクラウン氏と砕さい城じよう可か憐れんクンの遊戯ゲーム、その結果によって左右される賭け代となっている。それを破るのは明確な協定違反だヨ？』

「その条件に同意した覚えはない。それに」

　マントのように肩に羽織った野戦コートのポケットから、ミラは自らの端末を取り出す。

　そこに表示された簡素なメッセージは、クラウンのデバイスをハッキングしたものだ。

「クラウンが敗北した場合、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら、御み嶽たけ原ばら水みず葉は襲撃事件に関与した人物の身柄を引き渡すこと。そういう条件だったな」

『そういうことだネ。まさか君は無関係だとでも言うつもりかい？』

「率直に言えば、その通りだ。砕城紅ぐ蓮れんとの邂かい逅こう以来、このレジャーランドにいるかぎり、私の動向はすべてそちらの監視下にあるはずだ。違うか？」

『フム。……ま、確かに。君のログには何もない。クラウンなる人物が逮捕されて以来、彼と接点のある人物と接触した形跡はなく、ネットワーク上の通信記録もない』

「当然だ。クラウンめの行動は連邦の意向を無視した暴走。本国に照会してみるがいい。遊戯者としてのヤツの籍は、軍、諜ちよう報ほう、あらゆる公的記録に存在しない」

　ゆえに、と数式を証明する学者のような口ぶりで、ミラは液晶画面をつつく。

「砕城可憐や貴殿が私をその『黒幕』だと告発するのはかまわない。が、それを証明する義務はそちらにあるはずだ。調停には喜んで応じよう、訴状を届けてくれたまえ」

[image: ]

『裏世界の国際裁判所、クオリアの正式調停かネ。その判断は正確無比、されど充分な証拠データを提示しなければ推定無罪』

「そういうことだ。採決が下るまでの間、身柄を拘束する権利はそちらにある。だが逃亡の恐れがなく、調停に応じる意志を示す以上……」

　──パキッ！

　ミラが指を鳴らす音が地下駐車場にクリアに響く。すると待機していたらしい黒塗りの車が始動すると、古臭いガソリンエンジンの唸うなりをあげて進み出る。

「保釈金を提示すれば、正当な手続きによって解放される。──さあ、受け取れ」

「なっ……!?」

「ヒヒヒッ♪」

　警備員たちが息を呑のむ。ハンドルを握る運転手らしき男がスイッチを押すと、黒塗りの高級車のトランクが音もなく開き、中に詰め込まれたアタッシュケースが露あらわになる。

　何十キロあるのだろう？　ミラ自身の手で引き出され、コンクリートに置かれたケースは凄すさまじく重い音を立てると、あっけなく開かれ中身がその場にブチ撒まけられた。

　ドローンの掲げる警告灯や警備員のライトに煌きらめく、それは黄金の輝き……！

「第二次大戦期のスペイン内戦でマドリードからモスクワへ移送された金塊──。純粋な金属価値に加え、歴史的価値も含む我が祖国の遺産。担保としてこの場で渡そう」

『なるほど。あわよくば紅ぐ蓮れんクンとの直接対決を実現したかった──その際に実弾なしでは話にならない。そういう意味で用意した金塊を、こんなところで無駄撃ちかい？』

「無駄ではあるが、意義はある。私の自由を買えるなら、安すぎるというものだ」

　当たり前の人生を、何百人分も買える額──。

　莫ばく大だいな金塊をガラクタのように踏みつける姿と、そのすべてよりも我が身の自由が勝ると言い切る傲慢さに、警備員たちは気け圧おされ、息を呑む。

『今時現金主義カネ。拾うのも面倒だろうから預かるけど、残金は電子決済で頼むよ』

　だがそんな空気にあっても、獅し子し王おう創はじ芽めはマイペースな語調を崩さず。

「《黒の採決ブラツクバウト》でモノを言うのは現金、ないし美術品、貴金属、宝石など電子化できない財産でしょう？　電子マネーで済むのなら、億でも兆でも即入金するが」

『保釈中に逃亡しなければ没収されず、調停が終われば戻る金とはいえ、ずいぶんと気前のいいことだ。連邦の予算にそんな余裕があったかな？』

　端末をタップして決済に応じるミラ。

　その指先ひとつで天文学的な数字が動いているが、彼女は小揺るぎもせず──。

「クオリア分枝の奪取と、『最終兵器』の打倒が叶かなうなら、人民の血を搾ってでも支払う。あの男が君臨した五年間で、我々から奪ったものの１％にも満たない額だ」

『紅蓮クンも恨まれたものだネ……。いいだろう。では保釈金は受け取った。この遊戯ゲームの決着は、《獣王遊戯祭ベステイア》でまみえた時に』

「──物わかりがいい交渉相手で、助かるよ。しかし」

　警備ドローンの小さな画面に映る創はじ芽めの姿に、吸血鬼めいた眼めを向けるミラ。

「その和やかな仮面の裏で、どんな陰謀を巡らせていることか。いかにも保護者面をしたその裏で、私とこんな取引をしている貴様の素顔を、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは知っているのかな？」

『知らないんじゃないかネ？　というより、どうでもいいと思っているだろうさ』

　上質な白の革手袋に包まれた指をブリッジするように組み、顎あごを乗せて紳士は哂わらう。

『私は場を整えるだけの調停者に過ぎない。彼を受け止め、実力でぶつかる遊戯者たる力は、老いたこの身にありはしないよ』

「だから、これか。奴やつを囲い、自分の駒として世界を掻かき回す。……北欧神話の悪戯いたずらの神、ロキを気取ったトリックスター。いや。違うか」

　……ガッ！

「貴様はテロリストだ、獅し子し王おう創芽。システムを独占し、世界を弄ぶ寄生虫──必ずや、我が連邦の鋼の秩序をもって圧殺してくれる。覚悟するがいい」

『楽しみにしているヨ。だが、ドローンを踏まないでくれたまエ。目のやり場に困るヨ』

　短いスカートの裾から肉感的な太もものラインをさらけ出し、女帝のごとくドローンのカメラを踏ふみ躙にじりながら、連邦が誇る遊戯者は宣告する。

「撤退するぞ。──出せ！」

「ハァイ……！　ヒヒヒヒ、ヒャ[image: ][image: ][image: ][image: ]ハハハハハハ!!」

「うわっ……!?」

　エンジン音が唸うなり、警備員たちが咄とつ嗟さに身をかわす。

　ドローンの筐きよう体たいに足をかけ、ひらりと跳んだミラの肢体がその頭上を飛び越える。

　すると、ちょうど歩道に侵入した車のボンネットに彼女は着地し、体重を感じさせない見事な動きで尻を乗せる。長い髪が翻り、フロントガラスの視界は塞がれるが──

『また、レトロ趣味だネ。ガソリン車にわざわざ自動運転システムを組み込んだのか』

　呆あきれたように獅子王理事長は言い、黒塗りの高級車は走り出す。

　ボンネットに座る軍服の女など、まるで意に介さない。ミリ単位で車の挙動を把握し、交通管理システムの支援を受けて自動運転を行うＡＩならではの挙動と言えた。

「ヒヒッ……♪」

　運転席に座る男が帽子を深く被かぶり、リクライニングを倒してハンドルに足を投げ出す。

　鳴り響くクラクション。擦こすれたタイヤが焼ける臭い。

「ヒ[image: ][image: ][image: ]ハ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」

　運転手の絶叫。ガソリン車特有の濃厚な排気を撒まき散らしながら、鋼の獣は疾駆する。

　警備員たちを置き去りにし、異国の尖せん兵ぺいたちはたちまちその姿を消してしまい──。

「……追いますか、支配人？　すぐにでも確保できますが」

『何の容疑でだネ？　危険運転、道交法違反で外交特権持ちの遊戯者なんて引っ張れない。ま、今回の決着は《獣王遊戯祭ベステイア》と、ついでに法廷でつけるとするさ」

　取り残された警備員が悔しげに俯うつむき、主あるじの映る警備ドローンに無念をぶつける。

「しかし、納得がいきませんな。──異国の人間にいいようにされた挙句、大した罰すら与えられないというのでは。命を削って遊戯ゲームをしている方々に、失礼では？」

『そうでもないヨ。だって、君たちはあの男を知らない。砕さい城じよう紅ぐ蓮れんが、相手を潰すつもりで挑んだ遊戯の恐ろしさを……ネ？』

　ピッ、と音を立ててドローンの表示画面が切り替わる。それは８ケタのデジタル数字だ。

　９９９９９９９９が、１００００００００に切り上がり、９ケタに達した瞬間──！

『仮想時間でちょうど、一億年だ。さてさて……同期が始まるぞ。ささやかだが、これはキミたちへの餞せん別べつだ。保釈金の対価に受け取ってくれたまえ。ククク』

　シルクハットを取り、画面の中で、紳士は丁重に礼を送る。




『トリックスターは、二人もいらない。──さようなら、道化クラウン』




　静かな微笑ほほえみに、その場の全員がぞっと凍りついた。





　　　　＊






「いやはや、お見事な詭き弁べんでしたねェ？　もう少々遅ければ拘束されて、クオリアの強制執行処置が執られていましたヨ。脱出できて何よりデス♪」

「巻き込んだ貴様が言うことか。私に何の連絡もなく事を起こすなど──」

「いえいえ、ワタクシめは忖そん度たくしたダケですとも。今この場で砕城可か憐れんを潰してしまえば、貴女あなたの望みどおりになる。砕城紅蓮は今度こそ本気で、アナタを殺しに来るでしょう♪」

　長ちよう身しん痩そう躯くの男が、顔を覆うように被かだった帽子の裏でニタニタと笑う。

　運転席、ハンドルに靴を乗せてふてぶてしく座る姿。

　服装こそ忠実な運転手のように見えるが、その不遜な態度は使用人のそれではない。

　ボンネットから跳び、サンルーフから滑り込むようにして後部座席に降り立ったミラに対しても、顔を上げすらしなかった。

「くだらん。本番では正々堂々と戦い、紅蓮を下す。余計な工作は不要だ。私の名を騙かたり、あまつさえ勝手に賭け代に差し出すなど、越権行為もいいところだぞ？」

「手厳しいですねェ。ご自分で言ってらしたじゃありませんか、対砕城用に用意した資金、その総額に比べれば今の保釈金など端数に過ぎない。損失などないでしょうに」

「だから貴様は愚かだと言っている、道化」

　後部シートに座り、乱れた髪を指先でそっと整えながら、ミラは言う。

「砕城紅蓮を敵に回すなら、世界の富をすべて集めてもまだ足りん。……甘く見るな」

　帽子の隙間、眼めだけを動かしてバックミラーからその様子を見て、運転席の男──。

　運転手に偽装した道化師は、驚くほど平凡な面立ちをチッ！と歪ゆがめた。

「まァたそれですか？　恋する乙女というやつは本当にウザいですネ」

　男の言葉に滲にじむ感情は、苛いら立だち。あるいは粘つく嫉妬のようだった。

「遊戯ゲーム時代の最終兵器、五年間の不敗。大層な名前で呼ばれていようと、祖国が誇る最新技術の結晶、死も敗北も超越したワタクシなら、間違いなく近い未来に勝てますトモ！」

「未来だと？　今勝てなければ意味などない。──だからお前は愚かなんだよ。もう少し賢ければ、《獣王遊戯祭ベステイア》までは生かしてやったものを」

「ハ……？　な～にを、おっしゃいまス。確かにそろそろ決着はつき、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんと戦っている端末は敗れるでしょう。デスが、その打ち筋、貴重な遊戯ログは確保できる」

　無限にコンティニュー、再開が可能だと確信しているからこその余裕。

　キツネを思わせる、東洋系の顔立ち。この『道化クラウン』とだけ呼ばれる男の素性を、本当の名前すらミラは知らない。

　知る必要もない。

　ただの、実験動物の名前など。

「選抜戦に介入し、砕城可か憐れんを潰すか端末に堕おとし、本番に備えた切り札を得る。プラス紅蓮と勝負し、運良く勝てれば儲もうけもの、最低でも遊戯データを確保できる──か」

「エエ。端末二人を切るだけで完了する、コスパ最高の作戦だと思いませンか？」

「作戦を騙かたるな、享楽主義者め。愉悦目的の嫌がらせなど、路地裏の暴漢にも劣る」

　軍人たる者の遊戯は、そんなぬるいものではない。

　狙うは剛剣果断、初撃必殺。

「貴様の遊戯には、思想がない。ただ相手を傷つけたい、そんな欲望にまみれた暴力だ。弱者の脅威にはなるかもしれんが、強者が相手では話にならん」

「……言ってくれますねェ。ヒヒッ、ですが、結果をお待ちなさイ……！　そろそろ遊戯は終わり、ワタクシの記憶が同期するハズ。それでわかりますよ、真実が！」

　鼻歌混じりに道化師は笑み、まるで電話をかけるように、指をたてた手を頬に当てる。限定されたテレパス、精神と精神を繋つなぐための予備動作だった。

「ま、アナタはアナタで勝手にやられればよろしい。連邦への勝利はこのワタクシめが、確実に掴つかんで差し上げマスとも。フヒヒ……！　ヒイッ、ヒッヒッヒ……!!」

「そうだな。勝手にしよう。どうせ貴様は、ここで終わりになるのだからな」

「ハ……!?　ッ……!?　が、ガガガガガガッ……!!　ギ、ヒィ……ヒョオ……アァァァ!?　なっ、何だ、コレッ!?　これ、こ、コレ、し、死ッ！　──ヒイィィイイイィィ!?」

　……ボギュッ！

　風船が膨らむような音を立てて、こめかみの血管が膨れ上がる。

　運転席で男は悶もだえ苦しみ、手足をばたつかせる。自動運転の車内は影響なく、スムーズにレジャーランドを抜け、郊外の山道にさしかかろうとしていた。

「なあ、クラウン。今のお前は、何人いたのだったかな。……ああ、答えなくていいぞ」

「ヒッ……グエェエエェェ……！　げぼッ……があああぁぁぁあぁぁぁあぁぁ!!」

　眼めから、鼻から、耳から、ありとあらゆる孔あなからどろりとした血が滴る。

　絶叫と共に極限まで開かれた顎あごの関節が外れ、ゴキリと嫌な音がした。悶もん絶ぜつし、狂ったように暴れ苦しむ醜態を、一切動じることなく──いっそ憐あわれむようにミラは見ていた。

「いたっ……イタ、いた、イタいぃぃ……!!　まけ、負け、マケ……!!　わ、ワタシはっ、なんど、なんど、負けっ……!?　どれだけ、ひゃく……まん……お……!?」

「手ひどくやられたらしいな。お前をいじった学者連中はそこまで考えていなかったが、人間というモノは固有の肉体と精神が一致してこそ、自分──『自我』を確立できる」

　バックミラーに映る自分の目元をチラリと見て、ミラは語る。

「だが、お前はそれを失ってしまった。不死身で無敵の『群れ』になるため、結果として個をほぼ捨てるハメになった。お前はお前という存在の核を、他のモノで代替していた」

　それこそが共感覚ネットワーク。

　現実世界で空っぽの人間が、ＳＮＳで作り上げた『キャラ』を自我と認識するように。

　無数の端末が作る集合認識を自我として、クラウンというキャラクターを演じていた。

「お前の本性は空っぽだ。誰かをいたぶり、傷つける攻撃衝動がその証あかし……自我なき故に他者に己の存在をアピールせずにはいられない、だだっ子のわがまま」

「ヒイッ……ググググ……ひぎいっ!?」

「肉体によらず、生命によらず、情報によって自我を確立している以上──情報は情報によって殺される。敗北によって存在を否定されるたび、お前はひとりずつ死んでいく」

　ならば、その命尽きるまで、殺し続ければ済む話。

「ただ一度の勝負で億回殺すなど、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんならたやすい事だ。どうせそんな裏がある、罠わなが仕掛けられていることなど考えもせず、安易に相手の策に乗ったのだろう？」

「た、たすっ……！　ミラ、ざまぁ……！　わ、わたっ……ワタシ、が……消え……る!!　消えてしまう!!　ワタシが、ボクが、アナタが、ひ、ひ、ひぃ……ッ!!」

「怖いのか？　安心しろ、貴様は元よりただの情報に過ぎない。消えたところで、また次の情報を書き込めば済むだけだ」

　あらゆる体液を滴らせ、シートごしにすがるように手を伸ばす男。

　その汚れた指先を爪先で蹴り飛ばし、ミラは──。

「『初期化』だ。お前という存在はゼロになるが……まあ、どうでもいいだろう？」

　名前もなく。顔もなく。

　体も誰かと共有する、『誰でもない存在』なのだから。

「誰でもなくて、誰でもいいんだ。お前は最初から《獣王遊戯祭ベステイア》の代表ではない。ただ共感覚ネットワークの実験素材として走らせていた、仮データに過ぎん」

「か……仮!?　わ、ワタクシ、が……仮、かり、カリ……!?」

「ああ、そうだ。空になったお前のネットワークは、私が有効活用してやろう。少々予定を前倒しにすることになるが、βベータ版は終わり、ここからが正式運用だ」

　す、とミラは自分の胸からうなじ、そしてこめかみまでをしなやかな指でなぞり。

「接続に必要なナノマシンは、私をはじめ、五人の正式参加者の脳に組み込まれている。何、貴様も死ぬわけじゃない。ネットワークを維持できるだけの端末は連邦の病院に収監され、強制的に生かされるだろう」

　それは、人間システムサーバー。端末を通じて利用する存在にネットワークを提供するためだけの、生きた機械。

　精神が死に、植物状態となった生体機械による『備品』の完成だった。

「い、いや……いやだ、イヤダ、イヤだあぁぁあぁッ[image: ]　わた、ワタクシ、は……!!」

「嫌、か。ならば聞いてやろう。お前は誰だ？」

「ワタ……ワタ……シ、は……──？」

　想像を絶する苦痛。億年の敗北、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんから送り込まれる虐殺の同期中に。

　きょとん、と投げかけられた疑問に、ふと気がついた無む垢くな顔で。

「ワタシは……誰……？　だった、ん、デスか……？」

　子供のような疑問に、ミラはにこりと微笑ほほえんで。

「知るか。ゴミめ」

　パチン、と指を鳴らす。するとそれを認識したＡＩが運転席のドアを開けた。

　高速で走行中の車内に風が吹き込む。力なくだらりと垂れた身体が、その間からふらりとこぼれるようにして倒れ込み、固い路面にひっかかって車外へ落ちた。

「やれやれ。我ながら、心が痛むな」

　もう一度パチリと指を鳴らし、運転席のドアを閉める。

　ちらりと振り返ると、すでに落ちた男の姿は遠く、ぐしゃぐしゃに丸められたちり紙と何ら区別がつかなかった。

「路上にゴミを捨てるなど、マナーの悪い行為だった。以後、気をつけよう」

　あいつに嫌われてしまうからな、と短く続けて。

　恋する乙女のようにほのかに頬を赤らめ、彼女はそっと窓を見る。自動運転の車内、窓の外に広がる山道の向こうには、まばゆく輝くレジャーランドの遠景が見えた。

　そこで戦いを終え、束つかの間まの休息を楽しんでいるであろう男に。

「私がやるつもりだったゴミ掃除まで、やらせてしまったか。フフッ……まったく、主夫にしても出来すぎじゃないか、なあ？」

　億年の敗北が吹き荒れるネットワーク。初期化が終わるまでは接続できない。

「砕城紅蓮の遊戯ゲーム記憶は、初期化と共に消えるだろう。だが、ネットワークが生きている限り、いろいろと楽しめることはあるはずだ。……再会が、楽しみだな」

　その時を待ち遠しく思いながら、幼女のようにあどけなく──。




「もう一度、夫婦めおとの夢を見ようじゃないか。なあ、紅蓮？」




　愛いとおしげに夜景の映る窓を、ミラは白い指先でなぞって言った。





●儚はかない休息、線香花火の夜




　命を賭けた遊戯ゲームを終え、獅し子し王おうレジャーランドの混乱が完全に終息した翌日。

　超高電圧スタンガンで脳神経を強制的に麻ま痺ひさせられた水みず葉は、暴行により負傷した由ゆ良ら、過労に苛さいなまれた桃もも花か、水槽で窒息しかけた可か憐れん──。

　傷痕は深く刻まれ、派遣された医師団による応急処置、精密検査と治療が行われた。

　幸い、一部を除のぞいて傷は奇跡的に軽く……。その日の夜、レジャーランドでの滞在日程最終日には、ほぼ全員が顔を合わせることができた。

　ホテルエリア、最上階展望プールおよびビアガーデンを貸し切り、ケータリングで派遣された料理人たちが屋台っぽいお祭り料理を作っている。

　ソースが焦げるいい香りが漂う中──。

「……と、いうワケでミラ嬢の身柄拘束は成らなかったヨ。クオリアに調停を依頼したが、結果が出る頃には《獣王遊戯祭ベステイア》が終わっているだろうネ」

　大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせる獅子王創はじ芽め。

　そのにやけた口元と整った頬に、先ほど食べた焼きそばの青のりがついている。

　あえて用意されたプラスチックの安容器に盛られたそれをつつく男に問いかけるのは、フラヴィア・デル・テスタ。

「保釈金、ですか。遊戯の結果は絶対。後からお金で約束を反ほ故ごにするのは問題では？」

「ミラ嬢が暴行事件に関与した、という証拠があればネ。今の材料で彼女を『黒幕』だと立証することは極めて困難だし、クラウンは登録上、連邦とは無関係な遊戯者だった」

　フラヴィアは貴族令嬢を思わせる私服姿で創芽の対面に座り、どこか気け怠だるい猫のようなしぐさでくすくすと笑む。

「無関係、ですか。白々しいことですね。嘘うそですらない、建前」

「だがその建前も、国家という後ろ盾がある以上なかなか崩すのは難しくてネ。昔のようにネットに情報を流せば大炎上で平謝り、などというお手軽解決は無理なんだ」

　ソースで汚れた箸を振り、創芽はうんざりといった面持ちで語った。

「『大戦』の教訓──ＳＮＳ、ソーシャルメディアによる世論誘導やマスメディアの恣意的報道により、誤った方向へ導かれるのを防ぐため、言論こそ自由ながら、この世界ではあらゆる政治的、経済的調整をＡＩが行っている。個人のミスによる炎上は組織のミスと直結することなく、『自己責任』によって切り離されておしまいになるのさ」

「つまりはこの場合は、雇われの遊戯者に過ぎない道化が切られておしまい、ですか？」

「そういうことだネ。水葉クンを襲った襲撃者、遊戯中に犯行予告をした者、大衆を煽せん動どうして警備員の出動を阻んだ者、などなど……およそ、五十人あまりの端末を回収したヨ」

　ただし、その全員が──。

「自我が消滅したただの抜け殻……インストールされた人格が完全崩壊した生ける屍しかばねだ。うち十人は脳神経に異常、十人は発作的に自殺未遂、残りは植物状態だ」

「責任能力なし、ですか。見事なまでの切り捨てぶりですね。では……」

「法的にはこれ以上の追及は難しいネ。まあ、クオリアを通して水みず葉はクン、由ゆ留る木ぎクンの暴行に関してはキッチリと賠償させた。登録されたクラウンの個人資産を没収してネ？」

「なるほど。だからでしたか。……由留木さんが、絶好調なのは」

　微笑ほほえみと呆あきれを含んだ目で、フラヴィアはちらりとビアガーデンを流し見る。

　新生徒会メンバー、および所属隷徒のために開かれた祭りの場。そこに集まった顔は、さまざまな色を浮かべている。中でも一番目立っているのは──。

「らっらりっらっらっららりらりらっららっらっらっららりらりら～り～ぱぁっぱ～っ♪　センキューっ！　聞いてくれて、ありがと～っ☆　もう一曲、いっくよ～っ!!」

「頼むやめろ落ち着け由留木！　お前の声は脳を溶かす！　頭が悪くなりそうだ!!」

「だああ……!!　テンション高すぎンだろ、病み上がりのクセに！　カラオケ止めろ！」

　簡易ステージを独占し、マイクつきのハンディカラオケで持ち歌を熱唱する由留木由ゆ良ら。脳天を直撃するようなキャンディ・ボイスが響き、佐さ賀か臣とみ仁じんと大おお星ほし大たい成せいが止めている。

「なんというかこの雰囲気……。桃もも花かの地元の夏祭りにけっこう似てますね。あんな感じでウチのお父さんやお祖じ父いちゃんが、素人のど自慢大会で絶唱してましたっ」

「あー、その感じわかります、佐さ々さ木きです。ですが由留木さん腐っても人気声優ですし、ワンマンライブと考えるとおじさま方の健康カラオケと同一視するのはどうかと」

「……紅ぐ蓮れんさまは楽しんでいらっしゃるようですから、わたくしからは何も言いません。ですけど、あの知能指数が下がりそうな歌詞はもう少し何とかなりませんの？」

　そう言い合うのは、浴衣に着替えた新生徒会三人娘。

　重傷だったはずなのに、一晩眠ればケロッとした顔をしていた桃もも貝がい桃花。

　ケータリングのご馳ち走そうを片っ端からかき集め、片手にタコ焼き片手にフランクフルト、頭はお面で指に輪ゴムで留めた水風船、と夏祭りを全力で楽しむスタイルである。

　とはいえ時折足が言う事を聞かないらしく、ぴったりと寄り添った楠くすの木き楓かえでが、転びそうになるたび献身的に支えているのだが──。

「はわわわわっ!?　楓さん！　楓さんの浴衣が桃花のタコ焼き食べちゃいました！」

「わたくしを加害者っぽく言わないでくださる!?　ああ、もうっ、べったべたですわ……。お高いんですのよ、この浴衣……」

「あー、ソースの染みですねえ。大丈夫ですよこれくらい、染み抜きしましょ。えーと、油汚れですから台所洗剤で軽くもみ洗いの応急処置、あとは高い絹の生地なんでプロにお任せするのが楽かと思います、佐々木です。ちょっと探してきますね？」

　転びかけた桃花が落としたタコ焼き。べっとりと浴衣の胸元にソースをつけた楓のため、会長の身でありながら佐々木はあっさりと雑用に歩き出す。静かに待機しているメイドのもとへ腰も低く話しかけ、ぱたぱたとその姿はバックヤードへ消えていった。

「仲がよろしいこと。助け合いの精神、美しい光景ですねぇ……ふふふ♪」

「そうだネ。彼女たちはある意味、演じているのさ。紅蓮クンが望む世界をね」

「あの気持ち悪い『日常』ってヤツでしょ？　……何が楽しいんだか、こんな平凡なの」

「あら。時とき任とうさん、ごきげんよう。お元気そうですね？」

「イヤミ言ってんじゃないわよ、元副会長」

　創はじ芽めとフラヴィアの間に割り込むように現れたのは、夏らしいワンピース姿の時任ミミ。

　ケータリングから貰もらってきた特大のウサギ型綿あめをはむはむと食はみ、その可愛かわいい仕草とは裏腹の、殺気の滲にじむ乱暴な言葉で話を続ける。

「あの三匹、柄にもなく気を利かせてるのよ。命まで賭けて砕さい城じよう紅ぐ蓮れんに尽くした妹に、今夜は譲ろうってことみたい。桃もも貝がい桃もも花かは素だけど、他の二人は演技混じってるもの」

「『嘘うそ』を聞き破る異能ですか。以前は特別な機械の補佐が必要だったようですが」

「ま、ヘソクリを全部自分の異能開発にブッ込んでるからね。研究も進んで結構イロイロ聴けるようになったのよ」

「素晴らしい……！　ではついでに時任さん、お手伝いを頼めますか？　……構えないでください、簡単ですよ。これからの会話に、嘘があれば教えてください」

　にこにこと提案するフラヴィアに、時任ミミは一瞬うげっと顔をしかめ。

「は？　アタシは高いわよ。時給──」

「秒給三万でいかがでしょう？」

「カウント開始していい？　ハイ、スタート！　ほらとっとと始めなさいよ！」

　それこそ秒で掌てのひらを返す変わり身の早さ。利益追求に貪欲なウサ耳隷徒を従え、黒の聖女は対面に座る人物に──飄ひよう々ひようと焼きそばをすする紳士に質問する。

「いくらこの国の防ぼう諜ちようが伝統的にゆるめとはいえ──今回の対応、政治的対処の遅さは、明らかに外国勢力への遠慮が見えます。原因をご存ぞん知じではありませんか？」

「ふむ。ま、《獣王遊戯祭ベステイア》にも絡むことだしネ、ある程度は開示しようか」

　焼きそばに添えられたマヨネーズを軽く箸先で絡め、麺をほぐしながら創芽は言う。

「現在、この国の防衛体制。特に国家間調停クラスの遊戯ゲームは極めて深刻なピンチなのさ。今年に入ってから連戦連敗、崩れっぱなしのありさまだからネ？」

「……マジ？　嘘、じゃない……!?」

　嘘を見抜く異能、時任ミミの《絶対聴覚》には理解できる。

　平然と語る男の言葉に、かけらほどの嘘もないということが──

「まあ、そんなことになっていたのですか。……原因は、ご存知ですか？」

「今年の頭ごろから体制が変わってネ。国防を担っていた人材が辞めてしまった。けど、予定ではそれに匹敵するスペックをもつ遊戯者が五人、ローテーションを組んで後釜になるはずだったのさ。けど、ここからがお笑いなんだがネ？」

　朗らかに笑い、獅し子し王おう創芽は焼きそばをすすりながら続けた。

「その『後任』がまるごと隣国に引き抜かれた。大陸マネーというやつは大したものでネ、斜陽の経済大国の条件を遥はるかに上回る待遇と報酬を約束したらしいよ？」

「……はあっ!?　何よソレ、馬鹿じゃないの……!?　そんなの、昔で言うなら核ミサイル積んだ空母や潜水艦が、まるごと敵国に寝返るみたいなもんじゃない！」

　遊戯ゲーム時代における、優れた遊戯者の価値はそれほどに高い。

　当然、その繋つなぎ止め、抱え込みは国家の浮沈に関わる。表に出ることはほとんどないがプロスポーツ選手獲得競争など足元にも及ばない争奪戦が繰り広げられているのだ。

「結果、今の国防を担うのは主力級が抜けたスカスカの布陣でネ。報道ベースの情報には載らないが、あちこちの権益が食い荒らされている。このままいけば──」

「小お笠がさ原わら諸しよ島とうのメタンハイドレート採掘基地。日本海の漁業権に関する譲歩。北は樺から太ふと、千ち島しま列島の天然ガス田の経営陣が、連邦系のそれに入れ替わったとか」

「さすが名だたるテスタ教団。耳が早いネ。奪われた『大物』はそのあたりだヨ」

「他にも細かな譲歩は数知れず……。これはつまり、犠牲なき戦。この国は人知れず侵略され、今まさに食われている最中なのでしょう」

　まるで聖職者のように痛ましげな顔で、フラヴィアはそっと手を合わせる。

「ああ。……この混迷の時代を救う救世主は、いずこにおられるのでしょうか。かつて、この国に五年間の不敗をもたらしたあの方は──最強不敗の、守護神は」

　そこで言葉を切り、フラヴィアは覗のぞき込むように理事長に桃色の唇くちびるを寄せた。

「その正体、素性、居場所。……ご存ぞん知じですね？　理事長様」

「いいや。──知らないよ？」

　完璧なポーカーフェイス。一切乱れのない所作。だが時とき任とうミミは悟り、息を呑のむ。

（……『嘘うそ』。知ってる？　ただの噂うわさじゃなく……実在するって言うの!?）

　旧生徒会の中で最も早く《黒の採決ブラツクバウト》への参入を企たくらみ、準備をしていた彼女だ。

　国家、企業、さまざまな団体の抱える有力な遊戯者の情報は、大金を撒まいて調べていた。その中にあったのだ、秘められた噂うわさ話ばなしが。この日本を五年にわたって闇の世界の頂点へと押し上げ、『大戦』後はじめてＧＤＰを世界第一位にまで高めた立役者の存在が。

『不敗の五年』『絶対勝利のチケット』と呼ばれ──最高レベルでその存在は秘匿され、情報に通じた勢力は血ち眼まなこでその行方を捜しているという。

「この遊戯ですべてが決まる世界において、侵略とは一発の銃声も響くことなく、ただ賽さいが投げられた瞬間に始まる……ふふ。なんて平和的、人道的なシステムなのでしょう」

　心底、フラヴィアは偉業を褒める。そう、いくら言葉を尽くしても足りるまい。

　ＡＩ管理による国家調停。戦争の根絶とすら言えるシステムは、人類史上最高の発明と言い切ってもいいだろう。事実、その開始以来あらゆる戦争は意味をなさなかった。

「その『戦火』は人知れずここにまで及んでいた……。この獅し子し王おうレジャーランドとその周辺施設、その管理にあたる企業のいくつが《黒の採決》で敗北していますね？」

「お恥ずかしい話さ。結果、レジャーランド内への浸透を許してしまった。設備への介入に暴力沙汰、まったく……管理責任を問われてもしかたのない暴挙だヨ」

「ですがそれについて一言も漏らさず、この国の低迷を悟られないよう工作している……。それもまた真理でしょう？　株価低迷を見込んで動いたハゲタカファンドが大損を被こうむり、逆に資産を奪われましたね。ふふ、玄妙なる手筋、感服いたしました♪」

「落ちてる小銭を拾わないほど聖人にはなれなくてネ。紅ぐ蓮れんクンのように、余計なモノを持ちたがらないタイプでもないわけだし。そちらこそ、テスタ教団の誇る仕手戦のプロはこの状況を読み、キッチリ利益を出したと聞いているヨ？」

「ふふふ……。ええ、元手がなくてお困りの大おお星ほしさんとは違い、私もまた衆しゆう生じよう救済のため浄財はいくらあっても足りないものですから。ハシタなく求めてしまいます……♪」

「そうだネぇ。理想というモノはそういうモノさ。無限にカネを食う『趣味』だよ」

（……何言ってんのよ、この変態ども……！）

　無言で彼らの声を聞き、そのすべてが真実であると判定しながら、時とき任とうミミは唇くちびるを噛かむ。

（金持ち。資産家。上に立つモノ。欲望に貪欲な、金集めしか能がないブタのはずなのに。こいつら、おかしいわよ。まるで異世界の住人か宇宙人のトークを聞いてる気分だわ！）

　そう、彼女の知る『金持ち』とは、利益で欲望を満たさんとする『強欲の壷つぼ』だ。

　際限なく金を呑のみこみ、吐き出すことなく弱者を食らう怪物ども。そんなヤツらを叩たたき潰し、奪い取り、吐き出させるのは快感だった。そう、例えるならば──。

（プックリ膨れ上がった吹き出物を潰して、ウミを出すみたいなキモチよさがあったわ。けど、こいつらは……まるで台所の洗剤でも扱うみたいな感覚で、カネを操る……！）

　皮膚の異常などでは足りない。こいつらは、まるで浸潤を続ける癌がん細さい胞ぼうだ。

　世界経済と言う人体に、人知れず侵略を続けるモノ。本当の意味で世界を裏から操る、そんな存在がいるとしたら、まちがいなくこの怪物どもの同類だろう。

「さて、それでは質問です♪　あと二問、お答え頂けますか、理事長先生」

「もちろんだとも。私はかわいい生徒たちの疑問質問を常にどしどし受け付けているよ？　そう、はがきに料金分の切手を貼って送ってくれたまえ」

　とうの昔に廃れ、今やごく一部の田舎でしか使われない太古の郵便制度で例える怪人に、フラヴィア・デル・テスタは、経済と金の信奉者、邪教の聖女は、ねだるように微笑ほほえんで。

「──砕さい城じよう紅蓮さま。あそこで壁の花になっておられる方の正体を。最強と謳うたわれ、不敗の神話を築いた裏の伝説の主、その真実をご存ぞん知じですね？」

「さあネ？　はてサテ聞いたことがないヨ。中二病はどうかと思うネ、フラヴィア君」

（……『嘘うそ』。知っている……って、それ、えっ……!?　あいつの正体って……マジ!?）

　聞いていた、時任ミミの驚きよう愕がくをよそに。

「では、最後の質問です。解き放たれた最強を、主あるじなき核兵器、思想なき究極の暴力を。影から操らんとする貴方あなたは──いったい、何を企たくらんでいるのでしょうか？」

　マニキュアを塗った爪が、創はじ芽めの顎あごについた青のりを引ひっ掻かくように拭う。

　掻き取る瞬間、獲物を狙う猫のようにギラリと眼めを輝かせたフラヴィアに対し──。

「いやだなあ。企んでなどいないヨ。私は、子供たちの未来のため働くだけさ♪」

「……『嘘』……！」

　いつも通りの笑顔の意味に、時任ミミはぞわりと背筋を逆なでされた。
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　おぞましい悪寒に身が震える。にこやかに微笑ほほえみ合いながら、ただ視線だけをぶつけて睨にらみ合う闇の聖女と謎の紳士が醸し出す空気は、息詰まるような苦しさをもたらす。

（……つきあって、らんないわ）

　はじめて、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの気持ちがわかった気がした。

　こんな魑ち魅み魍もう魎りようどもと付き合っていたら、それはさぞ嫌だろう。何の裏もない『日常』を求め、癒いやしや救いを欲するのも、わかる。今、彼が決してこちらに近づかないように。

　胸につかえた重苦しさを吐き出すように、時とき任とうミミは視線を滑らせる。ビアガーデンの端、薄暗い一角。路上に小さなバケツと花火セットを持ち込んだ少年の、丸めた背中。

　話しかけたそうにしている者は数多い。ちらちらと視線を送る楓かえでや桃もも花か、佐さ々さ木きなどだ。だが空気を読み、あえて一定の距離を保っている中、満を持して歩む者がいる。




「……お兄様、お疲れ様でした♪」

「ああ。……可か憐れんか。お前こそ、無事でよかった」




　兄妹きようだいの会話は、ごくありふれた、ささやかな挨拶から始まった。





　　　　＊






『今なら紅ぐ蓮れんと二人で話せるよ。……行ってきたらどうかな？』

『余計なお世話です。……と、言いたいところですが、ここは、あえて』




　──ＧＪグツジヨブ[image: ]




　満面の笑みで親指をたてるスタンプを端末のトークアプリに貼りつける。

　検査用の病院着から清せい楚そな浴衣に着替え、砕さい城じよう可か憐れんは涼しい夜風が吹くビアガーデンで兄の姿を探し求める。賑にぎやかに楽しむ楓かえでや桃もも花かの声、こっそり陰で端末を振り、こちらを勇気づけるかのようにニコニコ微笑ほほえむ白しろ王おう子じ朝あさ人とと、隣に寄り添う姫ひめ狐この姿──。

（ただのお邪魔キャラだと思っていましたが、評価を改めてもいいかもしれませんね！）

　ふんすー、と熱のこもった息を吐き、可憐は心の評価を上方修正する。

　クラウンを倒すためとはいえ、怪しげなナノマシンを自分に投与したことを知った紅蓮は、怒った。怒鳴ったり、叩たたかれたならまだいい。罰を受けるだけの事はしたのだから。

　だが、紅蓮は決してそうしなかった。ただ、ただ──哀かなしげに、見つめるだけで。

（……あれきり、お話ができませんでした。何としても、このチャンスを……！）

　幸い、精密検査の結果は『異常なし』だった。

　投与されたナノマシンは、サーバーとなるクラウンの崩壊に伴ともない不活性化し、現時点では目立った問題はない。しかし長期的に問題が発生する可能性はあるとされ、『要観察』と釘くぎを刺された上で可憐が退院できたのは、つい先刻のことだ。

「……お兄様、お疲れ様でした♪」

「ああ。……可憐か。お前こそ、無事でよかった」

　ありふれた挨拶を交わす。遠くこちらを見る視線──何事か会話しているフラヴィアと理事長、そして時とき任とうミミがわずかに気になったが、こちらに寄ってくる様子はない。

　可憐はおずおずと、用意しておいたものを紅蓮に差し出す。

「お飲み物はいかがですか、お兄様？　極上のノンアルコールワインがありますよ」

「……アルコールが入ってないワインって、つまりはぶどうジュースじゃないのか？」

「はい。ワイン用に使われる極上のぶどうを搾ったもので、発酵によって失われる糖分がそのまま残っていますから、とても甘くて口当たりがいいのですよ」

「そうか。なら……もらおうか。コップはあるか？」

「もちろんです♪　お兄様のお好みとは、少々外れてしまいますけれど──」

　この時のために用意した、霜が降りるほど冷えたワイングラス。

　注つげばルビーのような液体が波打つように躍り、かぐわしい香りが漂う。

「……いい、香りだな。安いジュースも嫌いじゃないんだが」

「年代物のワインに比べれば、こちらも充分安い部類に入りますよ。生産地では数百円で売っている品ですから。……さ、お兄様。乾杯を」

「ああ。──可憐、お前の無事に。乾杯」

　チン……！　控えめな音を立ててグラスをぶつけ、二人はそれを味わう。

　濃厚にして芳ほう醇じゆん。市販の果汁数％のジュースとは比べ物にならない極上の香り、甘さと渋みとほんのかすかな苦み、化学合成されたものとは異なる複雑な味──。

「おいしいですね、お兄様。……実は、花火も預かっているのですが」

「ああ、朝あさ人との奴やつ、約束を覚えてたのか。……肝心のあいつらはどこだ？」

「どこか物陰で姫ひめ狐こさんとイチャイチャしていると思いますよ？　それでもよろしければ呼んで参りますけれど、不自然に帯が乱れていたりすると気まずいのでは」

「……嫌すぎる。花火はありがたく受け取って、カップルは放置しておこう」

「それが賢明だと思います♪　それではお兄様、どれからなさいますか？」

「そうだな……。線香花火は最後として、まずはこの手持ちの小さいやつからにするか」

　ありふれた棒の先に火薬がついた、手持ちの花火。

　それを一本受け取って火をつけると、シュウ……！と黄金色の火の粉があふれる。

　まるで頭こうべを垂れた稲穂のように、あふれる火花がアーチを描くさまは、とても美しい。

「……五年間、夏が来るたびに憧れていた。お前と、友達と、こうして花火をしながら、まったりと夜を過ごせたら、どんなに幸せだろうかと」

「はい。……お兄様。私も、とても、幸せです……！」

　しみじみつぶやく兄に言葉を重ねる。

　だがそんな可か憐れんの笑顔は、次の言葉で掻かき曇くもった。

「だが、そいつをこんな最悪の気分で初体験するはめになるとはな。……不本意だ」

「……やはり、お怒りなのですか？　私の、暴走について……」

「お前に対しては怒っていない。俺が怒っているのは、俺自身の愚かさと不ふ甲が斐いなさだ」

　血の気の引いた妹に、左手でグラスを傾け、右手で花火を持ちながら紅ぐ蓮れんは答える。

「殺したくない。傷つけたくない。人を踏ふみ躙にじり、あらゆる尊厳を踏みにじるような真ま似ねは二度とすまい、そう誓った。けど、俺というヤツは、あまりに弱くて嘘うそつきだ」

「……そんな。お兄様は、私のために……！」

　紅蓮が自ら遊戯ゲームを挑み、クラウンを破滅させたことを可憐は知っている。

　正確な犠牲者の数は判わからない。恐らくこのレジャーランドに限っても、最低数十人。

　世界に散った端末すべてが崩壊したと考えれば──百人単位で被害が出たはずだ。

「お前のためじゃない。お前に責任を押し付ける気はない。俺は俺の意志でヤツを殺した。もうその記憶は霞かすんで忘れかけているが──仮想空間で過ごした億年の間、俺は純粋に、機械のように冷酷に、命乞いを聞きながら、拷問めいた遊戯を続けたんだよ」

　それは紅蓮にとって、新たに刻まれた深い傷だった。

「俺は今まで、道具に過ぎなかった。裏社会の伝説などと言われても知るものか。俺は、雇い主の武器として戦い、勝ち続けただけだ」

　だが、この戦いは違った。

　紅蓮が紅蓮自身の意志で動き、闇の遊戯を挑み、自我を失った人形とはいえ──

「俺は、俺の意志で数百人を殺した。後悔はない。俺は俺の殺意でヤツを殺したんだよ。この痛み、この罪だけは、お前に預けるわけにはいかないんだ。……可か憐れん」

「……はい。お兄様」

「お前は、大丈夫だったか？　カネやポイントといったクッションを挟むことなく、直接命のやりとりをしたのは初めてだろう。怖くは……なかったか？」

　左手のグラスは震えない。

　鏡のように澄み切ったブドウ色の液体は、紅ぐ蓮れんの心を示すように静かだ。

　だが、それでも──その静けさの奥に潜んだ痛みを想おもって、可憐は答える。

「いいえ、怖くなど……ありません。平気でしたよ」

「嘘うそをつくな。『眼め』で見るまでもなく、その言葉は嘘だとわかるぞ」

　花火の輝きを見つめながら、一いち瞥べつすらくれずに紅蓮は言う。

「視線が揺れている。声にわずかな曇くもりが、痛みがある。お前の恐怖が『空気』に滲にじむ。意識の深層から無意識にこぼれるサインは、決して嘘をつけないものだ」

「……はい。正直に言うなら、怖かったです。いえ、命を落とすことよりも──」

　きゅっ、と豊かな胸の前で拳を握り、兄を上目遣いに見つめて。

「お兄様をひとりにしてしまうのが。何もできずに逝くのが……怖かったですよ？」

「……ははっ、本当に、お前とは兄妹きようだいだよ。俺とそっくり同じなんだから」

「え!?」

　紅蓮は苦笑し、懐かしいものを見るような目で花火を見つめて。

「俺の五年間を、闇の暮らしを支えたのは、お前だ。お前という帰るべき『日常』が、命より大切な存在が、待っていてくれると信じているから──生き残れた」

　強い強い、動機づけ。

　相手よりも、俺が生き残るべきだ。

　相手よりも、俺が勝ち残る事に意味がある──。

「そう確信したからこそ、俺は今まで生きてこれた。だが、そうして人を踏みつけにする生き方にうんざりもしていた。だから俺は、お前に違う道を歩んでほしかった」

「お兄様を置き去りにして、ですか？」

「……だから、俺も、普通の道を歩むつもりだ。平凡なサラリーマンに……」

「不可能です。お兄様。頭脳明めい晰せきかつあらゆる遊戯ゲームに勝ち続けたお兄様に申し上げたくはありませんが、この遊戯時代、市井に没するには──お兄様は、強すぎますから」

　それは、ある意味紅蓮が目を背けていた事実だった。

「お兄様がその願い通り、隠れ潜んでいたとしても……今回の道化のように、遊戯者達は必ず現れ、挑んでくるでしょう。たとえ、財産や権利や名声を捨てたとしても」

　砕さい城じよう紅蓮という存在、そのものが──。

「『最強』たる者の在り方そのものが、挑戦者、賭博者たる遊戯者を狂わせます。論理に、確率に、運命と呼ばれるものに挑み続ける存在こそが遊戯者なのですから」

「理解しがたい。何でそうなる。結果なんて、見ればわかるだろうに」

「わかりません。わかったとしても……それを覆せると思うからこその、遊戯者では？」

　他の者がどれだけ死のうが、自分だけは必ず勝てる。

　そう確信して勝負を挑む者。戦略を練り、罠わなを仕掛け、出し抜かんと算段する者。

　客観的な判断は重要だ。冷静さを失えば勝てるものも勝てない。だが時には熱狂により冷静さを越えて挑みかかる、遊戯者の性さが。それがあるかぎり、紅ぐ蓮れんは必ず狙われる。

「だから──私は、お兄様を守ります。かつて私が守って頂いたように」

　五年間の無敗、無敵の傘で育てられた恩を返すために。

「砕さい城じよう可か憐れんが、次はお兄様の盾となります。そのために、力をつけたいのです」

「わかってる。わかってるさ、その気持ちは。けど、けどな……」

　男として。人として。家族として。

「……嫌だと思う気持ちは、譲れない。だが、お前の気持ちをこれ以上無視もできない」

「では、お兄様……」

「ああ。もう、止めはしない。お前の想おもいを縛る権利は、俺にはないからな。ただ──」

　けれど、と紅蓮は言葉を繋つなぐ。ちょうど手持ちの花火は燃え尽きて、場が薄暗くなる。燃え殻を用意したバケツに放ほうり、ジュッと音が鳴るのを聞きながら──。

「無む茶ちやだけは、本当にやめてくれ。お前のためなら、俺は自分が大嫌いになるような拷問まがいの遊戯ゲームも、反へ吐どが出るような汚い自分にも、耐えられる。けど」

　言葉を切り、心からの訴えを、吐露する。

「お前が傷つく事だけは、耐えがたい。だから、二度と命を賭けて遊戯はするな。可憐」

　兄の真摯な言葉を正面から受け止め、可憐はそっと男の手をとる。

　ふかふかとした髪をその肘に預けながら、答えた言葉は。

「はい。……と頷うなずくのは簡単ですが、そのかわりお兄様が命を賭けるのでは無意味です」

「お前が命を賭ければ俺が、俺が命を賭ければお前が、結局どちらも苦しむわけだ」

「まるでカルネアデスの板ですね。二人がしがみつけば、沈んでしまう板きれのよう」

「ならお前が使え。俺は自力で泳ぐ」

「いえ、お兄様が使ってください。……と答えてしまうとループ突入ですね？」

「ああ。だったら……そうだな」

「はい、お兄様」




　──ドォン!!




　理事長が手配したものだろう。プールから打ち上げられた花火が夜空に咲く。

「一緒にやるしかない、か。生きるも死ぬも、終わるまで」

「ええ。……永遠に、二人で。それが許されるのなら、可憐は最高に幸せです♪」

「ひどい話だ。結局、また負けられなくなっちまった。……責任はとれよ、可憐」

「はい。お風呂にしますか、お菓子にしますか、それともわ・た……」

「よせ、やめろ、早くもアウトだ。まったく、お前は……！」

　意気込んでしがみついてくる可か憐れんを押し戻し、紅ぐ蓮れんは調子をやや取り戻して苦笑する。

「そのノリでいてくれるのは、正直嬉うれしい。日常が保たれてる気がしてな」

「光栄です♪　ですが──きっと、私だけでは難しいでしょう。強くなると意気込んで、お兄様の気持ちに向き合わず、空回りしていた気がします」

「なるほど。変わったとしたら……それは？」

「ええ。桃もも花かさんや楓かえでさん、不本意ですが佐さ々さ木きさんあたりの力もあるでしょう。ですが、何よりも大きく、私の助けになってくれたのは──水みず葉はさんです」

　獅し子し王おうレジャーランドでの数日間。ほんの短い間だが、可憐は水葉と共に過ごした。

「私はあの方に遊戯ゲームを学び、代償として日常を教えました。……ご存ぞん知じですか、お兄様。水葉さん、静しず火かさんと別れて以来、替えの下着すら持っていなかったのですよ？」

「待て。一枚か。一枚でどうやって生活してた。洗わなきゃさすがに不衛生だろ」

「一日穿はいたら捨てて、コンビニで新品を買っていたようですね。非効率的ですし、下着の洗い方を教えたところ、『おお～……！』と眼めをきらめかせていましたよ」

「……まあ、人の事は言えないが。ズレすぎだな、まったく」

　遊戯から解放されたばかりの自分を思い出し、紅蓮は笑ってしまう。

「俺も最初は、ファストフードで注文することすらできなかった。そんなもんだよ」

「はい。ですが、そうして接してみて……改めてわかることもありました。私にとって、お兄様が支えであるように……水葉さんにとっては、一心同体の妹こそが」

　御み嶽たけ原ばら静火こそが、『日常』だった。

「歪いびつな主従関係、性的な倒錯じみていても──根底にあるのはお互いを『想おもう』気持ち。だからこそ、辛つらくてもその想いを捨てずに、向き合うべきだと……」

「だからか。仲直りをしたいと、そんな風に考えられるようになったのは」

「はい。『妹』として私が感じたことを、水葉さんには伝えましたから」

　囚とらわれの身も同然の幼年時代。虐待めいた隔離と教育の日々の中で、ただひとつの希望。

「私にとっては、お兄様の存在が。そして静火さんにとっては、水葉さんこそが──自分には手の届かない高みで活躍する背中が、その強さこそが、救いでした」

　誰だって憧れる。誰だって愛する、強くたくましく優しいヒーロー。

　可憐や静火にとって、それは日曜朝の変身ヒーローではなく……。

「お兄様であり、静火さんにとって『お姉様』──水葉さんなのだと、思いますから」

　幼年時代の孤独も、虐待じみた日々も、痛々しい傷ではなくなって。

「お兄様に守られていた、誇らしさと。自分の弱さを忘れない、苦さの記憶になります。無駄ではなかったと思えるのならば、辛い記憶を見つめる勇気になるのですから」

　だから──。

「私達『妹』にとって、きっとお兄様や水葉さんの『強さ』は──救いなんです。地獄のような日々の中でも、得たものがあったという証あかしですから」

「俺にとっては、正直面倒臭いだけなんだがな。……だが」

　肩の力をわずかに抜いて、可愛かわいい猫を撫なでるように優しい手つきで妹の髪に触れながら。

「お前がそう言ってくれるのなら。……この力を、少しは好きになれるかもな」

「はい。……お兄様！」

　感極まったように可か憐れんは言い、愛する兄の胸に飛び込む。

　最近日課にしている筋トレの成果か、たくましさを増しつつある胸板に頬を擦すり寄せる可憐をしっかりと受け止めながら、紅ぐ蓮れんは夜空に弾はじけ続ける花火を見上げている。

「その言葉、水みず葉はには伝えたのか？」

「はい。水葉さんは、言っていました。『怪物に堕おちないように、けれど』──」




　──しずかが、あんしんできるように。




「前と変わらぬ強さを示したい、と。選抜戦は、その舞台になるはずでしたが……」

「あの有様だからな。あいつの脳が限界まで茹ゆだってれば、神経が麻ま痺ひしても強引に動くくらいのことはできただろうが……今のあいつにそれは無理だ。無理で、いいんだ」

　それは、異能を失ったわけではなく、ましてや衰退なんかでは断じてない。

　新しく『人間性』を得た結果。進歩ゆえの弱体化。
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「線香花火を、見せてやりたいな。あいつらは、どこだ？」

「水みず葉はさんは医務室かと。静しず火かさんが迎えに行くと言っていましたが──」





　　　　＊






　誰かの寝息が、うっすらと聞こえてくる。

（ここは、どこ？　わたしは……どう、なったの……？）

　混濁した意識の中、御み嶽たけ原ばら水葉は寝ぼけた意識の片隅で、現状を把握する。

　疲労と睡魔に敗れ、瞼まぶたはしっかりと降りて開かない。背中を中心に、体重のほとんどは消毒薬の香りがするクッションに支えられ、楽な姿勢をとっている。

（……服は、着てない。着替えさせられた？　……包帯、手当ての形跡……）

　自己チェックを行うと、少しずつ意識がクリアに冴さえていく。

　ここまで時間がかかるのは、麻酔薬などの影響だろう。空気に混じる薬品臭、ホテルのそれや自宅のそれとも違うマットの感触は、恐らく病院、医療施設のものだ。

（あれから、わたしは……そっか。病院、だね……？）

　これらの情報から、水葉はほぼ正確な結論を導き出した。

　ん、と眉間を震わせて、うっすらと眼めを開く。最初に飛び込んできた控えめな明かり、医療用ベッドなどの風景から、ここが医務室であることがわかった。

　ドンッ……!!

　遠く、炸さく裂れつ音おん。振り向こうとするが、体が思うように動かない。

　辛うじて視線をそちらへ送ると、ベッドの傍そばにある窓からレジャーランドの夜景と、間近で打ち上げられたらしき花火が虹色に儚はかなく輝いて、散る姿がしっかりと視みえた。

「きれ……い……んっ……？」

　身を起こそうとすると、ズキリと痛みが走る。

　あの出来事──出番を間近に控え、トイレを出ようとした瞬間。飛び出してきた人物に喉へ強烈なスタンガンを押し当てられ、脊せき椎ついと神経が悲鳴を上げた。

　全身のシステムをシャットダウンされたような感覚。常人なら即死、全身が麻ま痺ひしてもおかしくないほどの大電圧。強烈な熱傷を受けながらも、水葉は動いた。

（すぐ、あたまがまっくらになって……けとばしたのを、おぼえてる）

　攻撃を受けた瞬間、彼女は野獣となった。

　それはかつて受けた教育、人間兵器を造らんとする遊戯者教育の成果だろう。麻痺した筋肉を強引に動かし、全システムが停止する前に、相手を蹴ろうとし──。

　外れた足がトイレの扉をブチ抜いた。脳内麻薬を意識的に分泌させ、筋力を倍増させたその威力は、逆に水葉自身の骨を痛め、右足首を捻挫させている。

（ヒヒヒヒヒヒ……って、笑ってた。あの声の、アイツ……！）

　起死回生の攻撃も外れ、尚なお暴れる自分に目隠しをし、何度も電撃を浴びせた怪人。

　ゲタゲタ笑いながら水みず葉はをトイレに拘束して消え、しばらく経たった後……そう、可か憐れんと楓かえでが現れ、自分を発見。救出してくれた、そこまでは覚えている。

（あれから、どうなったの……？　可憐ちゃんは……遊戯ゲームは……）

　辛うじて目は開けていた、と思う。拘束を解かれた後、遊技場まで歩いたこともだ。

　二人に支えられながらとはいえ、ただ必死に動き続けた。あれを、襲撃者を倒すため。戦うため。守るために、ただ、ただ、小熊を守る母熊のような形相で。

「わたしは、おねえちゃん、だから……守らなきゃ、だめ。だから……」

　そんなことを言ったと、確かに覚えていて。

　それからどうなったのか、状況が知りたい。まだ手足は痺しびれ、指は強こわ張ばり、握りしめることすらできないけれど、物理的にちぎれたわけでもないのなら、まだ──

「──あれ？」

「すう……くう……」

　必死の覚悟を決めた瞬間、ソレの存在に気づいた。

　ベッドに横たわっていた水葉。ちょうどその左手に覆いかぶさるように、少女が寝息を立てている。腕の痺れが強いのも、その重さで圧迫されていたせいだろう。

「しず……か……!?」

「むにゃ……おねえ……さま……」

　疲労を滲にじませる目元の隈くま。あの選抜戦と同じ服装だが、皺しわが寄りひどく汚れている。

　どれだけ時間が経ったのかは不明だが、身だしなみを整える時間も惜しんで待っていたのだろう。侍のようなポニーテールもほつれ、落ち武者のような有様になっているが。

（こんなに、ちかくに……！）

　見間違いようがない。最愛の妹、御み嶽たけ原ばら静しず火かが驚くほど間近で眠っていた。

「……しず、か。ねちゃって、る……？」

　体重をかけられた左腕を動かさないように注意しながら、半身を起こす。

　右手でそっとほつれた前髪を撫なで、整えてやる。そのまま自分にそっくりな目元から、頬を滑るようになぞっていくと──突然、昔の記憶が蘇よみがえってきた。




（……やく、そく……？）

（うん。やくそくだよ、しずか。……ぜったい、かえってくるから）

（でも、でもっ……。わたしの、せいでっ……！　おねえちゃん……いっちゃ、やだ！）

（だいじょうぶだよ、しずか。……しずかのせい、なんかじゃない）




　そう。あれは別れの日だ。

　もう使う事のない、赤いランドセルを妹に譲りながら──。




（……しずかの、ために。わたしは、いくの）

（おねえ、ちゃんっ……！　ふええええぇぇええぇえぇええぇええ……ん！）




　泣きじゃくる静しず火か。

　砕さい城じよう家の遊戯者教育研究機関、《伊い邪ざ那な美み機き関かん》の使いがその身を捕らえ、引き離す。

　そんな様子を遠目に見ている両親。彼らは二人の別れを止めもせず、それどころか、まるでスポーツ中継に感激する観客のような、熱い眼まな差ざしを送っていた。

（頑張ってくるんだよ、水みず葉は！）

（期待しているわ。最高の遊戯者になってきなさい、水葉！）

（……あははははは……♪）

　思いがけず蘇よみがえった、最悪の記憶に腹が立つ。

　両親に、罪悪感の色などカケラもない。子供のためになることをしていると信じ込み、試練を受けているつもりになって陶酔している、気持ちの悪い影法師。

　今や顔も思い出せないモノ。色彩なき記憶の中、静火だけが──。

「だいじょうぶ。……約束、だよ」

　それは、あの日の約束。

「帰ってきたら……一緒に、遊ぼうね。静火……！」

　かつて別れ際に交わした言葉を告げながら、愛いとしげに妹を撫なでる。

　痺しびれの残る指、微細な感覚などわからない。棒切れのように感じる手、だがそれでも、そのさらさらとした髪の、肌の温ぬくもりが、水葉はどうしようもなく愛しかった。

「──はい。お姉様」

「！　……起きてたの？　静火……」

「たった今です。お姉様の、お言葉で。あの日の約束で、眼めが……覚さめました」

　汗ばんで肌に貼り付いたシャツ。緩めた襟えり元から覗のぞく濡ぬれた胸。彼女が身を起こすと、柔らかなそれに圧迫されていた左手に感覚が戻り、水葉はほっとしつつも寂しかった。

「あの日のお言葉を、忘れておられなかったのですね。……お姉様」

「ううん。……忘れてた、かも。今、思い出したの。ひだりてが、あったかくて……」

　別れ際に交わした握手と同じ、妹の温もりが。

「それで、思い出せた。ずっとずっと──あの、機関の煉れん獄ごくで味わった苦しみの中で、私の心を支えてくれていた、温もりの正体を。本当の、記憶を……」

　いつもよりハッキリとした言葉遣いで、水葉は過去を語る。

　脳を作り替え、心を弄いじり、あらゆるものを打ち砕いて作り替えるようなカリキュラム。

　洗脳同然の教育を受け、心を砕かれて尚なお、最後のラインを超えずにいられたのは──死を免れ、紅ぐ蓮れんによって解放されるまで生き残ることができたのは、そのおかげだ。

「無意識に……覚えてた。静火との、約束を……。生きて帰るんだって、そうしなきゃ、いけないんだって。強い動機が……私に生きる、理由をくれた」

「私は……何も、できませんでした」

　ぎゅっと強く、静しず火かはスカートの上で拳を握りしめる。

　歪ゆがんだ美び貌ぼうから涙が搾り出され、肩が震えて嗚咽おえつが漏れ出す。

「お姉様を、止められなかった。助けることが……できませんでした……！　子供だった、だから仕方ない。そんなことはただの言い訳。私は。わたし、はっ……!!」

　静火はしっかりと前を向き、涙で歪み果てても、尚なお。

「私は、お姉様を、見捨てました!!　私は、罪人です。私は……わたし、はっ……!!」

「だから？」

　嗚咽混じりの告白に、水みず葉はは驚くほど呆あつ気けなく。

「だから、どうしたの？　もしかして、だから、そのために。償いとして。ひどいことをされて、ヨロコンでたの？　ひどいしうちを、鞭むちの代わりにして……？」

「……はい」

　水葉に鞭打たれるたびに。侮辱されるたびに。尻を踏まれるたびに──歓よろこびが走った。

　静火の感覚の正体は、ＳＭじみた性的なものだけではなかった。

「私は、罰を受けたかった。自分を許せなかったからです。たとえお姉様がお忘れでも、私自身が許せない。だから、酷ひどい仕打ちを嫌だと言わず……むしろ、望んでいた」

　恥ずかしげに身を縮める静火に、クスリと水葉は微笑ほほえんだ。

「わたしね、ずっと。……どうしたらいいのか、わからなかった」

「え？　それは……もしや、私のことですか？」

「うん。静火の心、気持ち、わからなかった。機関から戻ってきて、再会したあと──。おどおどして、遊んでってなついてくることもなくて、むしろ怯おびえたあなたのことを」

　どうしたらいいのか、わからなかったのだ。

「だから、望みどおりにシテあげた。きっとこれでいいんだって思った。だってあなた、ぶったりいじめたりされると、痛がりながら喜んでたから……」

「はい。そうです。お姉様に罰を受けると、心臓がときめき、心が満たされます」

「……どえむ？」

「ええ。ただし、お姉様に対してだけです！」

　きっぱりと、静火はそう胸を張って言う。

「私は罪を犯しました。その償いがしたいです。が、それだけではありません」

「……どういう、こと？」

「はい。お姉様は、かつての自分を否定なさろうとしているように感じます。『怪物』と、そう呼んで。確かに昔のお姉様は厳しく、恐ろしく、近寄りがたかったですが──」

　祈るように両手を合わせ、崇拝する英雄を見上げるような憧れをこめて静火は続ける。

「戻ってこられたお姉様は。誰よりも強くなった貴女あなたは。私にとって──憧れです」

「……あこが、れ……？」

「はい。だって、お姉様自身が、否定なさっては──。地獄のような場所で特訓を重ね、身につけた強さを捨ててしまったのでは、あまりにも。あまりにも──」

　あの頃のお姉様が。幼く小さく可愛かわいらしかった最高の時間を捨てて、得たものを。

　否定し、捨ててしまったのでは、すべてが無駄になってしまう。

「あまりにも、報われないではありませんか！」

　真剣な静しず火かを、しばし水みず葉はは見つめて。

「……ふふっ。ふふふふふ……ははははははははは……っ♪」

「わ、笑わないでください！　私は、その。真剣で……！」

「うん、わかるよ。……今、笑ったのはね。可か憐れんが言ったことが、当たってたから」

「砕さい城じよう、可憐が……ですか？」

「うん。驚くほど、そっくり。……私はね、変わりたい。紅ぐ蓮れんさまのように、嫌な過去を捨てて、新しい自分になりたい。嫌な事を、かつての自分を消してしまいたいから」

　過去の自分を否定し、捨てて、怪物から『人間』に戻りたかった。

「けど……それは、違うんだね。嫌なことだけじゃ、なかった」

「お姉様……！」

「紅蓮さまの、可憐ちゃん。私にとっては……静火のように」

　失うばかりではなくて。怖いばかりではなくて、痛いばかりでもなくて。

「大切なものが、捨てられないものがあった……。守ることができたのなら、きっと」

　あの《伊い邪ざ那な美み機き関かん》の煉れん獄ごくで、得たもの、変わり果てた自分を。

「……もう一度、好きになれるかもしれないって、思った」

「はい。……はい、お姉様。過去の純粋なお姉様も……今の少しハッキリしたお姉様も、いつものぽやぽやとしたキュートなお姉様も……どちらも、とても素敵です」

「……うん。ありがとう、しずか」

　意気込む静火の手を、そっと握りしめて。

「壊れちゃっても……お姉ちゃんのままでいて、いいのかな？」

「当然です」

　きっぱりと、名刀利剣の如ごとき鋭さをこめて。

「恋に堕おちようと、気が狂おうと、誰かの奴隷に成り果てようと。──永遠に愛し続けると誓います。お姉様」

　忠誠を誓う騎士のように、ベッドに跪ひざまずく静火に、水葉は、ん、とつぶやいて。

「……それは、ちょっと、ちがうかも」

「え？」

「やっぱり、しずかも……ズレてる。お姉ちゃんとして……妹として。『ふつう』に」

　ごく当たり前の姉妹のように。

「そんなふうに……なろ？　仲良くなろう。それをめざして、一緒に……！」

「……普通に、ですか。あの、それはつまり、首輪に鎖とか、そういうのはなしで？」

「『普通』だから……たぶん、だめだと思う。可憐ちゃんに、訊きいてみる？」

「い、いえ。恐らくはアウトかと……」

「……？」

　やけに残念そうな静しず火かに、わずかな違和感を覚えつつも。

「それでいい、かな。……仲直り。しずか……？」

「は、はい！　……仲直り、です。お姉様……！」

　背筋を伸ばし、差し出された指と指を絡める。

　子供じみたおまじない、指切りげんまん──声を出さずに何度か上下に手を揺らして、切ることを恐れるように離さないまま、静火は愛いとしげに姉の頬に触れた。

「……どうかしたの、しずか？」

「はい。……大切な話があります、お姉様」

　顎あごの骨格と頬の輪郭をさっとなぞり、スキャンするように形を確かめてから。

　名残惜しげに指を離すと、静火は自らの髪に手を伸ばした。




　──パサッ。




「え……？」

「『妹』として。義務を果たさせてください、お姉様」




　自慢のポニーテールをほどき、髪を解いた静火は、そっと姉にささやきかけた。
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●選抜戦、結果発表リザルト




　ドォン!!と、高く昇った打ち上げ花火。

　最後のひとつが夜空に咲いて儚はかなく散った瞬間、仮設ステージの照明が突然強く輝いた。

「うひゃっ!?　な、何コレー!?　由ゆ良らちゃん何もしてないし!?」

　マイクを片手にステージを占拠していた由ゆ留る木ぎ由良が、大慌てで駆け下りる。

「らっらりっりっりら～ららららりぱあっ……ん？　ようやく止まったか」

「おお、死んだマグロみてーな目で歌ってた仁じんクンの目に光が戻った……。てか、花火も終わったみてえだし、そろそろお開きってことかねェ？」

　三曲目を突破した時点で止めるのを諦め、ポテトなどつまみながら二人で駄だ弁べっていた大おお星ほし、佐さ賀か臣とみのコンビが顔を上げると、舞台の装飾が組み変わっていく最中だった。

　旧時代の安い夏祭りを連想させる手作りの飾り物が剥がれ落ち、自動的に収納される。舞台の下からせり上がってきた豪ごう奢しやな舞台に敷かれた絨じゆう毯たんは、血のように赤い。

「また、大おお袈げ裟さな仕掛けだな」

　チリチリと爆はぜる線香花火。

　可か憐れんと顔を寄せ合い、ポツンと火花が垂れ落ちる寸前まで眺めていた紅ぐ蓮れんが顔を上げる。

「アカデミー賞の発表でもあるまいに、もう少し地味でもいいんじゃないか？」

「そうはいかないヨ、紅蓮クン？　功績には褒賞を、栄誉の舞台が貧相ではガッカリだよ。さあ、宴もたけなわだ。獣王遊戯祭ベステイア選抜戦、その結果を発表しようじゃないか!!」

　ダラララララララララ───……ッ!!

　弾雨のようなドラムロール。パッと輝くスポットライトが照らす演壇に現れたのは。

「いつのまに着替えたんだ、あのオッサン……？」

「最初フラヴィアさんと話していたところまでは確認していましたが……そういえば、先程から姿が見えませんでしたね。中座して準備をしていたのでしょう」

　呆あきれたように紅蓮がつぶやき、可憐が答える間にも……舞台は踊る。

　ミュージカルスターのようにステッキをクルクル回し、優雅に歩むのは理事長、獅し子し王おう創はじ芽め。彼は小脇に抱えた古風な封書を掲げ、蝋ろうに印章を捺おした封を破った。

「選抜戦の結果と言いましても、結局全部終わる前に中止になりましたよね？　この場合、再戦とかになるかと思いましたけど、違うんでしょうか。佐さ々さ木きです！」

「いい質問だネ、佐々木クン？　確かにそれが正当だろう。ただし今、この状況がそれを許さない。すなわち──現在、我々が置かれている状況がね」

　創芽は封書から取り出した紙を眺め、パンと平手で軽く叩たたき。

「選抜戦を妨害したかの人物が『連邦』の刺し客かく、非正規の工作員だということは諸君らも知ってのとおりだヨ。現在、世界各地で進行中だった《獣王遊戯祭》予選がほぼ終了し、参戦五国が今夜にも決定する。そんな時、開催国たる我が国のイスが空席なら？」

「……まさか。また、昨日のような事件が起きると言うのですか!?」

「危機感があっていいね、楠くすの木きクン？　──正確には『起きている』ヨ」

　驚きの声を上げる楓かえでに、理事長は優雅な微笑で答える。

「すでに各国の工作員、諜ちよう報ほう員の極秘入国が我々の情報網により確認された。もはや一刻の猶予もない。迅速に名乗りを上げなくては、戦場に立つ前に狙われる」

「……まさか、武器を持った兵隊さんが学園に乗り込んできてズガガガガ…！　金だ女だニャッハ～！　みたいなことになるんでしょうか。はわわ、防ぼう空くう壕ごうを掘らないと！」

「ありませんわよありませんわよ。遊戯ゲームですべてが決まる時代に、そんな真ま似ねは……」

　慌てふためく桃もも花かを抑えつつ、浴衣から私服に着替えた楓がため息をつく。

「……ですが、合法的な『侵略』の可能性はありますわ。たとえば獅し子し王おう学がく園えんの関連施設、スポンサーの父兄に対し遊戯を仕掛け、圧力をかけたり……！」

「あるいはもっとシンプルに、選抜戦にエントリーしている人間の家族を狙うだろうネ？　この場にいる人間の多くが富裕層、社会的地位や財産のある立場だ」

「例外は由緒貧しいド庶民のウチくらいですかね？　お父さんは市役所勤め、お母さんは近所のパートで共働き。乗っ取られる可能性はさすがにないかと」

　傀かい儡らいとはいえＳランク１位。最も狙われそうな立場の佐さ々さ木きだが、その実態は傀儡だと裏の海外勢力なら察しているだろう。自然、標的にはなりえないと思っていたが……。

「甘いヨ、佐々木クン？　ちなみに君のお母さんがお勤めの商業施設だけど、数時間前に経営陣が遊戯により外資系に入れ替わってネ。最初に出した命令は……」

　パキッと音を立て、指を鳴らす。すると壇上の理事長の周囲にいくつもの映像、画像が投影され、無数の書類やチャートが表示された。

「細かい数字のマジックに隠蔽されてはいるけれど、お母さんがお勤めの支店の店長が、明日には交代するネ。お父さんの方にもすでに直属の上司に接触した形跡がある」

「え……ちょ……えっ？　マジ、です、か……!?　おと……え!?」

　突然ナイフで刺されたかのように、のんきに構えていた佐々木が青ざめる。

　手にしていたハンカチ、ソースのしみ込んだまだらの布が手から落ちた。

　その場の多くが投影された証拠に見入り、あまりにえげつない情報に圧倒されて──。

「……マジだぜ、これ。そこそこ大手のスーパー、丸ごと外資に買われてんぞ!?」

「こちらもだ。政府に、というより行政ＡＩの権限を承認する地方自治体だが……そこの正式な人事書類で、外資の援助を受けた人間が急に抜ばつ擢てきされている」

「え？　ちょっ、それ……反則じゃないですか!!　遊戯しましょうよ、遊戯！　なんで、その、モブ中のモブである佐々木狙いとか……っ。そんな、そん……っ」

　黙々と数字と書類を確認していた大おお星ほし、佐さ賀か臣とみが太鼓判を押す。

　ダメ押しを受けた佐々木が涙目になると、その肩を紅ぐ蓮れんがぽんと軽く叩たたいた。

「落ち着け、佐々木。……まだ何もされたわけじゃないだろう？」

「そ、それはそうですけど……。怖すぎますよ、これ！　すぐ連絡して安否を……！」

「してもいいが、たぶん無駄だぞ。これが現代の『戦争』だ。銃弾の代わりに書類や数字、財産や地位を賭けた遊戯ゲームで決まる──暴力なんて非効率は廃されて当然だよ」

　佐さ々さ木きを抑える紅ぐ蓮れんの声は、沈みながらも鋭く、尖とがった痛みに満ちていた。

「親類縁者や家族を乗っ取るなんてのは定石だ。より効率的に、人間を『支配』できる」

　暴力には抗あらがえる。だが、利益に抗える人間はずっと少ない。

　自分自身の苦痛に耐えられる者は多い。だが、その家族もそうとは限らない。

　大切な家族や親しい人間の事業や職場に圧力をかけ、利益を誘導して飼う。

　決して暴力を伴ともなわない圧力をかけ、遊戯者にストレスを与えるなどありふれた手段で、それは現役時代の紅蓮が孤独だった理由のひとつだった。

「佐々木だけじゃない。メガネのＩＴ企業やグラサンの日銀、フラヴィアのテスタ教団に、楓かえでの実家の楠くすの木き建設や桃もも花かん家ちの農園だって、手が伸びるのは時間の問題だ」

「彼らに工作の時間を与えれば当然やるネ。──だから、強引だが選抜戦を打ち切った。独断だが、英断だろう？」

「迅速に《獣王遊戯祭ベステイア》のステータスを《開始》に設定し、クオリアの管理下に入れば、そうした動きはほぼ止められる……か。その後で強行して発覚すれば重大なペナルティを受けることになるからな」

「……!!」

　紅蓮が、獅し子し王おう創はじ芽めが壇上と真下で睨にらみ合う。ざわり……と場が動揺する中、少しでも平静を保っているのは可か憐れん、そして白しろ王おう子じ朝あさ人とと姫ひめ狐こ、フラヴィアと時とき任とうミミだ。

「……一応、資料は調べたからそういうこともあるって知ってはいたわよ。けど動きが、いくらなんでも早すぎない？　マジになってるってことなの、外資が……！」

「教団の方にも大陸や連邦、あるいは欧州から進出や援助の申し出が多数来ています♪　話だけ聞いてお断りしていますが、そういう裏があるわけ、ですね……？」

「よく言うね。フラヴィアなら当然察していたはずだろう？　白王子家に圧力は無駄だ、僕は縁を切ってるし、兄さん絡みのトラブルでそれどころじゃないだろうから」

「──……聖せい上じよう院いんは、微妙。縁談が潰れたも同然なので、実家と一族が……──」

　ざわめく彼らの言葉を聞きながら、オーケストラの指揮者のように理事長は手を掲げる。

「ふむ、どうやら危機感は共有できたかな？　時間を与えれば不利になるのはこちらだ。一刻も早く遊戯者を選抜し、現地へ乗り込んでしまわないといけない」

「待て。開催国はこっちだろ。うちの学園でやるわけじゃないのか？」

「詳しい経緯はあとで説明するけど、《獣王遊戯祭》の遊戯内容に関わることでね。それにホームとアウェイではどうしても差が出る、平等な遊戯にはならないだろう？」

「利害関係のない第三国でやる、ってことか。……なるほどな」

　今や二人の会話に口を挟める者はいない。

　不安に震え、顔色を真っ青にして紅蓮の袖を掴つかむ佐々木。彼女を支えるように立つ楓、そして桃花は彼女と真逆に頬を赤らめ、怒りに燃える瞳で壇上を見上げる。

　佐さ賀か臣とみや大おお星ほしは少しでも情報を得ようと投影されたデータを睨み、裏の世界を少しでも知る者たち、朝あさ人とや姫ひめ狐こを中心とするグループは静かに理事長の発表を待っていた。




「それでは《獣王遊戯祭ベステイア》参加メンバーを発表する。

　呼ばれた者から壇上に上がってくれたまえ」




　いつもの砕けた様子から、シリアスな声音で理事長は言い、手元の紙に視線を落とす。




「《獣王遊戯祭》参戦遊戯者筆頭──Ｆランク２６９２位。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん！」

「断る。……と、言いたいところだが」




　ぎゅっ、と腕にしがみついている佐さ々さ木き。

　期待の眼まな差ざしを向ける仲間達に囲まれて、紅蓮は苦い面持ちで続ける。

「俺の『日常』を侵し、可か憐れんの身を危険に晒さらした奴やつらだ。決着は──つけるさ」

「そうしてくれたまえ。君は将棋で言うなら玉将、玉座の王だ。活躍を期待するヨ？」

　さまざまな感情を呑のみこんだ紅蓮に、創はじ芽めはにこやかにうなずきかけ、次の名を呼ぶ。




「生徒会副会長、Ｓランク２位──砕城可憐！」

「お受けします。さ、お兄様。……壇上へ、参りましょう」

「ああ。……結局、お前に押し上げられる形になったな。困った妹だよ、お前は」

「はい。悪い妹だと思います。ですが、それでも……！」

　壇上へ誘う可憐は、泣きそうな顔をしていた。

　そんな彼女が誘うままに、手を引かれながら……。

「ああ。厄介なことに、そんな悪い妹が、俺はどうしようもなく好きだからな」

「……お兄様……！」

「一緒に登るとするか。地獄へ続く階段だろうが」

「ええ。兄妹きようだい一緒なら……何も恐れるものなど、ありません!!」




　耳元でささやかれた紅蓮の言葉に、勇気を百倍に奮い立たせて、可憐は歩む。

　砕城兄妹が壇上に登ると、二人をスポットライトが照らした。残る空席は、三つ。

　ごくり……と固唾を飲む緊張の中、飄ひよう々ひようと理事長は声を上げた。




「生徒会書記、Ｓランク４位──白しろ王おう子じ朝人！」

「兄さんに比べれば、力不足だ。紅蓮に比べても、ね」

　指名を受け、白はく皙せきの貌かおに鋭い刃やいばを忍ばせて、朝人は光り輝く壇上へ登る。

「けど、全力でやらせてもらうよ。決して足手まといにはならない。いいかな？」

「俺に了解を取る必要はないさ。だが……まあ、お前なら」

　第一印象は最悪だった。胡う散さん臭くさく近づいてきて、鬱陶しいとしか思わなかった。

　だが、今は違う。この美しい少年が潜くぐった修羅場を、抱えて来た想おもいを知った今は──。

「背中は預ける。やれるな？　朝あさ人と」

「……ああ、紅ぐ蓮れん。この命に、代えてもね……！」

　軽く拳と拳をぶつけ合い、男達は壇上に並び、立った。




「番外、生徒会所属隷徒──フラヴィア・デル・テスタ！」

「あら。ふふっ、これは望外のこと……大変な重責ですが、謹んでお受けいたします♪」

　仏像やマリア像を思わせる、表情の読めないアルカイックスマイル。

　席次は番外、明らかに最底辺。だがこの少女がまとう正体不明のベールは、そんなことを一切感じさせない。それは彼女を見上げる仲間達にも深く、伝わっていた。

「隷徒に敗れたと後ろ指を指されるかもしれませんが、順当としか言えませんわね」

「も、桃もも花か的には筆頭隷徒の座を脅かされた感じで怖いんですが……とはいえ相手が相手ですし、例外ということで素直に応援することにします。ぱちぱちぱち[image: ][image: ][image: ]っ！」

　どこかピントの外れた感想と共に、盛大な拍手をひとりでする桃花。

　だがそこで、一行の間に奇妙な空気が宿る。

「？　……てっきり席次の順位に発表かと思ってたケドよ、どうなってんだ？」

「砕さい城じよう紅蓮は例外として……選抜戦の戦績では、御み嶽たけ原ばら姉……水みず葉はだが」

「神経に電撃食らって即復帰とか無理だろ普通……。もしかして、その次に順位が高かった由ゆ良らっチにスライドか？」

　訝いぶかしげに話す佐さ賀か臣とみと大おお星ほしのトークを受けて、由良は慌てて手を振り。

「ジョ～ダン!!　その戦績、全部ニセモノじゃん。出れるわけないっしょ!?」

「だよな。じゃあ、一勝二敗組から繰り上がりかよ？」

　頭ひとつ抜けていた三戦全勝組から一段下がる、選抜戦一勝二敗組。

　楠くすの木き楓かえで、時とき任とうミミ、佐賀臣仁じん。三人の間に沈黙が走り、視線が交錯した瞬間──




「では、お待ちかねの最終メンバーを発表しよう。

　番外、生徒会所属隷徒──『御嶽原水葉』クンだ！」

「はっ。……ここに」




　短い応えと共に、ビアガーデンに現れた人物に、ざわめきが走る！




「……どこから突っ込めばいいのか、わかんねー」

「化ける気があるのかないのか。……雰囲気が違いすぎるだろう」

「立てばドスケベ座ればビッチ、歩く姿はほぼドＭ。噂うわさのエロ隷徒こと水葉さんにしては、少々かっちりしすぎていますわね。正体は、言うまでもなく──」

「え？　え？　だ、誰なんですかー!?」




　口々に言う声を無言で受けながら、スポットライトを浴びて壇上へ歩く人物。

　制服に着替え、髪に黒のリボンを結んでも、視線の鋭さは隠せない。




「わざわざ『正装』して来たのか。どこまでも律儀だな、『水みず葉は』」

「……ええ。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、さま」




　堅苦しく言う少女の正体は、髪型、髪の色、目の色を変えた──御み嶽たけ原ばら静しず火か。

　極端に鈍い桃もも花かですら、その会話で事情を察することができた。双子という特性から、二人の顔立ちは非常によく似ている。まとった雰囲気こそ違えども……！

「水葉クンの容体は正直あまり良くない。最先端の治療を施しているが、現状では彼女の異能たる『陰陽相克ダブルフエイス』や『明めい鏡きよう止し水すい』もロクに効果を発揮しないだろう」

　理事長が語るそれは、即すなわち水葉を怪物たらしめる源泉が断たれたという意味。

「だが、投与したナノマシンにより破損した神経は自動修復され、徐々に回復しつつある。……《獣王遊戯祭ベステイア》序盤に間に合うかどうかは賭けになるがネ？」

「それまでの間、『水葉』は私が務める。面識はなく、理事長の情報操作により個人情報は連邦を除のぞく諸国からは隠蔽されているはずだ、ある程度は誤魔化せるだろう」

　言い切ると、御嶽原『水葉』は顔を上げ、壇上の遊戯者たちを見渡して。

「──短い間だが。どうか、よろしく頼む」

　深々と愚直に頭を下げる姿に、どこからかクスリと笑みがこぼれた。

「真面目すぎるよ。もう少し水葉さんっぽくないとキャラが違いすぎて疑われそうだね」

「ですね。リテイクお願いします、さあどうぞ♪」

「は!?　ええと……。その……あのっ。だ、ダメだ、言えない、破廉恥すぎる……！」

「……お前は実の姉がどんな反応すると思ってるんだ。まあ、想像はつくが」

　耳まで真っ赤になって震える静火に、紅蓮は苦笑して。




「お前は、お前のままでいい。──来い」

「……は、はい……！」




　さしのべられた手をとって、『水葉』は輝く舞台に登った。




「さて、これで参加メンバーは決定した。早速、現地に飛んでもらおうかな？」

「……まさか、この足でそのままか？　急ぎすぎだろう、少しは休養を……！」

「それじゃ大急ぎで選抜を終えた意味がないだろう、佐さ賀か臣とみクン？　それにまあ、現地に行くのもそれなりに時間がかかるからネ。強行軍だが諦めてくれたまえ」

　言いながら、理事長は空中に指を走らせる。

　動作をトリガーにしてエフェクトが読み込まれ、壇上に巨大な地球儀が出現した。

　焦点が合うのは日本。輝く点からレールのように光のラインが伸び、それは欧州の小国、北欧の孤島に停とまり、さまざまな写真や動画のデータが再生、投影される。




「《アルセフィア王国》……ですか？」

「おや、フラヴィア君。ご存ぞん知じかな。かなりマイナーな小国だと思うけど」

「ふふ、海外旅行が趣味なものですから……。『大戦』で分裂した旧バルト三国のひとつ。スカンディナビア島の一部ですね。熱核兵器の使用により大陸と分断された……」




　ごっそりと円形に穿うがたれた無数のクレーター痕。欧州の地図に刻まれた戦痕は、復旧が進み、埋め立てによる回復が進んでいるものの、未いまだに大きなしるしを残していた。

　ちょうどその外周部。想像を絶する超威力により押し流された土砂が熱で溶け、固まり、新たな島として再編された国を指しながら、フラヴィア・デル・テスタは笑む。




「訪れたことはありませんが、タラが美お味いしい国だと聞いています♪　日本との国交などはありませんので、現地の情勢など詳しい情報はほぼ手に入りませんね」

「兵器による戦争で生み出された国。この国は未だ珍しい王政を敷いているんだが、それは旧大戦の戦禍に怯おびえた人々が絶滅の恐怖を乗り越えるため、新時代を選んだ結果だ」




　そう、それは──。




「──この国は、創設者たるアルセフィア王家の初代が遊戯ゲームによって得た国なのさ。武力ならぬ、遊戯によって勝ち取られた国土と王権。新時代の象徴と言うべき地だね」

「なるほど。ある意味、《獣王遊戯祭ベステイア》の開催には最もふさわしい地……ですか」

　肩をすくめて言う創はじ芽めに、どこか不満げに頷うなずく可か憐れん。

「そういうことだネ。創設の経緯が経緯だけに、あらゆるモノが遊戯で決められることに抵抗がない。《獣王遊戯祭》の遊戯種目、今は言えないソレが実現可能なのはここぐらいだろう」

「国を動かすレベルの遊戯、ですか。何をさせるつもりなのやら……」

「ネタバレ厳禁だヨ。私からはこれ以上は何も言えない。可憐クンも不服なのはわかるが、ひとまず承知してくれたまえ。出発は明日、航空機のチケットは手配してある」

　壇上の全員、その端末が鳴る。着信と共に送られてきた電子チケットは、航空会社を介さないチャーター便による出発予定時刻と空港、乗り場などの案内が同封されていた。

「あれ？　理事長先生、桃もも花かたちのチケットが来ませんよ。設定ミスですか？」

「行けて当然と思っている図太さ、逆に気に入ったヨ。ぜひ招待したいところだが、まあ日本で留守番をしていてくれたまえ。せっかくの夏休みなんだからネ？」

「そんな。紅ぐ蓮れんさまや可か憐れんさんが戦っている間、のんきに遊んでいろと言うのですか!?」

　真っ先に抗議の声を上げる桃もも花かや楓かえで。今にも壇上に食ってかかりそうな様子に、

「お前ら、そのくらいにしておけ。だいたいこんな罰ゲーム、関わらなくて済むならその方がよっぽど楽だろう。おとなしく夏休みの宿題とか絵日記とかラジオ体操を楽しめよ」

「どれもレクリエーションではなく義務ですわ！　とにかく、わたくしたちも……！」

　できればそっちがいいと言わんばかりの態度で止める紅蓮に、楓が声を上げた時。




「──……心配する必要は、ない。彼女たちの面倒は、私が引き受けるから……──」

「姫ひめ狐こさん!?　どういうことですの、わたくしたちはっ……」

「そうですよ！　桃花も行きます、レッツ海外！　え～と、英語で……れっつ……？」

「中学生以下の状態で詰まらないでくださいまし!!　貴女あなたそれで成績大丈夫ですの!?」

「──……ふふっ……──」

　いつものやりとりを前に、姫狐はそっと仮面に覆われた貌かおに、指を一本立てて言う。

「──……しいっ。……『大丈夫』だから。任せてほしい……──」

　パシャパシャパシャパシャパシャ……！

　いたずらな妖精のように微笑ほほえむその口元を、無言で朝あさ人との端末カメラが激写した。





●アルセフィアへの旅立ち




「お兄様、そろそろ上がりましょう？　名残惜しいですが、搭乗時間が間近です♪」

「ああ。……しかし、日本人って奴やつは業が深すぎるな。なんでまた空港に来てまで温泉に入りたがるのか、わからん。移動したいのか休養したいのか、どっちなんだか」

「ワーカホリックというヤツかな？　移動の多い人にとっては、こうした移動の空き時間に休養できるのは助かるよね。……僕らみたいに、さ」

「それはいいんだが、ねっとり流し目を送ってくるのはよせ、朝人……！」

　首都圏に直結した国際空港。その一角に造られた天然温泉、展望露天風呂──。

　結果発表から一夜明けた午前中。透明のドームに覆われた空に、飛行機雲が伸びていく。

　獅し子し王おうレジャーランドをチェックアウトした後、その足で空港へやってきた獣王遊戯祭ベステイア参加者五名は、チャーター機の飛行準備が整うまでの空き時間をここで過ごしていた。

「うぬぬぬぬぬぬ……!!　お、お兄様と一緒に入浴するなんて、なんという大罪を……！　妹たる私ですらまだなのにこれは卑ひ怯きようではありませんか、粘着式ストーカー！」

「……頼むから落ち着いてくれ、砕さい城じよう可憐。そんな念のこもった眼めで睨にらんでも透視能力は発現しないぞ。まったく……普段からこうなのか、お前たち兄妹きようだいは？」

「ええ、当然でしょう？　『水みず葉は』さん。古今東西兄と妹はガッチリと──いえ、時にはねっとりと糸をひくほど親密なものと古事記にも記されています」

「いや、ないだろう。伝統の古典を何だと思っているのだ」

　エメラルドグリーンの温泉に浸つかりながら、男湯との境になっている壁に密着して様子を窺うかがう可か憐れんに、呆あきれた様子で指摘するのは、水みず葉はを演じている御み嶽たけ原ばら静しず火かだ。

　着たまま入浴できる湯ゆ浴あみ着が濡ぬれて肌に密着し、妖艶なラインが描かれている。そのふくよかな胸やしなやかな腿ももは、その場に男がいればたまらず息を呑のむほど美しい。

　だが、その場にはもうひとり──湯浴み着すら着ていない、生まれたままの姿で優しく湯をすくいながら、その人物は湯煙の向こうに広がる青空に向かって一首を諳そらんじた。

「──天あま飛とぶ鳥も使ひぞ。鶴タヅが音ねの聞きこえむ時は、我が名問はさね……」

　金髪碧へき眼がん、外国人としか思えない姿ながら日本人。

　フラヴィア・デル・テスタこと右う斎ざい風ぷ鈴りんが諳んじた句に、む、と静火が唸うなり。

「君が往ゆき、日け長くなりぬ、山たづの……迎へを行かむ、待つには待たじ。……なるほど、軽太子かるのみことその妹の歌か。確か、兄妹きようだいで愛し合った結果流刑にされて詠んだ句だったな」

「ええ。とはいえ私とお兄様の場合、そのようなバッドエンドは迎えませんが。力ずくでハッピーエンドを奪い取り、必ずや兄妹愛あふるるエルドラドを建設するつもりです！」

「……日本なのか南米なのかはっきりしろ……爛ただれたエルドラドだな、まったく」

　獅し子し王おうレジャーランドから国際空港までの専用バス。

　そしてこの露天風呂での入浴中、チクチクと皮肉の応酬を続ける可憐とフラヴィアの間に立たされた静火は、いつもの凛りんとした顔を疲労に曇くもらせてぐったりと言う。

　だがそんなお伴ともの様子など目に入らないのか、温泉を上がり、身体を拭き服を着ている間にも、二人の会話は延々と、棘とげだらけのまま盛り上がるのだった。

「しかし、さすがウザプリンさん。ニセ外人だけあって日本の古典にも詳しいですね」

「いえいえ。宗教家の端くれとして、古典は当然の嗜たしなみですので……ふふふ♪」

「褒めてはいませんよ？　この際明言しておきますが、私は貴女あなたという人物を信じません。いつ裏切るとも知れないトリックスター、不確定要素は排除すべきと考えています」

「まあ、ですが《獣王遊戯祭ベステイア》は分裂状態で勝ち抜けるほど甘いものではないのでは？　ここは過去の遺恨を湯に流し、手をとりあって立ち向かうのが美しいかと……」

「貴女以外の誰かが言うのなら一考の余地はありますが、現時点では拒否します」

「……仲良くしてくれとは言わないが、いちいち私を挟むのはやめてくれないか!?」

　まるで白と黒に挟まれながら、ひっくり返ることができないリバーシの気分だ。

　入念に髪を梳とかし、下着を身につけて制服をまとう間も火花を散らす可憐に耐えかねて、静火はそっと声をひそめると、彼女の耳元にささやいた。

「砕さい城じよう可憐。……フラヴィアに遺恨があるのは判わかるが、今対立しても意味はないだろう」

「いえ、今だからこそあります。というより、まだわかりませんか、静火さん？」

「？　どういうことだ。今、だからこそ……だと？」

　シャツのボタンを留め、赤いレースのブラを包みながら腑ふに落ちない様子の静火に。

「フラヴィア・デル・テスタ。彼女の異能は独自のルールに基づき行動することで、本来ありえない乱数を固定する『概念系』。敵対する者を不運に堕おとす──《絶対不運》」

　タチの悪いことに、オンオフなど存在しない。

　フラヴィアという人間が場に存在するだけで発現する、厄介極まりない押し付けルール。

「待て。……言われてみれば、嫌っている相手を絶対的に不幸にする人間と……？」

「ええ。これから『飛行機に』乗ってアルセフィア王国まで行くわけですよ、私たちは？　何が起こるか想像するまでもないでしょう。特に男性陣にはアレがいますし」

　生徒会選せん賭きよにおいて、引き分けに終わった朝あさ人ととフラヴィア。

　どちらもその話題を口にすることはなかったが、秘めた遺恨がないとは言えず……！

「急用を思い出した。私は自腹で別便に乗って追うから先に行ってくれないか！」

「逃げないでください。これは命令です！　隷徒として一いち蓮れん托たく生しよう、ですよね？」

「い、嫌だ、嫌すぎる!!　よりによってワケのわからん不運に巻き込まれて墜落死など、まったくと言っていいほど実りがない死に方だぞ。せめてお姉様の膝で死なせてくれ！」

「ええい、往生際が悪いですねシスコンポニーテール！　わかりましたか、私がイヤミのひとつも言いたくなる気分が。と言うより、言わねばやっていられません！」

「……ううううう……くっ、どうにか脱出する方法を……パラシュートを背負って乗るか、いっそのこと。最悪墜落してもギリギリ生き残れるかもしれん」

「脱出した瞬間開かず落下か、開いた瞬間破れて絶望の末に墜落かの二択では？」

「さ、最悪だ……。最悪すぎる……どうしろと言うのだ」

　傍はたから見れば間抜けだが、当人たちは危機感に満ちた真剣なトーク。

　着替えも半なかばで熱心に話す二人をよそに、噂うわさの的となっているフラヴィアはにこやかに微笑ほほえみながら、水すい蜜みつ桃とうのような麗しい頬に、そっと自らの掌てのひらを当てた。

「まあ、くすくすくす……♪　そのようなことを心配されていたのですか？」

「当然です」

「同感だ。お前が落ちて死ぬならともかく、巻き添えを食って死にたくない」

「まあ、ひどい。よよよよ……」

　しくしくと大仰に泣きはじめるフラヴィア。だが１００％嘘うそ泣なきと確信を持っているため、可か憐れんと静しず火かは一切取り合うことなく、深刻な面持ちで対策を練っていると。

「あら？　……着信が。お兄様、どうかなさいましたか？」

『どうかなさいましたか、じゃない。自分で急せかしておいて何をしてる、遅いぞ』

　着信音が鳴った瞬間に通話を繋つなぐと、スピーカー状態のデバイスから兄の声がする。

「お待たせしてしまいましたか？　申し訳ありません。実はフラヴィアの異能について、少々疑問があったものですから……お兄様、もう一機飛行機をチャーターしませんか？　そちらにフラヴィアと朝人さんを乗せれば私たちの旅は安全だと思われます」

『……お前は何を言っているんだ』

　はあ、とデバイス越しにもわかる呆あきれた様子で紅ぐ蓮れんは言った。

「ですが、お兄様。彼女の異能は警戒に値すると思いますよ？　ここはやはり朝人さんという尊い犠牲を払ってでも、私たちは生き残るべきだと思いますが」

『だからチャンスとばかりに排除を狙うのはやめろ。──おい、フラヴィア。どうせこの通話も聞いてるんだろう？　何か対策があるなら言ってくれ、協力する』

「お兄様!?　それは一体……！」

『考えてみろ、可か憐れん。そいつは表彰式の時、海外旅行が趣味だと言ってた』

　わずかな言葉も聞き逃さないのか。確かに説明の途上でこぼれたそんな言葉を、静しず火かと可憐は顔を見合わせながら思い出し、フラヴィアはぽっと頬を赤らめる。

「まぁ……♪　そこまで詳しく覚えていてくださるなんて。これは……運命、ですね？」

『違う。無意識に覚える癖がついてるだけだ──海外旅行と言えば飛行機での移動は必須、不特定多数の人間と同乗する以上、《絶対不運》対策法はすでにあるはずだ』

「はい。もちろんです、紅ぐ蓮れんさま……♪」

　にっこりと笑み、可憐のデバイスに顔を近づける。




「とっておきの方法がありますよ。

　どうか私の願い、聞き届けてくださいますか……？」




　何気ない言葉に淫いん靡びな香りが含まれる。清せい楚そな淫魔のようなその表情に、可憐と静火が冷たい視線を送る中──フラヴィア・デル・テスタの『おねだり』は始まった。





　　　　＊






「ご出国の目的は？」

「新婚旅行……ハネムーンです♪　ふふふ……ねっ、あ・な・た……？」

「……おい、あまりくっつくな。仕事をしている人に失礼だろう。すいません」

「いえ。とてもお似合いのカップルですね。どうぞお幸せに！」




　係官は満面の笑みで出国手続きを終えた端末を返し、紅蓮は苦笑しつつも受け取る。

　隣には空港で買った私服姿のフラヴィアが立ち、控えめに腕を組みながら甘えており、その微妙な距離感が、まさに結婚したばかりの恋人たちのような空気を醸し出していた。

「ギリギリギリギリギリギリギリギリギリギリギリ……!!」

「あ、あの、すいません。手続きの方終わりました、どうぞ、お進みください……！」

「呪う……呪います、あの宗教女……！　憎しみで人が殺せたら……！」

「お、お客様！　お客様[image: ][image: ][image: ]っ!?」




　そんなカップルの後ろを行くのは、可憐。血の涙でも流しそうな表情で奥歯を噛かみしめ、ビームじみた恨みの熱視線をフラヴィアに浴びせる。

　だが、自称聖女の分厚い面の皮にはまるで通じず、二人は厳重に警備されたタラップを進み、チャーター機へ向かって歩いていった。

「本来国家代表、国賓クラスを送迎するために用意された特別機だ。目立たない位置には電子と物理、オンラインとスタンドアロン、両面からの特別警備がついてる」

「……テロ対策は、完璧ということか。レジャーランドで襲われたばかりだからな」

「うん。だけどこの場合、乗客が自らテロリストに化けそうな気がするよ。……静しず火かさん、いざとなったら止めてくれるかな？　最悪、紅ぐ蓮れんの命は僕が守るから」

「待て、私だけに危険な役割を押し付けようとしていないか!?　アレは、ちょっと……！」

　ひそひそと会話を交わす朝あさ人とと静火。屈強なボディーガードと警備ドローン、センサー群で守られた通路には他の乗客はひとりも見えず、どこかガランとしている。

「二人きり、ですね。……幸せです。貴方あなたの伴侶となり、永遠にお仕えできると思うと、この時を永遠にしてしまいたい……ふふっ、重い女ですね、私？」

「バカだな、そんなわけがあるか。翼のように軽いさ。──俺にとってはな」

　髪をひとふさ唇くちびるに寄せ、キスしながら耳元にささやく紅蓮に。

「kjuokjuyvt7intvz20--:[image: ]b..c4-04z94.5n9,muyg9w45.-xxvu6n-……[image: ][image: ][image: ]ッ!!」

「……とうとう人語を超越しだした！　頼む、離陸前になんとかしてくれ……！」

「どうやって？　暴走中の原子炉に制御棒を突っ込む方がまだ楽じゃないかな……！」

　10メートルほど離れて続く可か憐れんの煮えたぎるような絶叫は聞こえるものの、蜜月の二人は一切振り向くことなく機内へ向かい、ゆったりと空間の確保された一画に座る。

　ファーストクラス以上の個人スペースが担保されたプライベートジェットだ。

　人間工学を研究し尽くして開発されたシートは腰を下ろした人間の体型に合わせて自動的に変形し、座り続けても疲労を最小限にする。

「緊張していらっしゃいますね……？　ふふ、残念。心までは許して頂けませんか？」

「そんなことはないさ。お前のためなら何もかもくれてやるよ」

「ふふ、つれない。……そのように甘い言葉をささやきながら、微み塵じんも警戒が揺るがない。最高の結婚詐欺師かホストになれますわ、紅蓮さま……貢ぎたくなります♪」

「いらん。お前が望んだことだろう、フラヴィア」

　すげない言葉をかけながら、表情は恋人を前にした男のそれだ。

　自分自身の感情と表情を完全に独立させ、心底デートを楽しんでいる新婚の夫を演じ、声と心は切り離す。そんな曲芸のような自己制御を行っている理由とは──。

「ええ。私の異能──《絶対不運》は私自身も制御できない概念能力ですが、そのルールにはいくらか抜け道があります。そう、私に敵意を持つ方に、特に不運は襲いかかる」

　ですが、とさっそくやってきた客室乗務員に飲み物を注文しながら、フラヴィアは言う。

「心から私を愛してくれている殿方がいれば──敵意を柔らかく包み込み、不運の炸裂を防ぐことができるでしょう。災厄は降りかからず、事故は起きえないのです♪」

「なるほど。ひとり旅はできそうにないな」

「はい。いつもなら私の周囲の座席すべてに、心底私を愛する信徒の方々を配することで不運の暴発を防いできましたが……紅ぐ蓮れんさまなら、おひとりで充分ですね？」

「違うな。ひとりで充分、じゃない」

　言うと、にわかに紅蓮はフラヴィアの細い顎あごをつまみ──

「──俺ひとりしか、許さない。勘違いするなよ、今、お前は俺のモノだ」

「[image: ][image: ][image: ]───………!!　ふふふ、ふふふふっ……きゅんっ♪　ゾクゾクします……♪」

「はしたないな。夜まで我慢しろよ、フラヴィア」

「まあ、到着してタラップを降りた瞬間、一瞬で消える愛なのに。……残酷なひと」

「それを望んだのはお前だろ？　朝あさ人とじゃ、お前を満足させることはできないからな」

「ええ。あの方は根底から姫ひめ狐こさんを愛しておられます。私に愛をささやくのは苦痛で、さぞ屈辱にまみれていることでしょう。それはそれで愉悦できますけれど……」

　紅蓮の胸板にくりくりと指を這はわせ、首筋の香りを堪能しながらフラヴィアは笑む。

「この瞬間の優越感、フライト時間中続くであろう可か憐れんさんの拷問にも似た悲鳴と苦痛、そして貴方あなたを独占できる特別な時間と比べれば……とても、釣り合いません♪」

「俺への気持ちと、他の男や女への気持ちが同列か。安く語られたもんだな、俺も」

「そんな。一番大切なのは、もちろん貴方……不敗にして無敵たる殿方ですよ？」

「………」

　雰囲気を察してか、無言で現れた客室乗務員が飲み物をふたつ置いていく。

　備え付けのテーブルに置かれたシャンパングラス。中身はソフトドリンクだが、そのひとつを紅蓮に渡し、もうひとつを手にとって、フラヴィアは微笑ほほえんだ。




「乾杯♪」




　チン、とグラスが楽しげに音を立て──。




「横恋慕して十数年、伝統とこだわりのストーカーたる貴方の実力を今こそ見せる時です、白しろ王おう子じ朝人！　手段は選びません、特別キャビンの状況を知る方法はありませんか!?」

「……本来大統領、政府高官クラスが乗る特別席だからね。ここはそこより一段落ちる、どうしても限界があるよ。盗聴器のたぐいも機内じゃ使えないからね」

「ああああああああ……。こうしている間にも密室でいやらしいあの女の邪悪な手管に、お兄様が穢けがされていくのですね。許し難い……断じて許し難い……！」

「フラヴィアの異能の前に、砕さい城じよう可憐の怨念で墜ちないだろうな。この飛行機……！」




　──別室で行われているそんな会話をよそに、偽りのハネムーンは到着まで続いた。





●アルセフィア王国、尊い日常との出会い




　空港で嗅ぐ異国の風は、薔ば薇らの香りがした。

　アルセフィア王国の玄関口、国際空港の発着ロビー。色とりどりの薔薇が近代的な設備のあちこちに飾られる風景を楽しむように、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは目を細めた。

「日本の風は醤しよう油ゆの匂いがする、ってのは海外帰りの定番文句だが──」

「この国は、薔薇なんですね。もう少し暖かい土地の方が栽培に向いているのでは？」

「寒冷地で美しく咲くよう遺伝子調整された冬薔薇だ。この国のシンボルにもなってる。遺伝子関係のハイテク企業が何社かあって、そこの技術アピールも兼ねてるらしい」

　タラップを降りた先は驚くほど寒く、温かい飲み物を売る店には観光客が殺到していた。

　飛行機を降りた瞬間、瞬間移動のような勢いで突進してきた可か憐れんは、先程からぴったりと腕にしがみつき、大型犬を思わせるなつきぶりで全身を擦すり寄せている。

　機内で一緒に過ごせなかった時間を取り戻そうとしているのだろう。そんな甘えん坊な仕草に可愛かわいげさえ感じながら、紅蓮はもうひとつ思い出したことを語り出した。

「今でこそ大っぴらに商売してるが、そこが持ってる特許や技術の大半が《黒の採決ブラツクバウト》で国外企業から奪い取ったものだ。おかげで、ついた仇あだ名なが──」

「『海賊国家・アルセフィア王国』。武器ならぬカードやダイスで財宝を奪っていく勝負師の国……だね？」

「朝あさ人とか。知ってるなら最初から自分で説明しろよ。いいところだけ持って行くな」

　ひょっこりと小さなボストンバッグひとつを担いで並んだ白しろ王おう子じ朝人をじろりと睨にらむ。

　さも紅蓮の冷たい視線に恐れ入った様子で、美び貌ぼうの少年は拝むように謝ってみせた。

「ははは、ごめんごめん。ところで、水葉さんとフラヴィアは？」

「あそこです。──当分、緊急事態以外こちらに近づかないよう厳命してありますので」

　きっぱりと有無を言わさぬ勢いで、コアラのごとく紅蓮にしがみついた可憐が言う。

　その先にはぐったりと疲れた様子の『水みず葉は』がベンチに座って地図を睨んでおり、フラヴィアはラフな新婚さん風の私服姿のまま、優雅にスーツケースにお尻を乗せていた。

　ひらひらと手を振ってくる彼女のしぐさにより怒りを誘われたのか、可憐はぷんぷんと頬を膨らませ、ますます強く紅蓮の腕にしがみつく。

「あろうことか飛行中ずっとお兄様を独占するという暴挙！　隷徒の身分を弁わきまえぬなどというレベルではありません、これはもはや反逆罪、処刑ものでは!?」

「するなするな。異能の処理なんて、言ってみりゃ介護ボランティアみたいなもんだ」

　遊戯ゲームに特化した異能者が、『日常』において不便を感じることは数多い。

　特にフラヴィア・デル・テスタのような周囲の事象に無差別に干渉する概念系は、制御が難しいこともあって、異能者本人が間接的な被害を受けることさえ珍しくなかった。

「指先の感覚が超鋭敏な異能者と組んだことがある。そいつは指紋に触れたホコリの数を数えたり、空飛ぶ虫を手袋ごしで傷ひとつつけずつまんだり、芸達者なヤツだったが」

「超精密感覚……ですか。聖せい上じよう院いんさんと近いものでしょうか？」

「指先に特化してるからちょっと違うな。すり替え系のトリックやイカサマをやらせたら俺でも見落としかねない腕前だったが、敏感すぎるせいで潔癖症になっちまった」

　触れたものの表面についた極微の物質、痕跡まで察知してしまう──もはや来歴探査、サイコメトリーに近い異能者は、手袋なしではほぼあらゆる公共物に触れなかった。

「公衆トイレなんか絶対に無理だった。レバーに指が触れた瞬間、どんな人間がいつそれに触ったか、手を洗ったか洗ってないかまでわかるんだからな、苦労したぞ」

「？　……紅ぐ蓮れんが苦労したのかい？　その異能者じゃなく」

「同陣営で何度か組んで戦ったんでな。齢よわいも近かったし、仕方ないから手を貸してたんだ。行く先々でドアを開けたりした程度だが、わがままなヤツでな。最終的には『ボクの手になってほしい』とか言い出して、ずっと手をつなぎっぱなしだった」

「お待ちください、お兄様。その方、男性ですか!?　いえ、たとえ男性でも油断禁物……そこのアレなストーキング兄弟の前例もあることですから、以後接触は不可ですよ!?」

「さあな、気にしたことなかったが……。そいつとは遊戯者を辞めて以来会ってないし、お互いの連絡先も知らない。名前すら覚えてない、そんな程度の関係だよ」

　その程度の相手など、いちいち覚えてさえいないというのが紅蓮の本音だった。

　フラヴィアに対しての態度もそれと同じ。砕さい城じよう紅蓮にしてみれば以前飽き飽きするほど経験した、面倒だが必要な道具や機械のメンテナンスと同じでしかない。

「……お兄様はそうでも相手はどう思っているか……。いけません、やはりお兄様は可か憐れんが守らなければ、悪い虫がおぞましいほど大量に寄ってきてしまう……」

「ははは……。それじゃ、紅蓮はこの国に来たことがあるのかな？」

　黒いオーラをたぎらせはじめた可憐を誤魔化すように朝あさ人とが言うと。

「いや、来るのは初めてだ。この国出身の遊戯者と何度か競ったことはあるが」

「そうなんだ。僕も海外は初めてだし……言葉はリアルタイム翻訳アプリを用意したから大丈夫としても、理事長が指定した宿泊先までどうやって行こうか？」

「バスかタクシーでもあれば話が早いんだがな。探してみるか」

「何か食べながら、端末で交通機関を検索するのがいいかもしれませんね。幸いメニューの選択肢は多すぎるほどありますし」

　伝統料理を出すレストランが並び、薔ば薇らの香気を美お味いしそうな匂いが塗り替えていた。

「トマトベースのいい香りがするな……。バカリャウか」

「干したタラのトマトスープ煮ですね。こちらの家庭料理だと聞いたことがあります」

「近くに大規模なタラの漁場があるらしい。……へえシナモンロールも名産なんだ」

　紅蓮、可憐、朝人の三人が期待感を滲にじませつつ現地料理について語っていると。

「……頼むから後にしてくれ！」

　遠くから、そんな悲鳴が届いた。

「『水みず葉は』。お前何してるんだ、ピラミッドの石を運ぶ奴隷のコスプレ？」

「誰が好き好んでそんなことを……。こいつを野放しにして、絶対不運を撒まかれたら迷惑だろう。だから比較的敵意が薄い私が協力しているわけだが……ッ！」

「ふふふ♪　紅ぐ蓮れんさまとのフライト、たくさんの愛を注がれた幸福さで腰が抜けてしまいまして……。『水みず葉は』さんが親切にも、お連れくださるそうです♪」

「脅迫の間違いだろう！　頼むから早くホテルに行って、私を解放してくれ！」

　スーツケースに横座り。グラビアモデルのように美しいフラヴィアの姿に、空港を歩く男達が人種や国籍に関係なく、ニヤリと笑って口笛を吹く。

　そんな彼女を強引に引っ張り、それこそピラミッドの石を運ぶ奴隷のように、スーツケースを転がす水葉（静しず火か）の姿に、さすがの可か憐れんすら哀れと思ったようだ。

「……さすがに少し可哀かわい想そうですね。ホテル行きを優先しましょうか？」

「だな。というか、日本が誤解されかねん。タクシー乗り場はどこだ？」

「この先！　10メートル先を左折！　タクシー代は事前交渉だ！　相場は十ドル！　人数と荷物を考え二台で十八ドル！　それ以上はボッタクリなので気をつけろ！」

「人間る○ぶか。……ひとりいると便利なタイプだな」

「修学旅行など、班行動に欲しいですね。ですがいたらいたでうるさいので、メリットとデメリットが競合する気もしますけど」

　フラヴィアを引っ張りつつ、読み込んだらしいガイドブック片手に言う水葉（静火）。

　彼女の忠告に従い、10メートルほど進んで左折する。

　するとそこは鉄道、バス、空港とさまざまな交通機関が接続したエリアらしく、地元民と観光客が半々ほどの割合で、かなりの混雑を見せていた。

「妙に和風、というか間違った日本イメージの観光客が多いな……」

「アルセフィア王国は、非常に小さな国だ。日本で言うなら、東京都ひとつ分程度の面積しかない、ごく小さな島でしかない。だが──」

　ごろごろとフラヴィアの乗ったスーツケースを引っ張りながら、静火が解説する。

「──アメリカ、ラスベガスを参考に造られた観光とハイテクの街を、六つの区画に分けて違うテーマを与え、それに合わせて市街を建設したらしい」

「なるほど。つまりこのエリアのテーマは『日本』なのかな？」

　謎の漢字が書かれたちょうちんや熊の彫り物。どこかで観みたような既視感のある土産を売る、間違った着物姿の店員たちを眺めながら言う朝あさ人とに、静火が答える。

「そういうことだ。我々が泊まる予定の『フジヤマ・ゲイシャ・テンプラ・サムラーイ・ｗｉｔｈスキヤキグランドホテル』、略してスキヤキホテルもそういうコンセプトだぞ」

「……その強烈に頭の悪い名前はなんとかならなかったのか？」

「旧時代と現代を分ける大戦期において、情報データベースの破損や国家間交流の断絶、旧史料の激減などで、異国の情報を得るのは難しくなっているからな」

　ふう、と汗を拭きつつ静火は続ける。

「半分くらいはインチキ日本観を面白がっているだけだろうが、半分は本気だろう。昔、インターネットが検閲も制限もなく世界をつないでいた情報過多の時代とは違うんだ」

「他国への過剰な理解や情報が戦争を生む、か。……それで眼めを閉ざし、耳を塞いだ」

　お互いの限度を弁わきまえ、深くつきあわなければ争い事は起こらない。

　だが、その選択は本当に正しいのだろうか？　チョンマゲのカツラや左前の着物姿で、楽しげに歩いている観光客を見ていると、ついそんな疑問を感じてしまう。

「細かいことはいい！　とにかくそこを左折して大通りに出るんだ。タクシー乗り場があるはず……！」

「わかったわかった。……というか、キツそうだな。代わるか、それ運ぶの？」

　スーツケースに乗ったフラヴィアを指して言うと、思わぬ方向からストップがかかる。

「いけません！　お兄様はあの妖怪教祖にこれ以上の接触は許されませんから。もうあと数メートルの距離なのですから、弱音を吐かずに頑張ってください、『水みず葉は』さん！」

「命令なら、従う。だがいつか反逆するモチベーションが高まるのを感じるぞ」

「やれやれ……。本当にキツかったら言えよ？　交代するから」

　これ以上口を出すとこじれそうな気がして、ひとまずタクシー乗り場へ急ぐ。

　建物を出ると、北国には似つかわしくない陽ひ射ざしがカッと一向を襲った。

　北欧の空はひどく蒼あおく澄み渡り、いつも眺めている大都会、東京のそれとは違う。空気すら冷たく切りつけるような爽やかさがあり、過ごしやすい雰囲気を感じた。

「なるほど、悪くないな。純粋な避暑で来たかったが……」

　手で庇ひさしを作って陽光を遮りながら、そう紅ぐ蓮れんが軽くこぼした時だった。

「ッぞらあ!!　……テメッ、どこに目ぇつけてんだっ、らァ──！」

「……申し訳ありません。ぶつかった責任はすべて私にあります。深くお詫わびを……」

（……日本語？）

　場の雑踏を引き裂くような日本語の怒声に、一行が振り向く。

　観光客と地元民で混雑する道の途中。いかにもヤクザ者のような雰囲気をまとう日本人の男が、地元の人間らしい二人連れを手ひどく怒鳴りつけているのが見えた。

「トラブルらしいな。……しかし、あれは……」

「今時珍しいくらいありきたりな、ヤクザだ。……よく出国できたね」

　パンチパーマにアロハシャツ。犯罪者にありがちな攻撃的な表情、威嚇するような言動はまさに典型的なアウトロー、ヤクザ者といった雰囲気だろう。

（改めて見ると、大おお星ほしみたいなファッションヤクザとはだいぶ違うな）

　方向性は似ていても、地がお坊ちゃんな大星大たい成せいとはまとう空気が違いすぎる。恐らくぶつかった拍子に倒れたのだろうスーツケースを前に、鬼の首でも獲とったようにわめく。

「この国は外国人に親切なのが売りなんじゃろがい！　せっかく観光に来たったお客様になんちゅう態度じゃ、国際問題にしたろうか、あァ!?」

「……ぁ……！」

　喚わめき声に反論はない。

　ぶつけられた人物は、長い前髪で眼めをほとんど隠した華きや奢しやな少年だ。

　半ズボンがよく似合うかわいらしい子供で、年齢は六歳から七歳といったところだろう。視覚に障害があるのか、手に持った白い杖つえを握りしめ、恐怖に身を震わせている。

「弟が、たいへん迷惑をおかけいたしました。──お客様」

　そんな少年をかばうように前に出たのは、ひどく質素な服を着た少女だった。

「ファッションとしてあえて古く見せかけた服もあるが……ありゃ、ガチだな」

「だね。意図的に汚したものじゃなく、純粋に擦すり切れたんだと思うよ」

　工場の機械や職人が手作業で傷みを表現したダメージジーンズとは違う、純粋に劣化しほつれた服。元は純白だったのだろう、サマードレスにはあちこちツギが当たっている。

　服は汚れたネズミ色。深く冠かぶった帽子の奥、野や暮ぼったくまとめた髪の向こうに覗のぞく蒼あおい瞳は、弱々しい光を湛たたえている。

「お荷物は、私が起こします。どうか、それでお詫わびとさせてください」

「ぶつかったのはガキの方じゃろ。そっちのガキにやらせんかい！」

　どうやら姉弟きようだいとヤクザが、誤ってぶつかってしまったことがトラブルの発端らしい。

「弟は目が弱く、ほとんど見えません。ですから、私が代わりにいたしますので……」

「チッ、なんじゃ。フラフラ歩いとると思ったら。目が悪いならしっかりヒモでもつないどかんかい！　この国は、進んだええ国じゃって聞いとったが、常識がなっとらんのう」

　下卑た笑顔とともに、あえて男は倒れたスーツケースに泥靴を乗せる。

「ええぞ、姉ちゃん。起こせや、ワシの荷物。でかいおっぱいをこっちに向けてな？」

「……っ！」

「何じゃ、悔しそうな顔しおって。ワシは今日帰国するがの、今度来た時はその体を買こうてやってもええぞ。……なんぼや？」

　ニチャリと、粘液のような笑みを浮かべて男はささやく。

　あまりに醜い、交渉どころか侮辱にしかなっていない言葉。聞きたくない、さっさと立ち去れば済む話。だが、勝負を重ねて極まった紅ぐ蓮れんの感覚は、それを許さなかった。

　目の不自由な少年、つぎはぎのドレスの少女と、ヤクザ。

　少年とヤクザの間に立つ、少女の立ち位置。あれはまるで──。

「……見えてる地雷を踏みに行くような趣味は、ないんだがな……」

「どうかなさいましたか？　お兄様。……アレが気になるのでしたら、制圧しますが」

「よせ、可か憐れん。お前を危険にさらすつもりはないし、暴力沙汰は余計面倒なことになる」

　もう少しスマートに決着すべきだ。幸い、それに対応した人材もいる。

「フラヴィア。借りを返せとは言わないが、頼めるか？」

「はい、もちろんです♪　……ふふふ、ご恩をこんなにも早くお返しする機会に恵まれ、とても嬉うれしく思います。貸し借りを繰り返すことで、信頼は厚くなるものですから♪」

「金融屋の顧客リストみたいなこと言ってないで、さっさと行ってこい」

「まあ、つれない。ふふふ、よろしいですよ？　では、少々お待ちくださいませ」

　ひらりとスーツケースを降りると、フラヴィアはにこやかな表情でトラブルへ近づく。

「お兄様、いったい……？」

「可か憐れん、朝あさ人と、『水みず葉は』。お前らは事が起きたら他人のフリして先にホテルに行ってろ。……いいな？」

「えっ、ちょ、説明を──」

「その時間はない。ほら、始まるぞ」

　紅ぐ蓮れんが顎あごをしゃくると、フラヴィアはちょうど倒れた荷物を起こそうとしゃがみこんだ少女、サマードレスの胸元を下卑た笑顔で覗のぞき込もうとしていた男のもとへ歩み寄り。

「失礼いたします。日本語で話しておられましたが、あなたは日本の方ですか？」

「ン？　そうじゃが、ナンじゃ姉ちゃん。ワシに何か用か？」

「ええ。日本といえばサムライの国、時代劇の国でしょう？　私はイタリア人ですが……日本の時代劇というモノが大好きなのです。勧善懲悪、美しい世界。素敵ですね♪」

「……は？」

　突然現れた白人（風）の美少女。そうとしか見えないフラヴィアが、意味のわからない話題を並べる。呆あつ気けにとられたヤクザの頬に、フラヴィアの美しい爪が触れた。

「時代劇と言えば、美しい役者、見事な殺た陣てが見どころですが──スターの活躍には必ず、映える悪役が必要なもの。闇が濃く汚く醜いほどに、星は美しく輝くのです」

「はあ……。それが、どうしたっちゅうんじゃ？」

「あなたはとても素晴らしく汚いドブのような、理想的な悪役ですね♪　外国にやってきて、ハンデを抱えた方の粗相に目くじらをたて、介護者の方にいやらしい目を向ける……。お手本のようなクズとお見受けいたします」

「……ッ!?　こ、このクソ外人……!!　何じゃと、ゴラァッ!!」

「ふふふ、素敵。そのようにわかりやすい方ですと、助かります。さあ」

　す、とフラヴィアは美しい掌てのひらを掲げ、クルリクルリと手首を回す。

「幸運と不運はシーソー、ぎっこんばったんと傾き揺れる──機内で私がたっぷり感じた幸福幸運の揺り戻し、溜たまりに溜まった不運悪運、どうぞ……お受け取りを♪」

「きゃっ!?」

　わけのわからない世よ迷まい言ごと。呆気にとられていた少女の前で、スーツケースが弾はじけた。

　……ボムッ!!

「な、何じゃこりゃあ!?」

「あらあら、いけませんね。この臭い──粗悪な格安デバイスを、モバイルバッテリーで充電したまま、スーツケースに入れていたのですか？」

　炙あぶられた貝のように開いたスーツケースの中、焦げたデバイスが見える。

　中の電池が劣化して膨らみ、弾けたせいだろう。接続していたバッテリーが焦げ、中の荷物に飛び散って不快な悪臭を放つばかりか、中板まで破れて中身が見えた。

「バッテリーの不具合で爆発の危険がある、と先日リコールされたばかりの端末ですね。ふふふ、爆発は時間の問題だったようですが……これは思わぬ『不運』」

　焦げた臭気、うっすらと漂う黒煙の中、聖女は悪魔のように笑む。

「ふ、ふ、ふ、ふざけんなァ!!　お前、何かやったんじゃろがい!?」

「あらあらそんな、証拠もなしに犯罪者扱いなど。巻き込まれてはたまらないですし……。そうですねえ、ここは日本風に言うと『トンズラ』、させていただきましょうか♪」

　軽やかな声でそう言うと、通りすがりのイタリア人（正体、香か川がわ人）は、ひらひらと手を振って、逃げ出した。

「な、何じゃ今のは……ッ、だああ!!　こうなりゃヤケじゃ、出国前にさっきの姉ちゃんのカラダ、滅め茶ちや苦く茶ちやに犯したるわ!!　おいゴラ、ガキの迷惑、償ってもらお……か……」

　取り残されたヤクザが苛いら立だたしげに振り返ると、そこには誰の姿もなかった。

　目の不自由な少年も、その保護者たる少女も。

　今ここに残っているのは爆発したスーツケースを前に佇たたずむヤクザがひとりきり。怪しい人物を見るような目で、通りすがりの人々が彼を見てクスクス笑う。

「ど、ど……どこ行ったんじゃワレえええええええええ!!」





　　　　＊






「ま、ここまで来れば大丈夫だろ。立てるか？」

「う、うん」

　人ひと気けのない路地裏。薔ば薇らの香りで満たされた通りを抜けた先、夏の成木のような匂いが漂う『和』で統一された街並み、江え戸どの城下町じみた時代遅れの風景。

　快活な看板娘が呼び込みしている茶屋の前で足を止め、ここまで抱き運んできた少年の体を地面に降ろすと、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは額に浮かんだ汗を拭って苦笑した。

「運動は苦手なんだがな。……というか、いきなり誘拐みたいな真ま似ねしてすまん」

　フラヴィアがヤクザの注意を惹ひきつけている間に、片腕で少年を担ぎ上げ、少女の手を引き、ここまで全力疾走してきたのだ。

　隣では不意に走ることとなった介護者の少女が、膝に手をつき激しく息を荒らげている。

　そちらを心配そうに一いち瞥べつしてから、少年はぺこりと頭を下げた。

「い、いえ、ありがとう、ございました」

「なんだ、無礼とはほど遠いじゃないか。やっぱりあの手のクレーマーは悪質だな」

　攻撃的な人間は多い。常にどこかに拳を振り下ろさないと気が済まない、そんな人種はどこにでもいる。損害を与えられたのを口実に、大義名分を得て死ぬまで拳を振るう輩やからを紅蓮は嫌というほど見てきた。杖つえを抱えて礼儀正しく頭を下げる少年の、その弱々しい姿を見ても尚なお強く当たろうとするのは、あまりにも見下げ果てた根性だと思う。

「はあっ、はあっ……あ、あのっ……」

　紅蓮の隣で、息を切らせていた少女が、上ずった声を上げる。

「て、手が……」

「──すまん。不ぶ躾しつけだった」

　しっかりと繋つなぎ合わされていた汗ばんだ手を慌てて離す。体温を共有していたせいか、わずかに頬を紅潮させた少女は、「いち、に、さん」と三拍のリズムを刻みながら呼吸を整えると、次の瞬間には冷静な大人の少女の顔を取り戻して一礼した。

「いいえ、助けていただいたこと、感謝しています」

　大人びた少女──その陳腐な表現をこれほど体現した存在は逆に珍しいかもしれない。

　帽子を深々と冠かぶり、庇ひさしで顔を隠している。だがわずかに覗のぞく顎あごの形と金色に輝く髪から、彼女がいわゆるコーカソイド──白人の、それも相当に美しい顔立ちだとわかった。

　落ち着いた、上品な物腰。全身から漂わせる清せい楚そな雰囲気。

　少年の隣に静かに歩み寄り、その手を握り、「大丈夫だった？」と優しく微笑ほほえみかける様は、聖母のようでさえあった。

　紅ぐ蓮れんのよく知る自称聖女フラヴィアとは、髪の色こそ似ているものの、性質は正反対。

　目の前にあるのは『心優しき町娘とその弟』と名付けられた名画なのではないか──。

　そう思えるほど、弱き姉弟きようだいの姿は眩まぶしく見えた。

「助けたなんて、大それた話じゃない。同じ日本人として誤解されたくなかっただけだ。揉もめ事ごとが収まったのはただの偶然、俺はあんたらを連れ出しただけだしな」

　言いながら、紅蓮は目の不自由な少年の手を優しくとり、掌てのひらに指を滑らせる。
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「すまなかったな。……まあ、俺が謝る筋の話じゃないんだが」

　掌てのひらに書いたのはこの国の、謝罪の言葉。

　それが伝わったのか、緊張のほぐれた笑顔で少年は言う。

「いえ。……ありがとうございます、ええと……お兄、さん」

　外見からして小学校低学年くらい。しかしそれにしては驚くほどハッキリした喋しやべり方かた。

　微笑ほほえましく思うより先に、その礼儀正しさに、紅ぐ蓮れんは痛ましいものを感じてしまう。

（──子供が、子供のままでいられないってのはあまり好きじゃないな）

　厳しい環境、教育、あるいは状況によって、大人になることを迫られている証あかしだから。

　共感覚を使うまでもなくロクでもない事情が透けて見える。

「弟に気を遣って頂き、ありがとうございます。介護の御ご経けい験けんが？」

「いや。それに近いことをした経験はあるが……なんとなく、こうしただけだよ」

　裏世界の遊戯者には山ほどいた、盲目、難聴に苛さいなまれる実力者たち。

　特別な異能と引き換えにハンデを負った彼らとコミュニケーションを取る機会は山ほどあった。そんな裏の財産が、まさか表の世界で役立つ日が来るとは思わなかったが。

「──ずっと、弟の面倒を？」

「ええ。生まれつき体が弱くて。……他に、誰にも頼れませんから」

　憂いを含んだ物言いに紅蓮の眉がわずかに動く。

　実年齢よりも大人びてしまっているのは、盲目の少年のみではなかった。

　見たところ少女の年齢も紅蓮とそう変わらない、日本なら制服に身を包んで、同年代の友達とファミレスに入り浸り、好きなアイドルだのオシャレだのの話に花を咲かせる年頃。

　だというのに。

「弱者に優しい人ばかりじゃありません。さっきの人はわかりやすい例ですけど……他にも、親切のフリをして、私達を利用してお金儲もうけをしようとする人も。……だから、私が守らないといけないんです」

　少年の頭を優しく抱きしめる所作は、すでに聖母めいた母性を秘めていて。

　彼女自身もまた、身体のハンディキャップ、あるいはそこから連なる何か別のままならない環境に否いや応おうなく身を置かざるを得ない立場なのだろうと推察できた。

「良い姉じゃないか。幸せ者だな、えっと、お前は──」

「あっ、ユリウス。ぼくの名前、ユリウスっていいます」

「ユリウス。しっかり姉ちゃんの手を握って、絶対に離すなよ」

「うん。……えへへ」

　紅蓮が言い聞かせると、少年は素直に甘えるような笑みを見せた。

「癒いやされる。同じ綺き麗れいな顔立ちの男でも、朝あさ人との奴やつの邪悪な笑みとは雲泥の差だ」

「朝人……それはお友達の名前ですか？」

「あいつは友人枠を主張してるが、あんな胡う散さん臭くさい奴をその席に座らせるのは癪しやくでな……。なるべくなら他の候補が欲しいところだ」

　無愛想に言い放つ紅ぐ蓮れん。

　いったい何が可お笑かしかったのか、介護者の少女はフフと笑った。

「よほど仲がよろしいんですね」

「どうしてそうなる……」

「だって悪口を言っているのに、悪意を感じないものですから。もっとも親しき仲の相手にするコミュニケーション、そう聞いていますよ？」

「未知の文化だな。……その言い分だと、あんた自身の体験に基づく話じゃなさそうだが」

「……ええまあ。悪口のたぐいが、ただの軽口だったで済まないことも、ありますから」

　奥歯に物が挟まったような物言いで彼女は俯うつむく。『眼め』に映る彼女の体はとても複雑な群青色をまとっていて、紅蓮はこのたぐいの悩みに心当たりがあった。

　初めて朝あさ人とや聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ、時とき任とうミミを共感覚で『視みた』ときの色とよく似ている。

　複雑な家庭環境、ままならない家の生まれであり、人生を搾取された者達の色──。

　彼女がどんな階級の人間かは知らないが、いまだ王政を敷き貴族制度が生き残る国である。たとえ町娘と言えども上位カーストの事情に巻き込まれることもあるのかもしれない。

　しかし初対面でそこまで踏み込む気にもなれず、紅蓮は話題を変えた。

「あんた、名前は？　俺は、砕さい城じよう紅蓮。日本から来た、ただの観光者だ」

「砕城、紅蓮……ぐれん……観光者、ですか……？」

　唇くちびるに指を当て、何度も名前を反はん芻すうする少女。

「何か変か？」

「いえ……私は、ユーリと申します。ユーリ、と、敬称をつけずに呼んでください」

「そうか。なら俺も紅蓮でいい」

「紅蓮。私達に付き合いませんか？　と言っても、ただのお散歩ですけど」

　美しく細い指で時代遅れの街並みを指しながら、素朴に微笑ほほえむユーリ。町娘との日常というのはとても魅力的な響きで、後ろ髪引かれるものがある。

　しかし仲間たちを待たせている以上、あまり油を売っているわけにもいくまい。

「いや、遠慮しておくよ。姉弟きようだい水入らずで楽しめばいい」

「そう……ですか」

　しゅん、と残念そうに俯くユーリ。初対面の男を平気で遊びに誘い、断られたらここまで素直に落ち込むとは。外国人のコミュ力には軽く驚かされる。

　せっかくの誘いを断ってしまったことに、ほんのすこしの申し訳なさを覚えながらタクシー乗り場の方向を調べるべくデバイスを取り出そうとしたとき、背後からぽつりと聞こえてきた言葉に紅蓮の手がピタリと止まった。

「残念です。昭和の街を再現した『ＳＨＯＷＡ通り』にある、オススメのレトロな駄菓子屋さんをご紹介したかったのですが──」

「詳しく聞かせてくれ」

　興奮したように語尾を上げ、紅蓮はずいと顔を寄せた。

　あまりに近い距離にユーリはほんのりと頬を赤らめながら、髪の先を軽くいじりつつ。

「えっ？　え、ええ……お好きなのですか、駄菓子？」

「駄菓子もそうだが、その日本を勘違いしたようなお馬鹿なコンセプトが最高にグッド」

「おばっ……その言い方はあんまりです。この地区を治める第四王女、日本という国を心から愛する方が真面目に調査し、きちんと当時を再現しているんですからね？」

　ム、と唇くちびるを尖とがらせるユーリ。おっとしまったと紅ぐ蓮れんは頬を掻かく。そんな意図はなかったとはいえ、今のは祖国の悪口と受け取られても仕方がない。

「すまんすまん。褒め言葉のつもりだったんだ。外国から見た日本、みたいなネタ、日本のアニメや番組でもよくあるからさ。ああいうのを一度ナマで見てみたかったんだよな」

「……確かに。経済発展、科学的に発展した現在の日本とは全然違う……という意味では、その期待には応えられるかもしれません」

「ほう。ちなみにそのオススメの駄菓子屋はどんなのだ？」

　紅蓮が興味深げに問いかけると、ユーリの表情がパッと華やぐ。

「ええと、小さなヨーグルト、酢だこさん、かば焼きさん、小さい袋に入ったパリパリのチキンラーメンに、ビンラムネ、きなこ棒にフエラムネ……日本の伝統的な駄菓子を取り揃そろえたお店です。おばあさんがひとりで切り盛りしていて、アルセフィアの日本区画の子ども達が集まってくる、素敵なお店で──」

　矢継ぎ早にあふれ出す駄菓子名の数々。お淑しとやかな大人びた少女の仮面がぺろりと剥がれ、まるで好きな特撮ヒーローについて語る子どものように、ユーリは得意げに人差し指を立て、言葉を連ねていく。

　歌うようなリズムで紡がれるその様子は、心の底から日本と日本の駄菓子が好きなんだという気持ちを察するのに充分すぎて、紅蓮は思わずぷっと噴き出した。

「えっ、私、何か変なことを言いました？　日本のこと、何か勘違いしていましたか？」

「ああいや、違うんだ。そうじゃない。ただ、なんだかいいなって思えてな」

　ただならぬ家庭環境にありそうな少女。そんな彼女が日本の駄菓子を語るときは、すこしの憂いも感じさせなくて、その事実がたまらなく尊く思えてしまったのだ。

「気が変わった。『ＳＨＯＷＡ通り』、案内してくれ」

「あ……は、はい。是非……！」

「お兄ちゃんとお姉ちゃんと一緒に駄菓子屋さん？　やったぁ！」

　顔を赤らめて喜ぶユーリとぴょんと飛び跳ねるユリウスを眺め、我ながら自分の計画性のなさに呆あきれながら紅蓮は可か憐れんたちにメッセージを送った。

『ちょっと遊んでからホテルに行く。先にチェックインを済ませといてくれ』




　その後、駄菓子屋で過ごした二時間あまりは極上の宝石よりもよほど価値があった。

「ピ───、ヒュルルルルル、ルル───♪」

「えっ、これトンビの声!?　紅蓮お兄ちゃん、フエラムネでそんなことできるの!?」

「練習すれば普通にできるぞ。好きなアニソンの主題歌を教えてくれれば吹いてやろう」

「普通はできないと思いますけど……あ、では『ゾンビっ娘こライブ！』のＯＰオープニングを」

「意外とマニアックなところを攻めてきたな。いいだろう、よく聞いておけよ？」

　遊戯ゲームで鍛えた音感を駆使した曲芸じみたフエラムネテクで姉弟きようだいを大いに沸かせ。

「ユリウス、こぼしてますよ。チキンラーメンはキチンと食べないと。チキンだけに」

「はーい。ごめんね、お姉ちゃん」

「……おい、ユーリ。今、お前なんて言った？　チキンだけにって」

「あ、すみません。ちょっと質が低かったですよね。やはり、即席だと難しいですね」

「そもそも女の子が親父おやじギャグはどうかと思うぞ？　個人の自由かもしれんが」

「……？　男だん尊そん女じよ卑ひの名残でしょうか。男性がやると伝統芸能になって、女性がやると軽蔑されるなんて悲しいですね……性別の壁は厚いです。あ、ケイベツとセイベツって、響きが似てる……どこかで使えるかも」

「や、そういう問題じゃないし軽蔑もしてないんだが。てか伝統芸能なのか、それは」

　思いついた単語をネタ帳らしきモノに真剣に書き込むユーリの意外な一面に触れ。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、この辺にシール売ってるよね？　一個、買ってほしいな」

「オドロキマンシールか。さりげなく昔からずっと続いてて、まだ新作出てるんだよな。でもユリウス、何が描かれてるのかわからないんじゃ……？」

「うん。でもね、これお姉ちゃんが好きで集めたがってたんだ。いつも僕のことを優先して、音の出るおもちゃを買ってくれたり、言葉だけで伝わるギャグを勉強したりしてるんだけど。本当はカワイイ絵が描かれたモノが好きなの、知ってるから」

　疲れたのだろう、すこし離れた茶屋のベンチに腰掛け休んでいるユーリの方をチラリと意識しながら、ユリウスがねだる。

「あいつ、どんどん子どもっぽいところが出てくるな。……ま、いいことだが」

「お姉ちゃんはホントはもっと自由に遊びたいんだと思う。僕が迷惑ばっかりかけるから、自由にできないだけで」

「ばか。弟が変な気を回してるんじゃない、まったく」

　俯うつむきがちになったユリウスの頭に手を置き、ガシガシとかき混ぜるように撫なでる。

「あわわわ！　何、紅ぐ蓮れんお兄ちゃん!?」

「姉ってのは弟が幸せならそれだけで滅め茶ちや苦く茶ちや幸せなんだ。素直に甘えとけばいいんだよ」

「でも……僕だって、お姉ちゃんに笑ってほしいもん」

　むすっとむくれて、主張を崩さないユリウス。そんな頑固な弟の姿に、どうあっても兄の遊戯をサポートすると言って聞かない、困った妹の面影が重なって。

「百円分だけな」

「うん！　ありがとう！」

　小さな掌てのひらにチャチな硬貨を握らせ、駄菓子屋のおばちゃんに声をかける。

　そうして手に入れたオドロキマンシールを持って行くと、ユーリは最初驚いたように目を見開いて、それから紅ぐ蓮れんに頭を下げて百円を返そうとして、だけど紅蓮がプレゼントだからと頑かたくなにシールを押しつけると、ついには根負けして受け取る流れになって──。

「ありがとう、紅蓮。ユリウス。私……大切にしますね」

　大事な宝物を扱うようにそっとシールを両手でつまんで胸に抱く。

「聖魔の姫騎士──光と闇の騎士。なんだかワクワクする設定ですね」

「発想が完全に中二男子だ……ユリウスよりよっぽど少年趣味だな、ユーリ」

「え、ええっ。そ、そうでしょうか。……お、お恥ずかしい、です」

「いやいや恥ずかしがることないぞ。むしろ良いことだ。そのまま自信持って自分の趣味を貫いてくれよ」

　赤面して縮こまるユーリに紅蓮はニッと笑って親指を立てる。

　飾らずに好きなものを好きと言えるのが一番の幸せだと思う。

　できることならユーリはこのまま、弟が大好きで、親父おやじギャグが大好きで、子供じみたシールをコレクションしてるすこしズレた町娘でいてほしい。

「──っと、そろそろ良い時間だな」

　ふと気づくと街は茜あかね色いろに染まり始めていた。国が違えど日が落ちるときの物寂しさは同じで、昭和の街並みも相まって不思議な風情があった。

「もう空がこんなに……すみません。いろいろと連れ回してしまいましたね」

「いいさ、楽しい時間だったしな」

　本音を言えば、このまま何時間だって遊んでいられた。しかしこの旅行は紅蓮ひとりのものじゃない。いい加減に戻らないと可か憐れんが文句を言いそうだ。

「それじゃ、俺は行くよ。しばらく観光でいるから、また会えたら一緒に遊ぼうな」

「うん！　ばいばい、お兄ちゃん！」

「お仲間と妹さんによろしくお伝えくださいね」

「ああ。──妹と一緒に来たって、言ったっけ？」

　二人に手を振って歩きかけたとき、ユーリの台詞せりふが気になって足を止める。

　駄菓子屋めぐりのときにポロリと言ったかもしれないが、あんまり記憶にない。

　ここ最近、やたら記憶が飛ぶときがあるのでそのせいという可能性もあるが。

「確か仰おつしやっていたような気がしますが……違いましたか？」

「いや、そう、妹と来てるんだ。今度会うときは、紹介するよ」

「ええ。……楽しみにしていますよ？」

　にっこりと微笑ほほえむユーリとブンブン手を振るユリウス。

　そんな二人にどこか寂しげな笑みを浮かべて手を振り返し、砕さい城じよう紅蓮は影法師を引きながらタクシー乗り場に向かうのだった。





　　　　＊






　それから、数十分後。紅ぐ蓮れんを乗せたタクシーが、宿泊先のホテルに到着すると──。

「もうっ、いきなり消えたりして、お兄様はどれだけ心配をかけたら気が済むんですか!!　気が気でなさすぎて『水みず葉は』さんをポーカーでボコボコにしてしまいました!!」

「すまんすまん、ちょっと観光を楽しみすぎた。……さりげなくひでえことするな」

　ただでさえ荷物（フラヴィア）運びで消耗してた水葉（静しず火か）に追い打ちをかけたのか。

　隷徒の扱いをもうすこし緩和するよう、釘くぎを刺してやらないとな……。

　そう思いつつも紅蓮は、べったりとへばりつく妹に、お説教する気にはならなかった。

　あの姉弟きようだいにだいぶ毒されたなと思いながら一歩を踏み出そうとした紅蓮は、ピタリと足を止めた。そして、可か憐れんに続いてホテルのロビーから出てきた朝あさ人と、フラヴィア、静火に向けて、げっそりした顔で問いかける。

「……『水葉』。本当に、ここなのか？」

「間違いない。……日本で買った『アルセフィア王国の歩き方』の写真と、少々違うが」

「少々、どころじゃないだろう。……コレは、ひどい……！」

　荷物を下ろすとさっさと立ち去るタクシー。

　吐きかけられた排気ガスを浴びながら、紅蓮は茫ぼう然ぜんとそれを見上げる。

　……建物そのものは決して悪くない。伝統的な日本建築、瓦屋根を支える太い柱といいまるで寺社仏閣のような趣さえある。事実、空港で買ったガイドブックにはひなびた京都の老舗旅館のような落ち着いた佇たたずまいで写っており、それなりに期待が持てたのに。

　チンチンジャラジャラピカピカピ……!!

『さ[image: ][image: ]、本日フィ～バ[image: ][image: ]タ[image: ][image: ]イムッ!!　みなさんジャンジャンバリバリ儲もうけてください、フィ～バ[image: ][image: ][image: ]ッ!!』

「──前世紀のパチンコ屋か、ここは!?」

　やたらとケバケバしい看板。今時珍しいド派手なネオンサインが出迎える。

「旅行者の減少、経営状態の悪化などから、おもてなしサービスを停止──」

「ここ数年で日本式遊戯ゲーム──『ＢＡＫＵＴＩ』をメインとした、カジノホテルへ転進したみたいだね。にしても、これはちょっと酷ひどいけど」

　静火と朝人の説明に、紅蓮はつっこむ。

「酷いなんてレベルじゃないだろう。落ち着かないにも程がある……！」

　ドアマンのかわりに裃かみしも姿の白人男性が紅蓮の荷物を運び、カウンターには芸者姿の女性が並びチェックインの手続きをしている。玄関ホールのド真ん中にはなぜか六文銭を掲げた鎧よろい兜かぶとが飾ってあり、床にはトラの毛皮が敷かれている。

　間違った、というか最初から寄せる気がなさそうなイメージに、頭痛がしてくる。

「……本気でここに泊まるのか、おい？」

「ええ。私達はすでにチェックインしてますから。間違いありませんよ、お兄様」

「マジか……」

　無慈悲な可憐のひと言に、紅蓮は天を仰あおいで思わず呻うめいた。





●フジヤマ・ゲイシャ・テンプラ・サムラーイ・withスキヤキグランドホテル




「……落ち着かない部屋だな」

「そうだね。この調度品のセンスは、ちょっと引っかかるかな……」

　通称スキヤキホテル。その最上階のスペシャルスイートルーム。

　島国だからか、開放感あふれるテラスからの眺望は、驚くほど煌きらめく一面の海。

　屋根瓦やシャチホコなどオリエンタルな建物が目立つ街並みは、統一感こそあるものの壮大な作り物めいていて、まるで映画の世界に飛び込んだようで、紅ぐ蓮れんは眉をひそめた。

「もっと普通のビジネスホテルとか、そんな感じがよかったんだがな……」

　ひと言で言うならスペシャルスイートの内装は『ステロタイプなヤクザの事務所』だ。

　見た目だけは高そうな美術品、彫刻が施された机や古こ伊い万ま里りの壷つぼ、熊の剥はく製せいなどが並び、ベッドはキングサイズ。寝室はふたつあり、紅蓮と朝あさ人とが泊まるには不自由ないが。

「ふふっ。こうしてるとまるで、ルームシェアだね？」

「そう言われるとちょっと日常っぽくてアガらなくもないが……」

　どこもかしこもゴテゴテと飾られており、落ち着かない。

「安っぽい電気ケトルだの、面白くもない有線チャンネルだの、まずくてチープなルームサービスだのがあるビジネスホテルの方が、俺としてはずっと好みだ」

　人をブン殴るために置いてあるのかと勘違いしそうな、ゴツいクリスタルガラスの灰皿を弄びながら紅蓮が言うと、朝人はにこやかに微笑ほほえみ、話題を変える。

「そういえば、遊戯ゲーム開催に伴ともなう内容の説明やデータの開示は明日らしいよ。参加国が確定し、遊戯者が揃そろった時点で理事長から話があるとか聞いてるけど」

「ということは、しばらく待ちか……。女子部屋は隣だったか？」

「うん。もしかして紅蓮、早速行くつもりかい？　……ふふっ、妬やけるな」

「妹の様子を見に行くのになんで嫉妬されなきゃならんのだ……。一応セキュリティ面のチェックはしておいたほうがいいからな。あのオッサンに全部任せるだけじゃ危険なのは、クラウンの一件で思い知った」

　絶対勝利のチケット、不敗の五年間とまで称される遊戯者──砕さい城じよう紅蓮。

　日本、砕城家の独り勝ちを止めるためには、それこそテロまがいの妨害工作が最も早い。だがそうした騒動の多くは世話役によって未然に防がれていた。

　が、今はそうはいかない。自分たちの身は自分たちで守らなければ。

「事前に予約が知られていれば敵対する連中の工作員が盗聴だの何だのの工作を打ってるかもしれん。『水みず葉は』にチェックさせる」

「彼女の探偵顔負けの観察力、調査力、推理力は役立つと思うよ。ま、理事長が派遣したボディーガードもホテル内に配置されるらしいし、心配いらないかもしれないけど……」

「一応助かるが、人数が増えれば増えるほど隙が増える。部屋には入れず、廊下や周辺の護衛のみに止とどめておくのがいいだろうが……朝人、お前はどうする？」

「そういうことなら軽くホテル内を偵察してきていいかな？　客やホテルマンに怪しい人間がいる可能性もあるし、ざっとでも見定めておいて損はないと思うよ」

「なるほどな。……一人で行くつもりか？」

「まさか。部屋のチェックの時、その場にいないほうがいい人物が一人いるだろう？」

　底知れぬ実力と得体の知れなさ。一応は味方ながら、信用しがたい人物が。

「フラヴィア・デル・テスタ──本名、右う斎ざい風ぷ鈴りん。彼女の真意を確かめるいいチャンスだ。そう思わないかい、紅ぐ蓮れん？　彼女は僕らとは違う、別のロジックで動いている」

「だろうな。──あれは、ジョーカーだ」

　興味深げに熊の剥はく製せい、並んだ鋭い牙きばの先端に触れながら言う紅蓮に。

「見定めておくべきだと思う。これから世界戦に挑む以上──」

「不確定要素を減らしておきたい、ってことか。別に反対はしないが、あいつのことだ。素直に問い詰めたところで、まともな答えが返って来るとは思えんが？」

「そこはまあ、考えがあるよ」

　言いながら、朝あさ人とはデスクに置かれていたホテルのパンフレットを取る。

「このホテルのビジネスモデルは、典型的なアルセフィア式──というかラスベガス式だ。宿泊や飲食などはサービスと割り切って格安で提供し、別方面で利益を上げる」

　アメリカの賭博都市、ラスベガス。

　カジノとギャンブルの街はホテルごとに工夫を凝らし、テーマパークと見まごう内装や超高額商品、グループ共通の賞金システムを導入した超高額配当のスロットマシンなどの『夢』を与え、それにふらふらと寄ってきた世界中の客から利益を得る。

「単純な計算さ。千人のお客から１００ドルずつ利益を上げれば１０万ドル。百人にひとり、１０００ドル勝たせたところで９９０００ドルの儲もうけになるからね」

「そういったカジノホテルでは常識、ではあるな。俺も何度かそういった施設に顔を出したことはある、が」

　朝人の手元のパンフレットを覗のぞき込む紅蓮。男二人は顔を寄せ、その内容──ホテルのメインコンテンツとも言うべき、地下カジノフロアの紹介をざっと眺めた。

「オリエンタル・スタイルカジノ──『ＢＡＫＵＴＩ』？」

「伝統的な日本式の遊戯ゲーム、つまり丁ちよう半はんバクチや手本引き、花札、麻雀マージヤンなどを遊ばせるのがメイン。普通のカジノらしいカードやルーレット、スロットにパチンコもあるけどね」

「そんなところまでヤクザ風だな。あまり趣味のいい代物とも思えないが」

「どれも非合法組織の財源として、いい印象のある遊戯じゃないからね。経験は？」

「何度か」

　ヤクザ、テキヤ系の遊戯者は日本の裏社会にはちょくちょくいる。

　紅蓮が知る限り、そうした輩やからが得意とする手筋は『駒の上げ下げ』──場の流れを読む技術だ。勝てそうな時に突っ込み、逆に負ける危険を感じれば即座に下がる。

（二十年も刑務所暮らしをしながら、出所してすぐ賭場で億の金を稼いでみせた老博徒や、政財界の大物を遊戯ゲームで殺して伝説になった麻雀マージヤン打ち……まさかそういった輩やからはいまいが）

　そうした趣向を出すからには、それなりの腕の遊戯者をディーラーとして配置するのは当然だろう。カジノ側は客を生かさず殺さず、楽しませた上で搾り取らねばならない。

　とはいえ、朝あさ人とやフラヴィアの実力を考えれば、素人を相手にしている遊戯者ごとき、手を抜いたところで負ける方がおかしい。むしろ敵がいるとしたら、それは。

「それこそ世界戦前に内うち輪わ揉もめとか勘弁してほしいんだがな。遊戯で口を割らせるなら、あの『絶対不運』を攻略しなきゃならん。前と同じ手は使えないが、どうする？」

「ははっ、やだなあ、紅ぐ蓮れん。──フラヴィアと僕は敵じゃない、味方だよ？」

　カジノホテルでは客同士の勝負以上に、カジノ側のディーラーと勝負する卓も存在する。

　客同士のチップのやりとりだけでは場代しか稼げない以上、どうしてもホテル側が直接勝って収入を得なければ、大きな利益は上げられないからだ。

「僕とフラヴィアが組んでホテル側のディーラーと勝負する。味方同士なら『絶対不運』の発動を抑えることもできるはず、じゃないかな？」

「……ディーラーを共通の敵にして『絶対不運』の矛先を確保しつつ、遊戯中の様子から探りを入れる、ってことか。前から思ってたが、朝人。──お前、性格悪いぞ」

「もちろん。僕に君や彼女のような異能はないからね」

　決してそれは自虐ではない。白しろ王おう子じ朝人は自分の才を客観的に把握しているだけだ。

　紅蓮やフラヴィアがロケットで加速する宇宙船なら、朝人は必死で羽ばたく鳥。筋肉を鍛え、どれほど空気を叩たたこうが、たやすく空をカッ飛ばす相手に敵かなうはずもない。

　だが、だからといって──。

（──諦める理由には、ならないよね？）

　絶望などとっくにしている。生まれながらにして優秀な兄と比べられ、その異能異才に圧倒され続けてきた朝人にとって、相手優位はむしろ当然の条件だ。

「桃もも貝がいさんじゃないけれど。君一人のワンマンチームでいちゃ──ダメだ。勝てない」

　世界戦の遊戯種目がどんなものになるにせよ、複数のメンバーが参加する以上……紅蓮一人が無双して、他のメンバーはただ見ているだけで勝てるほど甘くはあるまい。

「協力プレイで相互理解を深めよう、ってだけの話さ。チームの地固めができるとしたら、本格的に遊戯が始まる前……今しかないからね」

「……わかった」

　紅蓮は軽く息をつき、仕方ないと言わんばかりに朝人を見て。

「ただし、何かあったら意地を張らずに俺を呼べよ？　手遅れみたいな状況になってから声をかけられても、面倒が増えるだけで困るからな」

「もしかして、心配してくれてるのかい？」

　意外そうな朝人。だが、紅蓮はそれこそ当然といった様子で答えた。

「身内を疑ったり、蹴落とし合うのにリソースを突っ込むのは不合理だろ？　動機も利益もないのに裏切るほどバカじゃないだろ、お前は」

「友達だから信じてる、って言ってほしいんだけどな。……そろそろ、良くない？」

「寄るな、ねだるな、迫るな。……行くならさっさと行ってこい」

「つれないなあ。……ふふっ。けど、それもいいさ。──片かた想おもいには、慣れてるからね」

　どこか楽しげに言うと、白しろ王おう子じ朝あさ人とは自分用のルームキーを取り、部屋を出る。

　廊下を歩く足音。隣にとってある女子の部屋を訪ねる動きを耳で察知しながら、紅ぐ蓮れんは無駄にギラギラと光る革のソファに身体を埋め、冷めた眼めで天井を見上げる。

「フラヴィアが怪しい、確かめるって言うがな、朝人。俺からすればお前も──」

　その疑惑を口に出すことはなく、砕さい城じよう紅蓮はしばし目を閉じる。

　慣れない移動による疲れか、それとも異なる理由か。朱あかく輝き続けていた凶眼を休めるように瞑めい目もくする彼をよそに、フラヴィア・デル・テスタと白王子朝人、信頼ならぬ味方は二人並んで、新たな舞台へ戦場を移そうとしていた。





　　　　＊






「フード、ドリンク無料は素敵ですね。──タダ……心温まる、まさに聖句♪」

「まさか北欧の小国に来てまで、梅うめ昆こ布ぶ茶が出るとは思わなかったけどね。好きなの？」

「ええ。滋味あふれるこのお出だ汁し、まさに和の心と言うものですよ。いかがですか？」

「……ごめん、ちょっと僕には合わないな。コーヒーにしておくよ」

　ウェルカム・ドリンクの梅昆布茶とコーヒーを片手に、二人はホテルを歩く。

　フラヴィア・デル・テスタ、白王子朝人。二人はラフな私服姿だ。飛行機を降りた時と荷物の有無を除のぞけばさして変わらない旅行者風のスタイルで、和風のカジノを歩く。

　──スキヤキホテル地下、オリエンタル・カジノ『ＢＡＫＵＴＩ』は、趣味が悪い。

　客室やロビーの内装と悪い意味で統一感あふれるお下劣なゴージャスさがある。

　デカくてピカピカ光っていれば何でもいいと言わんばかりに、分厚い防音ガラスで仕切られたパチンコ、安いコスプレ女が飲み物をサービスして回るなど、いかにも田舎臭い。

　それと対照的なのがサービスの目玉である日本式遊戯ゲームのスペースだ。

　時代劇から抜け出たような畳敷きの大広間を日本画が描かれた襖ふすまで仕切り、本来ならば金持ちの旦那衆が列をなし、よい筋の客が札束を投げる、そのはずだが──。

「流は行やってるとは言えないね。……この規模のカジノにしては客が少なすぎる」

「さびれた平日のテーマパークのような雰囲気ですね。スタッフの数も足りていません」

「へえ……？　そこまでわかるんだ。根拠は？」

「ほら、こちらをどうぞ、ご覧ください♪」

　廊下を仕切る障子の桟にそっと指を添えると、フラヴィアは掃くように滑らせる。

　白い肌にうっすらと残る灰色の埃ほこりは、掃除が行き届いていない証拠だ。

「恰かつ好こうこそおかしなものですが、こちらのスタッフの教育はしっかりしています。接客も応答もハキハキとして鮮やか、日本語もネイティブ並み。なのにこうした細かな点に注意が行っていない、最も基本的なクレンリネス、清掃すら怠っているということは──」

「気づいていないのではなく、気づいていても手が回らない。スタッフが足りない？」

「ええ。このホテル自体、規模の割に滞在客は少ないようですね。到着からロビーで少々お茶をしながら観察していましたが、特に日本人のお客はほとんど見かけませんでした」

　もちろん、ごく短時間の観察だ。信頼できるデータとはとても言えない。

「──カジノ・ホテルの目玉である遊戯ゲームスペースまで人手不足となれば……ホテルの経営状態も推して知るべし、ですね。あまり順調とは言えないのでは？」

「だろうね。というより……」

　朝あさ人とは苦笑しながら、どこのものとも知れぬ安い紙コップのコーヒーを口にしつつ。

「このありさまを見れば、誰でもわかるんじゃないかな？　……酷ひどいありさまだ」

　オリエンタルな遊戯、つまり丁ちよう半はんバクチに代表される古式ゆかしいサイコロ賭博には、多人数の参加が必要となる。

　サイコロの偶数と奇数、すなわち丁の目と半の目どちらが出ると予想して客が金を賭け、「丁半の駒」を合わせなければ始まらないのだ。

　しかし、誰もいない。畳に敷かれた純白の盆には宴会疲れしたとおぼしき白人の旅行者数人がゴロリと寝転んでいるきりで、ほとんどのスペースが開店休業。ハデな音を鳴らすスロットマシンにわずかな客がいるきりで、ひどく寒い風景が広がっていた。

「カジノホテルでカジノが開店休業とか、ほとんど倒産寸前じゃないかな？」

「ふふっ──都合のよい時に来たものですね。いえ、それも策のうちでしょうか」

　梅うめ昆こ布ぶ茶をふうっと吹き、薄く湯気をたてて遊びながら、フラヴィアは笑む。

「朝人さんが仰おつしやる通り、このカジノホテルはほぼ死に体。ならばそのハラワタを食い破り、その骸むくろを買収して神聖なる投資にて蘇そ生せいさせ、この異国に神の家を建てましょう♪」

「……一応、考えてなかったわけじゃないけどさ」

　そのスケールの大きさに、朝人は思わず金髪の聖女を仰あおぐ。

「異国に到着して二時間も経たたずに、ホテルの買収か。……バイタリティ溢あふれすぎだね」

「ふふ。地上に降臨なされた神の子たる紅ぐ蓮れんさまはお忙しい身。また、俗世の些さ末まつな事柄に煩わせるわけにも参りません」

　自らの言葉で鼓舞されるように、フラヴィアの頬に薄桃色の朱がさしていく。

「であれば、しもべたる私達が働くのはむしろ必然。紅蓮様がお気に召さないと仰るなら、ご満足頂けるものを造りましょう。そう、神の家、神聖紅蓮教会を、この地に……！」

「冗談……には、聞こえないね。ははっ」

「まあ、冗談ではありませんから、当然ですね。すでに信徒たちには神聖紅蓮教会建設を目的としたクラウドファンディングを公表、三億ドルほど集めてあります♪」

「……さっ……!?」

　にこやかに差し出した端末には、テスタ教団が誇る信徒向けマッチングサービス──

　信徒が事業を起こす際、出資を募るＷｅｂサービスが表示されている。起業者は必要な資金を得るかわり、会社の利益から配当金を出資者に還元するシステムだ。

　教祖たるフラヴィア自身がつい五分ほど前に公表した画面。

『アルセフィア王国　神聖紅ぐ蓮れん教会建設プロジェクト』には、彼女を信奉する投資家が投げた金額が一瞬にして積み上がり、三億ドルを超えてさらに殖えつつあった。

「『軽くカジノに顔を出してみよう』でしたか？　……ふふふ、デートのお誘いとしては少々軽すぎますね。私の時間を買うのなら、この程度の金額は必要ですよ？」

「……そう言われるとさすがに立場がないね。本気かい？」

「当然です。貴方あなたが私を信じていないのはわかりますが……ふふふふふ♪　私は心より、紅蓮様という救世主に心酔し、身も心も捧ささげる覚悟なのですよ？　あの方の最強性、あの方の無欲さ、高潔さ──欲望に溺れることなく律するさまは、まさに理想」

　焦点の合わぬ瞳が、虚無の笑みがおぞましく怖い。

「かのお方への奉仕は何にも勝る最優先事項。三億でも安い。三兆集めても足りません。どうせならばこの島まるごと買い取って、紅蓮様への生いけ贄にえとしてさしあげましょう」

「……まだ遊戯ゲームの内容も何も発表されてないのに、かい？　気が早すぎるよ」

「ふふふ、買収、投資はそんなにすぐできるものではありませんから。布石を早めに打つのは必然ですよ。まずは一手、この地に楔くさびを打ち込むとしましょうか」

　す、とフラヴィアの貌かおから笑顔が消える。

「朝あさ人とさん。貴方こそ、どうなさるおつもりですか？」

「どうする……って、どういうことかな、右斎さん？」

　ささやかな揺さぶり。フラヴィア・デル・テスタ、本名右う斎ざい風ぷ鈴りん。

　その名前をあえて呼び話題の矛先を逸そらそうとするささやかな朝人の反撃は──。

「白しろ王おう子じ、聖せい上じよう院いん、遊戯者にして政財界の枢要を占める旧家。貴方と姫ひめ狐こさんはその両方に敵対し、砂をかけて逃げた駆け落ち者。今は獅し子し王おう学がく園えんと紅蓮様という傘に守られても、一歩でも出れば……くすくすくす。ズタズタに引き裂かれてしまうでしょう♪」

「…………！」

　それは、否定しがたい現実。

　だからこそ、白王子朝人には、聖上院姫狐には、時間がない。

（──紅蓮が在学している、あと二年強のうちに）

　両家を敵に回してもなお潰されないだけの力を得る必要がある。奇くしくもその焦りは、獅子王レジャーランドで紅蓮に牙きばを剥むいた眠れるペット、桃もも貝がい桃もも花かと同種のものだ。

　違いは、敵の圧倒的な規模にある。

　桃花の実家を守るだけなら、動く金額などささやかなものだ。

　紅蓮が本気を出すまでもなく、電話一本で開発を止めることも可能だろう。

　が──白王子、聖上院のような旧家となれば、その限りではない。

「この《獣王遊戯祭ベステイア》において頭角を現し、家名ではなく己の名を世に知らしめる……。紅蓮さまの見えざる影を利用し、遊戯者として確固たる地位を築いて安寧を買う」

　それはまさに、虎の威を借る狐きつね。

「卑劣、卑ひ怯きよう、姑こ息そく、狡こう猾かつ……いえ、私はそれを評価しましょう。紅ぐ蓮れんさまの庇ひ護ごを買うため、貴方あなたは友情や信頼、奉仕といった対価を誠実に払おうとしているのですから。……そして、そんなご自身の醜さを知った上で、罪悪感まで抱いている」

　まあ、と一拍置いて、フラヴィアは慈母の如ごとく。

「なんて素敵に醜い欲望。私は、貴方のそういう生き汚さ……好ましく思います♪」

「勝手に代弁されても困るな。僕の心を、そんな風に暴いたつもりかい？」

「貴方がそうしようとしたように、ですね。私の意図は読めましたか？　不可能でしょう。私は紅蓮様に奉仕するのみ──私のもたらす不幸への対価を支払っているのですから」

　絶対不運──フラヴィア・デル・テスタの持つ概念系の異能。

　それは彼女に敵対するモノの悪意を反転させ、本人に不運、不幸として返す絶対法則。

　たとえ悪意は乏しくとも。フラヴィアを捕まえ、くくり、囲っている限り──。

（……紅蓮のもとに、必ず『不運』が訪れる？）

　聖女の姿をした不幸そのもの。不吉の黒猫が美少女と化して居座るようなモノ。

　美しき偽イタリア製の疫病神。言葉を尽くせばそうとでも表現するしかない彼女の目的が、自分のもたらす不運不幸と帳尻が合うだけの『幸福』をもたらすことだとしたら。

「……その点では、共闘できるのかな。君とは」

「ええ。桃もも貝がいさんといい、貴方といい──紅蓮様を信奉し、すがる方々は多いようですが、対価を支払おうとする方はほとんどいません。いわば、甘えているだけです」

　サービスには対価を。加護には奉仕を。恩恵には信仰を。

「神聖紅蓮教会建立の奉仕活動……募集は受けつけていますが、乗りますか？」

「どうかな。いくら趣味が悪いとはいえ、罪があるわけでもないホテルを乗っ取るとか。──紅蓮が許すとは思えないけど、そこはどう思ってるんだい？」

　探るような朝あさ人との言葉に、フラヴィアはふたたび笑みをつくり。

「でしょうね。本当に、罪がなければ……ですが」

　愉たのしげに言い、獲物を探す眼めでフラヴィア・デル・テスタは寂れたカジノを眺めた。

　客がおらず、ディーラーも足りていないのだろう。

　テーマパークめいた賭場の雰囲気はガラガラのスペースのせいでひどく削そがれ、座る客ひとりいないパチンコ台と椅子の整然とした列が空虚に見えた。

「選択の余地はありませんね。このカジノで今、まともに動いているのはあそこだけ」

「『雀荘じやんそう』か。昔のホテルや旅館には麻雀マージヤンが打てるスペースが用意されていることも多かったらしいけど、それを再現したのかな？」

　伝統的、言い換えれば古臭い煙草たばこの臭いが漂うそこには、多少の客がついていた。

　数人の客は全員が日本人で。

「ロンじゃ。ぐはははは!!　儲もうかってたまりまへんなぁ!!」「さすがっすわアニキ!!　よっ、現代の雀鬼じやんき!!」「ぐぐぐ……若造が調子に乗りおってからに……！」

　麻雀マージヤン卓たくを囲む男が四人と、その勝負の行方を見守る強こわ面もての男たちが複数。

　それはまさに大正後期から昭和にかけて行われていた、裏社会の賭博麻雀の風景。

「……独特の客層だね？」

「ええ。ところで、このホテルですが──名目上、経営はこの国の第四王女の名義です。が、実際には運営資金の大半を日本の、それも非合法な団体が賄っているとか」

「非合法団体、ね。……聞くまでもない。ヤクザか」

　そう考えればこの建物の独特の内装、やる気のないサービスにも納得がいく。

　実質、日本ヤクザが経営するヤクザホテル。当然、そこには裏の目的がある。

「まだ調査を始めてから間がありませんので、背後の詳細までは掴つかめませんでした。が、『教団』の者の報告によれば、ここは実質、日本への非合法薬物、密輸の拠点としてほぼ彼らに利用されているようですね。今日街で姉弟きようだいに絡んでいた方も、その末端でしょう」

「少し安心したよ。善良なホテルを乗っ取るとなると、多少は罪悪感も感じるしね」

「ふふふ。相手が悪なら罪ならず──普遍的な善悪観をお持ちですこと」

「そっちの方が紅ぐ蓮れん好みだろうしね。けど、そんな拠点をアルセフィア側は野放しに？　そこまで情報が流れてるなら、現地警察が介入してもおかしくないと思うけど」

　朝あさ人との疑問に、フラヴィアは端末でメッセージを受けとりつつ。

「シンプルに申し上げますと、外貨を獲得するほぼ唯一の手段だから、のようですね」

「……それなら、非合法活動でも黙認するってことかい？」

「ええ。どうもこのホテル周辺、『第六区』はアルセフィア王国で最も貧しい貧困地帯。いわゆるスラムであり、ここ以外ほぼまともな産業がないようです」

　アルセフィア王国は島国である。全体を六つの区画に分け、それぞれに異なる国の資本が導入され、パートナー的な立場で開発に参加している。

　米国、ロシア、中国、欧州連合、ヴァチカン、そして……日本。

「大戦期──三次大戦以前、この国の前身だった国は中立的立場をとり、各国の外交の場として開放されていたようです。その時代から続く『協定』が現在も続いており、各国の支援を受けながら運営されているようですね」

「つまりは列強諸国の代理戦争の場……か」

　クオリアシステムが現在の形となり、ＶＲと拡張現実を組み合わせた高次表現が可能となる以前、各国の利害を調停する決着の場、『戦場』として用意された国。

「ええその通りです。米国をはじめ、戦後復興支援として多く資本を投じた区画は成長し、逆に距離的な問題やさまざまな政治的要因で、支援がしにくかった日本と近しいここ……第六区画は今も未発展のまま。それどころか、犯罪組織にいいように利用されている」

「そうだね。──紅蓮も、こういう輩やからは嫌いだったよね？」

　ため息混じりに言うフラヴィアに、朝人は不敵に笑いかける。

「ええ、でしょうね。となれば……問題はすべてクリアされたのではありませんか？」

「残念ながら、ね。この高レート麻雀、参加条件はあるのかな」

「参加資格は現金とその身ひとつ。いたってシンプルですね♪」

　フラヴィアと朝あさ人とが雀じやん荘そう区画に入ると、ヤクザたちがじろりと睨にらみつける。

　明らかにアウェイな空気の中で、ざっとルールが記述された張り紙を確認していくと。

「トビなし、局数上限なし、財産が尽きるまでの青天井。ゲーム終了の選択権はアガった者にだけある……か。つまり負けてるうちに勝負をオリられず、骨の髄まで搾り取られる可能性があるわけだ。とても人道的なルールとは思えないね」

「おう。……そこの若いの、どこの衆じゃ？」

「このホテルにゲソつけといてワシらにあいさつなしとは、ええ度胸じゃのう。何じゃい、金髪のええ女はべらせおって。ちょいとおすそ分けでもしてくれるんか？」

「ぐへへへへへ……丁度ええわい。ひと勝負、イクかいの？」

　クイッ、クイッと独特の手つき──牌はいを握るしぐさで笑うヤクザ。

　男たちの手に分厚く残ったタコが、彼らの素性を証明していた。

「ヤクザの代打ち──わかりやすくて助かるよ」

「ふふ。私がこの手の勝負に同席すると、興ざめな結果になります。お任せしても？」

「いいよ。君はせいぜい、彼らを煽あおってくれればいい。この手の博ばく打ちはそれなりに得意な方だからね。ゴミ掃除くらいは、充分できると思うよ」

「……言ってくれるやないか、兄ちゃん」

　絡んできた三人のヤクザ遊戯者、中でも血の気の多そうな男が朝人のシャツを掴つかむ。

　パンッ……！

「て、てめえっ!?」

　襟えりを締められかけた瞬間、朝人は平手でヤクザの手を弾はじいた。

　怒るより先に驚いた表情で睨んでくる極道者たちに、美しい少年は微笑ほほえみかける。

「僕としては、君たちに恨みはないんだけど──」

　指を軽く組み、鳴らすように音を立てる。指の関節がほぐれるのを感じると、白しろ王おう子じ朝人は年齢を超えた凄すごみを湛たたえて告げた。

「紅ぐ蓮れんが君達みたいなモノを見ると、きっと嫌がると思うから。──排除するよ」

「はあ？　……な、何言ってるんじゃ、テメエ……!?」

「わからないなら、いいさ。どうかな、ディーラーサイドの皆さん、僕と軽くひと勝負。……種銭ならあるよ」

　古びた雀卓じやんたくの上に端末を滑らせる。

　そこに表示された金額は──

「い、一千万……だと？　テメエ、何モンだ？」

「夏休みで旅行中の、ただの学生。……どうかな、ちょっとした遊びだよ」

「ハッ、面おも白しれェ……！　裏プロの洗礼、受けてみろや」

　腕に自信があるのだろう。男たちの一人が自らの端末を滑らせ、挑戦を受ける。

「確認しておきたいんだけど、ディーラーサイド、つまりホテルサイドの人間ということは。当然、ホテルとの直接対決、というテイになるんだよね？」

「あァ？　それがどうしたんじゃ」

「いや、確認しときたかっただけさ。それじゃあ、始めようか」

「どこのボンボンか知らんが、運が悪いヤツじゃの。泣いても金は返ってこんぞ？」

「ククク……。そっちの姉ちゃんがカラダで返すっちゅうんなら、いくらか回してやってもええがのう。百万でも二百万でも好きな金額で買ったるわ」

　鼻の下を伸ばして言うヤクザ達に、「まあ」とフラヴィアは驚いて。

「百万円──もしかして、私の値段ですか？」

「そうじゃ。ま、一晩の稼ぎとしちゃあ大したもんじゃろ？」

「いえいえ、まったく足りません。私の貞操、私の時間、私の価値を考えれば、億より上の値がついていますので。１ビットすら買えませんよ？」

　それは、事実である。

　テスタ教団の教祖として、世界に散らばった投資家、資産家の支持を受けるフラヴィアの価値。自分自身に値をつけ、株式のように出資を募ったならば。

「お、億じゃと!?」

「ええ。ちなみに単位は『ドル』です♪　ふふふ……不潔なヤクザのみなさまにはとても、無理な額かと存じますね。その不潔な鼻毛をお切りになって出直してくださいませ」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」

　……バンッ!!

　強烈な音を立て、ホテルサイドの代打ちは雀卓じやんたくを蹴飛ばす。

　その派手な音に、周辺にたむろしていた犯罪者、ヤクザ、密輸業者などが目を向けた。

「ええじゃろ……。ブチ殺されてから文句言うなや、ゴラァ!!」

「そうだね。そうしよう、フラヴィア。もう『仕込み』は充分だろうから」

「ええ。ふふふ……心地よい、ぬるま湯のように温かく、タールのように粘る敵意」

　朝あさ人との背後に隠れながら、フラヴィアはシャツを留めた襟えりのボタンをひとつ外す。

　水すい蜜みつ桃とうのように麗しい胸。ふたつの丘の谷間をあえて見せつけると、男達の欲望がさらに煽あおられ、ゴクリと唾つばを飲みながら、焦げるように熱い視線が集まってくる。

　だが、彼らは誰も気づかない。これが、勝負を左右する最悪の罠わなであると。

（麻雀マージヤン──手技と運で決まる遊戯ゲーム。実力でも充分倒せるし、運の部分についても）

　今の仕込み、心に打ち込んだ楔くさび──フラヴィアの異能が強力な保険となる。

　絶運の女神を敵に回した時点で、ヤクザどもの未来は決まっているのだ。




　そこから始まったのは圧倒的な虐殺だった。

「──ツモ。８０００オール」「──ロン。１２０００は１２３００」「──ツモ。２６００オールの二本づけ」「──ロン。１８０００は１８９００」

　和了ホーラ、和了、和了。息もつかせぬ怒ど涛とうの和了でヤクザの点棒はみるみる削れていく。

　東トン１局、朝あさ人との親番は永遠に終わる気配を見せない。

　裏プロだと息巻いていたひとり、ホテルサイドの人間を名乗るディーラーはとうの昔に点棒をマイナスとし、トビ終了アリのルールならすでに決着はついていた。

　卓を囲む四人のうち、三人は朝人の敵。三人で組み、視線を交わして合図を送りながら必要な牌はいを送り合うというイカサマを駆使して尚なお、朝人の和あ了がりの速度に追いつかない。

「な、なんじゃあ!?　コイツ……ただもんちゃうぞ!!」

「イカサマだ！　こんなに勝ちまくるわけあらへん！　イカサマに決まっとる！」

「……言うね？　コッチはさっきからバレバレのイカサマを、あえて見ないフリしてあげてるのに。そんな言いがかりをつけるなら、現場を押さえてあげようか？」

「ぐ、ううっ……！」

「ま、待て！　オリだ！　ワシの種銭は尽きた!!」

「……ん？」

　両手をあげて降参の意思表示をするディーラーに、朝人はとぼけたように小首をかしげ。

「最初に確認したはずだよ？　あなたはホテル側の人間だと」

　その瞳は、正しく蛇のそれ。

　しっぽをまいて逃げようとする家畜を、けっして逃がすことなく喰くらいつく。

「当然、ホテルの資産、権利、すべてを吐き出すまで終わらない。これは最初から、そういう遊戯ゲームなのさ」

　それは、胴元としては想定外の惨事。

　圧倒的な有利ゆえに本来考える必要もなかった事態。

　大おお星ほし大たい成せいの得意とするマーチンゲール法の理論に近いものがあるが、この雀荘じやんそうが掲げる青天井ルールは、資本が多い方が最終的に勝つ。何な故ぜなら、麻雀マージヤンは一定以上の腕前同士の者が戦えば、純然たる運ゲーになるからだ。

　本来、誰かが勝ち続けたり、負け続けたりするのは完全な異常事態。

　青天井ルールならば最終的には一個人でしかない客よりも、国がバックについている、このホテルの方が強くなる。ゆえにディーラーサイドに一方的に有利なルールだった。

　まさか、予想だにしなかったのだ。

　永遠に勝てない──そんな不条理な不幸に見舞われるなどと！

　何もなければ普通に打てば負けない、客がバカヅキしていたら、イカサマで勢いを殺す。

　そんなやりくちで勝ち続けてきたディーラーは、運も、イカサマも、どちらにおいても自分たちを凌りよう駕がするバケモノ相手に、為なすすべなく点棒をむしられ続けるしかなかった。

「ひ、ひいいいいいいいい!?　か、勘弁してくれええええええ!!」「お、おいこれ、やばいんじゃないか？」「ああ……おい誰か、あの人に連絡を」「了解っす！」

　部屋の隅でヤクザたちがコソコソと動き始めたのを、朝人とフラヴィアは視界の端に収め、そして二人、無言でアイコンタクトする。

　──いよいよ来る。

　目の前の雑ざ魚こなど最初から眼中にない。

　朝あさ人ととフラヴィアが鉄砲玉の如ごとく、この賭場で暴れている理由は、ただひとつ。

　大物──ホテルの権利を握る、最上層の遊戯者を引きずり出すため。

（さあ、鬼が出るか蛇が出るか。お手並み拝見といこうか）

　不敵に笑み、朝人は勢いよく牌はいを叩たたきつけた。




「ツモ。１６０００オール」





　　　　＊






　──いつのまにか、眠っていた。

　朝人がフラヴィアと共にカジノへ消え、可か憐れんや静しず火かと共にふたつの客室を調べた後。

　特に目立った仕掛け、盗聴器や監視装置のたぐいは発見できず、ひとまず解散となった。長時間のフライトの疲れか、部屋に戻った紅ぐ蓮れんは軽い睡魔を感じて──。

（どっちの寝室を使うのか、決めてなかったな……）

　そんな風に考えたものの抗あらがえず、適当に選んだ片方のベッドで寝入ってしまった。

　とはいえ、そう長い時間ではない。十分、いや、三十分ほどだろうか？　眠気に任せてうとうとと心地よく微睡まどろんでいた時、不意に聞こえた『音』が即座にそれを打ち破る。

　……カチッ。

（ロック解除音。強引な侵入じゃない、キーを使った……？）

　ほんのわずかな金属音だが、紅蓮の聴覚はそれを聞き逃さず、即座に活性化する。

　玄関を開き、入ってくる何者かの荒い呼吸と密ひそかな足音。

　男子部屋のカードキーを持っているのは紅蓮と朝人の二人のみだ。可憐は欲しがったが、予備がないため渡せずにむくれていた。つまり、侵入者は可憐ではない。

（電子ロックをキーなしで解除した？　……なら）

　内部の情報を得た外部の工作員、あるいは潜入した何者かの行動。そこまで瞬時に察し、紅蓮は耳を澄ます。完全な覚醒までの二秒、外部の情報を探るために。

「……はぁ……。はぁ……はあ……んっ、んっ……ふぅぅ……っ♪」

（興奮している。呼吸が荒い。足取りが重い、汗ばんでいる？）

　聴覚で得られた情報に疑問符が浮かぶ。暗殺、拉致、誘拐、可能性の高い作戦行動。

　だがそのどれにも息を荒らげて興奮した女が、微妙に下手な忍び足でベッドに迫ってくる必要などない。つまり、この現象には別の解答があるはずであり──

「……おい。何してる、変態。というか、痴女か？」

「ちっ……!?　お、起きていたのか、砕さい城じよう、ぐりぇんっ……！」

　微妙に舌が回っていない言葉遣いで現れたのは──。

「……嫌なことに見覚えがある。その下着、リボン、全部姉の私物だろ。そうして見ると、お前は本当に水みず葉はそっくりだな。まあ、表情が致命的に違うんだが」

「う、うるしゃいっ……！　わ、わかっている。私ではお姉様のかわりにはならない……。知能、実力、エッチなご奉仕の腕前についても、かにゃうはずにゃいのだから……！」

「前半はともかく、後半はいらん。というか、服を着ろ！」

　そう。ロックされたドアを何らかの手段で開け、忍んできた人物。

　汗ばみ、あちこちが透けた純白の下着をまとい、素肌の上から高級そうな毛皮のコートを羽織った『御み嶽たけ原ばら水葉』こと、静しず火か。いつものポニーテールではなく水葉と同じ髪型にリボンでまとめ、羞恥心にプルプルと細かく震えながらベッドの傍そばに立っている。




　……ファサッ。




　音を立ててふわりとコートが落ち、カーペットに沈んだ。

　まるで市場に並ぶ女奴隷のよう。裸よりよほど煽せん情じよう的な下着姿、汗ならぬもので濡ぬれた身体を晒さらしながら、少女は演技を忘れた素の表情で震えている。

「くっ。そ、その眼めは何だ！　し、知っているぞ。フラヴィアから聞いた……！　さあ、するがいい。お姉様に夜な夜なしているような淫いん猥わいな宴うたげ、その劣情すべてをこの私が、姉に代わって受けてやる。だが、勘違いするな。わ、私は……ッ!!」

　ごくり、と唾つばを飲みこむ。

　言葉とは裏腹に息荒く、欲望に燃える眼は焦点が合っていない。

「わ、私はお前のために身体を開くのではない……！　あくまでお姉様のために、お姉様になりきるために貞操を捧ささげる覚悟をしてきたのだ！」

「……はあ」

「さあ、お姉様のように弄び、屈服させるがいぃ……っ！　じ、準備はしてきた。一人で入念にストレッチをし、マッサージもした……んぅっ。つ、次は、何だ……！」

「回れ右して帰って寝ろ」

「違う！　違うだろう、そこは『このいやらしい雌めす豚ぶため、お前の汚い汁で俺の部屋を汚すつもりか？』とか言いながら、こぼしたモノを舐なめさせるとか……あるいは、『奴隷の身でおねだりとは汚いクズめ、欲しければ尻でも振ってみろ』とか言うところだろうが!?」

「わけのわからんイメトレをするな!!　というか、完全にお前の趣味だろうが!!」

　思わず頭痛がしてくる。姉想おもいもここまでいくと変態だ。というより、ガチ変態だ。

「最近思うんだが、お前ら姉妹そっくりだな本当に。どっちもバカエロの血が流れてる。前世は誘い受けサキュバスか何かだったんじゃないのか？」

「はっ！　きゅううぅぅん……♪」

「ときめくな！　どこがツボだったんだよ、今のは」

「そ、その、姉妹そっくりというところが……うん。クる。あ、あとは、この、その……。乱暴にシながら、『さすが姉妹だな、ココまで似てる』とか言ってもいいのだぞ……！」

「だからプレイを希望するな。このド変態が、正座しろ、とりあえず」

「こ、こうか？　こうでしゅか……!?　くっ、屈辱だ……！　屈辱を……感じ……っ♪」

「ケツを掲げるな。振るな。ねだるな。……このバカエロ姉妹は、ったく……。だいたいお前、カードキーはどうやって開けたんだ？」

「あのくらいの鍵、適切な技能と機材があれば開けられる。……獅し子し王おう学がく園えんの寮に比べて、Ｆランク寮のセキュリティパック未導入版程度の強度しかないぞ、このホテルは」

「マスターキーが出回っててガバガバのあれか？　……根本から見直しがいるな」

　せっかくプライバシー対策をした意味がない。

　凄すさまじい疲労感を覚えつつも、紅ぐ蓮れんはベッドから起き上がる。その足が床に触れた瞬間、静しず火かはビクリと身を震わせ、何かを待ち望むように眼めを閉じたが……スルー。

「……あの。何も、しないのか……？」

「しない。……消臭剤を持ってきて正解だったな」

「あぁ……わ、私の匂いが、まるでゴミのように……ファブられて消えてしまう。私の匂い、存在などその程度の価値しかないと言われているようで……くっ……！」

　部屋にこもる淫いん靡びな匂いを消すため、無慈悲に消臭剤をシュッシュと吹く紅蓮に、静火は床に正座したまま悔しげに唇くちびるを噛かみ、眼を潤ませて言った。

「だから興奮するな。部屋で寝てたら変態襲来とか、ほぼホラーだぞ。やられる側の身にもなれ、次やらかしたら警察呼ぶからな、俺が」

「け、警察……!?　わ、私を留置場で汚れきった浮浪者の餌食に……はきゅんっ……！」

「もうなんか無敵だなお前……。まったく、実の姉を何だと思ってるんだ」

「変態だと思っている」

「ストレートすぎる！　……いやまあ、八割ぐらい当たってる気もするが」

　はあ、と深くため息をつき、カーペットに正座してもじもじしている静火を見下ろす。

　下着の上から紅蓮のＴシャツを羽織り、裾を引っ張って腿ももを隠しているものの──逆にその仕草がいやらしく、濃厚な香りを放つその姿は、普通なら即むしゃぶりつくだろう。

「言っておくが、俺は何もしないぞ。だいたい、水みず葉はのアレは半分病気みたいなもんだ」

「病気？　……お姉様は昔からああだったが」

「ああ、お前ら姉妹がエロいのは生まれつきだ。が、一切の歯止めを利かなくさせたのは、間違いなく施された遊戯者教育の結果だよ。異能を覚醒させるためのな」

　欲望の増幅、情動の強化、脳内麻薬分泌を促すインプラントや人格インストール。

　御み嶽たけ原ばら水葉という人物が実の妹からも痴女と評されるまでになったのは、それが大きい。

「俺があいつの相手をしてるのは事実だが、身体の関係にはなってない。行きの飛行機でフラヴィアと同席したのと同じ、ただの介護だ。そこを履き違えるなよ」

「……待て。砕さい城じよう紅蓮、なら改造すらされていないのに姉と同じことをした私は……？」

「天然自然のドスケベだな。……俺以外の男にやらかしたら逮捕されるぞ、ガチで」

「つ、つまりお前とだけしろと言うのだな。……わ、わかった。受け入れよう……！」

「俺にもするなと言ってるんだ。……今わかった。お前も、日常教育が必要な部類だな」

　はあ、と深く息をつくと、紅ぐ蓮れんはケトルに入れていた水をコップに汲くんだ。

　お湯は沸かしていない。適度にぬるい室温のそれを座り込んだ彼女のもとへ運び──。

「──飲め」

「んくっ……!?」

　半開きになった唇くちびるにコップの縁をつけ、ぬるめの水を流し込む。

　じょじょに角度を上げて液体を唇に注ぎ続ける。面食らっていた静しず火かはビクリと震え、病気を疑うほど痙けい攣れんしつつも、赤子のような懸命さでコップを舐なめ続けた。

「よし、飲んだな。いい子だ。落ち着いたらさっさと帰れ」

「ふぁ、ふぁいっ……」

「口を開けて見せるんじゃない。残さず飲んだのはコップを見ればわかる」

　落ち着かせようと水を飲ませただけなのに、なんでこいつは興奮しているんだろう？

　そんな疑問を持つ紅蓮だが、本人に訊きくのはやめた。ロクな答えが返ってきそうにない。

「ホテル側にセキュリティを強化させるか、あるいはもっとマシな宿を探すべきか……。しかし、おかしいな」

「……何が、だ？　場末のホテルなら、この程度のものだと思うが」

「ただのホテルなら、な。だがこの宿に泊まれと指定してきたのはあのインチキ理事長だ。安い旅行代理店でツアー代金をケチッたわけでもないのに、ヘタをすると国家の命運すら動かしかねない遊戯ゲームを控えた人間を、こんなダメな宿に泊めるか？」

　行われる遊戯の価値を考えれば、それこそ大使館あたりを宿舎にしてもおかしくない。外交特権もきちんとした護衛もなく、一般の旅行者並みの扱いをされる意味とは。

（目先の小銭をケチるほど馬鹿でもないはずだ。なら、ここを選んだ理由が何かある）

　ピピピ……！

　そう紅蓮が思った時、デバイスが控えめに着信を告げた。

　さては可か憐れんあたりが、静火の夜よ這ばいめいた行動を察知したかと思った。

　だが画面に表示された名前は、彼にとって少々意外なもので──。

「──フラヴィアか？　どうした。朝あさ人ととデートじゃなかったのか？」

『ふふふ。あの方のエスコート、それなりに悪くなかったのですが……。実は少々、問題が発生してしまいまして』

　鈴を転がすような声。

　緊張感のまるでない、むしろおかしくてたまらない、と言葉の端々に滲にじませて。




『白しろ王おう子じ朝人は敗まけました。──現在の損失、およそ三億ドルです♪』




「は……!?」

　わけのわからない展開に声が漏れ、傍そばにいた静火は怪け訝げんそうに眉をひそめた。





●三億ドルを賭けて




「……お前らな、到着早々何してるんだ？」

「ふふふ。修羅場……でしょうか？　なかなかにエキサイティングな旅行ですね？」

　ついてくると言い張った静しず火かを強引に女子部屋に放ほうり込み、可か憐れんに捕獲を頼んで数分。

　わずかなタイムロスこそあったものの、急ぎやってきたスキヤキホテル・地下カジノは肉の圧力と汗の湯気で、ひどく男臭くて殺気立った空気となっていた。

「ふふっ、助けに来てくださり、感謝いたします。紅ぐ蓮れん様♪」

「お前だけなら、放っておいても大丈夫だと思ったんだがな」

　殺気立ったヤクザに囲まれ、指一本触れられてこそいないものの、逃げ出す隙を封じられているフラヴィア・デル・テスタが、にこやかに微笑ほほえんで掌てのひらを振る。

（まったく、先走ってくれたな……）

　とはいえ、このホテルのセキュリティの脆ぜい弱じやく性せいを思えば、間違っているとも言いづらい。悠長にクレームをつけて改善させるよりトップを握って根こそぎ変えた方が早い──。

　過激ではあるがその考えは理解できるし、自分はともかく可憐の安全に関わるとあっては、あまり責める気にもならなかった。

「……朝あさ人とも関わってるらしいし、あいつが潰されると困る。聖せい上じよう院いんに恨まれそうだ」

「まあ。あのお二人の行く末を、心配なさっているのですか？」

「それなりに、な。敵同士ってわけでもない、知り合いは不幸より幸せな方が気が楽だ」

　だいたい、と言葉を切って、紅蓮はフラヴィアに振り返る。

「わざわざ俺を呼ぶ前に、お前が出れば済む話だろう？　なぜ、観みてるだけなんだ」

「ふふふ。……だって、私が出たら……相手が死んでしまうかもしれませんから♪」

「……！」

　物騒なフラヴィアの言葉に、周囲を囲むヤクザたちが殺気立つ。

　肉の壁を作るように並ぶ男達を横目に、砕さい城じよう紅蓮はまったく違うことを考えていた。

（『死んでしまう』か。つまり、絶対不運の発動。以前、聖上院とフラヴィアがぶつかる寸前まで行った時、聖上院が発作を起こしたって話をしてたな──）

　不慮の死、突然の急病、そういったレベルの不運でなくば、勝利の可能性がないと。

　フラヴィア自身の意志でなく、概念たる異能、運命とも呼べるものがそう判断したとき、彼女の異能は彼女を勝利に導くために死に至る不幸を撒まき散らす。

（……並の打ち手、遊戯者なら朝人には勝てない）

　砕城本家、世界最高峰の遊戯ゲーム旧家の基準においても二軍級──。

　異能を持たない遊戯者としてはほぼ限界といっていい実力が、朝人にはある。

（その朝人を破るようなヤツだ。今のフラヴィアが当たれば、それこそ『絶対不運』は、そいつの心臓を止めかねない。そう理解して、俺を呼んだってことか）

「なら、仕方ないか。……で、状況は？」

　そして、紅ぐ蓮れんはジロリと周囲を囲むヤクザどもを睨にらみつけてフラヴィアに問う。

　その眼光にヤクザたちがたじろぎ、ざわめいた。

「はい。まずは、あちらをご覧ください♪」

　フラヴィアが指したのは、ひとつの麻雀マージヤン卓たく。

　席に座っているのは四人。ひとりはよく見知った顔で、紅蓮を見て深く俯うつむく。

「……やあ、紅蓮。正直、どんな顔で君と話せばいいのか、わからないよ」

「ひどく負けたらしいな」

「！」

　白しろ王おう子じ朝あさ人とは、心臓を突き刺されたようにビクリと震えた。

「……ああ、そうさ。君の負担を減らしたかった。君を、楽にしたかった。けど」

　恥のあまり死にたくなるほど、自分は──弱い。そう、朝人は語る。

「桃もも貝がいさんは言ったよね。君と対等な存在になりたい、そうじゃないと友達になれない。……その意見には、僕も賛成だよ。頼りきりのまま、守られてばかりの寄りかかった関係じゃ、寄生虫と変わらない。本当の友達には……なれないよね」

「友達、か。……本当に、俺とそうなりたいのか？」

　顔を伏せて俯く少年のもとへ、紅蓮はコツコツと靴音を立てて歩み寄る。

　その音ひとつひとつが死刑台に登る宣告のように、朝人は震えながら聞いていた。

「……ああ」

「何でだ？」

「君のことが、好きだからさ」

　白王子朝人は、砕さい城じよう紅蓮が好きだ。彼の優しさに憧れる。家族を守り、かつての敵すら見放すことなく抱え込んで、遊戯ゲームの泥沼に沈む前に救おうとする姿に。

「……男が惚ほれるのに、他に理由はいらないよ」

「あの、なあ……。念のために確認しておくが、俺はそういうのじゃないぞ？」

「わかってるさ、そういう意味じゃない。というか僕には姫ひめ狐こ姉さんがいるし。だから、それとは別」

「そうか。……なら、素直に言っておくか。ありがとよ」

　言うと、紅蓮は雀卓に歩み寄り、朝人の銀髪に指を絡め、ぽんぽんと叩たたくようにして。

「けどな、朝人。お前はやっぱり勘違いしてるぞ」

「え？」

「ああ。友達ってのは、そりゃお互い自立したもんだ。いくら親しい間柄でも、ベタベタ四六時中くっついてたら気分が悪いし、重たいからな。──だが」

　伸びた手が、朝人の襟えり元に回る。少年の首を抱え込むように近づけて。

「本当に困ったり、必要な時は相談しろ。頼ったって、いいんだ。暴走して知らないところで破滅されるより、その方がずっと助かる。少年漫画、読んだことないのか？」

「マンガは、あまり……。縁が、なかったよ。家が家、だからね」

　思わぬ言葉と近すぎる距離に、困惑する朝あさ人と。

「遊戯ゲーム系の旧家の出だと、そうなるだろうな。……じゃ、俺からの課題だ」

　紅ぐ蓮れんはポケットから取り出した端末を、朝人の手に握らせて。

「俺の電子書籍に、古今東西の名作が入ってる。適当に読んで友情、努力、勝利を学べ。『イダの大冒険』とかいいぞ、才能はあるがヘタレなヤツが、ほとんど主役みたいに輝く」

　だが。

「最初っから、強かったわけじゃない。何度もミスッて、自分の力不足に悩んで苦しんで、それでも最後には立ち上がって、ついにそこまでたどり着いたんだ」

　誰でも、育つには時間がかかるものだ。砕さい城じよう紅蓮のような、例外を除のぞいて。

　ならば、それを待つことなど……どうということもない。

「なってくれよ。そういう『友達』ってやつに──期待してるから、さ」

「……わかったよ、紅蓮……」

　大切な宝物を受け取ったかのように、朝人は端末を抱きしめる。

「ホント、僕は馬鹿だね。世界の広さも知らずに。こんな場末のホテルに、実力者がいるなんてあり得ないと、たかをくくって自滅した」

「その実力者ってのが、そいつか」

　自嘲する朝人を立たせ、その席に替わるように紅蓮が座る。

　朝人の正面に座っていた、奇妙な出いで立たちの人物。

　スカーフで首から上、目元以外のすべてを覆い隠した遊戯者を睨にらみつける。

「ここからは俺が交代する。もしくはここで止やめて支払いに応じてもいいが──」

『続行判断の権限は私にある。当然、続行だ』

「勘弁してやる気はない、と？」

『その少年は私たちに牙きばを剥むいた。二度と歯向かう意志が湧かぬよう、破滅してもらう』

　やけにクッキリと聞こえる声は、音声変換アプリとボタン型マイク。

　室内は暗くて視界も悪く、声だけでは判然としないが、その体つきからして、どうやら若い女のようだった。

　アラブ風の民族衣装をまとい、スカーフで顔を覆うも、その魅惑的な肉づきと隙間から覗のぞく蒼あおく鋭い眼光は隠せない。

『その少年の点棒は現在マイナス三億ドル相当』

「ずいぶんとまあ……大金を賭けたもんだな。失礼かもしれないが、この悪趣味なホテルにそんな価値があるとは思えんが。土地をコミでも、一千万はいかんだろう？」

　そう首を傾かしげる紅蓮に答えたのは、意外な人物だった。

「ふふふ。確かに、このホテルそのものの評価でしたら一千万ドルは誠実な価格でしょう。ですが、このホテルの本質は、ここ……アルセフィア王国第六地区に、唯一展開している事業、外国資本。出資し、営業できる『権利』そのものだとお考えください」

『……外国人にしては、よく知っているな』

　スカーフの女は驚いたように、紅ぐ蓮れんの背後に立ったフラヴィアを見上げた。

　彼女は豊かな胸を紅蓮の肩に、そして頬に押し当て絡みつきつつ、甘えて答える。

「海外旅行が趣味なもので♪　アルセフィア関係の情報に精通した信徒の皆さんに調べて頂き、つい先ほど報告が参りました。明らかに経営不振なこのホテルが潰れず、存続できている理由……非合法組織の養分になってさえ、取り締まりを逃れたワケ」

　それは、遊戯ゲーム王国成立と共に発布された初代国王の『法』。

「『より強いリーダーを選ぶ』ため、アルセフィア王室は継承権を持つ子供に街の区画を分け与え、自ら統治させて発展を競う。積極的に外資を呼び込み、国内の経済を活性化し、時には遊戯によって他の王子の権益を奪ってでも、頂点に立つべく競い合う」

「なるほど。つまり、この第六区画は……いや、アルセフィア王国の行政区分は」

「ええ。それぞれが継承権を持つ王族に割り振られた、独立国のようなもの──ですが、この第六区画は先代の王子が資金難に陥り、さる日本企業に行政権を売りました」

　結果、企業は良心的にこの第六区画で己の利潤を追求した。

　それこそ、徹底的に──。

「インフラ整備などに用いられる最低限の維持費、管理費まで、民間委託という形で企業は吸い上げ、そこに暮らす民の生活を弾圧した。水一杯、食べ物ひとつさえ外資を通さずには買えず、合法的な圧政によって貧困に突き落とされ、スラム化したのです……♪」

『……本当によく調べたな。そして、これ以上の利益が望めぬと判断した企業側は、その権利をすべて同じ日本の、非合法組織に売ったのだ。その買い手が──』

　ここにいるヤクザの面々、というわけか。

「この国は、ワシらの国じゃ。ワシら極道の前線基地──世界に羽ばたくヤクザの砦とりでよ。このホテルに代表される開発権は、その根拠。三億……いや、五億ドルの価値はある」

　背後に控える強こわ面もての男たちがニヤつきながらそう言った。

　そんなヤクザの言葉に紅蓮は口元に手を当て、ふむとすこし考えて。

「五億か。──お手頃価格だな」

「は？」

「それでいいなら、即金で買おう。決済は電子通貨、現金、株式、何でもかまわない」

　言いつつ、紅蓮は指を掲げてパキッと打ち鳴らす。すると朝あさ人とが預かっていた端末が、主人の合図に反応して自動的に起動、ネットバンキングの口座情報を立ち上げる。

「どうだ。──この額じゃ足りないか？」

「ふぉ、ふぉおああああああああああああああああああああ!?」

　ヤクザが、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　それは嘘うそでもハッタリでもない。五億ドル、その数字すら端数に過ぎない。

「こ、国際金融機関……。主要先進国国営銀行の支払い保証付きじゃと!?」

「ああ。今の先進国が全部潰れないかぎり、こいつの価値は変わらない。ドル建てなら、支払いも楽でいい。何せ死ぬほど持ってるからな、少しくらい減らしたいんだ」

　ちょうどよかった、とでも言いたげな紅ぐ蓮れん。その鬼火のように煌きらめく眼めから目を離さず、アラブ風衣装の女は端末の数字を読んだ。

『……五千、億ドル……』

「さすがに全部動かすと、世界経済への影響が出るからキツいが。五億なら行けるだろ」

「な、なんじゃ貴様!!　アメリカの手先か、ＣＩＡか、工作員かなんかかい!!　こんな、こんなわけのわからん金額を独断で動かせるとか、いったい……！」

「前時代、インターネット黎れい明めい期きには地球の富のほとんどをＩＴ関係の資本家が握ってたそうだ。それに比べりゃ慎つつましいもんさ、ただのバイト代みたいなもんだよ」

　で？　と驚きよう愕がくするヤクザと女に、突き刺すように紅蓮は言った。

「売るのか、売らないのか。五億ドル、即金で出してやる。ついでに朝あさ人との負け分三億も返す必要はない、持って行け。八億ドル、おたくの組織でも小さい額じゃないだろ？」

「……小さいどころじゃないわい。組織がまるごとひっくり返るわ」

「ならよかった、ひっくり返せよ。その手柄を持って、ついでにヤクザどもを全部連れて、日本に帰っておとなしくしろ。跡目争いでもなんでもやってくるといい」

「……恐ろしいヤツじゃのう、クソガキ。ホテルの権利を買って、何をする気じゃ？」

「とりあえず、最上階スイートルームの鍵を交換するな。痴女に破られない程度に」

『……ふむ？』

　わけがわからない、という反応を見せる代打ちの女に、紅蓮は苦笑する。

「個人的な事情だ、放ほうっといてくれ。で、売るのか？　このホテルの権利を」

「…………」

　ヤクザはごくりと生なま唾つばを飲み、端末に並ぶ天文学的な数字を見つめる。

　その口元が──ニヤリと、欲望に歪ゆがんだ。

「馬鹿が。そんな大金を見せつけられて、八億で満足するわけあるかいな」

「はあ……驚くほど無知だな。知らないのか？　欲をかくと、ロクなことにならない」

「はん、何とでも言え。コッチにゃあエル先生がいるんや。負けるわけあらへん」

「エル先生、ね」

　紅蓮たちのやりとりを黙して見ていた代打ちの女性、エルと呼ばれた女性に視線を移す。

　どうやら、よほど信頼されているらしい。

　朝人を破り、フラヴィアにさえ殺さなければ勝てない相手だと言わしめる遊戯者。

　こんな場末のカジノでケチなヤクザの用心棒をしなければならない程度の遊戯者だ、大したことはない──などという油断は、砕さい城じよう紅蓮には無縁のもの。

　天才はどこにでも現れる。裏の世界で見た遊戯者がすべてではない。市井のどこにでも生まれ得るし、プロを遥はるかに凌りよう駕がするアマチュアだって存在する。

　けっして侮ることなく、紅蓮は牌はいを握りしめた。




「──やろうか。青天井だったな？」

『……命令なら、仕方ない。私の和了ホーラ、止められるものなら止めてみろ』





　　　　＊






　ジャラジャラジャラジャラ!!

　四人の雀士じやんしの手により洗牌される音が厳かな空間に鳴り響く。

　時代遅れの手摘み麻雀マージヤン、ざっくばらんにかき混ぜられるそれは、裏社会において裏技のたぐいをＯＫとする暗黙の合図。これより先は治外法権、何が起きてもおかしくない。

　まずは互いにルールを確認する。

　基本的には、いたって一般的な普通の麻雀勝負。

　すこしローカルルールが入っているとすれば、国士無双の十三面待ちや四暗刻スーアンコー単騎待ちがダブル役満であること、オープンリーチがアリで、それに振り込んだら役満扱いであること。少々特殊だが、こういうルールで遊んでいる一般人もかなり多い。

　ただしレートをはじめ金にまつわる部分の設定は常軌を逸していた。

　まず、青天井ルール。

　本来麻雀とは２５０００点持ちでスタートし、これが０を下回ったらトビとなり強制的にゲームは終了となる。

　しかし青天井ルールは違う。どれだけ負けようと、点数がマイナスになろうと、すべての局を終えるまで勝負は続く。

　さらにこの麻雀がおかしいのは、局数無制限というところだ。

　東風トンプウ戦や東南トンナン戦のように決められた局数を戦うのが本来の麻雀である。

　だというのに、その局数が無制限。

　ゲームの終了条件は和了した者が「終了」と宣言することのみ。

　そう、この麻雀、ただの麻雀ではなく、「和了できたタイミングで満足し手を引くか、次も和お了われることを信じてもうワンプッシュ狙うか」という判断力が問われる遊戯ゲームなのだ。

　ディーラーアリのカジノの遊戯ならではの特殊ルールといえる。

　麻雀のルール上、紅ぐ蓮れんとエルの他、左右を固める打ち手がいるもののそれはオマケだ。

　勝負はあくまでも紅蓮とエルのサシウマ。この二人の間で移動した点棒の分しか、現金の動きに影響しない。

　当然、左右の打ち手がカジノ側の回し者である以上、エルの側に協力するのだろうが。

　──関係ない。イカサマを使うなら好きにすればいい。

　華麗な手さばきで目の前に牌はいの山を積み上げる。

　紅蓮、エル、両者ともにその動きに一切の淀よどみなく、熟練の手管を感じさせる。

　観戦していた朝あさ人とやフラヴィア、ヤクザまでもが魅了されたように見入っていた。

　そして始まる、朝人相手にもう何度繰り返されたかもわからぬ、エルの親番。

　彼女はサイコロを振る──賽さいは二度振り。その出目は自５、すなわちもう一度自分の手でサイコロを振り、山の割れる位置が決まり、そして対局は静かに始まった。

（怪しい挙動はなし。──ヒラか？）

　自分の配はい牌パイは何の変哲もない平凡なもの。作為の跡は見られない。

　パシッ、パシッ。

　乾いた音を立てて次々と牌が河に捨てられていく。

　緩やかな進行だ。イカサマありの麻雀マージヤンならとっくの昔に誰かが和あ了がっている。

　紅ぐ蓮れんの朱い『眼め』はつぶさに場の、そして卓を囲む三人を観察し、思考を『色』として認識するが……イカサマをする際に生じる、後ろ暗い感情の色が微み塵じんも出ていない。

　この場にいる誰一人としてイカサマはしていない、そう『眼』は告げているが。

（……違和感がある。ヒラだとしたら、朝あさ人とが三億ぶん負け続けるとは思えない。むしろ、イカサマがないことの方が不自然）

　──なら、試してみるか。

　局の終盤に差し掛かり、紅蓮は無造作にひとつの牌を切り捨てようとした、そのとき。

　エルと名乗った代打ちの女性が、わずかに反応を示したことに……スカーフの隙間から覗のぞく目の虹こう彩さいがわずかに動きを見せたことに、何人の者が気づいただろうか？

　答えは、ニアリー・ゼロ。正確に見抜いたのは、砕さい城じよう紅蓮ただ一人。

「……こいつは危険牌だったな。切るのは、コイツにしておくか」

　つまんでいた『北ペー』の牌をすっと手牌の中に戻し、紅蓮は別の牌を切る。

『…………』

　わざとらしすぎる紅蓮の行動を怪け訝げんそうに見つめたエルは、口の中で四拍子、リズムを刻むように何事かをつぶやいた。それはまるで、揺さぶりに対して心を落ち着ける呪まじないのたぐいのようで。

『……ツモ。６０００オールだ』

　そう言って、エルは手牌を倒す。

　和了牌は、『北』──。つい先ほど、紅蓮が止めた牌だった。

（やはりコレが当たり牌だったか。──なるほど、理由はわからんが、視みえてるな）

『威勢よく敵討ちに来たわりに他た愛あいもないな。……続行だ』

　骨までしゃぶり尽くすと言わんばかりの眼光で、エルは牌を崩し、混ぜ始める。

　ジャラジャラという洗牌の音を聞きながら、紅蓮は思考を続けていた。ひと目見たところイカサマの気配はなさそうだが、さてではどんなカラクリで牌を見透かしているのか。

「……同じだ、僕が負けたときと……」

「どういうことだ？」

　背後で呆ぼう然ぜんとつぶやく朝人に、紅蓮は軽く振り返って問いかける。

　すると朝人は青ざめた顔に苦笑を乗せて。

「彼女が代打ちとして呼ばれてきたとき、最初のうちは互角の勝負だったんだ。和了りきることもできなかったけど、和了られることもなく、流局が続いてた」

　でも……と朝あさ人とは唇くちびるを震わせる。

「あるときから急に勝ち出して、止まらなくなった。今みたいに、まるで僕の手牌に当たり牌はいがあるのが見えているかのように、余り牌を的確に狙い撃ってくる」

「後ろにカメラのたぐいでも仕込んでるとかか？」

「いや──。僕みたいな弱者が言っても信じてもらえないかもしれないけど、これでも、裏技のたぐいは得意なんだ。当然、裏技を返すのもね。その僕から見て、何のイカサマもされていない。そのはずなんだよ」

「信じてやるよ。何せ、俺の『眼め』もそう言ってるからな」

　なら──こっちから仕掛けるか？

　そう思い、ジャラジャラと牌を混ぜる最中、意図的に望む牌を手元に引き寄せるしぐさを、あえて相手に気づかれるギリギリの塩あん梅ばいでやってみせる。

『──裏技ならやめておけ。私の目は誤魔化せない。裏に連れて行かれたいか？』

「……やらねえよ。早とちりすんな」

　即座に釘くぎを刺され、紅ぐ蓮れんは手元に寄せた役牌をぺっと卓の中央に弾はじき戻した。

「僕も、駄目だった。どうやら彼女、相当に『眼』が良い」

「そのようだな。……まったく、面倒な相手だ」

　くせっ毛の頭をボリボリ掻かきながら、紅蓮は顔をしかめる。

　──ああ、本当に面倒だ。

　どうやら倒すためにはほんのすこし頭を使わなくちゃならないようだ。




　パシッ、パシッ──。

　ふたたび局が始まる。親のエルが牌を切り、紅蓮の上家カミチヤが牌を切り、そして紅蓮の手番。

　牌をツモった後、紅蓮はしばし牌山を眺め、何事かを考えると──。

　その一枚を、躊ちゆう躇ちよなく切った。

『……!?』

　エルが絶句する。

　それは、赤五萬ウーワン。ドラ表示牌は四萬スーワン。すなわち、２役を乗せられるダブドラ！

　第一手でそんなモノを切るなど、普通の手順ではあり得ない。

　さらに次の巡目、その次の巡目で捨てられていくのは、四萬、そして、六萬ローワン──。

　すなわち最初から手の中に揃そろっていた、ドラ２混じりの順子シユンツを崩したのだ。

『……奇き天て烈れつな手順を見せれば流れを変えられるとでも思ったか？　初心者がやりがちな、無駄な足あ掻がきだ』

「本当にそう思うのか？　……だとしたら、あんたはセンスがない」

　訝いぶかしむエルに、紅蓮は威風堂々たる所作で、口元には不敵な笑みを湛たたえて。

　ズン、と牌を重く切り飛ばしながら。

「あんたには視みえてるはずだけどな。俺がいったいどこへ向かっているのか、誰が見ても単純明快な、たったひとつの答えが」

『……!!　まさか……!!』

　スカーフの内側で碧へき眼がんが大きく見開かれる。

　やっと気づいたのか、間抜け。

「あんたのやりくちはイカサマじゃない。だが、多少の運の善よし悪あしを凌りよう駕がして、強引に勝ちを引き寄せる方法がある。──憶おぼえてるんだろ、この卓上に存在するすべての牌はいを」

『…………』

　沈黙を答えと見て、紅ぐ蓮れんは続ける。




「瞬間記憶能力。それが、あんたの異能の正体だ」




『……ッ！』

「あえて朝あさ人ととの最初の局を流局で終わらせ、ほぼすべての牌を表向きにその目で見る。そして次の局にはまだ見ていなかった牌を見て、掌握完了。その後は、すべての牌の行方を把握できるから、誰よりも効率的に、誰よりも確実に和了ホーラに向かえる。相手に良い牌が入りそうになったらズラせばいい。──そりゃあ、常勝も見込めるわけだ」

　イカサマの色を発していないわけだ。

　何な故ぜなら、あくまでも牌の位置を洗牌しても尚なお、憶えていられるほどの驚異的な記憶力を有しているだけで、何も後ろ暗いことをしていないのだから。

「だが、あんたはひとつ勘違いをしている」

『何だと？』

「その能力は勝率を極限まで上げるかもしれないが──同じことをできる相手と戦えば、アドバンテージはゼロ。そんな当たり前の事実を見落としてる」

『馬鹿な!!　お前にもそれができると言うのか!?　……ッ』

　ガタンと音を立て、中腰になる相手を視線だけで貫いて座らせると、紅蓮は高らかに牌を台に叩たたきつけるように切り捨てながら、落ち着いた低い声でこう言った。

「さてな。結果が出れば、わかることだ」





　　　　＊






（想像以上だな、砕城紅蓮）

　居るだけで相手を威圧するような紅蓮の空気に、皮膚が痺しびれるのを感じてエルは笑う。

　このホテルの用心棒、裏世界の代打ちを務める女・エルの目的は、端はなから砕さい城じよう紅蓮ただひとりだった。

　白しろ王おう子じ朝人、フラヴィア・デル・テスタ、こいつらの正体は知っている。

　獅し子し王おう学がく園えん生徒会役員代表選手──。

　明日からこのアルセフィア王国を舞台とした大規模遊戯ゲーム、《獣王遊戯祭ベステイア》に参加するために来訪した遊戯者の卵たちだ。

（弱者であればここで刈り取り、喰くらい尽くしてしまおうと思っていたが──）

　とんだ誤算だ。

　独自のルートから調べた結果、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんこそ要注意人物だとエルは見抜いていた。学園内の序列は低く、大した戦績も残っていないが、だからこそ香る、作為の匂い。

　何らかの理由で実力を隠している。そこまでは読めていたが──。

　まさかここまでの強さだとは想定の範囲外だった。




（奴やつの言葉は世よ迷まい言ごとでも何でもない、あの手の中で作っている役は──）




　巡目が過ぎていくごとにエルは内心で焦りを抱く。

　紅蓮の言葉はすべて正しい。

　彼女は生まれついての瞬間記憶能力者。彼女の脳は、一度見たり、聞いたりしたことを、撮影動画のように正確に記憶しておける容量無制限の超高性能カメラである。

　似たような才能を持つ人間も世界で数十人いると聞いているが、彼女ほどの正確さと、圧倒的な容量を誇る能力者となると二人といない、超特異体質と聞いていた。

　だというのに、何な故ぜ。何故、彼も同じ能力を持っている？

　いったい何者なのだ、目の前の男は？

　牌はいを見つめる双そう眸ぼう、爛らん々らんと輝く朱あかい『眼め』で見据えられると、心の奥底まで丸裸にされてしまいそうな感覚に襲われる。

　知らず掌てのひらに汗を掻かき、エルは牌さばきが甘くなっている自分に気づいた。

　──知らない、こんな重圧感。卓を前にするだけで、打だ牌はいの音だけで、こうまで神経がひりつくものだろうか？

　こんな感覚、《黒の採決》に出たときでさえ感じなかった。

　まるで檻おりの中にいる獅子と間近で対面しているかのようだ。今にも鋼鉄の格子を喰い破り、この細い体を滅め茶ちや苦く茶ちやに引き裂かれてしまうイメージが頭に浮かんでしまう。

　精神的に弱りかけた自分を鼓舞するように首を振って、エルは敵の手牌を睨にらみつけた。

　東トン、南ナン、西シヤー、北ペー、白ハク、發はつ、中チユン、一九萬イーチユーワンに一九筒イーチユーゼン、そして一九索イーチユウソウ──。

　一枚たりとも隣接しない、バラバラの手。しかしそれは日本の侍魂を顕現する、麻雀マージヤンにおける最強の一角を担う役！

（──『国士無双』。十三面待ち。この卓のルールだと、ダブル役満に当たる手……！）

　たった一撃で６万４０００点のバケモノ手だ。とはいえ、現状の朝あさ人との負け分と先ほどのエルの和了ホーラを合わせ、彼我の点差はおよそ18万点。

　ツモられたところで痛くも痒かゆくもないし、あり得ない話ではあるがたとえ直撃されても逆転はされない。

（だが、ただの一度と言えど和あ了がらせるわけにはいかない）

　古来より雀卓じやんたくには魔物が潜むと言われる。

　オカルトだ、迷信だ、と現代では馬鹿にされ、効率的なデジタル麻雀マージヤンのみが信奉されるが、そんなつまらない理論は裏の世界では下の下だ。

　実際のところ麻雀には『流れ』というものが存在する。勝ち始めた者は毛をむしる勢いで和了り続けることがあるし、神に導かれたとしか思えないツモを繰り返すこともある。

　完全記憶能力で常にすべての牌はいの位置を把握できるエルだからこそ、理不尽なヒキの偏りの存在、神の見えざる手の存在を確信せずにはいられなかった。

　ゆえにこの局、ここで紅ぐ蓮れんに国士無双を和了られてしまえば、終わり。たちまちゲームの流れを持って行かれる。

　もちろん普段なら完全記憶能力を活用し、流れを止めることなど造作もない。流れに乗りかけた相手のツモをずらし、自分にツキを引き寄せ直せばいいだけだから。しかし──

（──今回は、違う。奴やつも、同じことができる以上──）

　優位性など、ない。

　流れを奪われた時点で、敗まける。

（……チッ）

　引くことがわかっていた字じ牌はいをツモってしまい、エルは思わず舌打ちする。

　紅蓮に引かせず、自分も引かず──そんなズラし方ができる場ではなかった。

　この牌はい姿しも含めて、天は紅蓮に和了らせようとしているとでも言うのだろうか？

（……仕方ない。この局は、オリる。だが──）

　すべての牌の位置を把握し、最高効率で手を作っていたのだが、同じやりくちで最速で役満をテンパイした紅蓮のせいで、字牌が切れなくなってしまった。

　しかし同時に山の状態を確認したエルは、スカーフの中に隠した口元をニヤリと歪ゆがめる。

（──和お了われないのはお前も同じだ。砕さい城じよう紅蓮！）

　紅蓮のツモる場所に一いち九きゆう字じ牌はいはない。今後、一九字牌をツモるのは自分が三枚、左右を固めるヤクザが一枚ずつ。紅蓮は、けっしてツモれない。

　自分は絶対にそれらを切らないから、すべて手の中で殺せる。

　左右のオマケたちも、エルに比べれば雑ざ魚こではあるが、あそこまで大胆に真ん中ばかり切っている紅蓮を見て、易やす々やすと端の牌を切るほど間抜けではない。

（残念だったな。──お前の役満は、成就しない）

　そのことに紅蓮自身も気づいているのだろう。先ほどから牌をツモったきり無気力そうに椅子の背もたれに寄りかかり、じっと牌山を見つめたまま動かない。

　視みえなければ幸せだったろう。国士無双の夢を見続けられたのだから。

　しかし砕城紅蓮には視えているという。エルと同じくすべての牌の在あり処かがわかるなら。

　国士は犬死にし野に散るのだと、絶望の未来を理解しているはずだ。

「こんな勝負、やるんじゃなかった」

『弱音か？　悪い牌はい姿しでもないのだろう、さっさと進めろ』

「弱音も吐きたくなるさ。クソみたいにくだらない、つまらない勝負をさせやがって」

　深いため息とともに、面倒くさそうに髪を掻かき混ぜながら紅ぐ蓮れんは。

　リーチ棒を取り出した。




「オープンリーチだ。アリだったな？」

『は……？』




　あまりの出来事にエルはぽかんと口を開けてしまう。

　気だるげな宣言とともに、紅蓮の手牌が間抜けな音を立てて倒されていく。

　白い灯あかりに照らされて、露あらわになったその手は──エルの記憶通りにバラバラで。

「な、な、なんじゃそりゃあああああああああああああああああ!?」

「国士無双……十三面待ちを、オープンリーチだと!?」

　観戦していたヤクザたちがざわめく。

　紅蓮の後ろに待機していた朝あさ人とやフラヴィアも、目を見開き驚きを隠せない様子だ。

　当然だ。何な故ぜ、ここでオープンリーチをするのか、まったくもって意味不明なのだから。

　オープンリーチとは手の中を公開しアタリ牌はいを周知することで、１役をプラスするというローカルルールだ。このホテルの麻雀マージヤンではオープンリーチを認めているし、基本的には振り込みなどあり得ないが、万が一振り込んでしまえば役満払いというルールがある。

　だが紅蓮の行動はあまりにも荒こう唐とう無む稽けいだ。すでにダブル役満の手に１役足したところで点数が上がるわけでもなし。万にひとつの他家ターチヤからの振り込みも期待できなくなった。

　ただただ思考停止、投げやりな一手。

『……失望したな。私と同じことができる男、多少デキる奴やつだと期待していたが。アガリ目がなくなったからといって、こんなおざなりな麻雀を打つとは』

「勝手に期待して勝手に失望してりゃ世話ないな。最初から、俺の実力はこんなものだ」

　紅蓮は肩をすくめ、それから軽く背を反らして背後を見る。

「だから、ここからは本当の実力者に代打ちを頼むよ。なあ、フラヴィア？」

「あら♪　ここでご指名ですか？」

　白羽の矢を立てられ、ヤクザの肉壁に囲まれたフラヴィアが猫のように小首を傾かしげる。

「ああ。どうやら俺の実力じゃコイツには勝てないらしい。だから、後は頼んだ」

「またまた御冗談を。あえてそういう打ち回しをされていただけでしょうに。まったく、紅蓮様は私の使い方がお上手で♪」

　クスリと微笑ほほえみ、フラヴィアが歩き出す。

　煌きらびやかな金粉が舞うようなその所作に、全身から放たれる黄金の神性に気け圧おされたかのようにヤクザたちは後ずさる。

　杖つえを振り上げただけで海を割った聖人の如ごとく、左右に分けていく筋肉の壁の中を悠々と渡り切り、紅ぐ蓮れんが空けた玉座に腰かける。

「さあ、続けましょうかミステリアスなお姉様？　──もっとも、楽しむ暇もなく、ここでピリオドでしょうけれど」

　気のせいだろうか。

　フラヴィアの微笑ほほえみを前にした途端、自分の腕がみしりと音を立てて軋んだ気がする。

　まるで神の見えざる手に全身を握り締められているような錯覚に襲われる。

　……くだらない。所詮は錯覚、ただの勘違いだ。

　余裕ぶった態度と異様な威圧感でいくら困惑させようとも無駄。この局は、逃げ切れる。

『──誰が相手でも同じことだ。当たり牌はいはすべて殺し切る』

　聖女の挑発を振り切り、エルは山に手を伸ばした。

　親指で擦こすらずとも牌の中身は知っている。ヌルリとした感触は、表面に何も書かれていない『白ハク』の牌。国士無双十三面待ちの当たり牌、けっして切ってはいけない牌。

　雀士じやんしとしての直感でも理わ解かる。

　能力者ゆえの確信でも判わかる。

　しかしどれだけ知恵があろうと、知識があろうと、この世には避けられないことがある。

　人間が人間である以上、絶対に逃れられないモノがある。

　年収が百億を超える順風満帆な資産家でも、世界の誰もが知る大物アーティストでも。

　世界恐慌に巻き込まれれば破産だし、乗っていた飛行機が落ちればあの世逝きだ。

　逃れられないモノ──それは神の采配。

　巨大な神の足に踏みつぶされれば、どんな実力者も終しゆう焉えんの運命を迎える。

　ゆえに。

『ぐ……ぁっ……!?』

　牌を手元に引き寄せようとした瞬間、右腕に雷に打たれたような痺しびれが生じたのは。

　激しい発汗、神経の異常とともに急激に肉体が不調をきたし、指先から力が抜けたのは。

　この者を勝たせよ。フラヴィア・デル・テスタに絶対の勝利をもたらせよという──他ならぬ天からの勅令だったに違いない。




　──馬鹿な……こんなことがあり得るのか……こんな、都合の良い……！




　指を離れ、『白』の牌が落ちていく。

　人は死ぬ前の一瞬、世界をスローモーションのように認識すると言われるが──

　今が、まさにそのときだった。

　その絶望的な光景は、何倍にも希釈され、『白』がゆっくりと落下していくのを、エルはただ見ていることしかできず──。

　紅蓮の冷めた声が耳を撫なでる。

「──フラヴィアの異能は、フラヴィア自身の素の力では絶対に勝てない強すぎる能力や、裏技のテクニックを持つ相手と当たったとき、その相手の命を奪ってでも運命がコイツを勝たせようとする、呪いじみた能力だ」

　フラヴィアに席を譲り、朝あさ人とに手渡された水を飲みながら、リラックスしていた紅ぐ蓮れんは、気だるげに語ってみせる。

「あんたを殺しかねなかったのは、この状況に持っていくことが、フラヴィアの地力じゃ無理だったから。ここまでお膳立てされてりゃ、わざわざあんたの命を奪うまでもない」

　それを、ただの不幸と呼べるのか。

　否、このたった一度の不幸への道筋は、ひとりの男が意図的に導いたものだ。




「ほんのちょっとの不幸で事足りる」




　断じて偶発的な事故などではあり得ない。

　コロン、と落ちた『白ハク』の牌はいを見て、フラヴィアが淑しとやかに両手を合わせ。




「──ロン♪　国士無双十三面待ちとオープンリーチへの振り込みで、トリプル役満……。９６０００点に本場ボーナスくださいな♪」




　直撃なら18万点差を軽くひっくり返す前代未聞の点数を、まるで近所のスーパーにお使いに出かけた子どものような無邪気さでねだってみせた。





　　　　＊






「ま、まままま、負けた、だと……エル先生が……!?」

「信じらんねえ……こんなコトってあるのかよ……こいつら、只ただ者ものじゃねえぞ！」

　積み上がった点棒が一瞬で消えた事実に、ヤクザたちが慌てふためく。これまでよほどこのスカーフの女遊戯者に依存し、頼ってきたのだろう。最終兵器が敗北し、拠より所どころを失なくした男たちはようやく自分たちが地獄の淵ふちに立っていることに気づいたらしい。

　──自分で戦う力もないなら、最初からやらなきゃいいのに。

　情けない男たちの姿にかつての依頼人たちを思い出し、紅蓮は冷めたため息をついた。

　ガタン！

　そのとき、甲高い音を立ててスカーフの女が立ち上がった。

『私が、敗まけた……こんなことが……』

「そりゃ敗けることもあるだろ。トップ率30％もありゃ強豪、40％でバケモノだ」

『違う！　お前は私と同じ能力を使い、仲間の特異体質を利用し、さらに高い結果を導いた。こんなのは普通じゃない。いったいお前は何者なんだ……!?』

「何者か、ね。それは俺が訊ききたいんだけどな」

　スカーフの隙間から覗のぞく爛らん々らんと輝く瞳を紅ぐ蓮れんは軽く睨にらみ返す。そしてゆっくりと彼女に歩み寄ると、無遠慮に手を上げた。

『……！』

　殴られると感じたのか、ぎゅっと目を瞑つぶるエル。

　次の瞬間、紅蓮の手は──彼女の顔を覆い隠すスカーフを、勢いよく取り去った。

「弟を置いて夜遊びってのは、感心しないな。ユーリ」

「…………!?」

　変声機を通さない生の声で彼女は息を呑のんだ。

　金色の髪、コーカソイド特有の華きや奢しやな顎あご。つい数時間前に見た顔は、しかしそのときの聖母のような雰囲気は微み塵じんもなく、路地裏でナイフを研ぎ雌伏するストリートチルドレンにも似た尖とがった殺意をまとっていた。

「あんたがまさか裏の遊戯者だったとは。昼も、それで俺に近づいたのか？」

「紅蓮、この人──」

「ああ、朝あさ人と。昼にヤクザに絡まれてた、町娘だ」

「…………」

　肯定も否定もせず、エルは──ユーリはじっと紅蓮の『眼め』を見ている。何かを探るような眼まな差ざしを見るに、正体を暴かれて動揺しているというわけでもなさそうだった。

　去り際、ユーリの失言に気づいた紅蓮はそのときから『裏』を疑っていた。
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　妹がいることを知っていた。つまりユーリは紅ぐ蓮れんのことをあらかじめ知っていたのだ。

　その上でわざと紅蓮たちの目につく場所に現れ、紅蓮を駄菓子屋に誘った。

「どこに雇われた遊戯者だ？　大方、《獣王遊戯祭ベステイア》絡みなんだろうが──」

「…………ッ」

　紅蓮が質問した瞬間、ユーリは踵きびすを返して駆け出した。

「おい代打ち、逃げる気か!?」

「このまま負け続けたらどうするんじゃあ!!　責任取らんかいゴラァ!!」

　激げき昂こうするヤクザたちの合間をするりするりとすり抜けて、ユーリは逃げていく。

　その時間、わずか数秒。忍しのびかスパイかという身軽さで雀荘じやんそうスペースから離脱した彼女を見送り、朝あさ人とが焦ったように言う。

「逃がしてよかったの？　放ほうっておいたら厄介なことになりそうだけど」

「……かもしれんが、捕まえたところで口は割らん。雇い主のことは吐かないだろうよ」

　彼女の目は本物の『裏の遊戯者』だった。

　クラウンのような科学技術と特異体質で強者のフリをする者とは違う。己の実力、己の体ひとつで修羅場を潜くぐり抜ぬけてきた者だけが醸す、独特の雰囲気があった。

「あの手の奴やつには拷問も意味がない。まあ、次に何か仕掛けてきても振り払えばいいさ」

「なるほどね。……で、これからどうする？」

　納得してうなずいた後、朝人は乱闘の後の球場のような微妙な雰囲気になった雀荘を振り返った。代打ちのエルは退場したが、まだ勝負は終わっていない。

　この麻雀マージヤンは和あ了がった者が『終了』を宣言するまで続くルールで──。

「もちろん、続行です♪」

　立てた指の先をぺろりと舐なめて、フラヴィアは艶然と微笑ほほえんだ。

「か、勘弁してくれ、俺達ゃもうあんたらには勝てねえ。だから──」

「あら、情けないこと仰おつしやらないでくださいな。ようやく貴方あなたがた程度──死なせずに済む相手だけが残ったのです。私にも楽しませてください」

　椅子から動く気配のないフラヴィアに、紅蓮はやれやれと頭を掻かく。窮地を脱した以上、無駄に稼がずさっさと帰りたいところだが、この様子ではむしりきるまで動かなさそうだ。

　フラヴィアは愛いとおしげに腹部をさすり、赤らめた顔でヤクザを誘う。

「紅蓮様の遺伝子を受け取り、役満という子を生なし、私少々火照ってしまいまして。この熱を鎮めるためにももうすこし──そうですね、このホテルの権利をいただくまでは、お付き合いいただきますよ、おじさま方？」

「ひ、ひえええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

　そして、限界まで搾り取るサキュバスが如ごとき遊戯ゲームが始まった。




　ここはもう任せてもよさそうだ。

　そう考えた紅蓮は面倒くさそうに頭を掻くと、人知れず踵を返しこの場を去った。





●収束する運命




「お兄様。こんな時間までどちらにいらしてたんですか？」

「ああ、ちょっとな。……お前こそどうしたんだ？」

　カジノスペースからホテルの部屋の前に戻ってきた紅ぐ蓮れんを迎えたのは可か憐れんだった。

　何な故ぜかパジャマではなく、しっかりとよそ行きの服に着替えている。

　その手元を見てみると、紅蓮が泊まる男子部屋のドアノブに、大きな虫眼鏡らしきものを向けていて。

「……まさかとは思うが夜中に侵入して良からぬことを、とか考えてないよな？」

「ち、違います誤解です！　学生寮ならいざ知らず、旅行先でそんなこと致しません！」

「学生寮でもやめろ。……で、不ふ埒らちな目的じゃないならいったい何のつもりだ？」

　最初から侵入目的でないことはわかっていたので、あっさりと紅蓮は話を戻した。

　その手に持つのがピッキングツールではなく、探偵御ご用よう達たしの虫眼鏡ということは。

「──侵入者の痕跡でもあったのか？」

「はっきりとした確証はありませんが。廊下で、気配がしたんです。扉を開けようとしているような」

　女子部屋は男子部屋の隣にある。妙な気配があれば、当然可憐は気づくだろう。

　紅蓮がこっそり部屋を抜け出したときは物音に気をつけたものだが、その不審者とやらはずいぶんと無遠慮に音を鳴らしたらしい。

「放ほうっておいてもいいが……ついさっき、怪しい奴やつと戦ってきたばかりでな。面倒くさいことになる前に、潰しておくのも手かもしれん」

「まあ、遊戯ゲームをされてたのですか？　もう、どうして私を呼んでくださらないのです!?」

「朝あさ人ととフラヴィアの奴が勝手に裏カジノに行って、勝手に大負けしたんだよ。あの金額の勝負の尻拭いをお前にやらせるのは、ちょっとな」

「お優しいのは良いですが、約束したはずですよ。危険な遊戯は一緒に、と」

「あれくらいは危険でも何でもない……が、わかったよ。次からは気をつける」

「はい♪　……それにしてもあの追尾性粘着ストーカーと腹黒聖女は、初日からお兄様の手を煩わせるなんて、許せませんね。『私は紅蓮様に迷惑をかけました』という看板を、首から下げさせましょう」

「罰ゲームみたいな真ま似ねはよせ。……ほら、ふざけてないで行くぞ、可憐」

　ぷんすかと頬を膨らませる可憐を遮り、紅蓮は廊下の先を見る。

「行く、とは？」

「ドアノブに残されていたんだろ？　香水をたらし、ふき取った痕跡が」

「……！　まだご自分で調べてもいないのに、どうしておわかりなんですか？」

　虫眼鏡と紅蓮の顔を交互に見比べ、可憐は目を丸くした。

「匂いでわかるんだよ。作為の匂いがぷんぷんしやがる。人を試し、誘うために、わざと痕跡を残す──上位の遊戯者のやりくちだ」

　常に感覚を研ぎ澄ませている者にしか嗅ぎ取れない、些さ細さいな薔ば薇らの香り。

　警察犬よりも正確な嗅覚でもって紅ぐ蓮れんは、その痕跡が点々と廊下に続くことを看破した。

「お見事ですね……調べ始めて、その結論に至るまで、私は三分もかかったのに」

「なら俺とお前の距離はたった三分だ。もうすぐ追いつくな？」

「残念ながら、差がもっと大きいことなど、自分で理解しています。でも──」

　可か憐れんは虫眼鏡をポケットにしまって、フフと微笑ほほえんだ。

「──もう一歩も離されません。だから、一緒に行かせてもらいますよ？」

「ああ。どんな敵が待っていたとしても、蹴散らしてやろう。──二人で、一緒に」

「はい♪」

　今このとき隣を歩くことが心底嬉うれしいのか機嫌よく振られる犬のしっぽが幻視できそうな上機嫌の可憐を伴ともなって、紅蓮は残された痕跡に従って廊下を往ゆく。

　たらしては、ハンカチで拭い、たらしては拭い。

　精密機械の如ごとく入念な手際で残された、香水の痕。

　魔女の家までの道を、ヘンゼルとグレーテル、二人の兄妹きようだいが残していったパンくずをたどるように。

　そうして廊下を往き、螺ら旋せん階段を上り、最上階。冷たい風の吹きすさぶ屋外バルコニーに至ったとき──。




　あまりにも強すぎる薔薇の香りが、紅蓮と可憐、二人の鼻をふわりと撫なでた。




　深夜のホテル。最上階。アルセフィア第六区画を一望できる壮大な薔薇園、その色とりどりの花々が二人を華やかに迎えた。

　そして──薔薇園の中央、不思議の国のアリスのような見事な西洋庭園の中に、不思議と違和感なく調和している和の産物、四阿あずまやに佇たたずむひとりの少女。

　紅蓮と可憐が近づくのに気づくと、少女はくるりと振り返り、口を開いた。




「ようこそ砕さい城じよう紅蓮様。砕城可憐様。アルセフィア第六区画総督府へ」




　穏やかな、大人びた少女だった。

　特徴的な顎あごの形、澄み切った碧あおい瞳、見事な金髪を丁寧にまとめた髪型。

　すべてが一個の芸術品のように美しいコーカソイドの少女。

　そしてそれは、まぎれもなく。今日、二度も出会った少女の顔に他ならない。

　ただひとつ、違うところがあるとすれば──




　全身を煌びやかな装飾が施された、真っ白なドレスに身を包んでいること。

「驚いたな、ユーリ。あんた、王族だったのか」

「ええ。王国第四王女、ユーリエル・アルセフィア。それが、私の本当の名前です」

　ドレスの裾をなびかせ立ち上がり、ユーリエルは恭しく一礼した。

　町娘でもなく。裏世界の遊戯者でもなく。

　全身から高貴なオーラを放つ姿は、正まさしく『姫』の在り方だった。

　紅ぐ蓮れんの『眼め』はその言葉に嘘うそがないことを看破している。しかしそれが即座に『信頼』に繋つながるとは、到底言えないわけで。

「ユーリ……お兄様、お知り合いなのですか？」

「ああ。こいつが街で会った姉弟きようだいの姉の方で──さっき、カジノで俺が倒した相手だよ」

　可か憐れんに簡単に説明し、紅蓮は先を続けた。

「街で接触し、カジノで俺達を襲ったのは、どういうわけだ？　王女ともあろう者が、俺達の敵対勢力に買収でもされたか？」

「……それは違います。あなたたちの力を試したかったのは、事実ですが」

「俺たちに何か依頼でもしようってのか？　残念だが、明日から《獣王遊戯祭ベステイア》で忙しいんだ。遊戯ゲームの代打ちなら他を当たってくれ」

「ところがそうはまいりません。──それこそが、《獣王遊戯祭》の主旨なのですから」

　パチン、と。ユーリエルは細長い指で華麗に指を鳴らしてみせる。

　すると四阿あずまやの中にＡＲモニターが展開され、ひとつの巨大な建物が映し出された。

　大理石を組み上げて建造されたそれは、騎士の時代、士官学校と呼ばれていた時代から存在し続ける由緒正しき学び舎や。

「アルセフィア王立学園。我が国が誇る、先端研究と遊戯の最高学府。それこそが──」

　そう言いながらユーリエルは、誘うように掌てのひらを紅蓮たちの方へと向ける。

「《獣王遊戯祭》──各地の強者が覇を競う、遊戯の舞台なのです」

「遊戯ゲームですべてが決まる学園……ってわけだ。透とう夜やや理事長の奴やつが好みそうな、皮肉に満ちた舞台設定だよ、まったく」

　クオリアシステムに支配された、世界で唯一の学び舎、獅し子し王おう学がく園えん。

　その構造をそのまま利害関係のないアルセフィア王国に再現した狙いはただひとつ。




　獅子王学園に成り代わりたくば、獅子王学園を牛ぎゆう耳じってみよ。




　白しろ王おう子じ透夜の凶貌と傲慢極まる声の幻聴が聞こえるかのようだった。

　長い白髪の男の感極まった表情を脳裏に浮かべ、紅蓮は顔をしかめる。

　まったく、いなくなってもこんな遺産を残してやがるとは。

　どこまでもはた迷惑なバトルマニアだ。

「明日からあなたたちは、王立学園に通います。もちろん、他の参加国──米国、中国、ロシア、ヴァチカン、欧州連合の遊戯者たちも。異なるクラスに所属し、互いに覇を競い、頂点を目指すことになるでしょう。そして、そこに──」

「──あんたらが絡むわけだ」

　ユーリエルの説明を遮って、紅ぐ蓮れんが先回りして言った。

　え、と意外そうな顔で目を見開く可か憐れん。一方で、ある程度読まれることを予想していたのだろうユーリエルは、余裕の笑みでうなずく。

「その通り。第一区画から第六区画までを治める総督──王位継承権を持つ、六人の王子王女たちが、それぞれの勢力のパートナーとして争いに加わることとなります」

　王位継承権、という単語を彼女はあえて強調した。

　つまりそれこそが、この《獣王遊戯祭ベステイア》という遊戯ゲームの真髄。本質。

　六ヶ国の列強諸国。六人の王位継承候補者。

　それらの情報が指し示す、唯一絶対の答え。それは──。

「王位継承戦の代理戦争。自分のパートナーを王に押し上げるための遊戯ってわけだ」

「なんてことですか……一国の行く末を、私たちの遊戯に委ねられると？」

「ああ。可憐はまだ慣れない感覚だろうが、裏の世界ではよくあることだ。しかしまあ、裏でよくあるってのは、表じゃ滅多にないってことでな。つまりコイツは──」

「──《黒の採決ブラツクバウト》」

　紅蓮の言葉を引き継いで、可憐がごくりと息を呑のんでその名をつぶやく。

　世界を裏側で支配する仕組み。戦争が失われた代わりに人類の調停機能として君臨する、現代の神様とも呼べる、絶対のシステム。

「そうだ。遊戯者同士の争いでありながら、誰かの権利闘争を肩代わりする。こんなモンを学生同士でやらせようなんざ、あのシルクハットはやっぱり頭が沸いてやがる」

　ここにはいないエセ紳士の顔を思い浮かべ、毒を吐く紅蓮。

　そして紅蓮は、穏やかな笑みを浮かべるユーリエルを一いち瞥べつして言う。

「──だから、俺たちを試したのか？　パートナーたり得る相手かを、見極めるために」

「はい。……最初の出会いは、偶然でしたが」

　強き姫の目に初めて『弱さ』が宿った。

　目を伏せ、まつげを震わせ、ユーリエルは唇くちびるを噛かみながら言葉を紡ぐ。




「今日は一年に一度、弟のユリウスと外に出ることが許された日だったんです」

「何……？」




　痛切な声で、残酷な事実を語るユーリエル。彼女がふっと目を彼方かなたへ向ける。

　アルセフィア第六区画の街並みを一望できるこの場所から見える建物群の中に、ひとつだけ異様な建物がそびえていた。

　灰色の立方体。そうとしか呼べないコンクリートの塊が、ぽつんと街中に置かれている。

「弟があの離宮に連れて行かれてから、もう何年が経たったでしょうか。生まれつき体が弱く、目が見えない弟は、アルセフィア王家の恥だと、王位継承権を与えられぬ出来損ないだと……私から引き離され、離宮とは名ばかりの監獄のような場所に入れられてしまったのです」

「そんな……！　それは、あまりにも……！」

　ひどすぎる、と。そう言って腕を震わせたのは、可か憐れんだった。

　血のつながった家族を利用価値という秤はかりで評価し、至らぬ者に厳罰を与える価値観。

　それは可憐と紅ぐ蓮れんが経験した、砕さい城じよう家の忌まわしい習慣と何ら変わりない。

「弟との邂かい逅こうが許された、唯一の日。そんな日に貴方あなたと出会い、その名前を聞き、その瞳を見たとき──私は運命を感じました」

　紅蓮。その名前をつぶやき、ユーリエルは強い眼まな差ざしで見つめる。

「この方は、私たち姉弟きようだいを救ってくれる、救世主かもしれない……と。それで私は、事前に獅し子し王おう殿から渡されていた名簿を引っ張り出し──」

「──遊戯ゲームの実力を確認した、ってことか」

「はい。非礼はお詫わびします。一時とはいえ、お仲間に破産の恐怖を味わわせてしまった……信頼を失っても仕方のない野蛮な行いでした。ですが、今回の《獣王遊戯祭ベステイア》。私は万が一にも負けるわけにはいかないのです……！」

　これまで落ち着いた物腰で話してきたユーリエルが、声を荒らげる。

「たとえ力なき者でも、あたりまえの権利とごく普通の幸せな生活が約束される──ユリウスのために、私はそんな国を作りたい。力こそすべてと考える、現王の遺伝子を引き継いだ他の王子や王女たちに、みすみす政権を奪われるわけにはいきません！」

　それは彼女の心からの悲鳴だった。

　紅蓮の『眼め』が捉えた心の流れは、その色は、哀かなしいぐらいに切実な想おもいを描いていて。

「しかし、私には何もかも足りていません。財力も、王宮内の権力も。そして国民からの支持も……。あるのはただ、弟を守りたいという意志と、生まれつきの《瞬間記憶能力》。そして、裏の世界に自ら飛び込み鍛え上げた、《黒の採決ブラツクバウト》に通じる遊戯の腕前だけ」

　スカーフの遊戯者、エルとしての彼女の姿を思い出す。

　獰どう猛もうな番犬が如ごとき気迫と、あらゆる手練手管を以もつて相手を制圧せんとする老練さ。

　そのいずれもが、可憐な姫の見せていい顔ではなかった。

「ですが、その唯一のアドバンテージさえ今回の王位継承戦のルールは奪ってしまった」

　悔しげに唇くちびるを噛かむ、ユーリエル。

　その表情の意味を知りながらも紅蓮は、あえて意地の悪い質問を投げかける。

「どうしてだ？　勝てばいい。絶好のルールだろう」

「王族同士だけでの遊戯なら、そう思えました。しかしこの《獣王遊戯祭》は、各地から一流の遊戯者が集まる修羅の坩る堝つぼ。第一王子カールスの下には、遊戯強国アメリカの精鋭部隊。第一王女リングネスには、中国に雇われた日本の名門一族の人間が付き従うことになると聞いています」

「日本の名門一族……お兄様、まさか、それって……」

「どうだかな。会ってみないことには、何とも言えないが──」

　日本で名門の遊戯ゲーム一族と言えば砕さい城じようを措おいて他にはない。

　紅ぐ蓮れんが抜けた後、砕城の一軍──中でも新進気鋭の遊戯者たちは、日本の企業よりも大金を積んでくれる中国の依頼を多く請けるようになり、結果として一軍とは名ばかりの時代遅れのロートルだけで国内案件を回し、日本は世界から後れを取ることになったという。

　もしも今回、中国勢力が本気でクオリアを獲とりに来ているなら、必ずいるはずだ。

　紅蓮と可か憐れんの怨敵、砕城家の息がかかった者たちが。

「他にも第三王女のヌグネは神の奇跡を呼ぶとされるヴァチカンの次期教皇を抱え、第二王子ツボルグ、第二王女エーギルが組むロシアや欧州連合も《黒の採決ブラツクバウト》トップクラスの人材を用意してきている──悔しいですが、私だけではとても敵かないません」

「とんでもない話だな。どこの国も大人げなく本気出してきやがって。……その分だと、絶望しただろ？　組むことになった日本代表が、ただの学生集団だと知って」

「……正直に申し上げれば、その通りです。二度と神に祈るまいと、そう思いました」

「ま、そりゃそうだろうな。誰でもそう思う」

　いくら獅し子し王おう学がく園えんが遊戯教育の先進校だからといって、所詮は学生の集まりだ。

　最上位のＳランクでさえ《黒の採決》の経験者はいない。

　実社会に比べればノーリスクに等しいＧＰゲームポイントをやりとりし、遊んでいた井の中の蛙かわずたち。

　どう足あ掻がいても戦力にはならない。──はずだった。

「ですが、貴方あなたがいた。どんな強敵をも倒し得る──圧倒的な強者が」

　あらためてお願いします。そう言って、ユーリエルは白薔ば薇らのような手を差し出した。

「私と、弟の未来のために。どうか、手を貸してくださいませんか？」

　平凡で幸せな、あたりまえの日常を願う少女。

　その真摯な瞳を見て、隣の可憐が窺うかがうように紅蓮の横顔を見上げる。

　しかし朱い『眼め』を煌きらめかせる紅蓮の表情には、一切の甘えはなく。

「どうせ《獣王遊戯祭ベステイア》には勝たなきゃならんし、手を貸すのはやぶさかじゃない」

「では……！」

「だが、俺は嘘つきの味方はしない。手を貸してほしいならくだらない隠し事などやめて、手札をすべてさらけ出せ。──話は、それからだ」

「……ッ」

　希望にあふれた表情を浮かべたユーリエルを、紅蓮の言葉の剣が刺す。

　表情を強こわ張ばらせた彼女が顔を背けようとするのを、その顎あごを指で捕らえ、強引に自分の方を向かせて。

「弟のために王位継承戦を勝ちたい、それは本当だろう。──だが、王になる気はない」

「……!?　そんな……心が、読めるとでもいうのですか!?」

「そんな便利な能力だったらラクなんだがな。『嘘うその色』を出してるあんたの思考の流れをたどり、予想しただけだ。……その反応で確信に変わったよ」

　紅ぐ蓮れんはため息をついて、自分の推理を口にする。




「うちの理事長と取引をしたな？」




　問いではなく、確認の意味を込めて紅蓮は言った。

　ビクリと震えるユーリエルの背中が、その指摘の正しさを物語っている。

「考えてみりゃ出来すぎた話なんだよ。たまたま日本代表に俺がいたって？　馬鹿野郎、この座組を作ったのはあのエセ紳士だ。これくらいは織り込み済みだろうよ」

　小国とはいえ、ひとつの国の王位継承戦となれば重大事だ。それに合わせて王立学園にクオリアシステムを導入し、舞台として整えるなどといった大がかりなことをしようと思えば、突貫工事では到底不可能。

　半年から一年の準備期間を必要としているはずだ。

　すなわち──砕城紅蓮が入学する前から、《獣王遊戯祭》の計画は動いていた。

「あんたはあのオッサンに依頼したんだろう。《黒の採決ブラツクバウト》の参加者たちを倒せるような、実力者を寄こしてほしい……と」

「……白しろ王おう子じ透とう夜やだけでは安心できませんでした。獅し子し王おう殿はその実力を保証していましたが、《黒の採決》における実績もなく、人格的にも信頼できそうになかったので」

　紅蓮の指摘を認めたのだろう。ユーリエルは、獅子王創はじ芽めとの裏取引を白状したも同然の話を始めた。

「獅子王殿の取引には乗れなかった。……あの、時点では。でも──」

　獅子王創芽は手に入れてしまった。

　五年間不敗の伝説を。

　絶対勝利のチケットと呼ばれし英雄を。

　そしてその男は実力通りに順当に学園を支配するに至り、当然の如ごとく《獣王遊戯祭ベステイア》の代表にまで上り詰めた。

「だからオッサンの要求を呑のんだ。おかしいと思ったぜ。この《獣王遊戯祭》、クオリアを手に入れるチャンスがある他の国に比べて、あまりにも獅し子し王おう学がく園えんにメリットがなさすぎた。……あのタヌキが、見返りもなしに大金を張ったりするわけがないってのに」

　紅蓮は舌打ちする。獅子王創芽とユーリエル・アルセフィア。

　二人の間で交わされた契約の内容は、すでに予想がついていた。

「なあ、ユーリエル。あんたさっき、ここが第六区画の総督府だと言ったよな？」

「ええ。この『フジヤマ・ゲイシャ・テンプラ・サムラーイ・withスキヤキグランドホテル』は──より正確に言えば、この屋上庭園は、王女である私が所有し、私の手によって設定された、れっきとした総督府です」

　紅蓮の問いかけにたおやかな微笑ほほえみで返し、ユーリエルは地面を指さして言った。

　その言葉の意味するところに紅ぐ蓮れんは、己の推測が確信に変わるのを感じ。

「日本企業に経営権を売り渡したホテルの屋上に、国の重要機関を置く。まともじゃないが、そこに合理的意味があるとすれば──疑似的治外法権の獲得しかない」

「疑似的治外法権……まさか、お兄様。このホテルは……!?」

「可か憐れんも気づいたか。……そうだ、ここは建物自体は現在日本のヤクザ組織が所有してる。アルセフィア王国の捜査機関が簡単には入れない場所なんだ」

「もともとのホテルの持ち主は第六区画総督、つまりユーリエル・アルセフィア。自身が売り払っておきながら、その屋上の権利だけを残し、総督府として設定している事実……。これは、つまり──」

　驚異的な速さで回り始めた頭脳で答えにたどり着いた可憐。その言葉を引き継いで、紅蓮は、ユーリエルの眼前に指を突きつける。




「王国本体にバレたら困る、後ろ暗いモノを隠してるってわけだ」

「……ッ！」




　町娘、遊戯者、王女。三つの貌かおで塗り固めた嘘うその鎧よろいを貫かれ、姫の表情が硬直する。

　共感覚で暴き出した『仄ほのかな嘘』を示す『薄紫色』の膜が。

　まるで毛糸玉のようにあっさりと、するすると解ほどかれていき──




「……ああ……ああ……っ……！」




　ボロボロと。大粒の涙がユーリエルの目からこぼれ落ちて。




「ここまで、暴いてしまうなんて。やはり貴方あなたは、本物の……」




　感極まったように泣きながら、しかし顔には微笑を湛たたえて、ユーリエルはパチンと指を鳴らした。すると、微かすかな揺れとともに紅蓮たちの立つ四阿あずまやの光景がぶれ、ＡＲ映像のテクスチャが剥がれ、本物の風景が暴き出された。

「たくさんの本棚と作業机、古今東西の遊戯ゲーム道具……それに、クオリアの筐きよう体たい……!?」

　屋上庭園の四阿の下、開けた屋外だと思っていた場所がたちまち屋内の書斎に変じたのを見て、さすがの可憐も驚きよう愕がくを隠せなかった。

「ご覧ください、紅蓮。これこそが、偽らざる私の目的。私の為なそうとしていること」

　真実の『色』をまとったユーリエルが高く掲げた腕を振り下ろす。

　進撃を合図する軍師のような動きに反応し、何もない空間に一枚のデータが浮かぶ。

「それは──」

　それは、紅蓮にはあまりにも見慣れたもの。

　裏世界において、絶対の契約履行を約束する、神の石板。

「──《黒の誓書ブラツク・ロール》！」

　世界を動かし得る大きな契約を取りつけるとき、あるいは《黒の採決ブラツクバウト》の取り決めを、詳細に書き連ねておくためのシステム。

「なっ……ユーリエルさん、貴女あなたは……ッ!?」

　そこに書かれていた内容に反応し、真っ先に声を上げたのは可か憐れんだ。

　紅ぐ蓮れんは予想できていただけに冷静さを保っているが、それでもその常軌を逸した内容には目を瞠みはらずにはいられない。

　だって、そうだろう。そこに書かれている内容。それは──




『《獣王遊戯祭ベステイア》において、第四王女ユーリエル・アルセフィアが勝利した場合──。

　アルセフィア王国の領土、国民を含めたすべての資産の所有権を、

　獅し子し王おう学がく園えんと、勝利に最も貢献した遊戯者に無償で譲渡することとする』




「──売国契約。それがあんたと理事長が交わした契約だ。……見せられるわけないよな、こんなモン。バレたらあんたもウチのタヌキもまとめて処刑されても文句は言えない」

「ええ。ですが、これで良いのです。私は、王位なんて欲しくないのですから」

　ドレスの袖で強く涙をぬぐい、彼女は決意の眼まな差ざしを見せて。

「自由になりたい。弟を解放し、どこか遠い地で姉弟きようだい二人、静かに暮らしたい。そんな願いを抱き、国を売るような契約を結ぶのは、おかしいでしょうか？　……ッ」

　切なげに言うや否や紅蓮の胸に飛び込み、顔を埋うずめるユーリエル。

「……ッ。おい、ユーリ──」

「ゆっ、ゆゆゆ、ユーリエルさんんん!?」

「お願いです、砕さい城じよう紅蓮──」

　突然の大胆な行動に困惑する兄妹きようだいをよそに、売国の姫は己が本心からの望みを口にした。

「王位継承候補者たちが従えし、悪あつ鬼き羅ら刹せつの如ごとき裏世界の遊戯者──それらすべてを打ち倒し、私に勝利をもたらしてください。そうしたら──」




　これは、愛する弟を持つ素朴な町娘の願い──

　強く在らねばと自分に課した強き遊戯者の願い──

　そして、ひとりの強者に縋すがる、か弱き売国姫の願い──

　三本の願いの糸が縒より集まって、一本の太い願いとなって、紅蓮の身に絡みつく。

　強くも儚はかない華きや奢しやな少女の想おもいを、紅蓮は腕の中で確かに感じていた。




「──この国も……この私、ユーリエルも。すべてを貴方あなたに差し上げます」
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あとがき






　こんにちは。いつも読んでくださる読者の皆様には感謝しかない三み河かわごーすとです。

　疾風怒ど濤とうの展開力がウリの自称Ｆランクですが、６巻にして早くも世界に飛び立ちました。毎度毎度「これくらい強ければ倒すのに５巻はかかるだろ」とばかりに、めちゃ強い敵が現れるんですがなんだかんだで紅ぐ蓮れんの前に瞬殺されてしまいます。仕方ないね。

　さて、次からは《獣王遊戯祭ベステイア》開始ということで──世界編が始まった時、疑問に感じた人も多いはず。『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』なのに学園が舞台じゃなくなったら、タイトル詐欺なのでは……？　と。

　ご安心ください、《獣王遊戯祭》の舞台は学園です。ただし、世界中の強い奴やつらが同じ学校に通うことになりますが。どんな遊戯ゲームが繰り広げられ、紅蓮のどんな強さが見られるのか──７巻からの新展開、まだまだ残していた自称Ｆランクの新たな魅力を届けます。

　ところでキャラが増えてきて、桃もも花かや楓かえでや佐さ々さ木きなど、日常枠のヒロイン達のラブコメ的な出番が、ちょっと物足りないと感じるようになってきました。たのしいラブコメ版の『自称Ｆランク』みたいな外伝とか短編みたいなのを出したいなぁ……。

　さて、今回もイラストのねこめたる先生、編集Ｏさん、関係各位様、そして読者の皆様、本当にありがとうございました。次もどうぞよろしくお願いいたします！





電子書籍特典　書き下ろし短編

『たとえ届かなくても』





「誰もいない縁日って、不思議な感じがしますねえ」

「ほとんど二日目のセットの流用ではありませんか。学園長も手抜きですわね？」

　むぐむぐと特大アオリイカの丸焼きに醤油マヨをつけてかぶりつく。

　豪快に食べているわりに浴衣にシミをつけないあたり、器用なものだと楓は思う。

（本当、わからない娘ですわ──）

　楠木楓にとって、桃貝桃花は保護すべき『弱者』だった。

　紅蓮と出会う前、いじめ同然の搾取でさえも。楓はあくまで桃花を屈服させ、愛玩動物として飼ってやろう……などという、汚い善意にあふれた気持ちでいたのだから。

「ふぇ？　どうしました、楓さん。そんなに見つめて、イカ欲しいんですか？」

「いりませんわよ。こうしていると、ただのおバカな桃花さん。けど選抜戦で見せたあの切れ味、凄みというべき迫力、異能……。どちらが、本当の貴女なんですの？」

　獅子王学園は、文字通りの獅子の巣だ。

　天才ばかりが集まる、どころではない。天才しか生き残れない。人類の基本スペックの限界近い上澄みから、さらにふるい落とされ削ぎ落とされた、文字通りの最高峰。

（そんな世界において、わたくしは……いつまで、しがみついていられるのかしら）

　紅蓮の傍にいたい。支えたい。役に立ちたい。何もかも失った自分に最後に残ったもの、希望の道は果てしなく険しい。なのに、心のどこかで侮っていた桃花にまで。

「追い越されていたなんて、笑い話にもなりませんわ。それで、どっちなんですの？」

「どっちと言われましても。イカとタコならイカが好きです、歯ごたえが丁度よくて！」

「関係ありませんわよ！　それも演技、わたくしを油断させる罠では!?」

「違いますよう。けど、お腹がすいてちゃ戦えないですし。大切です！」

　むん、と少し前まで瀕死だったとは思えない血色のよさで、気合を入れて。

「楓さんやみなさんと違って、桃花は今日からスタートなので。……出遅れちゃってます。ご飯食べたら思いっきり練習して、ちょっとでも差を縮めないと！」

「ま、まだやる気ですの!?　あれだけ手を尽くして、それでも届かなかったのに……！」

「もちろん！　勝つまでやりますよう。そうすれば、絶対負けないんですから！」

　……バカだ、と改めて楓は思い知る。

「桃花さん、あなた……本っっ当に、バカですわねえ……」

「そ、そんなしみじみ言わないでください！　不安になるじゃないですかー！」

「必要ありません、褒めてるんですから。……そう、勝つまで、やる。それだけですわ」

　トップが遠い？　知るか。

　追いつけるはずがない？　それがどうした。

　楓の心の中で、弱気な自分をおバカな自分がブッ飛ばしていく。

　迷いなく努力を積める、シンプルさ。失敗など考えない。挑戦者の心がけ……！

「忘れていましたわね。……ふふ、少し勝ったらこれなんて、情けないこと……！」

　あの道化師の邪悪な貌。最後まで何もできず、見ていることしかできなかった。

　だからといって諦めることはできない。最後の最後まで、桃花のように。

（届かないからこそ、走りますわ。──あの方のもとへ！）

　楓の視線の先には、誰とも交わることなく昏い眼をして座る紅蓮の姿。

　ただひとり可憐だけが、彼と話している。どんな会話が交わされているのか、次に彼らがどんな戦場へ行くことになるのか、それはまったくわからないけれど……！

「はむっ……！　まあ、柔らかい。おいしいですわね、このイカ」

「ですよねー！　あれ、楓さん、少し元気になりました？」

「ええ。少しだけ。……やるべきことが、わかりましたから」




　迷いなく、ただ紅蓮さいきょうを追うと。

　夜空に消える煙、儚い花火の名残りに改めて、楠木楓は誓うのだった。
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